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方 ホン 卞ゲピ • か ビ地巧 巧巧卞 r ュる けがに 巧 巧 巧 法 
(照る 貫 巧 四 頁 二 巧 文 本） 


巧 じかへ て 

化 戰の勇 ± に 贈る】 矢 

大竹傅 ま 

ロシ r のモ巧 訓話の なか じ 「ヮシ 々とお」 とい ふ 話が ある 0 

巧を ヮ シカは •「そら 巧が 曲た I 巧け てく わ一」 と 弟 5 鳴を あけて は， け 人達が 大 K ぎを して なれ 
を かけじ 巧び だして ホる のをを て •いつも 巧げ がつて ろた。 

ところが その後、 今 巧は ほんとぅ じ おがみら はれた 時 じは ■リシ カが いくらか けを もとめても 
r また ブ シカの 巧 だ J — といつ て 雑む も 飛び だして かて 化けょ i とする ホが なかつ た。 V シカは 
とぅと 5 巧に な はれて 巧んで しまつた 0 



2 


团 巧の 巧 I が 塞で あつ てぇ そのた々 じ薑 をみ ざむ. ^ ，西ち を あざむい ては 不可ない。 それ 
は 事な じ おいて 困 論の 巧 I どころ か •逆 じ •風 論の 現 猫で ホろ 0 
かの、 シ ベ， 7 出累 をで ホつ たとい ふことは' 今 a では 誰れ 一人 異存な き ~ 致の 訟で ホる 0 
をし， 化の ご" ァ出寞 敗の もつ と 支き な 創 巧は’ やれ 捆簿 『をれ 獨透奪 圏の 東 
渐 の- 〇 い 革* ヴシ * 流 G ? 化物 まから ホへ と A まを 巧 香 悔ひ卞 ぎち Air 围 巧が 借 
を 措か ミな つたこを ホる。 — こわは 团廣 外を 上の あらゆる 瞬間 じ必 巧な、 围論 が一の ため 
じ巧對 めな 巧 害と なつて •今後 も か窗じ 永い 聞， わが 圃の厨 巧 ま® 上 じか 巧す るで ホら ぅ 0 
ミろ 巧 ホ またで 興つ たおで， ユダャ人の 奠的 陰謀. 力まは ユダャ 巧と ふ お ていは 
ゆろ 思が 國 がの 日本の お 等 じ， 無が の 巧と 化物を 巧跑 させる ことが 流行し はじめた。 

巧ぶ 滿川 巧は •こを 『ユ •々ャ 柄の ホ 夏と あ'^ けて， 哲 この 璋お がわが 国 量 巧の トピを 
を審惡 をみ たへ つ A をを 讓 し’ そ 0 雲ち と を ゐ& 。賢 I 人の 讓 をみ-さ じくは 卽 
ち國の 一巧み みむ ミち あゎ、 を國 一き ぶ 雄々 危 ふくす る もを をと ふ 見地 かち まち 一 
自己の 酣图 をぅ ば はれて がふる じ 所な きお おの 被 抓 おち 巧 じが 巧なる 同 巧を ょせろ とい ふを 巧 か 
ら •同 巧の この お 巧は 巧が だとた も ふ。 


化は、 ユダヤ 巧 論は、 ヮ シカの 巧の ば宙 だと お ふ# である。 ザ 巧 じ おいて 『拓』 でも 何でもな 
いらのを， 『巧 だ、 巧 だ、 拥だ J と圃 比を あざむき •圧 島な •純が な、 闽巧が 一時 をれ じ 巧せられ 
て巧围 S 巧 じ 5 ごかされ てゐ ろのを 化て， ヮ シカの 巧 人 じ おする ごとく じが 快が つて ゐ ると •い 
ざ ほん i5 の 『巧 J が ホた 時 じ •閲 巧は その 『，姑』 じ# をが けなくな ろ。 そこで ユダヤ 闲 論者は， 
例 S なつき ヮ シカと 旧 じ 巧 命じ 陷る ことじな ろで ホら 50 『招』 など i いふ 文 宇は •さ 5 巧 暗 じを 
用すべき でない 0 

巧 巧を 通じ おはれて ゐるユ ダヤ禍 論の 巧 まとを 强附 をと を惊證 すろ 巧拽 は， 特別の 『巧な」 な 
どを する まで もな く、 現代 社を 人と して 巧 通の お認を もつ たちなら •隨 巧に， がな じを いだす こ 
とが 化 ホろ 〇滿川 巧 も 巧 じ 言つ て ゐるや 5 じ， をた 化 ごろの 平凡 社が 誤を でも 格ん ど大を おのが 
決に 巧い おで ぞくの 列席 巧 じょつ てボ認 された やぅ じ， かの ユダヤ 曲 茜せ のな のをた る 『プ ロト 
n — ル」 が 巧を だとい ふ 巧ぶ も その】 つで ある。 (このな の 保 普の 特質 じついて は 規川巧 が 本 摩の 
5 ちで 明か じ 巧 摘して ゐる ところで ホる) 

だが、 この 巧 か 卞八桿 巧な ホを 巧つ て •かの 「プロ トコ I ル」 が ユダヤ人 中 S 何ら かの 锅脑 S 
# 屏で 採用 さわた 巧 巧で あると して •また 化の 『プ ロト n — ル」 S み 句の： 1： れ かじを かれて ゐ& 


ところ じ 巧かない が會 巧みが 巧 巧す 6 として、 をれ が 瓦ら にを 選 運 かから ホな 動， のまは 一切 3 
巧あ爭議じいた&まで， あ皆ユダャ人 ..なす^^'だと做をするのは、 甚だしい論巧のお跑であ 
ろ。 斯川 巧の いふ や 5 じ、- 天の 拖皆 お 妙法の な 燈をふ 0 かざして デ モンス トレ I シ ョンを する 
日な {示は 世が 征 がの 陰謀を めぐらして ゐる —— 巧つて をた， を 日本人は 日蓮 巧の 蔭 じかくれ て 世 
巧 巧-を 巧して ゐ 6 1 と肪 ホる のと 同じで ある。 

ユダヤ 席 論 巧は， ポリシ エヴ ィズムの 化 おぞ命 理論と •『プロ トコ— ル」 の ユダヤ 民族の 化 巧 
征巧理 諮 (？) とを なびつ け， ッヴ エトな 拖は ユダヤは 雄 だとい ふ。 —— そして ブ ヴ卫卜 みがの 枢 
要な 椅子を ホく ユダヤ人が 占めて ゐる とか •化 巧ぢ 5 じ ユダヤ人のを 梓 や 天 ホ やせ 人が こんな じ 
的 ホの 美の ごとく 配豈 されて ゐる とか •時け も' 巧 向 も， 思潮 も、 事 まも， ゥッ も， 何の 巧が も 
なく 柿み めじ、 無暗 やたら じ 人名 表を 巧刘 するとい ム 「巧妄 J じょつ て' 何 か 巧う 物を さう じ 見 
せかけ るのを* 巧を 手段と して ゐる 。そして、 そのれ 巧なる もの、 をく が •誰れ じで もお激 でが 
がので きろ やうな ffl を ひ (むしろ 出度 目と いふ ザが た r しい) や， を强附 をの ものを そのを に、 
何 S 吟巧 もな しじ 揉 さおめ たじす ぎない こと， つまり r 同-の 製造 里 J から 巧 供され 6 お 質の 巧な 
を 何の 加工 もせず じが 列谢 じなら ベて ゐろ こと —— これが なのなる かぎりの 『ユダヤ お 时巧ま 』 



のらつ とも 化が わる 特 をで わら 〇さ 5 いふ や b ホを， 巧 化の 用語を では 「硏 をとは あつけ て奋 
ない の だけむ ども。 

夕 くの 『ユダヤ 瞄迷 まを』 (さ' 「を づける ことを 許して 巧 ひたいだ 鹿 化ら し < おがされて ゐる 
ソゥ エトな 楠の 巧 巧峨員 何人の 5 ち ユダヤ人が 何卡 何％ とい ふ 如き 巧ず をと つてな ょ。- たいそ 
のを 要職 員の ど 5 いふ カテゴリー を對 かとして 取扱つ てゐ るの かな 張り 譯が 刺ら 
を おの 中から 白々 じ必 巧な 郁み だけを 巧り あけて 仙のを 陋を切 0 すて i は， を おのが 里 細 巧を 
お 明す ろ 村 巧には ならない 〇 それな 上に， 『巧 ま窜 J の 巧 摘して ゐろ 所を るろ と， お 手 じ 化よ でが 
り あけた が 計 (？) と 断 ホる ほかは ない もの ばか ゎで ホ 石。 ホ 6 ユダヤ お 論 巧は、 この おじ 化る と 

『材 巧が 古いから 今とは かしまつ てゐを J と 巧け る。 が 巧の 奥 巧まで 『硏究 じ 巧な」 を かさ わ 

てゐ& ユダヤ お 論を 茜 まが、 『現 時の ユダヤ お J を紹 叫しながら、 巧 時の 新ら しいみ おめ 材料を モ 
つち 除け じして わいて r 古い 過去の」 しかも： I ： を かを として 取な つて ゐる のか 判らめ 材 巧を 化生 
义巧 じふり 姻 して 「ユダヤ 賦の硏 兜 J をして ゐ るを 隨 ぶりは、 I 寸と封 ホに し 離い ほどで ある 0 
もぅ-つの 巧を 手段た る， をい が. 化の 時代 じ ユダヤ人 中から 销 はれた ホ かお や、 化か 塞み、 巧 
#ホ や •芭 術ぶ でを 满 家の 大小の 人を をを 刮擧 ずる こと も 同じで ゎ 60 



なら ほど ユダヤ人 中から をく の 位乂 たを 命み •巧 ザ 塞. あ 術 ま •金 做 お (しかし ユダヤ 巧 論# 
たる フォー ド じぶ ぶを はなくな つた やぅ だ) がを 出して ゐ& のは お 實だ〇 がし それは、 プロ トコ 
— ルの 命ずる ところ じょつ て 彼等が 革命を や 《 天 ホ や， を战 まじな つた 語で なく、 いは ゆ 右 『プ 
ロ トコ ー このな 前から が ホす ちちい 化紀間 にわた つて 彼等を 逍 串し 抑 里した み 図に わける 過 
ちの 化を 的 网家的 铁序や •讲 等の もつ で 化を や 化を 辑 境が、 それを 生み だした ので ある ことは を 
ふ お 地がない。 プロ トコ I ルの 命 ホる ところは 巧勒 的な ものである や 5 だが、 われわれの 社を 挟 
巧 や义化 やなを 没 巧は そんな ものでは ない。 巧を 的な もの だ〇 だから 『瞄 J などい ふ 文字には 關 
ががない 〇 巧 正なる 『ユダヤ人 硏巧 J を やろ なら， 固 おめ な ブロ トコー ルな どじ かぢ りついて ゐ 
ないで， おを •义化 •巧 あのち 面から 巧陌じ 化ち 向は ねぱ 『百年の 硏巧 J も 無 巧 値 だ 0 

ロシァを 削 時代 じ 長い 閒が あやの 巧 巧を を お化して， 日 巧 巧 巧から 巧 営 革 かお 發の 直前まで， 
ロシア 巧 命 巧との 巧爭を その 峨 として 巧た クル ロフ將 おは、 巧 命の のち ドィツ じ 亡命して からな 
名な 旧 お 記を 窜 いて ゐ る。 彼れ はを 巧 ミンスクで、 その後 キ H フで縣 知事を して ゐた 頃に 親しく 
ユダヤ人 巧 おにぶ つかゎ、 そこで r 化 上の 硏巧 J ではなし じ •苗 際 問 おとして ユダヤ人 閒 齒を时 
巧した おみ •二つの 明応 なお 输じ 達して ゐ 60 巧-じ’ ユダヤ人が ロシァは かじ 找 あを もつ のは、 



つまり ロシァ 巧 制が かれる ことを ホ 望す る 巧 大巧 因は， 法を 上 ふ w 巧 上の 差別 巧ぶ から ホて ゐ 60 
巧 二に ユダヤ人を 年が 相次で 苹命滅 じを 加す るの ち 化すが ほ 親の あ 房 じすが つて ゐろ 時代から 
5 ける， ホら ゆる おの 莲別巧 遇と 抑 おの 結 ホで ある 〇商 なな 文化を もつ てゐ 6 巧 巧 族 じ 差別待遇 
を あたへ てゐ るか ダり •彼らが 迅が挟 ホを 巧が すなと いふを 命運 助 じ 共鳴す る や 5 じなる のは 當 
が だ —— と クル ロフ將 ボは晰 じて ゐる 〇ロシ T 革命 雄 動じ ユダヤ人が 夕な參 加して ゐ たとい ふ 原 
因を 巧 巧す る じは 何らを 馆 不明の プロ トコ— ルの 力を 惜 りる 化耍 がない 0 
ホ 化 防 化の 穿 門 またろ クル ロフ膊 おが， ユダヤ人 『赤化』 の 原因は， ロシア 帝制な がのを 別 巧 
巧拉治 じある と 义^を 押して ゐ るので ホる。 なじが し ロシァ 人が プロ トコ— ルを 手に入れて 致 
ホした のが-九 〇二 年 だとい ふ〇 クル ロフ化 あは 一义〇 一二 年 日 巧戰 をの 勃强じ 第を おこし、 巧 農 
ぞ命 後の ロシア 晚ホじ 巧を むすんで ゐる 。しかも それが 一九ニ ニ 年 じ 書かれた ので あるの じ、 プ 
ロト n — ルの 『プ』 のず も、 ユダヤ 禍 の 『ユ』 のず もお抽 して ゐ ない 〇 彼れ が ユダヤ人 巧齒 じつ 
いて 力 詔して ゐる战 は， 巧初ゥ ィッ テ 化の 苗拥 時化 じ， ホで ストルィピンの 曾 袖 時代に， 劇-むじ 
ユダヤ人 じ 封 する 差別 おを のか® を连 度した ことで ある。 そして 上院 や 巧 おな の 巧 ホ 論 巧 S K 對 
で 之が いつで ち g 巧され る じ まらな かつた ことを •- かに さ 5 した 巧 巧な 巧の 巧 巧を、 ホ 制 W 巧 



の 巧を 早めた 厮因 としてみ げてゐ る。 クみ ロフ晚 巧の いはげ る 「ユダャ人 巧 年』 の 中には •巧が 
の トロ ッキー も •ジノ ダイ エフ も、々— メ ホフ も、 無論は いつて ゐ たので をる 0 

だが、 をのた めじを 命 衆 や 舉術的 •整 術 的夭ネ や金滿 家が、 ユダャ人の 專を特 辞 だとい ふこと 
は、 少しも 論據 がない。 ユダャ人を 除いた を 化が の 何十 あとい ふみち 巧の 長い 世紀に わたろ をれ 
ぞれ おおの 中 じは、 ユダャ 巧 論者が まるで 『無かつた を J かの 如く じ 『ユダャ人 あ ± 巧 人」 のを 
の 儀に が 段して ゐる 『不幸 J な、 しかも 巧乂な 革命家 や， を ザ や> 藝 術 おたちが •比ぶべく もな 
く 無 おじ ゐ るのを 想 ひ 起して をょ 0 

ダントンは、 ロ ビス ビエルは、 クロン ゥ エルは •ナポレオンは、 ッ タラ テスは •シ 1 ザ— は， 

-I — チェは、 ピョ ルッ ン は、 シユ クス ピァは、 ビョ トル 乂 巧は、 大巧 郷 は， 東 輝 一 冗 帥は、 ホル ソ 
ン は、 イブ 七ン は， ブ ーシユ キンは、 クロポトキンは、 ゲルッェンは、 シ ャリャ ピンは、 ルッソ 
— は、 野 口 英化巧 ± は 、プ レ"！/ フは •スタ ー リンは， レ ユンは •プ ポチ 司フは •ステン カ • 
ラザン は、 十二月 巧の 貴族 軍人を 命 家たち は、 パ ー ナ 1 ド •シ 3 J は、 ジャン ダ I ク は、 トル ス 
トイは •ムッソ リユは •ビ ルス ド スキ 1 は、 マサ リックは > フオ 1 ドは、 ボル ドゥ インは、 •チン 
ギス カンは、 巧义賊 は、 が 明は、 菜 S 姑 望な、 マキャベリは、 ビス マー クは •ヒン デン ブルダは、 



バクー ニンは •その他 その他の おへがたい ほど 多くの ユダャ 巧 族な がの 化 人、 革命 ま、 化 おお、 
巧を > 巧 巧 某は、 ユダャ 解 論 おのがん で 指 描す る ユダャ人 中の 巧 あ 人物た るョッ フユ、 ジノ ヴィ 
エフ、 シャィデマン、 タラス ノシ チョコ フ 、ス チン ホスを の 他を の牠 と' そのな 大な 6 點じ b い 
て 肩を ならべる ことは 出义 ない のか？ 

ロシアの 革命 おは、 ft お 一巧に はじまつ てゐ る。 その 化 表 的な 指 巧を プガチョフ や ステン カ •ラ 
デンは 賴 まの 巧 格から 脫 出せる々 ザック 自ル 巧で あつて、 ユダャ人と 何の 關が もない。 ロシァ • 
マルクス 主 蔑の 父と おされる プレ パ— ノフは 西 かに じ 命して マル タスぶ 疑を 華が 巧 論と してぅ け 
入れるな 前 じ， ずで じ ロシア 流のを 命 留髓人 巧 W お あ 撰の 領袖で あつたり ンュン の 化 —— ァレク 
サンド ル 己 化 巧 崎 殺 計 まじ 連座して がな さわた ァレクサンドル •ゥ リャ ー ノフは •マルクスち 装 
を 命 理論とは 根本的 じ 抑 おわな かつた 人 巧の 患ぶ 煤 員で あつた 〇バ クー ニンは 十 乂化紀 中が のョ 
1 ロッパ (フランス、 ィ タリ—' ド ィジ、 ォース タリ— 等) じ おける あらげ る 苹命进 巧 じ 身 
をな て參 加した 炼禪 の 太を 命决 であ もが、 彼れ はを 時の マルクス •ユンゲ ルス 派と な 烈な飼 ホを 

して ゐ る。 こ-; i ら の あらゆる 革命め 巧が の 卜：じ 生わ' をして 化 技した ロシア ホ 命運 動を、 ユ 

ダャ 巧， または} 般じ ユダャ お 巧の 化 化か 陰が と紀 びつ ける のは、 お 化の 苯 おを 無 おず る ホが 附 
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をの 說 である 〇 また ユダヤ人 革命 菜 材志も 巧爭を L てゐる ot マルクスと ラ クサー ル の巧 爭* ヵク 
ジキ1とべ ル ンシ ユ タィンの巧幫爭、 シ ヤィデマ ンのリ》ブク ネヒト巧びル クセ シプ ルダ殺巧 
等の E おを 見ょ) 

を理を 巧す る わが 满川 おが •ユダヤ 規の迷 まを 排擊 する ためじが がと して 投 つたのは 當が のこ 
とで ホる 0 

ユダヤ 禍 論を のを 巧 ほどず 盾 (すなは ち 巧 ま) じ おちた ものを、 化 じを いだす のは ま 難で ある 0 
がらは、 ユダヤ 民 巧の 化 ホ® お プロ トコ— ルと マルクス ま 塞 力まは ボ リシ H ヴ ィズムの 化 ホを 命 
まを とを 一 おとして 結びつけ， ミニ また ユダヤ人の 經濟的 ホ 能 やを 軸教 力を おびつ けて ゐ ろ。 

を 一に、 ユダヤ人の 化 巧 征服と いふから じは， み 段の ユダヤ 民族を' 3 て 何十 憤と いふを 化 巧め 

夕 巧ち 巧を ま 配す ろと いふ ことで あら 50 ユダヤ 麻 論者の いふ 如く， その 目的の ためじ ユダ 

ヤ 人が 狸設 したの が ソゲ エトな 巧 だとす るなら ば， をの ッヴ H 卜は 術が-巧 族 中の 义夕 数の 力を 
もつ て ホみ 支が 階級 S ま 配を 巧 斥し、 夕 巧の® をと いふ お 巧を 制を する グ のは 乂 なる 才 盾で をる。 
ユダヤち 巧が どしどし 人！：： をお殖 せしめて 世が のを お 巧ょりも 夕數 じなる 時を を 巧して •々から 
さ 5 いふ 原 巧を 用 おしてた < の だと •もし ユダヤ 巧 論 ホが 言 ふなら ば、 それは ち 巧 邸の 人口 巧 化 
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規爭 の閒惕 であつ て、 ユダヤ 禍 ょゎは ま づ產话 制限 おで も 提唱す るぶ が 直接的 巧 典が あらう。 

ユダヤ人が 揭巧的 じ 化 巧 じ 勢力を 占て ゐる 、または 占めつ、 ある、 1 これは ユダヤ人の 隨ぉ 
的 文化から 巧 はれた ホ 能と おじ、 巧當 精度 支で あり 巧 さう じ 見える 〇 なし 近化 ユダヤ 禍 論の 勸進 
元と もい ふべき 自動 幸 王フォ ー ドは' 近 ホ めきめきと アメリヵ 第 I の 大を滿 みとな 〇 •從 つて お 
をら く 化が-の 大金 满ま である 〇フォ I ドは をの 致 嵩の ネ能 じたいて ユダヤ 财閒 中の 何人 じ 化べ 
て も 何 倍 か 卓越せ る ことを 實證 して ゐ る。 そこで 彼れ は、 化が ぢ うの 要所々々 じ フォー ド 自劇車 
H 巧を 『蜘蛛の 梁 J の ごとく 張りめ ぐらし、 白 動 車を もつ で 化ホ征 脂を 試みん とずる ほどの 痛快 
な 巧で ある 0^^ それは をれ として •ユダヤ人の 稱巧的 化 お 征服 (卽ら 致 苗の ホ 能) とッヴ エト 
化 推と 何の 關 がが あるの か？ 

ソヴ エト おな は、 致宮の 目的を もつ て 他人の 巧 力を 巧の する (これを 除いて 一定の 人 や 集鹽が 
致當の 目的を 充 かじ 達成す る 方法は 現ずの 絕 巧組槪 では あり 得ない】 をから I 切の か 治 的 他 利を 
が發 して ゐる 0, このな 法の 稱 神が、 を 化が の 致 宿 階級の おおの 能 城と なつて ゐる こと も わがの 巧 
■巧 だ 0 

一 閒留を 巧り や寸く する ためじ、 I つの 偶 巧を 設けて 見ょう 〇偈^ じ々 ボリ シエ ヴ ィズムを 某 お 
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とする 化 巧 ホ かがまは された として •をの 時 ユグャ 人は ど i なる— 

第一 じ、 ュダャ人は 巧 巧の 居な 關 巧を 皆へ ないか ダり、 化界ぢ ぅの 何處 じたいても その 化ぶ の 
隻ま絕 掛か 鬟巧 となを ホら もか數 民族が 多-養 巧を まが するとい ふことは、 ィ •キリス 
の ィンド じ おする， 巧 研 民族のを て 巧ち 巧 じ おする お怨じ おいて 可能 (そわ も夕 おち 族が 眠つ て 
ゐる閒 だけの こと だで ホ， 0 が •ボ 。シュヴィ •スム とは ホ 軍る。 巧つ て ュダヤち 巧を こじ お 
いても ち 巧 的 じは ま丽巧 力と なることは 出 ホない。 

あ 二 じ 致 苗の ホ距 にょつ て蓄を ュダャ人 のらつ てゐろ 全が をは. ブご卜 楠夕手 こ* 
夕さ を、 震 ま 夕賽が 支 學& ッヴ； め 楠 S ホで 藝- され 6。 か 技 G ュダ 又 S 擊じ 

はなら たいこと じな ろ 〇 

—— 巧は つて おくが、 弟 者は モスクヮ じ 滞が せる 阳じ东 の ュダて 巧 S 巧 ホが 不巧巧 巧の 居 

塞な ミを 菊る を— 崖を 簽 3 れた 己た sg # 愛 管 < 畜お紹 おじょ 

つて、 こむ を 巧證 する ことが 出 化る 0 

W 奚薄窒 A をを 者を ち •二を 心を をち だが を こ： irr 4 f 萝巧援 を もつ 



7 ォ— ドの 化 お 自助 単 征服？ または ユダャ人の 化 巧が 巧征眼 (こ S 二つは 自あ单 も 迅化巧 巧の 
1 巧 おであるか ざり 同じ ことで みる) を 巧 ふる あを して 巧へ しめよ 。だが を こじ ボリ シエ ゲィズ 
ム化 巧を 命 理論と 何の 關 巧が あろ か？ 

がり、 らし 關巧 ありと すれば， これらの 巧を はを の 本質に わいて 巧 をれ ない とい ふ找搜 めが 互 
r 關巧一 か あろ だけで ある。 

一が を、 ミプ も、 クッも •巧 W 巧の いは ゆる 『 i とはい ふ もの、 をのみ しさよ』 式を 法を も 
つて 迷妄の 上 じ ホ妄を 巧し， 困ち 巧 巧の 名々 藉 りて ちは 围 おを 巧 枕 化せん と f る ユダャ 嵐 論を を、 
一日 も 法 かじ 打倒】 掃す る ことは •剔 下の 巧緊 おで ある 0 
ユダャ お 論赛累 手は r が 奮 じある。 化は ハルビンに おいて、 日を をで なく、 を棠 
( f ) の ユダ 卞贿 論を じ扁 巧な ろが 巧を 供す る ことを 誇つ てゐ る、 言は ご ユダャ 庶义を 用達 莱 をた 
る 元 コルチャック なが 倩帮 部を ィプ ノフ 巧と 會 をす るの ホ榮を 有し だ 一とが ある。 (をのを 兒 記は 
本 ホのぅ ちじ 贼錄 されて ゐ る) 

-彼 ない ふ 所の 窮附 含なる、 出 管な 外の 何物で もない。 そ をら、 ユダ 十 巧 論 おの おぶ 
口 i がを 卞る 所ち お 棟の 一巧 窒苗 J の入季 あるら しい。 こ S 耻 、ユダ 卞財 おまで お 巧は、 
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かの ザブ チの レッテル や 郵便切手の なお 癖 じ お似して ゐろ〇 巧 人のを 逆樂 であろ 0 

をれ と共に •『が 密义菩 JS を 典 じ それほど 熱中して ゐ&ユ ダヤ爾 論を が， 彼らが お 手に ユダヤ 
のおを^#ゎとさ《てミ望ィ.；- ナシ 3ナルの 晶密』 はらとょり、 公なたる決留や巧削 
すら も、 具 席 巧 じは ちつと も 「巧 望ち ゐな いこち 誠 じ ユダヤ 姑論瑟 『折を 能夕認 
々語る ものである 0 

こを 要すを ユダヤ 禍 論なる ，0 の ザ 巧 化の 碧を. また 雲 じさへ もを 巧お關 を、 ひ 
たす を排 仙め な 桐を と 8 0 ちらの おを 詞は 一切 『巧 星と ふ 墓で？ てゐ ろじ？ 
かたまつ てゐ ろを 巧 じない ものである。 

巧累’ そ G r ? 卞禍養 聲 C たいし、 を 名 雲 3 ユダ， 摩 I ホから 枕强髮 送ら；； た 
る拽 をを 捉ぇて か f し 王 ダ卞禍 論の 謹 排# を 息 言して 起てる を お夕’ このまが 戦の 行 
を 巧ん じせんが ため • a て】 义を巧 ゆる 所な である 《 


r あ 太樹は 迷まで ある J — この 命 超を 满川 巧の 口から M いた 一人が なじ 巧いた 0 
「ホ ホゥ， 战川 巧ら 乂み變 つたね』 

で •化は 言つた。 『澄つ たのでは ない、 前から めれ だ〇 あれが お W 巧の 眞を 巧な の だ』 

取ち、 谋 川ち はお 阳 の】 部の 人達が ちへ てゐる やぅむ 反 勘 巧で もなければ ヵ ッギ 星で もない。 
正しい もの じ 巧 方す るな 巧な 恼 をと， 事件の 巧、 むを 明か じ 道破す &慢敏 な 巧 性との 持まで あら。 
巧つ て贾 太」 じは 如何なる 巧 合 じ も 巧し 巧ない 人な ので ある。 日本の 軍人のを 人達が ヵ ッギ ま 
はつて ゐ &お义 巧の 話が 巧 太で ホる ことを 巧く お 巧して ゐた巧 W おは •げ年 ホ、 地义說 巧の 巧 姑 
じ， 正 だな 地方 人 ± から • 

r 摘义人 S 化 巧 脚 巧の 乂 陰謀が •ホの ロシ 7 ホ 命の 原動 リ なんだ さ i です ね」 

『日本 じ もな じお乂 おが 力び かけて ゐ ると いふのは 木を でせ ぅか」 


け ~ r を 迪涅を だの モご ダ-ル だの こク K ボ—み のをが 太 揭の巧 はれな を さぅ です ね」 

と 言つ た累 富が をく？ をを CS 去 •こ S 豪 S をければ 夏は が じて 

思想 的 じ 進 ぞ；^ いとな じ’ 遂に 化の 暮 をを さると まつた ので ある。 

化 も 巧々 同様の 質問を お 方の 巧 育ま 達から 读 せられて おいて ゐた I 人で あつたので、 まん ご t 
の 巧の 出版を ミ 巧け たので あろ。 塞の 出現 じょつ てな は •を需 ホの ぉ 貪な 人達を お 太 巧の 
法 まから かひ 得る と 倍ず ると 同時 じ、 ま おが 川 おを 「反 巧 ま」 「ヵッ ギ屋」 をな て 目せ る-が 化 
巧を の 途妄を も 巧 かじ 巧 巧し 巧る となず るので ある。 

昭巧四 年ぶ 月 一 B 

下ゃ彌 I 二郞 


け 


自 巧 

满 川を 太郞 

み 年 時化， 巧 吸の 闹じ 成長した を 者は， な 胡 ルを 巧への 通 巧 じ 化ち、 潜 かじ お 抑の 屯な 巧を 讀 
むを ち 巧と した 〇 々でも 利が とお 件のを を 記 巧して ゐ石 もの、 をい 中 じ、 フランスの ドレ フユ I 
ス大財 事件と， ロシアの + シネ フ盧 巧が 件と が ホつ た。 その お 因の ユダヤ人 じ關 巧して ゐる こと 
はが 面 じょつ て おへらむ たが、 もとょり ユダヤ人 じ 閒す& 巧 別の 巧說 をを つて ゐた譯 ではなく' 
た！. ユダヤ人なる がれに， かく も 致 化され •を 巧 さろ A は 何わぞ やと、 泌巧巧 巧 人のを 上々 巧 さ 
がしんだ ので ある 0 

ちずる じぶ ひ， を ホの ホ尙は ミし <虐 けらむ 巧 はれた る もの i 上 じ 向つ た。 「巧が』 や 「火の 巧」 
を 請んで 切 かし， な 巧し、 县當 したを 巧は、 かが 巧 瞭的じ 巧 おされ， 請 謗 さろ、 巧# の トー じ その 
规 巧を 故 巧して 巧つ たので ある。 かくて 大正 十 年 『巧 はれた る 巧 化亞」 を， 大正‘ 十二 年 『お 人 問 
«」 をぞ はした るを ホは， 三 器 かとしての 巧れ る r ユダヤ 民 K 巧 酉』 を も 早か完 巧せ ざ 占べ から 
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ざる 安 巧を 巧 じて ゐ た。 巧 かも 今 かくの かを 衣埋 をな て 巧者と 相を やぅとは •巧 ど 著者の 巧讲せ 
ざり しと ころで ある。 柯 となれば ま 巧の 巧 お 的 硏究を ま 化と せず， ホ 巧を 的なる 『ユダヤ 巧 問 垣 ’ I 
じ關 して 執を すろ が 如きは、 甚だし < 著述の 斤 程ょり 巧 晩せ る ものであるから である。 

がかし 乍ら， 巧化ョ I ロ ツバのを 大巧 またる 『ユダヤ 姑」 は、， 大正 八 年 シベリァ 出 巧の 王 産と 
して 苗 入され しなが、 かつては 『あ 做 派 訝 化」 の 有力なる 買 巧たり，々 は 一部の 围粹夕 じょつ て 
r ホ 化 巧 化 J のみ じかされ てゐ 60 その 巧巧蹈 巧の 陰な とい ふ もの， その 化 巧 じ 散 ホセる が密 結な 
とい ふ もの、 巧 人 安を 語ろ と 巧す るの W なきは 論な し〇 何す ぞ〇 おを とい ひ* を ホと いひ •寒な 
をと いひ， 巧 育まと いふ もの、 一虚 巧ぎ を 巧へ て お々 天下 じを あす 〇 まじが 巧 司法 お ま 催 あおな 
を谋 普を ネ巧 さて 『ユダヤ人の 化 巧 ホ 化 巧 助 J を 部ず るに 巧び， ユダヤ 瞄の 厢亦梗 まれり と 謂 ふ 
べしで ホる。 是れ をを が 執篆理 •ホの 巧-。 

ホ 巧を に 口 じ ユダヤ 姑の 迷妄を 巧く こと 夕 年、 がから ホ だを だ詳 かなら ざるの A なが あつた 0 
盖 しその 一々 を 論較卞 ろの なじ 堪へ なかつ たからで ホる。 巧 日 廃闹の ユダヤ 姑 論 ホ、 ザ じ' をを 得 
て 巧 巧し ホる 〇 をを 敢て I 二の 巧戰巧 じ 巧を すと いふじ ホず，- 切を なの 迷ち を 巧 巧 的に 打 巧せ 
んが ためじ、 み 巧 こ 1 じ 起た ざろ を 巧ざる じ まつた。 是れ巧 かの 巧 二 0 


巧 


ユダヤ 民族 •國を おひて より 化が じ潔烟 する こと 二 千年 0 3 — ロブ バ人 はは 巧を 無 まの ホ 地 じ 
陪れ 、劑 へその 上 じ 『ユダヤ 禍』 の 石を おじて， ひそか じこれ が 巧な を 巧れ てゐ る。々 曲び ユダ 
ヤ解說 が 固から 5 とも、 をは おを 白人のを 妄 である。 がる 去 口 じ 「か ホぶ 想の 巧 域』 を あたざる 
ホ* 自ら 這の 外 巧 おおじ 巧を してを まざる が 如きは > を じこれ 日本ち 巧の 化 辱で U たいか 。今日 
のを 巧は おお 日出 國 民の 義怕 を&て •化 巧の 憩を を 巧 巧せ しむる ことじ 在ろ。 是れ理 おの 第ー ニ。- 
關束 大度 化の 時、 おがの か 流が を じて をく の 度 公が 粥び 出した。 ま 巧せ し I 人大 なを 裙 けて 曰 
< 『みつた。 化 奴 共が 大地 涅 をを したの だな」 と。 罹災の 大衆 培 ホり をし 『おむべき をよ」 と 巧 
巧して あく これを 撰 巧し、 後を 腔 じ 上せて 巧く 留 巧を 晴らした とい ム〇 

嗤 ふこと を 化め よ 〇古ホ 地 度と をと が附 きので あつた ボ 如く' 革命 や 巧爭と ユダヤ人とは 附き 
物で あつた 〇ユ ダの 子 巧と して 二 千年 じ 巧き 姐 害を 經 ホした ユダヤ人は、 今ダピ デの 後裔と して 
巧 怖され つ i あら。 ユダヤ 棉 。おユ ダヤ畴 新々 ユダヤ 麻。 そは もとより 白人の 担ね 上ぐ る じを 
す。 おかし それが 日本ち 巧と 何の 巧 ホが あろの だ。 束が 巿の なが ユダヤ のがなら ば、 ロシア語 じ 
て ユダヤ人を 『齡が スキ ー」 と 巧んで ゐ るを 巧ち' ァメリヵの 『星亭 J が ユダ 卞禍を 示す ものと 
せぱ ，化が ある 巧 悼 巧 もが あく ユダヤが の 渦中 じあり とから ホ や。 ユダヤ 厮 S 速 おむ る こと 化を 
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かくの 化き である • 

今 •巧 國のユ ダ ヤ巧論 ぞ の陣 さじは 义 なるな 巧が 巧つ てるる 〇 をれ は 面 井 豚 お 巧が 一二 J 巧で 
(ジこ ン’ジ —サス •クラィスト’ ジユデ ことげ を 明白 じ親活 政策の 巧？ がへ しちを 
らで ホる 〇 巧 時 じ ロシァ 革命を ユダ卞 革命と なせし 論が も •ユダャ お 論者 自 をの 口ょり 圾抵 のじ 
a つた C あとは 夕年じ 互つ てこの 巧 まを 图 ちの 巧 じ 流ホ宜 巧した る 想を 上の 罪科を 謝すべき のみ。 
おり， か 何 じ 交 因み の發巧 なれば とて 》 おりじ も乂 なる をまで あつたの である 0 
をを はが T なぞし TGS を唱 ふろ 章は ない。 『を さ 『親を S ずを じ動拽 e 純なら 
ざるを 示し ミろ。 霎ちぃ 7 ユ たを ミラ やク ご.； ゥの如 さ 良' むの 燃携 をな 
て 本を を まちち 柯ぞ ユダて じ霎卞 とま はんや。 ホづ 自ら 這の 雲と 證 とそ 幸 ことち 
太 熙を圃 旗と する 日本 民 巧 本 ホの 面目で あらねば ならぬ。 

著を は 非 巧 じ 多 化 4 るを 生活を 送つ て ゐる〇 をを は 「日本」 を このま ，で搶 て I 互く ことは 出 
ホない。 同時に 『支那 J を このま A でが がする こと も 巧 ホない 〇著ぞ はお 早 ユダヤ 財 論ぶ がき じ 
_ 々巧手 じな つて ゐる餘 おな まことを こんじ 明白 じを 言ず る 0 
巧が 巧 年 因 巧 二十日 . 


2 \ 


はしが ま 

-， 本を は 大正 八 年な ホ 巧が 困じ疏 巧す る 『ユダヤ お』 の 巧 妄を打 巧す ろ 目的 じて をはした もの 
でみ ります 〇 がかし それが ためじは ユダヤ 入 じ 關ネる 一と 通ゎの 正瞄を 要し i す〇 前篇 として 
な 巧ながら も 「ユダヤ 民族』 の I をを 挿入した ホ 巧です 0 
II ， 巧 文に も ある 通り， ユダヤ 巧 巧 W 巧に 關卞 るら つとは まつた もの々 まきたい とな ひます が， 
々は 到底 その 暇が ありません からみ 口を 期し ぇす 0 
■=• 大正 八 年を 壯 をな ホの 同志で ありを ぶで ある 下 中 巧 一二郎 •大ホ 陆を兩 义が恃 じ巧义 をが へら 
わた こと' 义 出版 じ 巧て 下 中ぶ を 巧は した ことを 巧く 强謝 いたし ホす。 

四. 附巧 としてを おじ ユダヤ 問閣巧 がをお お (昭巧 叫 年 S 巧 お 『平ん』 用 巧) を 巧け ました 。こ 
れを 化き じ 頭 まれた ホが、 化は 一巧 ユダ - V 柏め 巧 まを W かじす る ことが 出来ろ かとぶ ひます。 

な t 



の 


ユダヤ 民族 及 ユダヤ 禍じ驗 する 著を 諭 义目錄 

猶太 民族 運動の 成功 大正 八 年 六月 「大 a 本 J 

(大正 十が 化 皮 『ホ はれた ろ亞糾 な』 の 中に 冉纹 す】 

，靑年 日本の 焦 點的 思想 大正 九 年 七月 r 巧 叫び J 

(义 中に ユダヤ おのま 妄 みお <】 

化界 革命 ミ 猶太 人 じ 就て 大正 小 年 セち r 亞細巧 時論 J 

お 軍 网勞農 露 西 巫の 巧 現 ミ 日本 大正 十 I 年 五月 『中 外」 

巧 農 露 西‘ 曲と 日本 大正 十ー ザ 六月 『巧で 時論 J 

西 比 利亞じ 於け る 目 露關が 大正 十一 年 十月 『が か」 

日露 欄 係の 新生面.；： 大正 十-年 十月 『巧 ホ 時論」 

{な 上 巧 おの 中に H f 卞 殿の 迷妄 も 技 <】 
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爵 お 民族 運訪 大正 十一 年 十 巧 『化 巧の 國巧 J 

華 社運？ 猶太 震 運動 盖 ょ 幸の 巧 『困を 

戰閱的 組織 ミ 思想 的充實 奎圭军 一一 巧 国 を 

《まやに エダ ヤ热 のまぎ みおく) 

マツ ソン 巧 主 巧 r 柬 巧」 

「赤旗 J ， と霉 選； 『ユダ ごの 恐怖 奎品年 十月 『日 本」 

世界 現勢ち 罢 大军霍 四 巧窗行 . 

世界 維新 じ 面せる 日本 昭巧二 年み 月费な 

《ホ ニ 巧の やじ ュダヤ 巧の 迷妄み 巧く) 

トロ ツキ， 失脚 昭巧二 年 十二 巧 r 大 2 

曇 げられ たる 民族 ミしての ユダヤ人 ミ 黒人… 旧が 一二 年 八月 『曰 违モ ま」 
ユダヤ人 問 短 旧が 一二 年 十二 巧 「曰 本 時代」 



化 ホ 漂泊を どしての 絕乂ち 族 昭か 己年 4- i 月 r れ巧义 化 J 

巧 謂 ユダヤ 陰謀 論のを ぎ 年 一巧 「束 巧- 

ユダヤ 禍の雲 累凹年 I す 塞 r 丸 州 日 巧 J 

を 国 じがけ る 猜义人 S 新建國 運動 巧が 四 年 こ 月 r 巧 巧 J 

太賠の 理想を ホ 彼す ベ 巧が 四 年 1-1 月 r 昭巧公 お」 



ユダャ 崩の 迷妄 目次 

» にれ へ < {文 竹 » 言} 

» (下 中 i 曼 
自 g 
はしがき 

ユダヤ sg 足 ユダヤ M に ■する！** 論 でる 

前篇 ユダャ 正視 篇 

第) 阜 ユダャ 民族 

- 祐 言 

II 化 ホに かける ユダャ人 
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s ユダヤ 面 おの 巧 じ 

四豫言 者 H レミ ヤ 

五 ユダヤ 巧 

ホ ユダヤ人 迫害と 巧 セム ま 寒 

セ ドレ フユ— ス乂 おを 件 

八 ユダヤ 人の 化 巧 貢が 

化 ユダヤ 民族 巧 巧 

-0 ユダ ヤ逮 曲の 慣み 

■- ッ ヴ卫卜 •ロ シヤ じがけ る ユダヤ人- 

後篇 ユダヤ 禍の迷 ま 
第二 尊 『ユダヤ 禍 Jt は何ぞ 

- 「ユダヤ _枯』 とは こんな もの 


の 


韋琶 吴晝呈 是皇吉 



一一 『世 巧 じ おられた ュ ダャ拍 J 升 

ミ 「ユダヤ ー 神 おと ユダヤ お 神」 左 0 

四 「を 化 巧 ィスラエル 同盟 J 畳 

で 「ジ 3 ン •レ— ト クリフ 巧 ± の 巧 見」 ち 

ホ 「シォンの 唐を を ご 一 

セ 「マッソンが 密 結な」 基 

八が 巧の 小言 ぶ一 

窒養 ユダヤ 禍宣傳 本の 批判 


- ユダャ おを 巧 本 直 

II 化 上 梅 あ 氏を r 辑乂 お」 共 

III 柄 井 勝 巧 氏を 「巧 太 人の 化 巧 征な運 か」 同 r 活太お 放の 大 陰な』 た 


四が お信牵 巧を 「すま 定な ろかを がと 柄乂巧 固」 同づ おぶ 巧 巧の 硏 巧」 な 
五 包 荒モま 「化 巧を かの 去が』 同 おを 「价 ホの 巧 太 人が」 た 



ホ め居«あ巧^|?|"お太民巧の大隆謀とだ何ぞ1 

第 四 章 我國じ 於け る ユダャ 禍 說反對 

- ま 巧 巧 古 

二 八 太を S 郞巧 

己 厨 川 陆± 

四 新 見 巧 ± 

E をの 化の ユダ ャ禍 なお 論 

第五 ま 陷弈も 挑戦 

I お 巧への 巧 巧 

二 『適な が 討 化 J のな 巧と して 

S 挑 度され たる i 


華 ハ ま 迷ぎ のげ 破 

- 巧 を 二 

II ユダヤ 巧 巧を 化 ィブ 一 さ 

ミフ 9 1 イ— ソン 

四 思想 恶 化の おおと や 一な 

五経み とか 捕 一な 

ホを 命 这面お 在 お 二 

セ ロ シヤ苹 か ュダ卞 巧 お 二 5 

八 その 化の いろく 

第と 章 結 言 


附 錄 ユダャ 問 越 じ 願す る 平凡 座馨 

《7に7 さ！ HI よ 9 
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□ 


平ん なま 化 ユダャ 巧 巧 逸® 誤を 
お 入され たる 欧洲 人の 巧が 
陷 巧と 巧 巧 
巧 かお お 巧ょりの ホ お 
I フ リーメ I プンを 哲巧化 じ 葬 化 

バレス クィ シカ ビル ピ •チヤン 地 ザ 化 国 





前篇 ユダャぶ 視篇 

巧-章 ユダヤ 民族 

I 巧 ま 

十 年 前の シベリァ 出兵は •口 本人の 瞄巧じ 二価の 新しい 巧 民族の ぶを W らした。 一は チェック • 
K ロゲ ァク •仙の-は ユダヤ人 0 

口 本人の 乂夕 おは 义化 七 年まで チェックと 巧ぶ 巧 巧が、 地 巧の 一隅 じが 化すろ ことを 知らず じ 
ろた 0 が & じ 故府の シベリァ 旧 兵を 首 (大正た 年 八月！ 1U) を访 むと、 ナ てック のを 凶连 勘を 巧 
けんがた めじ 出兵すな と ホつ た。 を こで かめて そんなる の 巧 巧が ゐ たこと が 判つ たが、 を H じし 
て も 何ね 巧が 凹が ザが まで 出して をのな 凹ぶ かを S けなけ わ ばなら ねかの 巧 也が々 からむ かつ 
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I わ c 何と なれば チェックは 彼等の な鄕 たる ホ— ス トリー 内に 獨 化せん とすろ ので ホつ て、 シ ベリ 
アじ 巧 凶 ザん とすろ ものでは なかつ たからで ある 0 
をの 後 シベリア 出み の 目的が、 『シベリア S お ま お 持 J とか， 『過激 波が 化』 とか、 堀の 眼の 如 < 
澄つ て 巧き •結な 『チ H ック 援助』 の 目 操は が 失して しまつた 。チェックは 才 IK トリー ょリ獨 
ホして 殖 凹の 目的を 達し，々 や 巧が 幽 とも 修 がして ゐ るが、 推 も 特別 じ チ ユックの をを お唱 する 
人らない から， 一が 人のは 患は をく 巧ら いで ゐ る。 

これ じ 巧し ユダヤ人 のちは， 巧 巧の 意 巧を U て シベリア ホ 面ょ 0 梅 入され た〇 そむは ユダヤ人 
が マッソンなる 祕 あおなを 化 銭して 化 巧 破 巧の 陰謀み をて， そのを るべき 巧手が 我がを 融無缺 の 
巧閔の 上に も 及んで ゐ ると いふ 說で あつて、 マッッ ン なろ 發 せじ 『魅が』 なる 漢字を ホて はめる 
こと さへ 流 斤した。 元來 巧が 现 巧は ユダヤ人なる 名を 知らね 譯で なかつ たが •そんな じ 恐る ベを 
皆 謀 民 巧で あるとは 义正八 年 巧までを く 巧ら なかつ たので あろ。 なる じを の 時 かから 閒断 なく 
r 猫太禍 J であると か、 『鮮太 お 族の W 巧の 陰謀 J であると かいつ た 巧® のを 物が をみ 刊行 せらる i 
と 巧 じ •巧 じこの 閒 酉を 限つて 誰 巧 斤 脚す る 人 も 巧は わ 山で， 述モ十 年閒じ ユダヤ人は 按謀お 巧 
であると いふ 風を が谢 どを 四の 库 々沛 々じまでを 及して しまつた 。巧 じが 年 (昭和 一一 一年) 九月* 



司を がち 催 思想な お 誰 吾を じがて 陸軍 か 盼凹王 夫 巧を 巧の 『ユダャ人の 化 巧 ホ 化 巧 勘』 なる】 巧 
巧が 正 巧 H として 問 かれた る じょり • I 巧ユダ ヤ禍說 S をなる ことを 鼓 茜した かめ 勘が あ 石。 を 
巧 勘年閒 巧は 化 巧 巧と U 本の 地 化に 關し •巧 ど 地 か 出涩を おやした ことがない が、 何 おじ 斤つ 
て も ユダヤ人の 险 謀： J 關 する 巧 凹を 巧け ぬ こと はないけ どで ホろ。 ょくこん なじ 圾を 張つ たもの 
と 思は むろが •ユダヤ人は みして をれ ほどを ろべき 技 族で あらぅ か。 おたまた 所謂 ユダヤ人を 謀 
說は 巧して しかくな を 巧く じ 足る 說 であらぅ か。 これらの 問 超を みする じ ホち， ユダヤ人 じ關 
すろ-^ 巧 巧が 化 要で あるので ある。 

II 世 巧に 於け る ユダヤ人 

ユダヤ人は 古のへ プライ 人 又は イスラ H ル 人で あつて •西げ 人 巧では なく* むしろ 巧げ 人種た 
ろ セム 巧 じ 巧す ろ。 ユダヤ人は 化の 七ム 巧た る バビロニァ •ァッシリァ、 フエ ニ キア 巧の 话巧巧 
と 巧 じ 西方 アジァの 古义 明を おはして ゐ たが， その ホ 活の本 巧は パレ スタ f ン じぶつた。 

彼を SR 化は 舊約幣 寄の 中 じこむ をが ふこと が 化ホム が、 一 一一 千が 前 じは パレス々-- ンの 化に 抽 
まを をな して イスラ H ルの 神を 信じ、 イスラエルの 巧た る ことを 誇りと して ゐ たので あ 6。 る拇 



等の 大巧 かは 今 H おおが として イスラエルの 种を 信じ •イスラエルの 選ち たる ことを 誇りと し、 
イスラエルの 闡を速 てんこと を 觀送已 まざろ もので あつて •彼等の 故鄕 たも バレス タインの 舉地 
を 司ぶ せ，； > とする 運動は、 これを シォン 山のを じの みて シォニズム (ベ ー •含 實ピ 3) と 呼んで ゐ る〇シ 
ホ ニズム は大戳 前後を 通じて 世界の 面 じ 簇生した 幾 夕の巧 巧 運動 中、 掃が として 特巧 W 地 化を ぶ 
めて ゐ るので ある。 

今日、 を冀に 散ち てゐる ユダヤを 總 人口は 幾何で みを。 ユダヤ人 硏究 の一權 威た るア 

ル ト—ル •ル こ ン博ま 一九 一一 年の 調査に を ば 一千 置十畜 人で あると し •完二 〇 年 
の ユダヤ S じ淺を ば丟音 凹 十 憂 人 •更に 一九二 七 毛は をの おを 增 でて 一千 お冨 

十 冗 巧 人 じな つて ゐ る。 

ならばを の I 千 冗 百 萬な 卜：を 巧ず る ユダヤ人は 如何 じか ホして ゐ ろか。 大醒ョ 》 ロブ バ じ】 モ 
一 百 巧 •アメリヵ じ； 二な お 十 お •アジアに 六十 巧、 アフリヵ じの 卡 巧、 藻 州を の 他に】 ご二稱 とを 
& ことが W ホろ。 乂戰 前まで 化 おにが て 畏大夕 おの ユダヤ人を 有つ てゐ たのは ロシアで あつた 0 
ロシァ じは 巧 じを 時 六な 二十 巧 •卽ち 化が 總 おの 半 おも ゐ たので あろ。 がろ じ带命 後の ず 曰では 
二百 六十 巧 じが かして ゐも〇 これは ぶ— ラン •卜が 巧 立した ためじ， まとして その ホへ 持つて行か 



れ たからで あ &0 かくして ボ ー ランドの ユダヤ人 人口は ず Hill 话た十 巧を がし > w ホ 第一 化を ぶ 
むる こと、 なつた。 北 ホ 合 衆 强は巧 二 化を 占めて SKm 二十 巧、 ュユ ー ョ ー タだ けで もな お 个巧人 
じ 上つ て ゐる〇 ロシアは 大戰 前の 化 抑 第！ 化から 第； 二位 じぶ ちて しまつた 0 

ポー ランド， 北米を をが、 ロシアの を 除く と' あとは ずつ とを ちて 宵 巧 人な y で ホろ。 卽 
も ル— マニァが 丸十な が、 ドイッが お 十四 巧、 ハン ガリ ー が お 十 巧、 チェックが S 小 お 巧、 ォー 
ス トリ ー が 己 十ぶ 巧、 イギリスが S 十廣 'リス ア ニアが 十六 满 •フランスが 十 おな、 ォランダが 
十一 巧と いふ 顺序 である 〇アフ リカでは モロ クコ、 アビシニアを 巧夕 とし、 何れも 十 巧な 上〇ア 
ジアでは げ腎の バレス タイン じ 摄近調 巧で 十 お 巧 人し か 短ない。 日本ぶ び 支那では が々 二 己 千 化 
な もので あらぅ 0 

な卜； は 人口 おで あるが.、 巧み 比を 採つて 兒 ると ボ ー ランドが I 削】 か 冗-厘と いふな 高 化み ぶめ 
てゐ る。 巧は リス ア ニア、 ハン ボリ I 、 ルー マニアと いふ 娠げ で、 ロシアな どは 遙 かにを ちる。 
卽 巧 人中 二人 强と いふが なじ 過 ざない 0 

前記の おず は キリストが 徒との 混血 兒を吿 まざ & 純が の ユダヤ人 のみで あつて、 おしこむ をを 
むと きは •ドイツの ユダヤ人め かきは 巧 今の め ご一 なた る 巧た 个 巧に-^ ると いふ ことで ある。 化に 



けな6化例を^て卞わば*を化がじな化卞ら啡前ユグ ャ系の人口樹巧は四モ冗巧巧じら法卞るジ* 
ちんな 統計は 他 柄で 明かで なく， なじ 束が 諸迎の ユダャ人 じけ 巧婚时 化が 巧 はれな かつた から， 
やは b 純粹 ユダャ人の， 城較約 一千 あ 百 あ 十 巧と をる のが 巧な であろ。 

III ユダヤ 国家の 興亡 

な說 じょろ じ， ユダヤの 化 化 イスラエル 人は 紀元前 二 千年の 頃、 カルデア じ 化れ たァ ブラバム 
の 平 巧で あつて、 後 レバノン 山の 西 カナー ンの 地に 移つ たので ある。々 ナ—ン とはが おとい ふ 意 
ホで，々 の バンス タインの 平厮を おすので ホる。 をれ から 一部の 巧は 巧に お下して エ デプト じを 
つたが •エデ プト试 王から 化隸じ 巧と されて 底 巧を 溪 つた。 このと き 一大 英雄 モ ー ゼが あゎ， エ 
ホバの 神の 命を を じ， エ デプト じめ けるな なの {スラ エル ほ 族を 引 連む、 ra 十 半 W 苦 ふ毋力 のち 
巧び 約 巧の 地々 ナ—ン じが おした めで ホる。 裔約 r 卸 化 化』 じ竊く 『出 お 巧 記 J ( F 与 中 S ) は、 卽 
ち イスラエルの 乂 ホが モ—ゼ じ ホゐら れてエ ，チ ブトのを 巧を 化し， カナー ンの 地じ歸 つた 惊 おを 
惠 いた もので あつて、 ユダャ人の 巧 巧 ホ 巧は すで じかく =1 千年は 帥 か. I , 始まつて ゐ 6 ので ある 0 
r 出 培ぶ お J じな < 『利 ホ 記 J 『民 あ 紀路」 『中 命訟 J 竿」 はシイ ナサな にめ りろ 化が 記 化 じ 闻ぷ化 



槪 等が 載つ てゐ るが Mr こ、 じ韩說 ずる 餘裕 がない。 肺して 今 口 彼等 ユダャ 民族が 巧び ご スタ 
インの 聖地を 囘 なせん とずる 巧 動は、 この 『化 埃 及 記』 を S モ 年後 じ綻 おさんと 寸る もので あつ 
て、 今昔 じ囘 腐して おの 意 蔑の 巧 藻な 6 ものが ある 0 

さて 話は 巧 じなる が、 ヵナ ー ンじ歸 つた ィスラエル 民族は、 大じお 族 統一の 化 堅を おじ、 サゥ 
口を 立て、 王と なし •へ ブライ 王圆を 建設した 〇こ むは 紀元前 一〇 二 お 年頌の 請で あろ。 この 王 
國は ダビデ じ おり' 初めて ェルサレム じ滯 城を 築き、 のぶを 化 脂して 領 ホは 地中 お 帯ょり ユゥフ 
ラ チ ス河じ 達し、 大じ巧 化を を おして 闽 勢を 張つ た。 をのす ッ 。モンが 乂智 荷と して 黎奢 なを 活 

衾 寡 だ ことは、 r 寞傳 J 第 辜 じを 有 あなる 一齡マ P モぶ霎 の 極を 時 じだ， をの 

装 この 化の I を 如か ざり き J と ホろ じ微 しても 窺が さむ &。 がる じを の 巧 獲を 至つ て靑 酷の. 
なが 繼城 したので '紀元前 九 so 年 巧、 化 部の 人 お 叛旗を 规 へして イスラェル 關を 速て、 サマリ 
アじ 都した 〇柄 部は 化が エルサレムを 辄 として ユダ ァ闽と 呼んだ。 後 イスラェル 闕 は化づ ァツ シ 
リア-」 じほされ、 次で ユダャ 囲 も お 元 前 お八 六 年 バビロニア エネ ブヵ •トネ ザルの ためじな された。 
おおじ あ 高き ユルサ レムの ほを と 巧- 诗巧 エン ミャの 悲哀は この 時の ことで あろ 0 

をのな おお 糾狂 S 丸 年 •.ペルシャの 斗ぃ ス 大生 バピ ロァを がな せる じぶ 〇、 バビロン じ 捕 防 
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となつ てゐた ユダャ人 w 苗 二 千 人を w 巧して バレス タインの ホ 地じ纷 らしめ た〇 そこで 彼 巧は エ 
ルサ レムの 郁を 再 あし-時 じ 或は ペルシャ じ附 し， 時 じ 或は 九 レキ サンダ ー 大王 じ 描したり して 
ゐ たが， 化 元 前 I 凹 一年 じは シリァ じ抗爭 して 挪か國 をが 巧した。 お 元前ム 。二 年 じちり > H ルサ 
レムを 失 ふて 口— マの 巧 凹と なつた 〇 そして 巧 もな く ホれ たのが キリストで ホる 0 
紀元 セ 〇 が ユダャは 口 — マ じ 謀叛した がた め， ロ ー マの 胳巧チ トスの 侵略す ると ころと なつた 0 
この 時 ユダャ人の 戰死 あちな 人、 巧 巧と なつて 連れて 斤 かれた 巧 約 十 巧 人で めつ たとい ふ。 その. 
おも ユダャ S 命脈は 殘 邸の かくじが ホして ゐ たか， 西暦 ニニ ニ 年 バレス タインの ユダャ人は •時 
の も 典陆ザ (口 awji ) から 救化モ S 稱號を 巧け たろ パルコ チ バじ指 巧せられ て ロー マ じ 反 巧し， 一 
時は 巧 かして エルサレム をが 化し， 神賠の 一部み 同化した が、 遂に « 巧なる ロ ー マ おのた めじ « 
おせられ ，ニニ お 年 バンス タイン 王 凹と しての 最後の ム みを 刺されて しまつた。 キリスト がかを 
では この. ハルコ チバ を々 摘な 珠言 巧と げんで ゐ ろが， かくして ユダャ 团ザ をく 地 トーから がを 没し 
てし まつた のは、 贸」 今を ちら 一千 セな 丸十 凹 年 前の 出 化 ホで あつた。 

四 巧 百 者 エレミャ 



こ L でかし'〜 巧言 ホ エレミヤの ことじ 巧 ば. ろ 

かめ 巧ち 前 お八 八 年、 ユダヤ 王 セ デ キアは 王 デ プトの 後が を 巧み •シリァの*® と 同盟して バ 
ビ ロニ 7 函じ 巧した が、 エ デプト ょりの 巧 軍 削らざる じ ホち •早 < も バビ ロュァ 围ネブ 々ドネ ザ 
ルの 大 おのた め、 エルナ レムを 包 曲 さわた。 七 デ キア 王な びを の 大臣 等は 巧 一呂 巧 エレミヤの 言を 
巧ゐ ホ. 化 巧を ホつて ゐ たが， 城 中の 巧 巧みを じ范 さはて •が じは すかを 居りて を ふこと S ザ. 
王の 十一 年 叫巧义 日 さしもの エルサレム じち 没落の 日が ホた。 王は 敎达ん だ バビロン がの 瞄 入を 
見て エデプ トじ悅 まを 圆 つたが、 港 じ 柿 へられて 餓锁と 怯 括と じ 巧 がれ' ネプ 々ドネ ザルの 削 じ 
なき 出さ わた。 おじが へられた 王で や 大臣は 眼前で 巧され、 彼ホ兩 眼を 挟ぐ りが かれて 遊く バビ 
ロン じ 送られた ので あろ。 

をれ からめ ーヶ巧 後の お 巧 わ H はいょ'^ おか. じ 名. 尚 さ エルサレムを 後の 日で あつた 〇 巧ち 誇 
れる バビロン のず なは 巧 中 じ 脚 入し、 を 若 巧みを 閒は ホ义度 おを 斤 ひ、 ユダヤ人が 如何な を】 と 
が ホ つても 燒 けめ i お 倍して ゐた エホバの 种 おじか 火して •瞬け じ埼 有じ隨 せしめた 。か < て 火 
は 四 かじ 巧燒 し、 ホけ 後 わたを 巧婦サ はバビ n ンが じ拽巧 せらむ、 M か 叫 吻の进 は 物 ホく で じを 
き， を々 たろ 招は 巧し く t お 括を 巧け て エルサレムの 巧 中を がめ 把は した。 化 巧せ ろ ユダヤ人が 
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巧く 柿 段と して あかれて 巧つ た 中 じ， エレミヤ のみは 络中 から おされて エルサレムの がかの 家 じ 
歸 つた。 

あ、、 なしい かな 

巧 背は 人の みちく たりし 化の 都芭 • ■ 

今は 裝 しき 樣 じて 座し 寡婦の 如く なれり ! 、 
嗟、 もろ < の 民の 中 じて 大 いなりし もの 
もろく の 州 S 中 じか 王た ゎしを 
いまは かへ つて 巧を いる、 巧と なりね 

(沒ゎ エレミヤを 巧) 

とい 圃じレ お失せた る エルサレムの 隨化じ ホつ て、 エレミヤの 誦した 『をが』 である 〇 ユダヤ人 
は 今日で もを 嘘 リ每 じ ユルサ レムの 化 礎 じ 接吻し、 この 族が の 叙 節を 昭 へて ゐ ると いふ。 

エレミャは をの 後 H ザ ブト じ 移つ てから も、 神の が 何物を も 恐れず 巧言 おとしての 生活を 挺け 
てゐ たが、 逢に をの 消な を絕 つてし まつた。 傳說 には 殺審 された とい ふこと でみ ろ。 かくて エレ 
ミ卞凹 十】 年 S 生涯は がを 吿 けたが •彼のが けろ 大巧の 人が は 今 お 巧 常の トー じ 生きて ゐ るので 


け 


わる® 

五 ユダヤな 

セム 種 偉 巧の 一二る 襄を 生ん ち ユダヤち てで ち 及び 囘 々おが これで ある。 をの 宗 
化た ミ ダ ヤ人モ1 ゼホ じす スト’ アラビア 人た る マホ ィッぶ 己 巧は 卽ち セム 棵 巧で ホち 
同人 精で みつても そのず 藉な發 じょつ て耻 がして ゐろ ミは 何 面の 网て 巧樣で ホち ユダ 
ヤお 化た る ユダヤ人が 多年 キリスト 敎徒 だな ョ- ミ. ハ 人で 囘 々お 巧た る アラ ビャ 人、 化部ア 

フリ 又累ら 迫番を 支た 二とは. でも 傑く おく C は f ない。 

なし ユダを と 子； おえ 護に 尊は、 も •。かし 詳と霸 を 塞と すち そむは キリ 
ストが ユダヤ人で あちす；？ ユダヤ 緊靈 とも 稱 すべきに 巧ら 夕 何が なじ ユダヤ 入 

は卞リ K 卜か 徒から 姐 雪 ミ かの 霞で あち 

ユダ 卞敎も 中， ストな も 一 神な であり •同一のを 望 か 借 じ、 同一 S モ-ゼ S 裘畫 つて ゐ 
ろが、 ユダヤ おがを 別 雲 的で ホ こじち. 辛， スト 浸 平 S 想を をな。 柔 ヘプ づィ 人は 
昭巧賣 お 長 制 器 中 じ ホ 巧 帯で' 眼 器 K _. じあつ て 白 5 邸 は 向々 ミみ も 別め 
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恩 谢をお 打 かふ As と 偉 CT ホた。 白ら 种 s 逐氏で ぉ &主 稱し TfQlfJSU そ S 窜ぁ ろ。 

これ じ 反して キリストは 博愛を 說 き、 すべて W 人の 卜； じ 神のを 化の 降 0 まさん ことを がつ た 0 
これ 自ら 神の 涯 巧と 思 化 せろ ユダヤ人の ホ 服せ ざり しと ころで ある。 そこで ユダヤ キリスト 
•か ユダャ 王た らんと 卞る ことを をし、 P - マ 2 B 皆訴へ 一」 逢じ齡 刑じ璧 をた。 後 化 キリス 

卜巧 徒が； 卞 人を 不お勘 累餐夕 な ふ S は、 さ， ぶ證を 化 普した こち 琴て ゐ る。 
ち 王-字 人が と國 35 ホ、*， で蹇を li . 愛し T 行 「おで J かち 特養 としての 

を 別と 絕既 と沮蓄 とを をけ て ホた ことは， をし 己む を 巧な かつた ことか も 巧れ ない。 

キリスト 装 li かふ かく S ミ 義を寶 をを 6 .そ S . 商 弟 等は 憲塞棄 ，微 ザし. 

「化 等 萬 围じ行 さて この 席を を宣べ おへょ J とい ふ 遺言を 服陌 して， 化く み 地に ホ 巧を なみた 〇哥 
で バゥ a. かが 身變 がつ T ギ 。シ卞 ’ n - マ 地を 傳逍 する に まり’ キ d スト 敎は y -, n — マの 
版 固 じがが つた 夕 遂に a - マ图較 と 衝季る じ まり、 幕ょり 關敎を 養 かし’ 國ぷ のぞ 凄を 

をを るら のとして 鼓 止の 厄 じかした 〇热る じ 化 一 冗を w 化 化 コンスタンチヌス 义 がの 時 じ 至り， 巧 

をなる i て 剌令單 ' T スト 巧を 导 U-IVS 函爵等 e 矣 とし’ 蓋 自ら まな じ おが 

する じ 巧び > ユダヤ人の 卜； じ乂む るが 巧の ホが 巧び て 行つ た 0 
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六 ユダヤ人 迫 まと 巧 セム 主运 

かくて 地卜 ：じ闽 まを 量 ざろ rV いたの 魄を塞 (与皇 E ) が S せらむ ち 西' コ 1 卜 
下国では 困累 ミ" ッ ，教 蚕. 等を 及び、 ユダ Is 楠 利に 制限を かへ、 華充 五年國 
內 の ユダヤ お 徒を 籍し • S とし T 時 却 すべさ 命— 出 宴 や、 ユダャな》 く 養 W ァフリ 
々じ 狸れ、 サラ 七ン SS ムサを 勸就 しち 二子 スパ ニヤ 蓋眼ぜ おち々 畏ジプ ラル 
タルの 名は 島 さ ラ ： S 累 ミぶ 名ょ 基た も S でを。 がか も n-s ま 巧 カホを 
じ 西 か Li 寞 t じを' 馨ユ ダト 人は 营 ところ じ藝 さた 或ろ とこを はお 則® 晒 乎を 
巧 喜て 普强 民と 區別 さたり’ 义枯巧 地を 化を して If の 雜居塞 正を ちか < て 中 化 
おを 巧 じて 到る ところ r ユパヤ ，人 か 新 居住地」 るを す】 が 出が たが、 一一 一画 八 — の 辈宣 
た フランろ てッ じご ふ 碧す るち を ユダヤ人が 井戸 じ 蒂を投 人 おためで ホる と 
いふ 響 行 はれ’ 甚 しき 舊み穷 つちを を も 彼 巧は 西軟 おびて 巧き、 議 W 巧を々 幼け た 
を あ 石。 を 中 墨は 3 - n ッ .ハ S 封 速 時化で ホつ T ’ 一般 接帅尙 をを 地く‘ 借 化と 單 
とが おを 利かせ H をを、 ユ ごた 白ら お 奪 西 一 走ら ざ &を赏 か 「ち ユダ I の— 
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慾が をず/、 巧大し 米り しことは ごじ か 巧 ざ & ところで あ &0 

I 四 九 I U 牛コ 。ン バスが アメリヵを 發姑 せし 年 •イス パ ア改 肺は ユダヤ人 追な をを 化して S 
十 巧な 上の ユダヤ人を 閱外じ 放逐した 〇 をの コロンバス も ホ ユダヤ人で あつたと 言は わて ゐる 
が、 をはを じか イス パ ニアょり 化逐 された る ユダヤ人は 家を 喪 ひ •财を 無くし、 攒躁 として 化ア 

プリ々 やお 援び基 畜へ留 しちを を 害 族 諸 S 中では i 養發 して ユダヤ 
人を お 菁た表 も ぉつた が •をは 稅受 富を 保 gp なえ 《、又 壁は 諸 おや 需 じは 
諸稅锐 化楠襄 おしむ り、 义は質 入を を」 ち ニニ 異年 ボヘミア 王 ヵロ ロ 四 化は 黃畫普 
を踐 かして 缕舉 おの 權 利を 認識した が •をの 中に ユダヤ人 課稅 槛を蝴 王の 手ょり 遇舉 おじ 移す こ 
との】 巧が あつたのは をの 著 例で ある 〇 かくて ユダヤ人は 化處 じら 居た^ まらず、 柬 での ボーラ 
ントじ お化して み 地に 强 ぉなる 部み を お成し •ドイッ語 じ おき イッ デブ シユ語 ( Y をら H で】 を 使 川 
し、 をの 特有の おを 制度を 樹立し、 を 典 タル ム— ドごピ ョロ J ) を 基本と して 類 立の お 育を 巧つた。 
がる じポ I ランド かがな ぶ (I セ セニ 年！； J セ 丸 お 年) 彼等は 扳も悲 怯なる ドン 底 じ化淪 した 
が、 猫ぶ つ 迫 革に 巧へ、 逆境と 戰 ひつ-.' 耍じ ロシア 巧び ルー マニアぶ 面に 仰び てが つた 0 
あ t つは 侮辱して 度きながら、 お 十 巧 巧からの 蜗 もさせた の だ。 巧が 损を すれば 笑 ひ •俺が ぷ 



，けで 蝴 ゎ、 俺の 養を ば牲葫 し’ 俺の 薑を 選し’ 俺のを 淫 某を さし’ 器 愛 そふ 

かおの だ。 をの 理 かは 何 だ。 俺 ごダヤ をから だ。 ユダヤ人 じは 眼がない のか， •ユダヤ 

こ 主 手がない 男，， 寞 5 U や最ち 赛ゃ錢 はない 《す J ダて はて スト 信 
をと が じる 茎， へない S か， 同じ 胃で g ら をい 《す 程 S じは か、 らな いの 力， 
同じを 華では 疲らない のか， 夏 S じは キリスト— と 同じ やぅ じ虽 かつたり、 巧 かつたり 
はを いを， 俺たち はくて くらお も 養ない 累 4 たちは 髮 S らお 某なない の々 
? をた もま ひどい 目 じあは されても な 巧で 声を？ 

か 翁 こ吴四 11 六； 年) S 化舊 「ヴェニスの商人』— まんら のは’ 何人と 雖 もこ 
の援モ 人公シ ヤィ n ブ クがヴ H 三軍 •サラ；' サラニ ノ兩 人に 向つ 5 ぐ 6 裏 じ興涅 
を あすを みら ぇを f る si 時ィ て をは ユダ I にがす を| が蹇じ f つて 

ゐ 一る それは 一更 四 年 ロンドン じかて を 名な 凶邮 であつ た ユダヤ人 ロ デリ ゴ •ロペスろ ユリ 

ザべ ス臺 をな せんとし たこと 踏 あさ わて： 死刑 じな せちた かを あち 沙 零る 帯 著 
用して をいた おで 至 かど 5 かは 別と 毛、 後には ユダヤ人 デ こ "1 を靈畜 とした ほど 
の ィ单 リス じ ろても， 如 だ》. おなる 極 巧を 晒を を か*、 察せち ち 
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ロシア じがけ ろ ユダヤ人の 进 蕾は 酷规 のをら おしい もので あつた。 ロマ ノブ 朝 時化 じは 六 巧 二 
十 萬の ユダャ人が 居 化して ゐ たが > その 地 巧は ちとして バルチ ブ ク祐轴 岸と 黒海と に 巧 まれた 夺 
巧 居住地 巧、 卽ち巧 ロシア 領ポ— ランドの 十縣 •リス アユア の 十立縣 、白 ロシア 地ぶ •巧 南ロ シ 
ア地 ホの 巧を S 十六 お 二 千 平 ス嗤じ 直つて ゐた〇 六ち 二十 巧の 人口は を讲 人口の 凹 分 六 厘 じし か 
赏ら なかつ たが、 ョ— ロ ッバ •ロシアの 豆 分の I じし か をら ね 特別 お 住 地 じ 丸 巧 S か 丸 厘の ユダ 

ヤ 人が 董お G で 至。 殊に ユダて G スま是 講じ 集を、 ご ディ チ； 惡 如きは 

お 巧 ー ニモの 人 U 中' 巧 巧 セ 千 人まで ユダヤ人 でぶ めて ゐ た。 この 外 I 萬 人の 上の ユダヤ人が お 巧 
する がをは 四十 八 巧 じ 達し •ヴル シヤゥ じは S 十 巧、 ォデッサ じは 十 セな' ロッス じは 化 巧 人を 
巧した。 

ロシア じがけ ろ ユダヤ人 居 化の 制熙 •お 巧自 ホの 制限 法が 施 かれた のは、 I 七 ス九年 ヵタリナ 

二 化の 毎で ホる。 みで I 八 量 年 二 n ラ こかの 頃 こ 基を 蹇 せらた I な I 】 年からは が 

巧 居住 度 票が おが 裳ぜら むた 〇 これは T レキ サンド ル S 化が 先が 二 化の 巧 « じ ユダャ人 法の ちせ 
る ことのみ 奸を 信じて を々 お谣 のをを 苗め •ィダ ナチ エフの 患 見 じ 巧つ たお 典で あつて •有名な 
る 五 巧を 律卽ち これで ある。 巧で ユダヤ人 子 ホの 入 巧 辛ら I 八 八 巧 年な 來お をせられ、 おが 限ぃ- 
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人# す 6 ことが 出 巧ない ' a 卽ち中 ホ 没び 者 巧を おじ 巧り ては 特別 居庙 地が 一が' が 化 K み •ぺ卜 
甘 クラ I ド 巧び モスクヮ 己み， 大 単は 同を み， カザン、 "リコ フ .ド ルバ— 卜、 トムスク ー巧 • 
ヮル シヤゥ， キ エブ， ォデッサ ー巧 お々 のかを であつ た。 を われ 中 巧な 上のを 校ん 單 におて はユ 
ダ 卞人问 志 sra じな 巧なる 巧爭 狂り， 巧が めろ ホは ドィッ 》 フランス 巧 じを 巧せ ねは ならな 力つ 
た。 ル— マ II r じ めても ユダヤ人 じ おし St 困の 巧 趣を まけざる 外囲 人と して 居住， 瞄お をの 化- 
切の お 巧め 社を め 巧 動じ 非 巧なる 制限を 化へ た〇こ いがため じ-八 八-年より 一 化 0 八 年 じ 力け 
て 束が ユダヤ人 S 资诗 巧者は ぎじ 二百な 人の 雪を つち こを の ユダヤを 大 がみは ホ 曲 
おして 巧を いたので ある。 

ロシ 7 じめ ける 「，ユ か 八 人が 殺 J (ミ 巧 i ) の おも 顯 をなる ものは ィ バン 叫 化 こな 呈二年 
•ース Q 韋〕 が 盛 じ その 室を 巧 おし T 居つ たと ま、 郁 下の 將 をら ユダヤ人を 如何 じ 化 ふべき 
かと 伺を 立てた に 封し T 姐 かじ 化 履を 化す か、 或は 河 中 じ 巧 死せ しめよ」 との 命 かを 巧し， 一 五 
巧 己年 技巧の ユダヤ人を 庙 巧した ことで あろ。 こ i じかて 夕 おの ユダヤ人は 画 外 じな ほす 石と 共 
じ， 化 面 じめ て 巧を する 者 も 化 ホた 〇巧 をしたり、 篇婚 したりし たものは 比に の おるな 生を をを 
むこと が 出 ホた が、 巧 R 旣中ポ ー ランド •ボリ シァ 巧り じ 巧つ た ユダヤ人は、 化の 民 巧よりの R 
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巧 か烈 けしけ わ ばな しい 义け •ユダヤ人 として s 特 巧を 維持し • I 二 千年 化の ユダヤを を 確 持し、 
おな も おじ ユダヤが とへ ブライの 本 柄の みを 巧 まじを ゆる チ H デル (ご】 を さ) 卽ち 寺小屋 同が の 
ものを 樹 けて 米た からが 婚牢 もな 巧を も 殆ど 言 ふじ 巧らなかつた 〇チ ェデルと はへ ブラィ 詔の 
『室 J を 唐 巧す ろ もので あろ。 

十九 世紀 ホロ シア じがけ ろ ま 制 か 治の 權化 として 曲え し ポベ ド ノス チェフは •かつて ユダヤ人 
巧陌を 論じて！" ロシァ じがけ る ユダヤ人 巧陌は •その 己 かの-が 巧絕 し， I 二み の I を 追放し， 一二 
かの 一を 巧を せしめて ロシア 人を 同化せ しめない 限り， 解決す る ことは 出 ホない』 と 叫んだ 〇彼 
巧ぎ がは 治 家は 十九 化 化の ロシ 7 革命運動を ユダヤ人 お 謀の おみ なりどし ，キリスト 街を 巧の 夕， 
ユダヤ人が キ 9 ストな 徒の 化を がぜて 巧を お 用の パンを 製造せ りとの 流 富 巧 はれし 樹じ巧 じ ， r 
八 八-年ょり 八 一二 年 じかけ て 盛じ虐 数を 巧 ひ， 南を やポ ー ランド じかけ て二亩 二十 四囘じ 直石バ 
ダ ロム あり •巧 ホセ 巧 五 千， は 貨の巧 失 百 十 お ル— ブルと 篇 せられた 。又を 時の 內巧 大臣たり し 
プ レ— ヴェ のか さも 巧 名なる ユダヤ人 嫌 ひで 盛 じ ユダヤ人を 坦窜し •巧め じ 到る ところ じ パ ダ ロ 
ムが巧 はれた 〇 - 丸 OS 年キシ ネフ 地み じがけ る 度 巧の 如き も， 狂 十 人が 段され 五 百 人が 化けら 
れち 又-九 0 五 年 日を R 巧 末期に がける 乂をか 運の 起る で その 年 十 巧の 痛 か- ヶ巧晒 じ バグ 
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ロム セ： 内 二十 お 囘> 死お濟 二十 巧 人、 棋宰六 千 一二 宜萬ル ー ブルと いふち 額 じ 上つた。 更に パグ日 

ムは羣 九 巧 じ至& まで 稱猜し •火 小 拿 T 1 千 四 高-」 注」 了ゐ& 。二を 農 殺は 文明 覽 

の】 大巧 叙と して ョ ー ロッパ 誰齒の 非難を 惹起し、 フランス じがて ゥ年ッ テの 運動せ る外债 募集 
談刺 じ大駭 巧を 及 ほした ほどで ある。 ロシア 新 首 巧 スト リピン 卽 ちな 巧の 玫 巧を 發 表し、 革命 巧 
動を 抑 化ず ると 巧 じ、 I ホ ユダヤ人 じ對 する 所見を 左の 如く 述べて ゐ る。 

人が 問 魅は 現 時 我が 闽巧耿 S 雷 嬰なる 問隨 であ 6。 ポ ー ランド 人は がろ-調が しあいが ユダヤ 
人問陋 はは おの 窓 見 のみでみ する ことは 化 ホない。 銭 巧の か 論に みずろ 外は ない ので ある 〇を 
國の ユダて じ、？； 人と 等しき 上 地 暑椎と 居住 椎 とを 許す ことは、 お 實上拽 家の 危險を 
巧す じ まること ずで じ旣な 歴史の 證明 ずらと ころで あろ 〇な にこの 問 短は 愼虽 なる 硏究を 要ず 
る〇 けれどもが 貨 なるな おじ 對 しては、 たと へ ユダヤ人と 雖も么 じ 値すべき 正當 なる 橄 利を 詳 
奥すべき ことは、 ま 萬に がて 認めなければ ならね 0 
を 々0 スト リピンは り巧戰 後の 扔を じ骑 力せ し ロシアを 概な消 おの 異 おで あつち 又 當時 クル ロ 
フ將 x 如 さが ホ-つて •熟 だ？ X じ對 する 葉 別 遠 お 岐を說 いたけ を も、 宵廷 をむ と 
ずる 巧 迷 ボ 流のを とこみ とならな かつた 〇何 とだむ ば ユダヤ】 种 がをおず る ユダ 中 人を 倘が 
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して、 とを 化を 換な 上に 待进 する ことは •正 お々 またる ッァ— ルの 神 おを 貫 巧卞 & 巧 w であると 
思惟した からで ある。 

かくて ユダヤ人が 斥を 事と する 排 セム ま義 (、ごを' Somi を 身 のな 薄は， ロシアより 全 ml ロッ 
パ じ 巧ち 退へ し、 I 千 巧の 天涯 無窜の 民は ます <窗 ろを なき 波浪の 上じ挪 弄さる、 じ 至つ た。 
ユダヤ人 じ 何の 罪 巧 か ある。 巧 あ& といへ ば それは た r 『围 架』 を 梓た なかつ たこと である。 が 
り围 家を 有たざる r 喪 みのお』 として， ユダヤ人は 化 ホの 巧 巧 民と なつた ので あろ。 曾ては 神の 
涅 巧たり、 々でら 彼を の 多 おはぶ を 信じて ゐ 6 であらぅ が、 事實 にがては 神より 見が された ろ陋 
巧と して 化 巧 じ 漂 治した 0 

モド レ フユ I ス大お ま 件 

筆を はこれ よりかし く， ユダ卞 人 迫 客の おお 中、 巧 化 じめ てを も 劇的 巧 趣を 喚び し ドレ フユ ー 
K 大 おを 件 じ 就き 語ら ぅ〇 これは フランス じ 起つ たま 件で あつて， フランス 巧 部のは 爭 とがみを 
ひ，- 時化 巧の す 目々 を おせしめた ものである。 

これよ 0 ホき •フランス 招 民の 晒 じは •パナマ 巧 州な 叙车 件のを 面 ユダヤ人が 潜んで ゐ たと 
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いふ 廉 でさ ユダヤ人 排斥 窃を なめた が' 大 霜. へ， ェ 時化 (一な 凹 巧 i 一八 丸囊 じ、 热 
跑剛岛 S 助ぇ 高 かつた ァル； 出を ユダヤ人 ここ- ス大財 夕同寶 .レ 謹を みろ をを 
がを 絮" 、一な 單轰 9 誘繁 .畜 S 毫を 舞、 f 襲 グィ； じ流韵 さろ、 こと 

とちち 卽ち 彼は 受 蜜を をり、 ドィッ じを 萊祕密 を 巧つ た のがな を 巧け たえで わる。 
當時 誰もが こ 7 TK 大尉 SS を 塞な ゎと 施 倍し T ゐ 島' ピて ル大窟 で* を謀盏 
の 巧幫 長ち じさ、 えを じ 疑を 抱 さ •滿 底の 襄 じがち た繁 、そな ユ ステラ— ジ 
1 なる かおが、 ユダヤ 排累氣 勢に 粟 じて 穀 せお 苗'^ ろ ことを 發 量を おつち； た 
をて はち 名な & 文を ゾラ、 な 治み ここ ミミ 人を' 人抵 《大義を 赁こ 7 ユ—ス 
大尉の 蠢室老 、物 i 《と 去た 一を」 沸 ¥ たを 堂。 霞？ を 居た ミラン 
ス丰 なは’ 覽 Id グ卞攀 とおび •こ S 赛を 利用し 玉 お薩を S せ-" め やぅ とかて た 
から. 窺 姑は 一 致して 之」 應戰す ミを 巧め、 を じ 一八 丸 輩塞院 をして お 蓉强じ 塞 
をち むる こと、 なつた。-: に 誓を 暮薄 はて* i ユ で'; 技 かれ 蠢もホ 
刑 前を 透を こ；- る おヶ年 SI 認 としを. かね T を S 霸を なじ T 居た-。 だ 化乂が 
做 ル—- 7 氏は とを 基し’ 漸くを T 7 こ； 餐‘ をを ふこを 叟た そのち 九 〇ス年 
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一 じ f， 藉一を Jr; ユ 1 スじ ss 萝 盛へ、 2s 軍 脇に 奪た お、， j ダて 机 
斥の 例證 とちが 染乂擎 ベ さ 憤 化が あるで ホを かの ソラの 養が ミ シス •ご テォン じ 
埋葬 さる 名を を 沿た ミ •彼 か 文 蒙と し T 男樹 じよる でな〜 資 じる ここ— スょ 
件じ關 して 闽塞じ 貢献す ると ころを かつた からで ある 0 
宜じ當 時 じがけ る フランスの ユダャ 人排累 は、 お 巧な じ反對 せろ 舊巧 徒と を 招し’ その 蠢 
なじし s るべ から-— ものが あつち 普， ブル •ご— ル 新 脚を 司宰 して ゐたユ •トッ— ル •ド 

，ユ： の 如き’ を じ ユダて 昭—导 昌 3 ま 愛り とし’ 雲を がつ 王 世を 疑惑に 陷ら 
をち 彼は ユダヤ人を 目して 『巨を るを をよ ぶ 化する 东麗 無数の 翼で あろ」 とし、 
r フご K 人は 絕丢 ユダて 50 至皿惠 はれ’ ま— を 破壊し’ — g 集た— を 
をが 端して しまつと と 言 ひ、 こ 7 ユ - K 畜— や/彼を 旌菌 する 獲 じ 出で た 者は もとよ 
たを じ贿晋 々調 香よ もちた る 人々 じ おして まス 狂犬の 如く 掛院 と蒂 巧と を逞 L た。 

而 して ド リユ モシの 相棒と なつて、 同じく 旦じ相 f ざるべく 競 さぞ じ、 こ、！ ロ シユフ 
才- ルが あろ。 この 人は こと； シジユ こ 紙の 萎で 空て. お哥 寒义 柏の 思 も 巧 お、 

で ホつた 0 


な 


今 H の フラン 
ろ 0 


ス 人は 巧 年の ドい フユ- ス赛を 一大 化 辱な りと し’ 多く 語る をが をぬ 曲がを 


式 ユダヤ人の 世 巧 貢が 


ル シャ人 •ロー マ 人 等の お裔 


Is たら 畜を 地上 じ 襲し 空 •チ プト 人、 ギ 。シヤ 人、 ， 
ホく ミる がを 巧め て 居らぬ じ 拘らサ 、ユダヤを を ニモ 年 ホを の 特質を 障滅 せず して、 巧 

巧と. 35 i 香 & 地が-を 占めて 6 をは 養ろ さ畫で 重。 ミは ちを ユダヤを 
靈想、 人 ei — 資— 族で 重た i ミ 華ゐ る のであ 

る。 なかし 一 要ら 言へ ばか、 &| 雲— ユ； — isi — らしめ た 
犬 瞬 因と なつた ので ある。 K 

先麵 — is 曼』 葦 ミな— 霧 養 — ill 

ち； 一 こを を’ 巧 if ホ 芸巧巧 臨 問 超 護； じめ て 岡— i た々 曼じ 
ょつ てょ を おで あ. 0 かも かを い。 第一に ユダヤ人め まらて ストを 出して ゐる 。「巧を 疲掘 
せろ 器 こ ル子 r ル-テルは、 て スト 基 ユダヤち をと 巧せ して、 ユダヤ人 .輩の 所 
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かなき ことを 說 いた けれども •巧な 東み じ 遇せられ たので ある。 

坂 大巧 人 没 ご人ス ピノ— ザ も ユダヤ人で ホれば •詩人 バイろ おお 琪モ セス； シデル スゾ 
—ン 、襄家 リ—ご マン •ル— ビンス タイン、 巧樂菜 フエ リッ クス こンデ ルス ゾ—ン 、マイ 
エルべー ル、 ブグ ホル も ユダヤ人 である 〇 イギリスの 大宰 巧と しての デス レリ— (ビコ ンス フイ 
— ルド 卿) イタ リふな 治まと しての ルッ ァジ テ、 ドイッが 固 窩を摄 かの 達 長 ジム ごも ユダ 卞 
人で あれば 巧を ま 巧の ち 人 フェル ザ ナン ド こ フサー ル、々— ル •マルクス も ホ ユダヤ人 である。 
巧氣巧 巧へ ルッ、 ェデ ソン、 巧 巧 巧 創造の リリ ェン タ— ル、 衍巧 T インス タィン、 化 ホ者ヮ 
イブ マン、 巧 巧を ベルダ ソン > 法麟を ホ 日ン ブロ ゾー '探檢 家 ナン 七ン 、へ デン、 節 倍 家 ロイテ 
ル、 エスペラント 规 造を ザメンホフ、 か 巧の 犬ぶ 巧 口 — ト シルト (ロスチャィルド) シプフ 等の 
人々 は 皆 ユダヤ人 である。 トロ ッキー、 ジノ ゲイ エフ、 ラデック •力— メ ネフ 等 今 そのみく はら 
脚した が •あぐる ロシアを 命の ち赃 がの 中 じ、 ぞくの ユダヤ人が あつた ことは •化 人の じ 新 
たなる ところで あらぅ 0 

巧 代 m — ロッ ハの お闽 民は、 巧 じ ユダヤ人を 迫 塞した けれども •み じは ユダヤ人の 窩 をから 安 
助せられ、 大じ その 富の 思み じ 浴して ゐ るを さへ ある。 ホラン ダ •イギリス、 ブ ランス 等の 爲は 
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をが 如何に ユダて 墓を 利 掌 t ちを— を& 皇と羹 とを す ミヵ 化;; 
吗 くる もを ホる。 て。々 を 衆覆獨 さは ユダて 二 1 卜 . T ， スが出 寅を 

’ こは ピ K マ- ク Q ためじ ユダ 卞な银 霞 ブライ Kn ユ デルが な 助」、 H 憲爭 じは ユダヤ人 シ 
ッフが 日 ま霎八 含に おを て ユダヤ人の 袋た る；；；.； の 大化じ 猫か宰 けち 
ロシァを つてて 牛 サンド ル is 時 公 S おを ド イプ 写 I シルド まじ 墓した 受ユ々 
ヤ人乂 i 器 こと 家つ て 塞を ちを こで 巧 帝は 州 岸を か ミランを 捆じ依 1 ミ 
ちつた。 霜 同盟は こ、 じ脏 おし、 7 ランスは 遂に".； じ 八 占 ル— マ" n 宜爱 n ’ 〜 

冀し K 後 基— 質ら 贊？ を 冨を成 たち 堂。 を、-- 
ユダヤ人が 3- n ッ S 中化紀 時化、 憤 f 寫と应 おとなち 中 巧 囊階较 の 無ち すと 

えみ 团 i 毛賽 il 」： i た、 變 、手 お喔 •糞 善’ お 巧 

襄 巧を の範を 開き •畏奎 落 樹立に 大巧を 巧した ことは いふまで もない。 

ユダて 蔓覇留 ホ S 祐養學 一 貢献せ し 畜ら喊 著で をる。 ユダヤ人 コ こ-； は アイリ 
力 大陸— しを— 囘を iii ミダヤ 人— にょ i でぁる 。 r 

ー スパニア， ホルト ボル 兩 曲の 羹が ォランダ’ ミンス 等 じお る じ 至 つたのは、 置に かて ユ々 



ヤ人 をが をした からで あると 音 はれ、 この 放逐 か 今 かし 早 かつた な。 ばぶ は h ロン プス のアメ 9 
力辭 化と いふが 如を 歴か 的隔 劉を 搏 おしが なかつ たから がれない ので ある。 かの ゾム バルトが ァ 
メリ カの が. を 及びが 巧は まとして ユダヤ人の 力で ある ことを 述べ、 ァイリ カは その 何れを かる も 
之を 『ユダヤ人の 地 J と稱 すろ を 巧べ しと 言つ てゐ るのは がち 巧 由な きこと ではない 〇 ユダヤ人 
はまた オランダ、 ィギリスの 海外 巧 砲 事が を 巧け、 イシ ド， ァフリカ •誤洲 等 巧る ところの 柜巧 
地 建設 じを 力した のでみ る 0— 

化 ユダヤ 民を 蛋動 

ユダ卞 人が バレス タィンの 巧 じ 帕ち事 おを 倒 おした のは 十 化 化抵の 中葉で あつたが-巧 もな く 
この 地の 囘 なを 目 巧と する シオニズムの 巧を する じを した。 

これょり 先き 十九 化 化の 巧' 助 じめ て パレスタィン じ 巧せ る ユダヤ人は、 その 數八千 巧 至 J 巧で 
あつたが， これは ョーロ ッバ 諸闽の ユダヤ人と 何等の 巧涉 をを す るら のでな かつた。 ョ ー ロッ 
ハ ユダヤ人が バレス々 ィン じを 目した のは ィギリスの サー •モ ーゼス •モント フィ オルを ホ跑 をと 
なし、 彼は-八 五 四 ザ 時の トルコ 呈ホじ 謂し、 且つは ± お 固义化 ストラッ ドフオ 卜 •ド •レッド 
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ミフ 柳と— ミ Kli を 叢 tIi ころ ゎミ。 & 一''^^^ 

ァド ル 7 •こ，、 ユ—忘 0、 パ， i を— 墓 ィス- 7 ミ^^， 

ツファ じ 一 S 度 養を 登し’ 引 f I 舊變 がを を、 を军を 
I 二 ii — ユダャ人は ， My したる 一 
1 り 曲を を谓 課しち この 本業 じは 口' ト シルト ま々 大 I 盡力 をく 

1;— を缓 ろ 惹— 11 著を、 販 ifii 一"^^^^^、 ら 

ダ^；; 協を と 協を て、 オ レ— ブ が’ 扁 違，— 吗棉 巧を f し， ユ: 

ず、 巧— トラ 

ム憲 ちめ じが 腿せ ら華錢 々ごス タイ？ を 試み ユ 

シス-シヨ ル ダ ニァ 巧 S 話 地 ちじめ ける 奠 め— は 赛 なる i を呈 しち， 『。— マと エル 
|モユ •タヤ 襄 — ss は、 一八ろ 卒 ドイツ ユダ 义モ— セス •へ。 ツ^シ 
サ ご； 著ょ し パ》 スタインの 囘な 及びが 駕 裳を 雲 おこと て ある f r セ- 
ア •ユダて;;：； 夏 「i を 養」 T 、 ユ vii 综 If じ 

I シオン ル SS 取ち 『シオン J と 命 t 父 一八/一 牛-^ 



ユダヤ人 大ほ段 じ 巧 巧して 「自力 解れ」 をを はし、 如何 じしても 自コ しの 画 止を をせ ざるべからず 
として 〇シ y •ユダヤ人を 轴 なし-シオン® 幕 困を 組 紙して 自らみ 長と なり、 大じ ユダヤ 氏族 ま 
患を 玻 化する- OJ ろ あつた 〇而 して 今日 じめ ける シオニズムの 卽 化を として、 このな 巧を して あ 
も化洩 めに 患 寒 ホら しめた ものは* 實じ才 IK タリー •ユダヤ人 テオ ドー ル •ヘルツル をの 人で 
ホろ。 

ヘル ブルは-八 六 〇年ブ 々ペスト じ 生れ、 ゥ牛 1 ン 大巧 卒ま後 同が 链 行の/イエ •フライ エ •プ 
レツ ス新閒 社 じ 入り •涌. 信 員と して フランス じ 斤つ たのを 振出しと して、 後ち ユダヤ 民 巧ち 塞を 
巧の 中央 掛關 たる 「化 典』 を 創刊し* 巧-流の 欧論 家と してが々 のちを をけ たので ある。 氏が バ 
リじ 在つ たと き ドレ フユー ス 大尉 事件 起り、 これを 目 没した 氏は をに 一生を この 巧 動の ためじ 巧 
ずる やぅ じな つた 〇 この 事件を 窜乂械 として ユダヤ人 排斥 迂動巧 巧し、 ゾラ， クレマン y ゥ 巧の 
巨人 ホが これに 找 巧して をつ や、 をを 巧 血な ろ 氏は このが に 痛 巧 措 < 能は ホ'- 八 九 六が 『ユダ 
ヤ國』 をを はして ユダヤ 巧 巧 主を をが 吹し、 翌年 八月 スイスの バーゼ ル じ 第 _囘の 化 巧 ユダヤ人 
大 をみ 閒き •所謂 『バ ーゼ ルち J をみ 資した 〇 そののを は 凡そ 左 S のヶ 化で あ 石 0 
シオニズムは ユダヤち 巧の ためじ、 八ム法 じよつ て 巧 化せら る i 故 凹を パレスタイン じめ て 挫な 
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卞 & をな Ta 的と す。 大を はこ sg 的を 遂行 卞&た A 呈為愛 誘 巧す。 

1， 塞 SI じち T ユダヤ人 5 ; タイン じめ け 6 唐 おめ 並 じ T 粟 的 霍を增 おせ ■"む 

II 、 み國 の 達に 単满 し、 適を 地 萬 並じ國 隙の 描關を S してを ユダ 又の 排をを规卞 
る こと 〇 

=1 ユダ xe 民 誇 奮 並； i 民 寶蠢み •を享 る こと。 

四. 必要 S をが て シォニズムの 目的 S する ためじ、 藉の 同を を 巧へ みが 惦巧 的を 採る 
ことり 

かくて ご K タイ- ン夏香 的と する ユダヤ人の 協を か W 器 蓋 じ 設立 せら* ユクヤ 巧 比 
トラスト、 ユダヤ 圭地豎 留巧も 逐ホ成 化し、 を じ 世 ホ シォニスト 協襄則 寒ろ ヘルツ 

ルの 大|< そ S 費が いを’； 〇 凹 5 幸 它為を 巧 ゥイ— ミ 誓 逝 t ち 化の 
葬 傑 行は ミち S を ユダヤ人 はこた 參 判して 養の 意を をし’ 又 •一 寮の 露 望 ハレ 
スタインのを 巧じ璧 てを く 覆 じ 肝を てきを み 疑し ち 
かく 王 ダ 卞民基 S は 十 菱衰を お f < せを わが. たまく T n ツバ 大發お 巧と > 



お 一法 動の 中. む 人物と して 揉 頭した る チェイム •ブ イブ マを 古 巧の 巧萊 よろしき をが て、 遂に々 u 
じ濟 かける やぅ じな つち 卽ち 一丸 I セ 年 十 I 巧、 イ ギリを をの 敵 姐の 領王 であり •且つ ドイ 
•ッが 束 ぶか 策の 園の じ ホる ェルサレムを 巧陷 すべきが 戰を 左て、 ゐた とき、 ユダャ 巧 巧ち 蔑 可よ 
これと 策應 して ユダャ 述關の 旨を 提言した ので ある 〇イ ギリスよ りすれば 是む 1 じは バレス タイ 
ン より ドイッ 教 力を 踞遂 すると 同時 じ、 二 じは 今日 ユダヤ人の 救、 むを 貫つ て 畳く ことは' 戦後の 
劑谤囘 なの 描ち 彼等 S 金さ賴 むべき が 低の 樣會 であつ た。 なに イすス はを をを をび、 

同 巧 二日 外が バルフ ォ ー ァ卿 は、 

イギリス 玫 がは ユダャ人の 木强を バレス タイン じ 建設ず ろ ことを 巧設 し、 且つ この 目的を 貫徹 
せし むる ためじ 助力を 巧ム べし 〇 巧し をれ がた めじ パレスタインに 現 化すろ ユダヤ人な 外のを 

阐の 要？ 擊： し、 る宗 SS 篤を S 、 义宿皆 蒙； ャ人 S 苦を 音る 滿利 

を 技し、 その か治卜 •の 地 化を 害 ふが 如き 何 率を もな 寸も のじ 非る ことを 明 円 じ詢解 されん こと 
を 壁む。 

を々 との 宣言を ロー トシ ルド 巧 じ 送附し •ぶつ 普く シォ ユズム の 人々 じこの 旨 知 照 せら むん こと 
みが 明した 〇化 にち をなる バルフ ォーァ 宣言とは 卽ち こむ で ホる。 
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大風の 巧を たを、 ユダヤ 國 をは f なく 淫設 さお。 化が じを 石 ユダヤな え 日 這 
て述凹 記を 日と して お器聲 蓋け ち 蛙ぇ 王 丸 二 0 年晋手 音、 ィタ。 ムサン •レモ 
じ 懼ふク た 堅 聯を困 謹は， ご； インに ユダヤ 闊を连 なすべ さ 白 望な て、 巧 地力を イ 

て KS ほが 犧と みを ち ヮイ ごン軍 はえ 年 じめ て 装 シォ； 卜響真 じ 推さ 
れ .骑合 齒亥間 じ 巧げ なる 巧？ 愛て f 謹を じ おを たので ある。 就中' 冀 姑ら を 
く ユダ てち」 害して をポ- ランに か、 新じ獨 立した じ？ は、 ポ1一こ 王 重 ユダヤた 
巧しても. 化 坦人岡 炼の巧 遇を 巧 ふべき 旨： ホ— ランドを てネ認 せ-^ めた ことん とは 望の 
• K なる かおで あつち 

- 0 ユダヤを 国の 惱み 

へ ブライを ち： タインの 地 じ 再 奪ん 去る ユダヤを 冀 は、 へ プライ 大累法 鼓と 
なり、 そ S を H 累一兰 八ち ちじ S をち 駕は 三— プ； 上 養 S じを ゎ •エル 

サレ ム巿 街’ 3 ル ダン 流ち 死馨 を俯啼 f を ミが 出水ろ ほどで め &。 パル フォ— ア氏も 巧 こ 
の 担 実 じ 列して 一 器な 說ク 試みち えむ 荆革 巧けば 第が 讯 なで 進 U べしと をは お。 
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なる じ々 や こ、 じ 一の 乂雜阻 かな さ； i 、 ヮイプ マン 巧卡巧 巧々 の 巧 力 も， がは 描 化-巧の あに 
がろ じ 非ず やと 思を さろ、 や 5 じな つた 〇 それは 採 もな くを の 後に 化ける イギリスれ# の 费化ホ 
じ パレス クイン 地ち のが 況 である。 

巧め ユダヤを 四の ことじ 決する や、 を 化 巧に 互ろ ユダ卞 民族 ま義 をは， 何む もを つて ま 金々 巧 
出す ろじ 巧め， 殊に 曰 度 戰を當 時巧國 お 费 の 巨な を 引を けた シッフ 氏の かきは •を も 熱心な 6 主 
張 ホ 且つ 音 行 家と して， ホ团 じめ てが じ 活動した ので ある。 なろ じ ユダヤ人の 中 じは、 巧 じ パル 
フォ — 7 宜 耳の 何 巧 信 おすべ きものじ ホらざる をを 破し、 ち 困の お 勢 ホなる ときには 巧 〇 じが 波 
を ユダヤ人 じ 送つても ，すでに ドイッ 脚逐 の 目的を をけ たる 晓 じがて は、 イギリスは 巧 お ft 日の 
聲 明を ぎ 巧すべき 誠 おを をたぬ 四で あると おへて ゐた〇 巧が をの 後の お 巧は この 訟 ホの 說 くが 如 
き 方向に 進' みつ、 ホろ 〇例 へば 巧く H ル サレ ムじ駐 巧せ る ド A かおが 夕年じ 互 0 て ユダヤ人を 巧 
をせ しとい ふ廉 をな て •ユダヤ人は これを イギリス 本蝴ホ 府じ訴 へ、 をの 懲 巧み 蔚 おした じ も 巧 
らず •イギリス はがて ドム ホ おじ 思 巧み 巧へ たため じ， ユダヤ人の おち ほ 巧が 鳥 調し つ A ホる が 
がきが . b をれ である 0 

がし 乍ら •かくの 如き ユダヤを おのが みは、 巧ち 巧 かの ない ことでは ない 〇何 となれば パレス 



♦イシの 地ち 薑 f とら 一千 巧の 合々 泡 巧 お時化が ホつ を も 5 めが、 今日では 而巧 
巧 じ 一旁哩 、人ロ ク五 巧を 章る じ 巧 ざない。 なか もこの 巧’ 囘か 徒た ミラ ビァ 人が 广十 
巧を 占め、 ミ"； 巧 徒た る Tn ッパ 人を お 人— し、 H ダ* 人は 管 十 夏 人が 量す 
ろの みで ち* 0。 をに 今假 りじを 巧 ァラビァ 人と キリストを 徒と をを 部媒逐 して 巧 じ かおから 
ユダヤ人を ザび よせても、 お々 二 巧ち & 上を をる、 ことが 出 ホめ。 をれ U 上の 人口を 巧 右へ < ハ 
レス タインの 地は す 日 おた 奪て ゐち 巧ん や 賢 徒やキ ，スト 巧 徒の 巿民巧 並じ宗 おめ 桂 利 
を馨 甘ず とは ご 7 才 -7 喜 S 嚴じ苗 明す ると ころで ホ-る。 ちじえ 地* ユダヤ人 じ 巧て 聖 

地で ホる と同琶 、囘蹇 基地で もを. 丰，； か 浅 巧 地で も& 6。 これ 靠 ユダヤな 

パレスタイン じこび り 付いて ゐら ので あ る〇 お 6 じ团采 なさ ユダヤ人が 巧 かとして 巧 这んで ホ 
て、 ユダヤ人の 画. 塞を なし、 イギ ，スホ かも すれば え 巧 明を 爱 がる やえは 弗を ミ じめ て 
ミァ ラピア 人で も キリスト 巧 徒で も 承 かが 出 ホない ので あ ミ 現に バルフ ォ 17 宣 昔が っダヤ 
人 じ 促が するとの 非が 巧#! •じ 巧へ ず. 時の 柄曼臣 ナヤ-チル 巧は 捉曾 ル》 ン 巧の 巧 却 じ 化す 
る トランス ジョル ダ-一 T 化 ホを T ラビ 7 人 じ 机 巧し、 せ 巧の 統治に 巧 かせた ほどで あつた。 さわ ば 
巧 一 これを 犬な « なら ざ 右ー ニ 民族が をの やぅな 狭 ルの 王化 じ 組を ふことは 《 ユダヤ お 巧を 拍法 おじ 巧 


b 、 つてを 大の巧 害で あらねば ならね 0 

一丸 ニニ 年の 酉 際 聯盟な 會は バレス々 インの 巧を 巧け て ィギリスのを 巧 巧を 領 とみ をした 〇卜 
ランス ジョルダニァ ホを の团 おかを 谢の結 ホぶ 年 再び バレス タイン じ 巧 合された 〇 かくて ユダヤ 
を 囲 巧 動は ィギリスのを 下 じ 巧つ て 生育す るよ 0 致し方 も 無くな かつた が •イギリス としても キ 
リストを 図 民よりの ホ 施な 巧絕 ぇざる 肚 よゎ •今や これを 持て おましの ち 巧 じを ぇる 〇 それと 同 
時に ユダャ人 自身 すら 建 齒の麻 巧 じ 就て は 乂 なる 疑雲 じ 包まれて ゐ る。 何と なれば 建 团を再 じし 
て おじ 巧 ホせ し ユダャ人は 巧 どを が 商工業 ホで あつて を 業せ 民では ない。 がか も パレス クイン じ 
は货 、お 巧、 棉花， 木な 等を 産し ないから 大產 業を 巧す ことが 出 化ない 〇そ こで 巧々 資財のを な 
を 巧け て 渡 ホした ュグ卞 人 も， 巧 想を 裏切られ 再び か國 じな 沼す るを も ffl で 巧た。 一九 一九 年よ 
り 二 六 年 じ 至る 八 年 M じ、 バレス クイン じ 移住した ユダヤ人 はなな 丸 巧 J 千々 百乂じ 上つ てゐる 
が* 出て 巧つ たまも ホな 時 巧 年を 巧を 示し •-化 I ご 二 年には 一二 千 人， 二 四 年 じは I 千 人、 二 あ 年 
じは 二 千 人 じ 達しち されば か 日では シォ- 1 ストと いへ ば、 餘 計のを をごス 々イン じ 巧 ホる 物 
好きと でもい ふべき ユダヤ人の 如く 巧 おさる、 じ 至つ た〇 されば 世 じは バレス タインの 地を なて 
『かがの 一一 oi . 一一 唐 地』 としての おお •ホは 『化 巧の お」 としての 中‘ むの かく 考ムる 人 も あるが • 
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ホ！ ■一は 斤# c の ュダヤ人 すら、 をの 畫を至 巧と すろ-か 如き 巧 巧 じあを であつ て 二十 止紀の 
岳 巧 及」 璧 1 ち S もたる 時代を も 一思の 刻— 画を 要す 石 も® と曼 ばなら ぬ。 

~ _ ソヴ エト •ロシアに 於け る ユダヤ人 

I 化； ti ンの n シァを かじょ つて、 度 おさ おら 諸 民蒙醉 かを 見ち を寞 ルミ 
ィキの 叢で あ. つを ると S らサ、 大啤」 養 巧が 解亨れ たこと 蔓苦 であろ。 n シァの 化 
を 量满で V か 語と 仰ぐ 力-ル こク X は ユダヤ人で あつち 而 しミシ てがけろ ユダヤ 
人は 近世 じ窜 帝制 幕から 隻の巧 迫を 巧け たを あ 6 から、 彼等の 中からて クスの 蠢じ 
モ り、； 柔命 ic を 望し も S 重は な 蓋 器 要な さほどで を。 をれ 化) i ンの巧 
かは 巧 すらで 多くの ユダヤ人は 巧を 故 權番へ 人つ て 巧つ ちが かし そは 飽< まで も 『をと 
で ホつ T ’ て 部を とい ふ恵孽 はない。 巧 思は 椎ミ部 かは— とし ミシ 7 团民中 曼夕殺 
を 占 ら スラて であつ たを あち 馨の 誓と して r ニンが 化ち しことは、 彼 蓋を る 
累 まとし WS ま？ 是 せ」 二と 哀 S と卢 へ、 一面 表 5 がち かじ ュダ てで なか 
つた かを ホ— い 8 ち 若しれ が； X でる つたならば 器で あらぇ 一時) 1 ン とが 



な-ホんだ 卜 。ツキ— も、々 は 弟 凡の 天 ホを 巧す の お 巧で な < •中 典 アジアの が饭じ ホされ たま 巧 じ 
はを じ トル n . へ 故を された ことから 思 ひを せても* をる じ ま 肯 する こ i が 出 ホろ ので ホ 60 レ 
i ン S 巧 じ ルィコ 7 がッヴ H 卜巧 邦人ち を 貝を！！ 養庙に 就；^ た S 、 巧 じ 彼が 重 巧なる ま g 
を 巧せ ろな あまなる じ 化 まら ス 彼が 捕が た 友 ロシァ 人で ホつ たからで ある。 

乂戰 前？； 內に六 百子受 ろを 占めた ユダ 又は、 お 命 後の 今日 言军巧 じが じて ゐ 
ミ それは 府 じもぷ べし タポ— ランぶ ご* ツク巧 巧 か ロシア か 島* された 結 季あミ 
ホ も モスクワ J グ ラ— ド兩 たを る ユダヤ人々 口は ちの 夕巧 かちる る。 

モスク マ 市 

一至 I 年 "八 尤セお I 九 110 年 I を呈年 
" 》 7 人 冗 ま、 四 セ 〇 を 二、 重 一二 八 さ、 丸 云 ハ I 、 量 四、 セ畐 
ユダ 卞 A 五‘ さち 巧- <畫 -ろ〇 ニ ハ ま*;、 I セ- 

レ ニン ダラ— ド 巧 

一九 一寞 I 九 二〇毕 一 さ 一二 年 

口》 ァ人 • r 六 セニ、 セニ セ 々 oi、i 丸一々、 八 一一 H ハ 
。ダ 卞乂 一二 凹、 尧五 二ち も 里 一一 五 二、 一ニ セ ーニ 



をの 外 ベルデ イナ エフ 巧を 金む ヤエ フス カヤ 縣は 、ゥクライナ 人と ユダヤ人との 巧を、 一九二 o 
年に 七 セ •五 お- I - Jr ! なりし もの、 一丸 二 己年 じは な To 勤； i 八 •ぶじ お 加し •オ デッス K カヤ 
縣は ゥクライナ 人， ロシァ 人 •ユダヤ人の 刺を •一丸 一一〇 年 じ 五 I 二 •六、 二 〇 こ 二> ニニ こ 一な り 
しもの •一九二 吉年 じは 二 六 •セ、 一二 六 •七、 =11 •己 じ 巧 加して ゐる 。これらは もとより 一化- 
七 年な が 》 ユダヤ人が 巧 前の 皮 おと 制 風と より 昭な された なみで あ& が， が かもを ちじめ て夕年 
じちる 人柱め 反が や 巧 巧 的巧規 は， ホして-巧 f 夕 じして 除去され なかつ た。 ユダヤ人は あ 初口 
シ了 革命を 担して ロマノフ 王朝を 倒な したろ 元 巧の 化 < じ 直 巧され た。 ソゲ エトは 府は ロシアの 
み 巧 じ# ホして 「ユダヤな 府」 であろ かの かく 云 ほさ わた。 「ユダヤ人は すでに ロシァを お 巧して 
逊 か® は 巧を 捏 てた 〇 この 上 何を 苦んで 巧 阻なる バレス タインの 天地を 固な する 化 軍 か あら-?」 
とは 一巧 W が セムち 寒ち か 巧 口 同 巧 じ 叫んだ ところで ある。 がか もを 苗は みして かくの 如き もの 
ではな かつた。 ユダヤ人が ロシァ 巧 命に よつ て 解が された る ことは おない が、 巧 おとして かを 的 
が 斤の 悲巧に 化 給して ゐる こと も あ K であろ 〇 ソゲ H 卜は府 の 基礎 か 岡 まれば 时 まるに つれて， 
この 侦 向は ますく 甚 しきを 加へ て ホた。 巧 巧 プロ レタ g ア の 結を を巧榜 す* n シァのを が 巧 巧 
压* じしても， ぶは 巧 三ー インタ ー ナシ 3 ナル じしても •ユダヤ人の 巧 力は 化して-® 人 ± の 巧 » 



して ゐ るかき ものでは ない。 單じ 昨年 ロシァの 共産な 内 巧に 巧 部が だを 邦 化の 巧が 巧が でを つた 
の も •この あ 本 的が 因は お産 あ 巧 じがけ る ユダヤ人 排斥 じ ホつ た。 かくて トロッキ— •ジノ ゲィ 
エフ、 ラデック、 カ ー メ ネフ 等の ユダヤ人は 共産 巧から 巧 斥され たので あろ。 を わな々 日 巧を み 
府の 中に、 ユダヤ人が 幅を 利かして ゐ ろのは、 た r 商 栗 部と ほ 外 外 巧を 化なら のでを る〇 巧產お 
巧 じがても ちの 利いた ユダヤ人は トム スキ— - 人位な もので めら ぅ 0 
今-九 二 七 年 四月 ソゲ エト 大會 じめ て罢を 確認 ソヴ ユ ト ながみ 部 じめ ける をが 中 ユダヤ人の 巧 
が 左の 如し。 

かが 中 典な 斤を 負を 强長巧 名 中 ユダヤ人 がし 0 
がが 中央な 斤を 員を をが 會員 二十 セを 中 ユダヤ人 巧し 9 ‘ 

か 巧 人民を 員を 留十 己を 中 ユダャ人 二 名。 

巧が 及 巧 化を 离中 ユダヤ人 がし 0 
团ぶ かまを 县會 同。 

中 典 利 描 委員を 同。 

田 巧は お 巧 ホが 同。 
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かがを 商を 刺 所同ゥ 
同 檢舉お 同。 

革を 巧 事を 歲 同。 

內外 巧を 人ち を 員 部 二十 ある 中 ユダヤ人 化を* 

外 巧 人民を 員が がし。 

巧 巧 人民を 員な 同。 

郵巧 人民を 員が 同 0 
巧衡 人民を 員が 同日 
財な 人民を 員が 同。 

团な銀 巧 巧 巧 ユダヤ人 0 

を 聯邦 盞巧中 曇 員を 一空 セ 年 十二月 巧 十 高 吝巧出 军をま ダ 又 五を 

3 よの 如く な權巧 じれけ 石 ユダヤ人 はまこと じ 寂ぎ たる ものである。 

宙巧 ロシアの 化く 巧 前ょり 多な 多な の 人種を！ 甘る 四み のがを は 非 巧 じ®* であち ロマノ 

ブ 朝の 如 i にも 二 じも证 E を 王を S は 化な はない 夕 をで 統制を 加 巧すな 一巧 じ 



して a さむ • H カ チ 9 ン ブルダ じ 巧け るが かき あ卜： 未曾有の お； g じを 巧す &0 されば ポル セ ゥィ 
キの 人々 が， 民が 自化 みなて あなょり のな 期と したりし とはいへ •ソゲ ェトな 巧祖馈 じあり、 を 
ちじち 巧 ま 茜を 採用して 巧 共和 國を 建設し •その ホだ獨 化の 能力 おきものは 本 曲 じ 曲 巧す ろ 自治 
州と し •を おを 合せて 所謂 ソゲ ェト 喻 巧を 化 巧した のは 巧 明な るれ 巧で あつた 。ひとり ユダヤ人 
じ 至つ ては 巧 米が 巿じ 巧ち せし 關巧 なりし とはいへ， 久しく 自巧 巧な の 一 围を典 へられな かつ 
た 0 その 法 大じぷ を すると ころ あつて，- 巧び クリミ ヤの 地を かき 巧 へんと したが ， a シア 人の 
冊に 段が なをな どが 担り、 その 計 まは 斤 おつた ので •今 囘巧じ 極東 バ バロ ブス クの西 ホ お 祀な巧 
岸 二 苗 五十 苗へ クター ルの 地た る ビル •ビデ ヤシ じ ユダヤ 共が 抽 のがち 地を 座設 する こと., な 
つた 〇 これと 旗 呼して 巧き じ ホ幽じ めても ユダヤ人の 株 東 移 巧後投 けが 化 傑され、 その 巧が ぶび 
なち じつき ホら 饰る设 助を なすこと > なつた が、 これ じ ホら ホ 年 丸 二八 年】 己 巧 己 十一 日、 
-ユ I 9 — ク ので ブ y ン •スクェア. ガー デンの 巧 冊に お 巧が 巧 じ 關卞る ユダヤ人 大 をが 閲 かれ、 
出席 布 二 巧 人， ッヴ ユトれ 舟」 對 する あ 謝 W 化 度を なすと 时 巧」、 み 巧 問 垣に 閒 して 描画した 
が. 在 ロシア ユダヤ 枝 まみを 邮か らもを の 化を ホを が あし、 ホ 凶の 後な を 並に をを ユダヤ人 とが 
なせを 行 ひ， みち 面からの 資 をはち みお まも 巧 化せが あ のこと であつ た 〇 
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ユダヤ人 といへ ばを ほを ま 豪と ぶふ ことは— な閒 をを ホ义 なじ 束肤 i シァ じ赁る 

ユダヤを？ 寞报多 ミを f 《器 ホ 《ミ ぉぇ 四 翌まネ は 2 T が 式が 出 

せまいと さへ 言 はれて ゐ る。 されば プヴ エト S 舊 をは、； 0 て賣 じが けら ユダヤ人 排斥 

芸勘 にち、 一はち 馨 ユダ 又 S 裳を 美 じ て f 第二 6 ご； イミ 枉束 C を教卞 

べき おを がめ たので ホる。 〇 
ロシァ じめ ける ユダヤ人は， 累な十 年た S く、； じ 奮 S を 見 琴ん としつ 美る 
がかを ちが 完巧 はみ してを 巧な ことでは なから も 
今少しく 問 垣の ビル •ピデ こ 碧を 巧す ろろ その 霎寞 おじめて お 推 江の 雲と して ぺ 
トロ フス n H 村ょ をを 巧り、. ハ シコ ミた 至つ て 化 東じ析 たお 惦塞才 I プル' チエな じ 出 
で、 化 巧 城 巧ょり 二十 泣 蒙 化 ホを 聲 じの ひて 同 巧 ま 束に 走り， め 二ち こ 十を キロ じして イ 
ン 房に 巧し、 をを？ して 霜な 岸の ペトロ フスコ ユた 時季 島で ホを 义行故 志は 

(一〕，、 ハイ ご； 3- イミ-店 (二)； テ， ゾ •ニコ， スキ— ち (_云 ヒンガ ご アル ハン 

ス T 區 ごがに 路 つて ゐち : 

ロミち 巧 巧 青ち ば、 巧 夢 じは# ま S 巧 右が、 爱 a ぉが ホり •ユダヤ 全 
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まのを 住 巧と せんがた め， ながは すで じ 去 巧を 地の 閲 蜜* として 一九二 八 年 じ 巧て I 二 田 十 巧 ル I 
プルの モ 出を 斤つた か， 迫 あの 新設が じ 怯 策 巧. 按民 用黑屋 建築 •用み 聴 人 等の 巧 かを もみな 
し， お ホ 十 再戶の ユダヤ人 そ： じな 巧 せしめ， ユダヤ人の 自治 巧 巧 困と して 柏づ かしから ぬ 新 
团 おを を設 せんとす るに ある。 もとょりか、 るが 黑は 、落く アレ キサ ン ドル S ホ 身 化* 卽 ち！、 
八 一年 S ユダヤ人 大度 段 じ 刺 巧せられ てを つたの がな 矢で ある 夕當 時は t 現せず して 沙ホ 己み 
となつ たもの じ 沿ぎ ない。 がか もッヴ H 卜政 巧の 新 計 巧と しての この 巧は、 世 ホみ がの ユダヤ人 
じがが なるおが i 衝 おとを 巧へ ホ じは 措かめ。 现じ ホ國じ 於け るな 民 問 垣の 椎巧 ホと して 曲ぇ た 
ろ ユダヤ人 クンツ 巧 ± は •昨年 九月を 巧に ホり、 も ビル •ビデ ヤン 地 ホを 巧 細 じ 調 おして' + I 
月下 巧 お 天 じ 巧を し、 同地の' ユダヤ人を 集めて ながち 計が を巧吿 し， 十二月 上な じは 上 おじかて 
同じく ユダヤ人の 閒 じこれ が 巧吿を ホね， その 巧 巧を 化が したと 言 はれて ゐる〇 

ピル •ビデ ヤンが 方が ホして 宣 巧 せらる、 がかき ユダヤ人の 相ち 巧と して、 あじ-ホを おめ て 
ユダヤ 共 巧 困のを おがと してが あの 地で ある やを やは、々 かしく 稱 すじ 時日を なて せなければ な 
らめ〇 



を 巧 ユダヤ 禍 のをち 
*11 章 『ユダヤ 禍 J とは 何ぞ 

- ユダヤ 毋 とは C ん はもの 

日本に 妾* S 寡せられ T からは ホ だ十年を 芝ら を、 そを 矣覆 地方に 斤 きを 
つちを をが 第 じ 旧 かけろ 甸じ ュダャ 蜗じ轴 する 質問を f め ミを いほ どで ある。 をを 
養な ことは ない と 言 つても 質 巧者 はを あじ S しない。 それでは 誰が 一随 そん ミと を 货れ旧 
つてる るの かと 斯卞 と、 巧の 義軍が 單军 講演 おとか、 何の 蕉 .か 李- 說 なのち おいた 

とかい ふ。— な襄— まらュ》||#|0 富 5 わ。 i 巧を 巧 

が I を もを をい ことばち ちいて ある。 今にも 星が 巧れ る や ミ赛 卞6。 そ】 へ 巧 か S か 
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ホ つたゎ、 かお 爭 If がみつ た々 •水平な ホ かが ホつ たり、 左 巧 巧 巧が あつた^ する 〇 も.， 立つ て 
もを つても ちられない 〇今 巧は 自 みで ル 班 子を 巧 巧して ユダヤ 巧を 實 化する こと、 なる 〇 ユダヤ 
腐が をす--.^ 巧大 する 〇义お だ、 火事 だ、 あ义化 人は ユダヤ人 だと あつても •中々 を あじ どれが 
ユダヤ人 だか々 からない。* の 形が のかの やう じ 曲つ てゐ ると 言 つても' 日本人の 目から をれば 
毛唐は を そんな おそして ゐ 6 の だ。 レー ニンが ロンドン じ 漂浪 中 ドイツ人 じなり 巧まして ゐ たこ 
とも あるは ど だ。 そんなら ユダヤ 巧 子は 皆 お 度を して ゐ るから、 扇がを 見ろ のが 巧を じと 言つ て 
も、 か 年なら 巧に 巧 大人 じは 不巧能 だ。 酒を おを せて おがさせ たら どう だと 思 つても、 をれ はを 竟 
風が 姻の巧 筋じ蔓 付け じ 行く とふ，？- る 至が 事で あ. る。 結局 どれが ユダャ人 だか かからない 
から、 尙 おろしい とい ふこと じなる 〇ア インス タインは ユダヤ人 だ。 をの お弟卞 は 右原 巧 ± だ 
が、 を こじ どんな からく 0 が ホら うや も 知れない。 さし 當り房 州 保 巧での 『巧の 生 巧』 は、 日本 
じ亨お ホを を おかして 駐家 をが じじ 溝 かう とする ユダヤ人の 魔の 手 だとい ふこと じなる。 巧島大 
巧 トロ ヤノフ スキー も ユダヤ人 だ〇 ドイツ 前 大巧 ゾルフ も ユダヤ人 だ〇 かく 曰本 じは 有名なる ユ 
ダヤ 人が 巧たり 留まつ たりして ゐ るが、 無名の ユダヤ人が どのな 巧て ゐる かからない 〇 ユダヤ 祕 

舊器 細胞が 神 居 もを、 下關 をを、 な-」 もを、 蓋に も畫 とすると •もう 日 お 



も ジジ ユダるな じ 引か、 つて ゐ るで ホる。 そこへ 叉な フランる ユダ 又 アルべ— ル • 
卜— マが 季 、日 ま雲累 大巧 迎會を 巧いたり しちち じ 池 断 もす きもを をない。 それ 
こしても 左 K のがを 巧が ト ー マを ブル ジヨろ ま 巧 だと 房 巧して ゐ るのは どぅい ム是 だら え 
かつち それは お囊 のを 巧が 巧つ て靈 をを やる と， ユダヤ 陰謀の 器 手が たやすを 巧す る 
ことじな ち をでは 拙づ いと 答を 5 つた 蔓だ ...... 。とちょ つとま ホ こを な 梅で あ ミ 

々でも 田を でか 巧が 無理を 言つ てす と •そら 『孤费 だち いつて を かすと 巧き を。 巧 管は 

r か 奪 正 案と とい ふとな をを 言 だが、々 を 二韋も 経？ ゐ るから な累 ホを どぅ 

か 4? からない。 薑 アジる フン 巧を 巧き ヨ I ロ ツバ じ 侵ち た アツ チラは，々 括 西洋人の 巧 
る > .ところで あち 巧ろ た 吾は フミ 名を せけ、 大をは ドイツを フンと 巧ん ち 巧 瞄歲の 
本元 カイゼル じこの 名を 巧へ たちは、 享 がの アツ チラ も 地下で な 裏を して ゐる だら 乏 
化吉巧 巧が ヨー ロヴ パを 征 化した とき， は 邪の ザが は ロシア、 ポ ー ランド、 ボリ シア 等を あらし 
巧つ て ドイツ じを ま 香た そこで g — ロ ツバ 謹 民は 装 古 ホの 巧 じ 脅かさた バルチ ツク 

お餐 ぶび 化籌 一巧 寞は イギ ，をへ 曾と と 斤く ことを ホな ちた か、 & 裳の 
W1 を 怖で A つ わ！！* ち S 軍 S 十 南を’ 筑 ミホに JjfSl した 相 核 乂 紫 子孫 _ か、 S 冀時碧 人が 攻め 
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て來 ろと いつて 度いだ ゎ 》 々お ユダャ人が ホ 化 巧 曲を やつで & らと 巧れ たり、 甚だしき は 巧 
の 翼が ユダる 管 化て ゐる とち 親 底 巧 コム じせいて ゐる巧 探 か ユダャ 禍卞で じ 巧 曲を 侵せ 
る 證據で ミ- 〇 か、 招れ 囘 つて ユダャ 贿を巧 呼して ゐ るは 沙 ホの 限 名 ぁるを いち 
な 下がを みつて 我 西の ユダャ 柄 茜を の 理由と なつて ゐ&巧 断を 簡 おじ 留 ホし ょさ。 

二 r 世 巧に 巧ら れた ユダヤ 網』 

ホづ 5 ち ユダャ人が をせ おにが てす ベての 方面 じ？ 張つ てし まつと とふ こを ぁろ。 
r 卽ち 岛代寞 のは 奠 じは をる ユダヤ人が お出し T ミ。 イギ "る スノ— デン、 こ ダ— 

ッシ 'モンド， レ' チ シグ 脚。 7 ランスの ミル ラシ •バシルべ’ クロッッ 。ドイッの ェ— ご卜’ 
シャイ デ マシ、 ラ テ ナウ， ス チン ネス。 巧 地 利の ェ— レンク— ル。 イ タリ— のッン ニノ. シヤン 
ッェル 。ロシアの ケレン スキ—、 トロッキ—、 ジノ ゲイ エフ、 ヨッフェを 巧へ 上 けれ-ょ 巧 限が な 

い。 大联疎 和を 强 には . VS 指 巧を ミル ソンの 相談役 バラ デを 初めみ 国を 員 じみ 巧の ユダて が 
ホつ ち これが ため フラ シス 人は 巧いて 平和を 度を I をコ— シァ (ユダヤ おの おきの 是 をな と 
巧んだ ほど だ OJ 
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r また 化を を 鲁豁な 姑の 化 割は ユダヤを 香に ちて ゐる とい はれ’？ ンァ はのを’ 化 
BT ち ホ諸团 でも ユダヤ人 のがめ 巧力增 かじ 件 ひ， 杜を泣 斯の危 お® おが 增加卞 ち おお ま 巧 
では マツこの 化 語を 物な 巧 仙 じよつ て’ プご卜 •ロシ 7 .を薑 とする 共を ち 寒の 貧は 
塞けら たな 日を がて さへ 虎/門を 件’ 共産 お事冀 その 思 蒙な おはを ユダヤ 襄の 化れ 
卞る化 民族 崩 巧 思 おじよ るので あ &。 馨の 唱道す る S せ、 平を、 巧 巧 等の 巧 あおは 彼を の 完備 
せる 化 界め宣 巧な 巧 じよつて 化 巧の 四 巧 じ 巧き 互る から， 今や ユダヤ人は 世が のな 巧 巧の 支 がを 
である。」 

r また ユダヤな 奠襄 のま 曲を であち n ンこお 引 所は すで じ ユダ 又の 巧 力で ぜ々’ 
ユユ— ョ—ク な 引累夕 り。 义 8? じ 《て ユダヤ人の 手 じろ た 利な を罕 唐で •巧 時 冀黃を 
の 二み SI はな 等の 量 じ ホ &。 7 ラ'; 巧 命の 結を 一十 造の なじ 窜 •二十 禹の 7 ランス* 
ユダる 財産は. 單 再の フランス 人の 全历凄 二な なじな つたと つてな をは 巧 在し を か 
巧の ドイツの 革 ホでは 巧 か ド イブ •ユダヤの お産が ドイツを お産の ちかの 己に 巧 ざな かつた もの， 
ぞか法 百み の セ 十五まで# 中 じ 化め たとい ふ。」 

てて をる も ユグ卞 人は！？ T かを 命え に# た 肉 《が あつて » 爭やぞ 命の ♦つた H は 巧 A 



M - で岛が 田ら な < むつても •ユダヤ人 のみは 巧を じな ろから*;/ 巧 爭も革 ホ も 巧て お 巧で ホ &0 事* 
じかて が 等は 革命と 乂 阳巧 をを し •巧 命 あると ころ か 中 ri ダヤ人 あり* ユダヤ人 あると ころかず 
王 活が潘 ち 6 ことじな つて ゐる〇 フランスを 命の が じ も ユダヤ人が ホ わ、 ロシ T 革を の浆 こも 巧 
巧で ある。 化巧大 おの 口义を 切つ たのら ホ g じ ユダヤ人で ホろ OJ 

『この W ユダヤ人 じは 夕 くの 世 巧 的 串を、 巧 ホ 家， 埼巧 i を# 出して ゐ る。 な卜； のか <觀 あし 
て 見る と 巧 頃-巧の 日本の 义* や 伸 ±當 の おくが かく、 ユダヤ人は 單じ •平が 的の 巧すべき 巧 巧と 
いふ ことが 出 ホ やぅ か。 又-® な# のい ふが 化 <單 じ 株れ なお ホ すべさ 民 巧で あら 5 か。 資 じを 
るなら め大 « な 民 巧では あるまい か OJ 

|二 「ユダヤ-巧 巧と ユダヤ 巧 神」 

「日本の 物 かわは ょくい ふ 〇巧更 ユダヤ人を 引出して 云々 卞 ろか 巧は ない。 巧ず はみ々 ドィッな 
わ ホ 囲な 《じ 田 巧を 持つ て 夫々 その 困 家に ホ 巧を 面を f ではない かも 巧 かし ユダヤ人は 化 
くまで も ユダヤ人 としての 巧 巧々 ホつ て 同化し ない。 彼 巧は 巧特の 巧ち 性、 ち 巧 的 巧が* を 巧め 
自 ち* を 敎 ぶびぶ 巧を なて ゐる〇 同化し ないから 岡 K が 生ずる ので ある。 1 巧 ロシアを 巧 主し， 



ドイツを c ほして 之 じ 巧つ たのは 誰れ か。 物 巧り のい ふこのを 勇な ユダヤ人では ないか 。 J 
「ユダヤ人が ユダヤ人 として、 み 团じ巧 生生 巧を なしつ、 もを 巧 同化し いのは •昔 じを*! の 力 
である。 ユダヤ人の おを々 見& とを < 巧み i をで ホる が， 彼等は 巧 巧な ま族モ まで 父な じ 孝に 
■旭 巧を 崇拜し 昔记を 重んずる。 日本の なを まを 者の I がでは ッ ダエト ホ じ ± 巧 日を 化 日に して ゐ 
る さ 5 で ホる が， この ± 唾 日は 卽ち 我々 の 日 巧 日 じ 相ます 6 ユダヤ 化 日で ある。 この ±巧 日 じめ 
て ユダヤみ を じ 入つ た 人々 はかつ てゐる 巧り ラゥ イン (ユダヤ 僧) の 祈 度ぶ その 苗を はま じ 麻な 
を 桂め そのち つた 老 おのを 巧 さかは 巧め じ 足® つて 號巧卞 るの が おで ホる。」 

「ユダヤ 王 ダビデが その子 ソロモン じ 巧へ たる 訓 の 中 じ、 我々 の お 巧な 外のを じへ ブライ 人 のが 
巧を をす 可ら ホ， 巧 代の 後ょ でも 巧々 一家の まが ま 長たら ざるべ から ホと いふ-巧が ある。 こわ 
じ 巧ても 彼を 同な M の 結を が 巧るな 拐で 化 じ 同化され ない® 由が 巧胺 である。 义 彼等は 巧 & とこ 
ろ宙 けられた 生 巧を！* けて ホた 島め •元 巧 巧 腰 か 煩 巧なる 卜：じ 化 化と なり、 父 一而 じがて 巧ち、 
な 巧 •检 除， 巧 度化漢 となつ た。 たみは また お 因を まみ、* じ 彼等は 巧 か拓人 じかを さる、 じ ま 
った 。 J 

51 「ユダヤの 巧 則は これを S つじ々 つ ことが 出走る。 



Ml 第一は Ty ぞ華重 。ミは シナ ふちを g ? &营 二から 投 けられた とい ふ 

第二は ユダヤ 窠主ム I 壬 ホを か、 をを 奠 0 かさぶ-か ある。 

'一、 神よ 星.； 一 た & K 獲 ユダ 又 2’ 器 人類 違 亥を ぇ 

I 、 人 S 截 を高累 ろか 夕’ ユダ 又は 人間よ 0 囊な 0。 ？ 器哲 ユダヤな 
八^ か 0 せ ば、 S — お气寶 た— — 6 .霞 旁’ 人壓底 ff 

一一 まじ 生享 るな お ある 是 は、 绍り ユダ 又の み じして •化の 人類は 苗 おじ も かかち 
一、 ユダヤ人は 人涵 とをづ< る 楠 利 t も’ 不憂种 よ 星 おる f ダ 又はが < とかを せん 

一 •エホバ 玉 安は ホ ユダ 又を 階み 拾を ど i やを かき もを なみを はち 
1、 截を— しがは 巧 恐し 得る 化く、 囊はホ ユダヤ人 去を ひとを 巧し •义 彼等の 勤を リ 
用し 得ろ ものな ぇ卽ち ユダヤ人なら ざるを の 所有物は 背 等の 資しを を じして、 農 
の 暑 ホは ユダ 又な をを に’ ユダヤ人は 化 づ望じ 之を 暑せ ざるべ から や。 
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-、 ミし 巧 ユダヤ人が ユダヤ人ょり 牲一 細なる 物を をむ ときは， 之を 死刑 じ處 する はを がな た 
がれ ども ユダヤ人は 窃 する® じ 非 ユダヤ人の 所有物を* ふ も 自由な り。 

-， ホ ユダヤ人の ホ かは 巧 等のを 中 じ 在り， 特に 彼等の 黃 をは 我等の 巧を 物な り。 

窒 一は 同じく を 典 卜—ラ 中、 モ 1 ゼがシ ナイを で エホバの 神から 巧 傾を とおせら る ミの 
の 中 じ 左の 如きが ある。 

イェルサレムよ をき 上れ 
ホ をれ て かの ホ 巧 方 じ 巧ばん 


海の まは あく 汝 のち じ 向 ひ 

霞 民のを 庫は 爾 のが じ お めら れん .く' 
外团 のをを は 巧の 巧 壁を 巧き 
巧 困の 王 等は W の 巧と ならむ 
W を 担奎サ しを の 子 巧は 《 の 前 じ 屈 化し 
W を 怪んぜ しものは 爾 の 足下 じ抬づ かん 
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置の ユダヤ 羽を 精神 s とち、 擎蓋致 ませられた ユダヤ 養 虞し 5 何な ろ 雲 
をな て 準 かつ 占る であらぅ ちを 彼等の 今日 あるは をて 偶が ではない さある 0」 

巧 r を 世 巧 イスラエル 同盟 J 

r ユダヤ人 朗愛畫 曲は 软限〇 もない ほどで をが •を 0 を 器 如何を 腎ず 何れも 國お 的を 
彩を ち t # いを をい。 巧に 覆 巧 王 ラ； 同盟は ユダヤ 窦 g 手 お巧瓷 ともい ふべ さも 
ので. 詔なる 曲 S ユダヤ 震を を 加盟して ゐ ろ。 る间盟 六 〇 年 眠れる をを 巧すな 
社と。 ふ 名て；， じ閣 かれを、 そ Q 代 奪す ギ， 3 貴族で； この 有さる 結せ 員た ミ 
—ピ： モンテ； ィナいた ふ ユダヤ 李 ホる。 彼と 苦さを 力を ものは' 一八 凹 八 年フラ 
ごの 二晏 かじ 跑時 かが 員を た 常時は フランスの 大度で を圍 マッこのを さろ ユダ 

卞 領袖 アド リフ •クレ ミエで あつた 〇クレ ミエは 游說 して 曰く 

吾人が 製 せんと がする 同盟は’ フラご 人 同盟で をく ィギ ，ス人 同盟で もな く' 义 スィス 
乂ド ィヴ 人 巧の 同盟で. . p ない • S じ ユダ 又のを 世 ホ 同盟で あち 

吾人は？ を完さ C 、 ユダ* 李を’ 且つ ユダ 又とち 塞 f 二と をを ろ も 
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でろ て、 ユダ 又の 圃 がの 搞舉は 三 ユダャを 父の 宗巧 である。 卽ち 吾人は 窺 ミな 
椎 をも認 むる ことは 出 巧ない。 

…… 吾人 累 業は 运じ寞 で 至と 若 •が A た & もを ホつ T ， を 勇は 望 お 唐せ を 

て ゐる〇 ち々 

モ ー ゼス •モンテ •フィォレ も ホ 起つ て演說 して 曰く 

吾人は 仙 物ょりも 巧き じ 化 版 巧の 裙 能を ユダャ人の ホ 中に 收 めねば ならぬ 〇諸 巧が 徒に 資易巧 
ぴ資 本を の 他の物を 堅 断 せんとし つ、 あを も •こむ 等の 巧 たる やを く 徒 巧の 業で ある 吾人 
がを 化 ホの 音 論を 自由に 操が し 巧ん がた めじ、 化 巧 中 のん ての 出が 物を 吾人の 巧 中 じ 化め ざる 
晒は、 巧 人の がお椎 におす る理 おはま おとして が お卞を じあ ざない。 

こ ミ H は更 _」 起立し H 出瘍 S 威力、 度 値 及 利用 じ 就て を S をる 璧を 述べて 日〜 
がゎ •をし も 巧を が 世 巧の 巧】 の 力であるなら ば、 出版物は 第二の 力で ある. …； 〇 
出が おを 巧が 巧 中じ收 めた とき 巧め て 吾々 は 目的を 法は すろ ことが 出る …… 0 
巧々 は 校 姑で あゎ 巧捷 である。 それれ 余 俊を ちちし 之を 巧が 目的に 利用す る ことが 出 ホる 〇又 
輿 お •巷閒 の 义爱び 芝居を お 迫す をめ 哦 々にを おお 阳が董 である。 こを 利用 毛 巧 



《キリスト 蹇をお 巧し， をつ この. B- じ 何を なじ、 何を ずび •巧を 巧 ふべき かを 敎 へ、 义 巧々 

はィぅ フェル 人の 悲 .J き 叫び.， J、 吾人を をげ る 巧 制 じがす る訴 へと を お' ぶへ さぇ 

をし 巧& 人々 が 妊 人 じほ かしても •おな な 巧 ホは ま々 の 巧 方と して 吾人の 爲 めじ 起つ であら 

ぇ J 

r 奪卽ち I 吴〇 年頃 ユ •《ヤ を この 大計を 震蹇 をして 痴人 のぞを おく じ 等しと 一笑 じ 
附せ をた が、 これは？ ホ ユダ 又 ミ 明を 受 g をる つちを C 反し ユダヤなる 大 
巧說 じを、 塞 S 期 雪， 寨 Q 著と を 巧 起し、 をに 一の 立 愛畜を かぶけ たを ぁる。」 

五 『ジ m A . レ— ド クリフ 识± の 巧 見 j 

r ユダヤ人 等は t 、、、 H 巧び ミ テ • 7 ィォぶ ユダヤ 世 巧髮を 播 おじが を」 し ミ .U が •を 
じ 一八 セ 〇 年 ィギリス 人ジ f ごい-ドク。 フ望 のた めじ このな 巧ろ さおち かを 巧され ち 
それは 望 ご 七 ごま ごと ふ 薑をじ 『ブラし々 おける ユダヤ 入ぶ 地の ごのを じ @ 

をした からで ある 0」 

r 望が このが 巧を 涅 るまで じ をれ は ど 着. J たでを え。 柏手は 一が や ニ ミで ゆく ユダ 



ヤ 人では ない。 彼 養 ユダ X ま 華 掌 s 蠢 でを‘ 蓋 度？ 年 就 謎を 篇卞 る贺 

的 S おで あち さすが ホ 能の 任を？ も 手の 下し やぅが 無 かつた が、 8 キ ，スト おじ ま ホ 
た ー ユダヤ人 とか 己 じな 气ミ肪 をょ つて 巧 かじ ユダヤ人を じ 這入り込み ，をのを 综窒 
おする ことを 尝 。を？ を6 非 ユダ 又が 霞と 毛曼 たと こを ユダて 《史 の祐巧 

を窥 ふを 巧た を 巧で わる 〇」 

I-r ド 《，る ま 雲は、 當時 诺外团 語に 拥澤 せらた 巧る ところ 大 なる霉 を受 J — 
ミ だ T も； ラ； 与も霍 6 ぎと なつた が、 ユダヤ人は 早 孕ぶ 塞を 巧た おしと 
■g てし まつた。， これと 同時に r ド ミ 7 望は 闹ら なく ユダての 手に 惊つ て、 ホ ユダヤを 
幸 巧の ため 巧な きおを をを げたので ある 〇」 

『レ— ド クリフ 巧 ま 糞 じを 岳 お ユダを S •こ〕 巧 ユダヤ人に 掛 する ユダ XS ち 

(二) ユダヤ人を 更等& 浸呈ユ xtT ザ ー為に 害 各 ふ 塞と 手 f をな 巧し 

たもので あつて、 その 骨子は 巧の がくで あを 0 

一、 巧舍を 所有す ミ、 を罢 金は 有らゆる も® を媒？ & 二ち 窠ぇ 

二’ 印 寫を專 有する こと、 その 手段 じ 化つ てホ ユダヤ人を 田 巧 さち 燃と た 且つ 畜を 



が 


お起させ るを が 出 巧ろ 0 

己’ 富 思 お. 養 愛び*"; み 破 器 島を窜 す， 〇囊 sf 非 ユダ 又 じ i す 

るを。 

四’ す； お但侶 じ？ る极爭 をを をす る ホ’ 力び 這 じ S 8 ホ じ i を？ をる#。 
五 •キ 9 スト お 徒の 巧 巧 じ 化けろ 神を 教 お々 度す る お 0 

ス 寺院 暑の 巧 産を 巧ぶ ぐろ 運のを 货卞ち (寺院 《历 f 遅 かわ 早 かれ M 家の 所有 じちす 
事は， 卽ち ユダャ人の 手に 收 める ことで、 ま々 じ蔓る 養で あ &0】 

セ， まち 主 寒を 巧す る 事 0 

八、 王座を 度. 謹 4 巧を おた る 陸 巧を 度を する ち 

ホ •障を 巧 ひの 人ち 中に 反 おのを をな々 おかお 巧せ しむる ず 0 

十 塞太人の爲め围巧巧猛巧を1|^|!^卞る事をるならをるち 卽ち化は囊のたみ度巧な 
る 良で ある。 

十一な 弓 所の お 巧を 巧る ち 取引所は 非 ユダャ 入を おなじ 引 さ乂た がまを 义黄 本家の 手 じ 
がす 手段で ホる。 



十二、 ホ ユダヤ人 某 助 まを 巧 鬼し、 をを si ラエル 人 s 手 じな 卞爭の i . なる ち 

十； 二 •手 HS 雲妾羣 S 碧 置 f な 5 ゆるち 

卜 9、 ユダヤ- < は 資易 ぶび 投® おを 確實 に夕捏 せね ばん'^ ね 

.進ぶ ぴ篡 活拥を 己が 巧 中に f ほ. 梓に 震 ’ S ち—、 箱の 巧を 及び 拽沒柔 をな 

十 ！ t ユダヤ人の 賽ら ゆろ 宮抵 じがく 道を 開 さ’ そして 明 ま呈霎 中じ援 ろち 
十六 •ユダヤた 反 か 卞&讓 (井 等は 巧が 葉の 法を 室 おせ 么を坦 葦る 畫び特 ミ 

ダ卞 人に 巧な をです S - 雙 すらち き ミ 
十ち ユダヤた 裹戈か 緩た ミ 9 スふ浅 財を’ 健 度 & び ホ— 己が 葦じ涅 

H を 及び 化官 人の® に 就く 輩。 

て、 非 ユダヤ人 中に 巧 做 階み の 靈を围 るち 

十九’ 有ら ミ 輩 •有を If 括？ を。 ( S となな 任？ 寞 5 ちで 

て 吾々 を s 的に 巧ぶ ゼし むる 表で 重。) E 
二十、 ホ奠為 動し つ > ホを 會法 助を 抗巧卞 るち さ ユダヤ 奪ち 塞を を 固 ド 巧* 卞 



な 上の 巧 その お論じが て 級 等の ホ 望の 具瞄 化された 需が 記載され て あち 卽ち 
一、 をし ィスラ ユル 人が 化 鹿の ユダて を じ 採用され たみ 留じ豐 をら ち？ 年 S 後 費の 
子 巧は 累 同盟 細 妾の 惠じ巧 ゎ’ ィミ ユルの 巧 じ 巧 へらを る涅 めは ま 巧 せら 1’ 農 
は 吾等は 化 巧の 王侯と なつた と 巧を する であら 50 
二 化の团巧は渐すスラ H ル人の奴隸とな，0で<§らミ 器目的を巧じま巧する巧じ巧 自 
ら 《困 累運惡 馨を課 巧と ち 居る ところの 化み 巧 動 ホの 巧 方と 詐ろ 事が 塞で を。 

苗瞭 窜 f w 蠢 S が Gwa 赛鬟 S 力 言 二と S さねを を。 

111、 巧 衆 SS な&菱 5 馨 G 蓋な そし 5 す 高い 讓差妻 6 性 f 章 の 人 ちと 

な 用とは 民 ホを 誘 巧す ろ兩 刀の 巧 器で ある 0 

四 •吾々 じ 為を 達 寧る 塚ろ 可能な 5 屢 C 巧 働 階 没々 巧 菌卞る ことが 化を である。 巧く 
のかく 巧の すれば 苦々 は 巧 望 通ゎち ホを 巧 巧す る 事が 出 ホる 0 
五 吾々 は蕃 0 爲じ巧 おとして ち ホを 馬ち ぇ攀 のが 車み るを じ 巧が 事 束は を 足 じ 巧 
《じな かき’ 巧が をを お扣の 目め はな 巧 じ 達さる ふで ホち 



か 


a 主吳〇 まを 冀 ユダャ人 同盟 墓に 讓 をた 彼等の 苹挈 段の 化ホ畜 巧は 巧に 广 
i — しわ 吝 B に—」 511 れ たで f か。 を】 穫藉— 件 
が ミこで をえ。 外 固罢蓮 だしら 我が 日本に め 5 年 如何な— 裳— し 如何 じを 化 

し n ^ ぁを 意 ま uiigi f ば 器 i な f i た 

ら ざる 蓋ないで はない か。 义 一八— た f ユダ ii — i と—;;; 

なを 楚 かお 装 S を S 援 T — 的 S 需 C ，耍 も— 培 看さ* 事 
おか も識が ミ 奮 iT 種を わ寧矮 いか。 一 吳〇年 づ；； を-り 

し i の—— ちち 一八 セー 年 良 U ペ^シ^’ 卜巧 こ 
; いふ— ti ユダヤ人 S 藍は實 宙音ら たを 器に 巧 命襄璧 られ？ f が 义 

昭 なは ユダての 成ま寞 なる もので あを’ 大取 後ロ シて 次で トイ ブ霞 巧され 义 r 
1, ギリシャと S 望は ユ》 xeiTA 6 と 二ろ SIS 《量から 追 はれ 斤 ふ 


わる 。 J 
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ホ 『シオンの 巧を # j 

「ジョン •レ— ド クリフ 傅 王 じょつ てを 巧 さわた ユダヤ 攻 W は •をのみ 時代の 隹 移と 巧 じ おホ增 
巧せられ， 巧 じ 巧し いみ « を 生じた 〇 これが 有名な 『シオンの 3 をを J である …… 〇プ ラー ダの 

巧な はみ 塞に 學 I 窮じ童 且つ 霞 じ 述べ’； Is まを けれ をらない が 浸 目 

的を 直を お示して あつたが， シォンの 逐を をの ホは 么を 詳細 じ說 巧し •而も 事 さで 澄 揉を 巧、、 
瓦つ 完 をな 招 巧め 巧を めの 巧 じ 巧 達する ためじ， ユダヤ人が 守らねば ならめ お お ホが 示 L て 
ある。」 

r シ すぶな を 古は I 尧セ年 八月；； パ-ごち 閒 かれた 5 シオ ー會珠 s 事 蒙を 
拓 ではなく 摘 巧で ホる。 おて 行文の みおが 息 巧は 解ろ が斯 巧め であろ 〇 この 经事錄 は 二十 阳囘じ 
直る のな ザを お 巧した もので、 をの 原本は 後 じ まゎ フランス じめ ける シォ' 一本が じ 巧を され 
たもので ある。 の おこの 巧 おかは ユダヤを 巧な かじは 巧 おじが おじされて ホつ たが，- 义〇二 吊 
モスクワの‘ な# ザで 當 時のを 刺を であつた ロシァ 人 セルゲィ •ニルスが 之を 『ル# の 中の 义 取， 

反 基 巧」 むる 夕じ 化つ て その 巧 巧を 化 巧 じ ホ 巧す ろじ まつた、 本書が = ルス じ 依つ て S まさる、 
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害 じユご s 密葉 s に 复暨い 話が t。」 、 

『元 ホ 巧を をは ユダヤ人の 囊會 3 S 妻 《でみ り、 番ホ じを なする じ まつた 往路が 琵 だけ 
じを 轰累 ない。 巧つ T ユダヤ 柳で 窩時 もき 巧 一の S と 毛、 やれ 反 ユダヤち まの 宜巧 
S の’ やれ ユダヤ人を 中なず をを は 作 だのと 霧して t が、 未だせ て 巧く その 裏を 
ろて その 理由 室證 -3 たことは ない。 それで 留 を ま S 霎を ちいた® はが & 一部では マッこ 
の大ホ 物で 沒值ミ t 襄 S 指導 そ 七* ドル ニ-： 押 ホと 信ぜを 5 を も ホる々 
g 傑は 语储シ f ン主ま Li 奮した 谢 なち 才ご； 蠢 寡奚卽 ちを 命 SS たる マ； 
ごご ァム 本を はア こご ギン ッ ベルン ダで あると 目を てゐ を； へ： ギン ッぺこ ダの 
を 脚は な ホ じ 於て さし H 有 章は ない が、 ユ》 X 阳じ違 か？ をむ し 5&。 彼は I 星 
六 年 キユ； 碧 じ 生 た 巧で •營 から* ご 1- i 管 累棄寞 すろ L その後 ゥ 

すン 及び 一； ンじ き’ 一八 八 四 年 凹ち 墓の 巧 ォデッサ じ ホた 同化 じがて シォン 同昭中 
典 歪 貝と なつた OJ 

r 日本 じ 《5<1 日 ま S 晝 S 萃 がー ニ 謹に られ ちか 世费人 《大部は 巧祐 、幕 
も 政を おも 巧 おおみで ホ &。 せ も ユダヤ その もを 巧め だか 屏ら いの だからを か''''"* かち 
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しい： かなを ホ じなる と瑞 苗お话 のを だな ど >預 まれ もしない ユダヤ人の 义 なをた I いて ゐる もの 
が ホる。 之が 揉を 嘗の 所謂 盲目の 課 巧で ユダヤは 藍で 舌を 出して ゐ るの だ …… 。本を が 約 己 十 年 
前の も S である 事を 巧 じ 置いて’ 日々 の お 巧 じ 目を 移し 我が 巧 囲 内は 匆 論を 化 ホのを ゆる 事件， 
化 おの おおじ お 照したならば 讀 をは ホして どんな あが ある だら 5 か OJ 

セ 『マツ ソ A 祕巧 おな』 

『巧 頃 ユダヤ 問 おじ 關 がして 世人が ょく マッソン 围 とか* フリ ー ター ブ ン おせと かいふのは 一 お 
如何なる もので あら 5 か 〇」 

『マッ y ン なる 言葉は シォンの 瓷 ちま 中 度々 散を 卞 ころで あるが、 巧が 日本では ずまで マブ 
ソンを 巧 じ 世 ホ 的な 人道 おせで あつて 陰謀 巧な が i 化とは ぶつて ゐ なかつ たし， 又敢て 之を が 
おしやぅ とい ふ 人 もなかつ た〇 がろ じあな ユダヤ 問 P I 部の 人々 じ說综 さる i じ 至つ て •マブ 
ッ ン困はが巧結なでホつて マ ップ ンが^化が卽ちユダヤ陰謀困であ&かのや5じほふ人もある 
やぅで あ 6 が、 一 冗 巧 マッソン 困の ま 担は ホ ユダヤ人 であり •議 を畫 じある 『吾人の が密を 巧つて 
ゐ& マッツ ン « 員は 死刑に ほす る …… 』 ま々 の 文句から 考 へて をても マブ ソン 單か卽 ろ ユダヤ 陰 
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謀 苗を のぞで あるとは 思へ ない 〇」 

『巧し ユゲャ ごゲラ もる 靈寄じ 巧々 マッこな 6 語が 出 T 居 石 通 0 •そ S 相裹 旧に がる 
ホ 巧なる 脯 巧を 持つ てゐ る 。 J 

『それで ユダャ 問 直を 硏巧 すれば 自 から マッッ ン幽 をが 宛す るの 必坚が おり •又 マッソン 困を 穿 
おする と自 から ユダャ 問 短 じ おれて がる 0 J 

完來巧 お 明瞭な 言を でお述 されて あつた おお 員の 寒務は 巧に 至つ てれ 患 じイ明 巧な 言 第を U て 

を さあら をた ため 區 々なる 慮 義辉妓 室す 様 じちち 例へ ば マッ ッン結 賃は一 烹抑捉 
の 下 じがて 謀な 及び 革命を 巧 巧 卞る椎 利を ちす る、 强 なじ 化つ ては な 叛を卞 るが 利を をす ると さ 
へい ふ ものが ホる。 例へ ば マツ y ンの巧 關化フ リ—メ 1 ソン •クロ ユ クル (-八 セ 五 年 ロンドン 
巧 巧】 は 曰 < 

をし 吾人が マ ヴッン は 如柯な 6 怕化 じめ てら， おは 巧 じ おしてを 巧を 取つ て 巧 巧して はなら な 
いとい ふたら ば •それは 彼等の 巧 高 じして 姑 も 神聖なる 巿 ちとして のま 巧々 致 巧す る ことにな 
る。 巧 巧は 一 化の 巧 合 じがて は-の 神 蜜なる 萬務 である 〇 云々。」 

『 …… マブ ソンは 化を じ 化つて はを 巧の 陪 なが あ 々〇 十-階 かの もの > 二十 お 巧 かの もの も 己 十 



が 


s 階級 も 丸十 巧 巧みの もの も ぁる 0 々 を 化# じがけ る 化を ゆなは •イギリス SI 五 五 化を 四十 s 
人 •フラ A K 凹 セ 〇 化を S 萬 己 千 人、 ド イブ 五 五 丸 化を 冗 巧 八 千 人 •义四 loo 化を 二す 巧 人' 
をの 外が •白、 T、 瑞 .葡 、西、 波、 巧、 支那， 日本に も ホり •を 化 巧が » 二 四 セ 八 八 化を， 二 
す S 十五 巧 八 千 百 四十 人で ホる 〇 それで マッッ ンは 巧に 世 巧 おる はが 力の 巧 巧 じ 巧め、 i のぞ 
力を を自 巧に 引き入れて ゐ る。 をの 巧 あま 二世 化 聞 じめ ける 結社 員の 特に 有を なろ 人 ♦は •ホ 巧 

では ワシントン. マッキンレイ、 クフ ト ，ル 1 ズ ペルト、 ランシング、 バ ウス 大佐、 パ— シ シグ 
麻军 、ゴン バ—ス 、巧 洲 では ボル テル， ナポレオン' ポアンカレ 1、 マッチ ニ、 y ン ニイ、 ダス 

ン チォ， H ドウ— ド セ 化、 支那では 孫を 仙 等で ホる 0』 

「マッソン あ 巧を なの 一人 カル チェ •ラ-タン トウは I 九 〇〇 年 八 巧 一二 十-日 じ 巧 かれた パリち 团 
フリ —メ— ソン 春 巧 巧の 目のは 
を 化 巧 マッ ソンの 力を 合一せ しむ 6 事。 

が 巧を お 化に 陷 "る 巧め 化 巧なる 巧 おとなろ じを りて あを の 目め は 化 巧 巧が 田の 殖 おで ホる。 

と 載 巧した。 パ V じがけ る 巧一囘 マッ ソンを な (一八 八 丸 年 セ 月 十六’ 七日】 は フランスを かな 
年 E をのた め阳 化された が、 フラ シコ リシは 曰 < 



が 


て 化が も ー セ八辈 (卽ち 7 ラン* を か) をち 有しな かつた み团じ も、 巧 ま 富ぶ び宗敎 のま 
をす る 日が 爱 であら も 器 B は？？ はない。 背 人は 楚 日を S し下ゐ をで ホる。」 
r マッこ 豐 S 當初 ST ' ユダヤ人は 早く もを e 內基 璧&地 化を 落で や 5 と受 た々 
をのが 窝餘を あで なかつ ち窘 ユダヤ人は 蠢じ 人る ことを i された が •ー セ さ 年頃 始 
ミフ ヲンク フルト •マム •マ ィンた 二 個の ユダヤ もて こ堡 。が窠 た ミ.. 。ハン ポ，， 

では 一を？ たを 居 ダて Ti 者 S 溝！ i ? 累棄 たが、 ミで U ユダて が乂 

をな を 占め モの 長た ろを は 巧 どを 化 ユダヤ人で ある。」 

r 化界 A 四に めて おもを 動的なる マッこ お 員は ユダヤ人で あつて’ 化窜は 結た ユダヤの おが 

を かまち 且つ 招を ば 霉個衰 買を を 行す & 一手 舞ら*^ むべ さ？ 為 T ゐ る。」 

r マミ'/ 疫化內 S ユ》 ヤ 人が’ モ S 投じを て大な 6 お 力を 有し T ゐ& のは、 彼等が がると 
こを 化 T 曲 姑に 面いて ゐ ろからで ホち 馨は叉 結れ 巧で 舊 またる 整を 得る こも 巧め 

ぞくの 困で 掌で！ i ま S 望连 」同 累藝 S たを を 藍 S 用」 H & ち 括 苦じ蹇 

ま？ 持ち 达 をの もちと し T ユダヤ人で ホ 6。 をれ では ユダヤ 主 萬に 反 おせん 主す るも の.* 

<^いでホらぅかと墓問*華を、 裏义*はょもつ5居をを畫つミち これ 
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は 組を の巧 約 じ 巧 巧され てゐ るの じら 旧る が •义硕 くも 皮 おの お 巧を 化る ものは かを 的 地 化を 失 
ひ、 义巧濟 的げ 巧を 巧 へらた 時としては 生命 上の 危害 さへ 蒙る の 巧れ あるからで ホ ミ』 

「ス n ット ラシド おを の 第一 二十 階級は を 化を 中の 展お 巧な 階な であるが •この 階級 附巧 まの 巧を 
該 人は •法王 冠な び 巧 冠 じ おして おを なて 剌 巧を 加へ る 巧 巧が ある 。マッソン はを 命じ 巧 巧せ る 
ものを を# ある 巧 巧と してを なし •を L ぞ 命じ 失 化せる 時は 饰がぞ として 提巧 巧び 巧 菌を惜 4 
ない。」 

「マッッ ン のまなる 比 ホ；！ 神 的から なを 上の i じ 入つ た。 巧つ て その 目的は 巧 モ函じ 巧て は 
現な せろ 囲み 巧び なをの 秩 巧を をが @ 巧 する じ 在る。 又 化ての なをを 及びな あを 漸次 共 お 的 巧 か 
じ 巧かん とする じみる 。この 見地より すれば 今 同の 化み 乂极は マッソンが 長く 巧闹 した 力試しで 
めつた。」 

『- 七 七 六 年 米 岡 巧 ホ 戰ずも マッソンの 力ち つて 乂 なる ものが ある 0 J 

「-セ 八 九 年の フランス 革命が が お マッソンの 尊 栗で あつた 率 じ 就て はが 巧の 歷據が あろ 0J 
「ィ タリー の マッソンは,, ，ゼー フー 世を 緑 邸を なて 唔较 しよ 5 と 計つ て 殺された 化 人を 口て 饰な 
ま i 黄め た〇 マッチ ユ自を も 力— ル •アルベルト 王を 唔巧 せんとした 巧 じ手づ からと 首を 輿へ た 
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ので ある 〇 かつて ヤブチ ニの 率ゐる 陆报は フェル ザ ナン ドニ 化の 殺 寒を 決 蔑し 十が ドゥ カ— ブシ 
の 慰 巧を かけた。」 

「ホルト ダルの マッソンの 長は 有名なる 革命家 リマで あつて、 氏は 一九-お 年巧彻 大巧の 職 じ 就 
いち 彼は すで じ 一を セ 年 バリの 組合で 巧つ た谦 話の 巧 「が閣 王な 没落 •巧 和玫 治の 没を」 を 
說 いたが •その後 敏遇 じして 同國 王は 皇太子と 巧に 暗殺 さわた 〇 そのな マヌェル 王が 立つ たが、 
ro もな く マッ ジンを ホ 謀 者と せろ 革命の ためじ-丸一 〇 年を の 化を をはれ た。」 

『靑年 トルコ 霖 はす •として ユダャ人， ギリシャ 人 巧び ァルメニア 人から 巧つ たがを のは 治よ の 成 
想は 思は し < な いので マッソン じ 巧 巧を ホめ たが、 をの 成果は 忽ち 現 はれ ミ… かくて 革命は 成 巧 
し マツ ソンは 凱が を 葵した 0 J 

n 九 二 革 音 ご ダラ！ ド じ劍設 さおろ セル ピァ •マッこ S 蔚舒逐 は 一九 一四 畫月 
一二 十一 日 フランク プル ト •マ ム •ザィン じがけ る ドィッ 大組 をのを をのみ 謝を 巧け たが， その 阿迎 
巧 後の 六 巧 二十 八日、 巧國 ¢1¢? フランツ •フェルず ナン ド 大公は、 サラェボ じかて 七 ル ピアの マ 
ッ ソンな 員の ためじ 惜 段され た。 なの 下手人は ユダャ人 ボブ リロ •プリン チップで あつた 〇」 
「一八 二 六が 3 巧 甘 シァの マッソン じ 巧て はお 紀 ずべき ことは ない が •をのけ ゎた々 のが®^ な 



が 巧ち 绿彈を >3! て その 弹想を さがしょぅと 巧め ち而 してを の 背を じは 常に ユダヤ人が あつたな 
例へ ば 冬な じがけ 6 巧彈 事件の ま铁 をは ユダヤ人 ハルトマン であゎ、 一八 八】 年ァ レキ サンド ル 
二 化を 强 巧を なて 暗殺した のは ユダヤ 婦人 ィエ ッセ •ヘル フ マンで ホり、 術 戌 刮か官 トゥ レポ フ 
は ユダヤ 巧人ゥ エラ •サス リッチ じ 殺され、 內巧 乂臣ス テイ チヤー ギンは ユダヤ人 ボゴレ ロフじ 
巧され た 〇」 

「一丸 0 お 年 ロ シヤを かの 巧 マッソン はなが じ 勤し なが ま 認を要 あしたが、 昔が スト リ ビンは 巧 
としてと を 巧け たため，】 九 一 I 年 九月 十四日、 ユダヤ人 ヘル シコ ゥィ プチ •ベ グロフの ため 暗 
おされた。.！ 

『一九 I セ 年 二月 じがけ る ニコラィ ニ世の 失脚 も、 ロシア マヴ ソンが 英讲の 結な 員提 巧の 下に や 
つた 化 事で ある 〇な府 の 首班と なつた 火ゥ ォフ 公は マッッ ンお 員で ホ ゎ •之に 代つた ユダヤ人 ヶ 
レン スキ— も间 巧で あろ 0」 

「み团 はお じ 化 W 巧の 巧 化を 助長し、 讓反 ホ じ おし さちなる 資金を 拾した 〇英扭 の 巧 姪 じは 年々 
おち 巧 ボンドの 巧 巧 巧を 計上して ゐ るが、 これは 化齒 じがす ろ 宣傅編 巧 等 じ 巧 用せられ てゐ ると 
のこと である。 お ホ 巧 困が 外 酉の 元を 巧は 巧な ろな 治 おの 首 じかけ た 多 巧の お K を も 此の 中ょり 
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支出され た。」 

『ち团 マッこは を も 有 巧に 同 西の 化 ホが あ畜 おしち 化つ て ぉ 勘の ホ 閑ち 塞 じだ 化する 团じ 
おしては 大な るが# を 加へ た。』 

『ユダヤの 巧 巧と マッ ブンの 本 ホの 巧 ホとは 根本め じ舆 なち 卽 ちて ソぶ 目的は を 化 巧 巧 じ 
肤 ホの ち 力なる 活かめ 人物を が 巧し、 人な、 平 巧 島’ が 等ず を提榜 する 公開を い 結社で ホ 
つて， を*, が 巧と する 鼓岛唐 おの 目め を 持つ て お 60 を わは 言 ふまで もな く マツ y ン 曲の 常涅卞 
るホ界 共通の 大巧が 巧の 速設 であ 60 巧る じ ユダヤ人の 隆 謀は ブロ トコ ー ル じあろ 通ゎ 世# を 困 
じ 居 巧す ろ 巧 力なろ ユダヤ人の 巧な 即ら化 界征版 計 ホで あつて， そのが 巧 じして を 商 あがの 目的 
は， シオン あがの 巧 王を 巧く を 化 ホユダ 卞乂巧 困の 理設 じあ &0 プ〇 トコ— ルで あ 石と ユダヤ人 
のは 拥 じがす ろを へは， 國ぶ としてを も强 力な 理 W 巧の ものは ちま 巧 制で ホる。 化て が 巧が 化が 
を 巧 成して 新 じ お 高な 府を 樹立 せんがた め， 最もな おな 巧 巧 物は 彼の 巧 ザ 酌む ホ ユダヤ人の 巧ち 

固で ホ， 0 から 先 T き 叩 さ？？ はし’ 号籌が S を 棵管曾 義管器 ミ ばなら ぬと を 

ろぶ ちかこ、- ダヤホ 巧から を 占 ミッ ッン はぜ じ ユダヤ 主ぷ のた め牲 めて がが たな 巧 巧 じ 
あ 6 ものと 言ょ わ ばなら 30 而も マップ シ内 じは すで じ ユダヤ人が 主 巧なる 地 化を 巧 W し裕 たの 



であろ から •世 ホの ユダヤ 化のを々 ぎ 巧され つ* あるのは をが のこと、 ちは ねばならぬ 。す やモ 
じ ユダヤの 巧 巧は 巧 ホ 中 九十 ホは 達せら わた。 がし こ S 丸十 ホは 卽ち おおの 半で あろ。 この 巧 か 
の 半 じして を 困 じかけ る 弗 ユダヤ人は ユダヤ人 じ おして 奮が として 立ち •枉力 巧祐ホ 巧を 葫 じつ 
つ ある。 之が 卽ち 一三 二 年 前ょり み 困 じめ て ユダヤ 問 垣 S 極めて あ 面目な 硏 《を 閲 おされた 所な で 
あつて、 之 じは 一 か キリスト 巧 徒 ばかりでなく， マッソンを 員 そのものが ユダヤ人 じかして おを 
宜して ゐる OJ 

八 寒 者の か 百 

U 卜：は ユダヤ 禍ま 『化# 革命 S 兹 面」 から、 ユダ 卞禍說 のが 淀と せる ところを 巧萃 した もので 
みる。 シォン 銭を 寒の のをを 刘孽 すれば ょかつた かも なれぬ が、 そんな ことを して 居れば 瑞 てし 
がせかぬ ので •これで 巧ち 切る。 大巧な 上の 諸 巧 目で ユダヤ 禍 おの 巧が として ゐる ところは ホき 
てゐ る。 殊に ユダヤ 禍盡 の- 册を 限つ てなず したのは， 大巧 どの 化 S 同 お禹じ も间巧 目が をつ て 
ゐ るので、 之が 化を のじ 巧んだ まで じあぎ ない。 化て この 一册 のみを 目の かとして 速 おが 化の 化 
王 じ 巧け たのでは ない ので ホる。 



巧 


若し 夫れ ユダヤ 蹄說 s 裤細を 言ん とがす るク は、 巧 地 それ 等の 夏 じな て阳巧 さすを と 
を 所望す るり. 



» l 二 章 ユダヤ 禍宣傅 本の 批判 

- ユダヤ 拥宙巧 本 

巧が 团 じがて 化 ホ ユダヤ人 じ關 する 書な として W 版せられ たのは •大正の 年义 H 木 文明 協を 譯 
ア ルッー ル •ルッ ビン 巧 ±瞄 を 『現々 のが 太 巧 巧」 の j 册化じ 化 まつて ゐ たが， 大正 八年シ ベリ 
ァ出 巧よ 産と して •ユダヤ人 陰謀 說が格 入せられ てから、 俄か じ ユダヤ人 じ關卞 る 刊斤 物が 巧 加 
して ホた。 巧 かもを の夕 くが ユダヤ 麻じ關 する まこと そら こと 巧り 巧ぜ ての ち お 本で ある ことが 
著しい 巧を として 看取せられ る。 なみじ 上 巧の 巧団巧 ホが じ 足を 巧び、 菩宜ヵ ー ドを 採り 出すな 
らば 化 ひ ザ ば じ 過ぐ る ものが あるで ホら ぅ 0 

ユダヤ 姑じ關 する を 巧 や 論 おに-ち せる 巧 巧の 點は •ユダヤ人が 一二 千年 ホの 陰謀 お 巧と して • 
今单 その あろべ々- 巧手を 巧が 曲の 卜：じ 伸ばし 氷れる 證が として、 プロ トコ ー ル やら、 フリ ー •夕 
J ソン やら、 ロシァの ホ 化 法 助 やら、 支 巧の ホ 巧 巧 巧 中ら， 义四苗 本閱の 株が やらを 巧納 して ゐ 



巧 


を】 とで ホち そして 何でら 巧—； を ss 霎 s 1 手引 ま历 とを 設を をければ 
ホ 巧が 出 ホない や i 巧け をち ユダ i 基は 含 夏 裏を 古ち S かぶれ i . 

外 巧— を巧 端邢 f して 雲して 居りながら’ 李營 累寡署 たら ユダャ 囊 のかき 巧 

巧邪說 をぶ 每ゐミ とじ缉 か 注かない 《である。 

♦ * • 4 

r ユダャ— 硏 巧ち 己と して お 夏 夏から 相ら たを じち 葉な まさお 塞 
目が 味んで ゐる 。これは 言 ITi 調 おら しいが’ それでも 蹇军八 册’が 注 及が 曲プ I 
八 巧のを ii 。 然 か」 ミを i 二 ii 援 e も e や’ 5 鼻 5 面" 

またを え も 栽つ Tt から、 ミを 巧 か ユダャ 援 もちは ない が. そた しても ょく 

^ な-妾つ た 表 だと 置 喜を る。 そして 一 載た は、 ユダャ おを 蓬 養、 ごこ 
1ル じど 名？ と 否 章 &をも •をい 物を る 茜-か 憲 ミ、 ユダ マ 5 いふが 如き 

!の！！ ひかぶ さ 

『お W はを W を 曲を す」 とい J クレ シャムの 巧0々 〇 - 


り 


わら。 



け 


それは 宠 ii 《とし はこ、 じ 我が 固 じを るユ； 臺 《おを まめな； 二阳 のま ま 基し ホ 
つて* その 巧を を愤 する こと A したい。 

二 化 上 巧 石 巧 ま 『を 太 巧」 

ユダャ 養が 新曲 wt 上 S はを e はもつ と 古いが • I 器羣 とし T 刊行され た S は あら 
くこのを が 最初で ぉらぇ 大晕二 筆 巧© 刊行で みを、 馨 《厚ょ &と •「本 普は 大正 十 年 
十二 巧 まが 院 巧歯拓 じかて お ホが 課 おせろ 『ま 面ょり 見た ろ 西 化 利な 事 巧』 と， 同 十一 年 十 巧を 
が會じ ^ 一-けろ 雲 r を岡ぞ 命と 晉品器 J とのを 幸 ホつ て、 つま 0 謀 巧 集じ捆 ざを と ホる。 

化 上 梅 おと 基 名で 至 二と も曼 S 白 毛 雲。 羣 がを 年肇髮 t て； 7 詰 巧 夏 

厚 苗り’ シベリァ 異の時 じは 細寶呂 として 整し' 彼 化 じ ホつ てだ遽 がの 一驚 幕を 
し メルク ロー 7 i 密 をの 閒 保を 有せし 人で ある ことは 巧知の 每 苦で ホる。 

本 まは シベリア 化み 皆 時の 事 巧 や閲巧 やを 基礎と して 出 ホ 上つ たもので あるから ，すで じシぺ 

，7おお を セ 年、 n 泣 8 を 阿 年も經 '管 ミ 复 r 日、 やれ 「r ニンを ユ ； ク H デリ 

ブ リユ ムでホ ると S 說が ホる」 と 去つ た.^ か、 やれ f が遷勒 や惡法 助を は ユダャ 招の ま 巧 
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であると 云つ た.！ とか、 細かい 助を； 拾 ひ 上け T 帮し 護す 6 ことは 株 0 寞人 気ない ホ もす 
ち 羣は r 军 攀問啼 をが ばず じ呈 之を 一 邸ク淚 じを 皴を 打ち 阻董 巧を を ホつ 才 
夏が， 畫 S 蓋 S した 今ち が 'S けばち 重 省 UK 巧へ ばち 謹を まられ 

ぬ こもを 大巧して ゐる 。而 して々 啼 く所曼 表は 邊一髮 じ おがた 巧迎 おの 前 J じを 
下つ て ゐ&愛 姑を 賣に 警吿し T き 種 せんえ 话 をを ならない』 と述へ T おり お者自 
ら惡 意を 号 H 本 賢！ J ユダ* 麻を {暑」、 そ S. む 裂 譚襄 へんと t が 如 さ 霞 じ 加 おし 
てゐ；^いことは明皂あをか—. 而し；べ5ユダャ廣禁も同檢でホ&接|なお、 
そを も 『危機 一 奮 巧が b 我が 囲 巧の 頭 去ぶ をつ て ゐ&奠 財」 を"' お 睹じユ 々ャ枯 が 
を あゎ 同 さむて は、 闽 民じ對 しを 吿 どこを 迷惑 千受 招で ホら。 

を ぞ寞 g じがて； こ祕髮 化やプ n 卜 T ミ 副し 王ダャ 枯を壽 し‘ 馨 ユダヤ 
人が 世廷 かち 大部 ま 陰 f 裏」、 香 B ミ 蕃 ST そ S 鳥皇 おから' 巧 じる 

明の 手を 我が 幽 S 走 仰 •へ H ゐ 高 證 とし 了， 富と 平等と を 要求して & ミ 種 S 民 ホ 法 勘を 
巧け’ こを は 培 ユダャ 哲達 されつ 主ろ をで あ 6 と 述べて ゐ& 。又な 時れ 後が 新 平 化々 
S ブ フユを 巧いて n 望 ホ' ST 器に ホ カ 中で を おて 著器養 は f 化で じ窜 
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巧 じな は 巧 お 巧は ホ 化せ 0 とち ひを したが 强じ 聊か 訂正して 围夕 ます。 『H 巧 拥保じ 就ての 
患を J を讀 下す ると、 巧は ホ 化 セしに ぶらず して 生 ホ 純 ホの 人た る ことが ザを さる i ので あり 
i 卞〇 「同 お 巧 ホめ』 「おはぶ をな て 盛 まる」 後藤 巧が レ— ニン-味を-代の 雄と 稱 おし*,， ，ッ 
フエを 規ぶ とがぶ おじ 謂な きじ あらず であります。 

はが 藤 公 S 遺 憂 引 貪を、 名を 明 謹累 se 震 C お 苦 ホ g 襄 S 薰を國 民じ强 

說 せんとす 。巫が W 巧 あを 胃 巧す る 瓷是ょ 0 ましき もの ホらん やであります 0( 一二-里— 一二 一六 頁】 
などと め > して ゐ ミ この 装をから 言へ ち 日 屈 條义じ 並 力を ぇ n シこ 斤つ て ッご卜 は 
府の巧中と巧巧したを朦乎はが賊といふ-^とじなり、 今巧の巧大典じ降し動巧じょり伯巧を隨毀 

せらを 二と を Kis ひとい ふ 二 忘 ミ、 ちし 管 援を壽 した 旧 ま 器 如きは 切 
巧 ホで ホ， 0。 がかし かつ 5 含に め 5 藤是 ホ？ 辜 原つ T— ながら、 る お S かか 迎 
妄 じは 閣貝ご 人 色 下、 平— 管下 諸し 下 ゐた困 妻 f ホ& ほどで S から、 え ミ 

とを 今ち 巧ち 千 巧 じ もがず る 要がない といへ ば をれ 支で！， ある。 

まを はこ W r 描 太 巧 J の 結論と して ホの 如く 述べて ゐる〇 

ちく r 產ホ まずを、 日く 是 かま 革 か」， 日く 『何々 累ホか J など か-人が が 暗 じ 『革が」 



なる 薛を间 ひて 居 $ .か r — ょりが たを となら ざれば 幸で ホ" まス睾 か」 なる 語 含 じ 
し 再た てゐる 問に、 自 なじ 蒙 氣 かじ 貧’ 巧れ がち 管た 時 •がて 不 ii はめ 巧 じな 
ります。 fg しては を 的 革命は 巧述 した 巧り is 如き 囊を f すらを をぇ すから、 千代 
八千代 苔 S む卞睾 累代 寡 至 かしと 析 願す &馨 大和民族 じ 巧つ T は呈 命； を 結は 
之を 口 こし 再 じする すらを をく 巧ら をき す裹 言葉で ありまて (一二 一香 一 
ミり’ 霎は r ユダヤ人の 作ぶ けた n シァ 革を に 向つ て梗累 反を を 抱いて ゐろ ことから‘ 
r - ロ シマの i 者.！ た & 二 《 1 n 7 窝を なかし' を畜手 有 巧 お 約を お？ ょと いふ 氣持 
夕 この S じち T な 胥じ迅 は たを あろ。 

一二 巧 井 巧 まを ま 『括乂 人の 世 巧征巧 巧の」 

同 「お 太 民 巧の 大巧な」 

巧 井 氏屋題 華 ホつ T， み年畜 C 化つ 5 を、 シ て； 器蹇 毎し、 爱 ユダヤ 
屏 i 蒙陌将 として 阳车ゐ ろ。 靠 氏は ごスプ ィ じ蓄 し、 同絮 ユダヤた 生を を 巧 巧 
wi して 時へ ゎ， r 邱柏お 需の 護』 「我 天子 だの 蓄を巧 表'^ た。 氏の ユダヤ 揭じ關 する 著 
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をは， 外 じ もま だ 巧 山 あ ふや 5 であるが、 大お 巧の 化 想を 知らん と 纷せば 前記の 『浩太 人の 化 巧 
征咯巧 動 jr お 太 民族の 大 陰謀 J S 二 册で潭 出で ある 〇 この 二册は 大正 十 S 年の 二月と I 二月と、】 
ケ 巧の 差を 巧て 出版 せられて ゐ るが、 序文を 見る と 前を は 十二 年 十二月と なつて 居り、 後す ょ お 
年 紀元が じな つて ゐち〇 何れ じしても 連猜 して 脫 稿され たもの らしい。 著を 自ら 言 へら 如く 前を 
は ユダャ人 化が 征晦の 現 はれた &ザ 面、 卽も惕 謀と でもい ふべき ザ 面を 述べた もの とせば •後者 
は そのを の 如く 陰謀の ザ 面を 叙べ たらので ある。 化よ 巧の 『猶太 晚 J じは ちとして ッヴ エト •口 
シァ 巧 巧を なて 滿 たされて ゐ るが、 两 が 氏の 著菩 じは 巧が もく 米 画に 巧つ た關 巧から か •ホ 巧み 
巧の 口調と 見る べきら のが 多い 〇ぶも r お 太 人の 化 巧 姐 略 運動」 の 方 じは 『マッソン 巧教 の出踩 J 
と 唐して、 フリー •メー ブ ン のこと を 詳しく述べて & るが、 プロ トコー ルの ことには 言及して ゐ 
ない。 をの 代り r 援太お 巧の 乂 陰謀 J の ホでは、 を ホの 大部を 致して プロ トコー ル 論評を 載せて 
ゐる〇 氏は プロ トコ —V か 本物で あろとは が 言して 居らめ 〇 なかし それが 本物で あろ じせよ 巧 ぉ 
である じせよ、 世上の 巧 短に なつて ゐる 本を を I 慨 にこき 下ろした 吉野博 ± の お 巧を が じて ゐ ろ。 
そしてが 巧が この プロ ト 3— ルの 筋 巧 通ゎ 進行して ゐろ となして 論評を 加へ てゐ るので ある 0 
化 上 氏が 妄を の夕 字は 化る も 「わは ととし T ゐる反 封 じ、 翼 氏は 前累 巧を 
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日本の 巧 性 主を」 < 共 憲を靈 が 0 馨曾蓄 言え、 n を 章を 一 { 

を——’ if 1」 了 i もを 力 

I 二 せ— 

巧 外 ま 深く も路翌 の 巧は る、 ホら ば 誰 カー 陽 塞， 

モ黑な え 而し T 神蹇古 S 前提は パ； チナ S 巧 じみえ r . / H .' 

と 雪’ わし——」、 寞人 SSIT ミ や-至 え *1 す"^- 
ザ 件を 學— i ——」. 雙 i — 看— を ft 

a える 〇而 して 後を の序义 をを ろと、 

巧/巧 事 璧胃頭 じ まきて 日く、 を 一、 欠 ご 典 a 西，’ 围を ちし、 8 じめ ては—— 
巧と なな 化 品は をて は 震 S きを 葦 牌な 西が 围を亡 4 fi し' んミ 

を 亡 ほし’ を 西 雲 曲を ほし •委 利巧围 をを’ 义妄葦 助 ^!^ ぶょり .！. 

巧 田を ミミれば tf 世 器— 蒙 看ょ を 揉 擊られ J ろ rt %: 

摘;! 巧は 蒙 S く 阿 愛 巧と なれた さなを はなは なか 十 方を 化と せ さへ 
ホ 〇モ々 
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I も 置 ミグ' ャ揭揉 皮 s 急 巧を 活 叫し ミち 
巧- ダ卞 人の 「莫 i 』 とか 『大险謀」と た ふ— の事を愚 して > 团 
。 とを r て ゐる夕 をの — 基 f ると、 if 睹じ f i こ 

巧が ::: た hM — を— を ミ— ii > 腑 

お^^— i — •が f f ミ— sf 《謙ち ホし 
々味 も ホる すです ...... 。岳 星曼ほ 璧大 寡る 何ぞ』 一〇 二ぎ 

と 富し Tf C 泣 OHt 奪ら れ る。 

I か 巧— き 、 Af V 画 f ぶ -t — 

じ 生 巧ナ る？ 人 こを あじ 巧の g じして 彼は 曾 王を のきまず、 の^^の 中^と— み 

ミお^^^ 日。^ 養 火*^ を證」 て 蓄！ 利 S 蓋 磬 J ノこ班 

太^ ゎ ホ!! し* Ti する ものを ははん とす 。 f i を 

が ミ营 i 幕 i ろ—— ん 

巧 ミ カン こ 謬 f S 營 た、 雲 奮し Tlil # 
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なる シ； W 護 「8 基团 ご； 十 u た >至璧 乏と黃 てな せり 
誰か 化 個人 S 質髮 なさ や'? 此麗 S 質 養な さや、 而も 俗 i ミ さ 送 畜の巧 
規 中に 養 甘を 0、. 尙—音 浸を— 持卞 6 契 人 £」’ 尙 シ；； 《かひを 巧 
えとず* 0 がが きは 思 じか ホして 豪え 余は か 之 人 巧を S し、 又が 6 迅 f 畏 なす。 而 

して 化 良 ミべ さ § は 棠斋 S を& 利秀髮 蓋し T •監害 S 囊襄卞 ベく 日 

巧 巧 力し 居 & なえ 而」 T ミ 奠的大 陰謀な え寞陰 2 が」 恐を しとい ふ 者 ぁら ばと 
れ がを 祐 をる 音 意 巧の み。 (二】 千 二五宫 

と 口を 極を ユダ X み 質 まし ミミ そを 蓋な 巧 累大陰 e ならば、 ユダ 卞？ して 
巧 怖 すろ こと 塞 常な 襲で を’ むしろ これを ユダャ 函 とし. 我々 日本人は ユダ I を師 まと 
して 日 巧 仰がねば ならめ こと」 なる ではない か 0 
モれ かと あ ふと 著者は 一巧して、 

今や ホ巧提 巧な え 日本 ホな さな 巧なら か寇 内ち 田 はれ T ホ ミたち じを るべき K 
拓彈じ 葦して 舆說 なえ ミに ホ ホして 陰な なた 《はな 交と 共じ钟 故な 巧 おそなえ 义 
ミン— 窒 えさを をは Is なをし 吉ま柯 芒 も 行は お J ま 汚さ-^ むら 
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をな せざる なゎ。 何と なれば 日本 巧 四は 彼等の 陰謀を 迎 ふべき 化 嬰な き 团± じして， 日本は 化 
等 じ 示すべき 地な じある 幽な ろを 借 ずれば なり。 がる じ 神州の 臣 巧は ホ だ 外 國ん醉 の 宿を より 
巧め ざる じ乂 陰謀 S 黒き ずは 己 じ 汲く 巧國 民の 思 おを 接咯 しつ i あろな 0。 ( セ セ 頁】 

こ i じめ て說 をはい よ< 巧を じ 導かれ ざるを 巧め であらぅ 〇 化は 酒 井 氏が ユダャ 损說 を說い 
て 何を お 諮し よ 5 として ゐ るかを 探が し ホめ た ホ、 をじプ ロト n — ル 論評 中の 左の 巧 斤を 涵 をし 
ちそれ もを みな 説ら しく 推測 さろ A もので ホろ J とを 断つ て 置〜 

余は ユダャ人の ホ 巧を 信じ 同時 じ 日本の 雄 おを 信ずる も， 彼が 我を お既し 居る 晒は 彼は 故な り。 
而 して 随を献 として 巧 巧せ ざれば^ を ふし d なじ 余は を 國巧じ 向つ て酱 みを 息らざる なゎ 0 
二完 力 頁】 

をは 世上を くの ユダ ャ巧餘 をが 西并 巧の どの おじ 共鳴した もので あるかを 曲きたい 0' 

四な お 信 ネ巧ま 「不 ままなる なを 巧と 沒 太巧坦 J 
同 『あ 太 民 巧の 巧 巧』 

巧 原な ホのを も ホ 巧を である 0 前* 巧 行を のはし がま じよれば、 これは ぎを の $3 をぶ 萌した 



泉で ホり. 畫は 巧が 团が 妻の お 裏 威 者で わろ と 言つ て ゐち後 まは をを が驚陳 じめ て 

試みた &議 を S とを もを ぉを 而」 T — 寞軍 一一 串， み S 大车單 一見 S た 

なつて ゐち化 じ 同 15 じめ て 述べられ たる 『済 太 巧 望 『巧 馨遵と 猶畜暨 などが ある 
が’ をら は冀を ホる し’ 詳細と 舊と S 差は あを しても、 大 悅ま累 ユダ 卞拥罢 娘を 
巧 ふじは、 この 二册 でず 足は ない とお はれを。 

をを は r 摘 太 民族の 巧究 J の 序 义中じ 

胡 巧 じは 病窥 の 諭を 誤り f 惡い 窠をなら ものが 段々 巧车 ホを ろ 化 i なが 究$ 閑 
じず ろ譯じ 行かち それ MS 年ん ての 娛樂を 超し. その 時間を なて 猶乂人 置を 硏 巧し •义ホ 
望 君 壹託 ちた. 巧薩 で日鬟 日と いふ ものを ま睹 めじ 過した こを 暫くは 产の である 
たく 病 巧ち じ 入つ ては 治據蹇 易で ない とを へ、 益々 巧 力を 加へ て 巧ち 
とちつ ミ 6。 をを 章 も铅 is ぞ日 なく ユダヤ 岡 垣堇台 たこと-— 
せを る。 を だけ か 會一妝 S 者 も 著を 富す るろ 今は 化 S の椎脏 ホと して まも •をを 
く ユダヤ 問 超 S 巧 舅と し TITt 。 を 累奪莽 哀へ & 安 寡を ミ 言は ねばならぬ。 
が一が t な •から’ をを はを 5 S 味に がける ユダヤ 問 皆 硏堇と 稱ゼら &べ畫 ホら ぅか。 
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これ 化の 平 ホょり 抱ける 大 なる 疑問で ある 〇而 して 孕を じ 言へ ばを ホは ユダヤ お 垣と 言 はんょり 
も ユダヤ 巧 巧 酉の お 巧 あと 稱卞る 巧が 巧當 であると がふ。 ホ も ユダ 卞贿問 沼を U てを 日の ユダヤ 
閒 組のを がで あると すれば をれ までの 話で ホる 0 
まぜは スペィン じな はる i 排 ユダヤの 俗 誌を 再して、 

で早扳 石神の 巧 子を もを むなら 猪 太 人ら じこ、 ろ 許すな 
と 『腹 巧 J 1 首を 口誦し、 义 これ じ なを 加へ て 
現今の 時を じがて キリスト お团じ ホる 日本人と しては 左の 化 < 巧 ふる 巧 あらん か 
千 早 おる 种 S 話れ る 日の 本 も経义 人ら じこ、 ろ 許すな 
と 音つ てゐ る。 又 孝 巧は ユダヤ人 問 超を 机 究卞る じ 

义 プロ トコ— ル i 稱 する ユダヤ 隨謀筋 萬な どから 蜡足 すろ こ t ら夕大 なる 不 w ボ おひます 0 
ち 巧 太 ほ 巧の 两 巧』- 00 な) 

i 戒めて 居 6 じ 拘らず •前を 『不ぞ 巧なる 化を 巧と お 太 問 お J の お論じ 於て 『な 上述べ ホ ゎしと 
ころを 養 一を ばユ》 又は 斬つ T 仕 毎は ねばなら 夕 一と じな， 0 が •そを 二 忘し T も 無な で 
ホる から， 彼等の なは 历みじ 族つべき のみで わる』 とい ふな ホの ことを 述べて ゐ ろ。 このな 身 i 
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いひ、 をた ユダャ人ら じ' む？ なと いふかと いひ、 s は 誤 〇 なく ユダャ 財 s の 透と すべさ 
人ので ある 0 

をち ミト ロ ッキし か T ロッ パを ホ 助 諭を 唱 へたから とて 一れ を捉 へて 
々 TB ッバ Li めて ル-ル 問 酉た ろ、 活 々 SS がを 享 が' そんな 率で ごちを てゐ 
&中こ 31。ッ パ 合巧团 じず 6 。 ぅ 3 す &と今 sn シ 7 は 愛つ て ホる こを なろ。 n シア 度 
冊を は ユル •； •ユフ ニ ミ ル卽ち ロシャ お畫義 蹄盟ソ ご卜義 回と いふので ホり ま 
しこが. 今度 主 エス •エス •エス •エル 卽ち客 まを ソゲ エト 共が 脚 聯盟と いふ ことじな をし ち 

化て ロシァと いふち ホが なくち て 化 舞つ ち是れ は世霎 かの 畫を 切つ た 表で あち 火 
宝を 切つ て】 を 巧； お 蕾と なつた。 も ミ；* で军居 0 ま 卞か么 ふ T 。 ッパ $ 
团がこ ミム 言 ふが 夕鬟 重と n シて そた 合し まろ さ LH をは 7 メリ ヵム ロ 
东团が ホち ぅ1て| 大— —づや i い T — 屯 おに 言 ii て 

巧す •がム ロ じな ろ ことを ホ 音して 居む をす 0 

と 首つ てゐ る。 T 。 ッパ 合を 幽說は I テン ホ- 7 ち】 れ畜 へ’ 化 蓋 S 閒搜 とち ミ 
一ろ が、 こッ TS へを をを なをなら ちが かし？； が T 二み 養を 慕と 
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して 闽 名を 巧稱し 、ロシア-^ いふ 蔥 巧を 無くして しまつた と 見る ことは 餘 りに 早を 齡じ 過ぎる 0 
ロシアは がし も ロ シャ 社を ま 義嚇盟 ソゲ エト 共和 閣 のぶを 挽て たのでは ない 。をのを はたし かじ 
所謂 ソゲ H 卜職 邦の 中に 巧り、 またを の 凶は 事 巧に がて ソゲ エト 輸 邦の 牛 W を捣 つて ゐ ろので あ 
ろ。 詳しくを へば ロシアは】 丸 二 M 年 十二月 •民族 ま寨じ 基いて これを ロシア， ウクラィナ、 白 
运 ぶび コウ カサスの 四 おが 固に かち、 これを 統 I しに もの じ エス •エス •エス •エル ( CCCP 〕 卽 
ちかを ホ 寒ソヴ エト 共和 闊が盟 の 名を 附し たもので あり •をの 後 ウズベキスタン •トルコ メユス 
タンの 二 巧 和團が 加つ て •今 目では 六 個の 共和 國 からが 立して ゐる ものである。 もぅ をん な こと 
は 巧く に 著 ぞ も 承知して 居られ やぅ 〇をれ はさて 措き この ョ ー ロブ パを が 闽が終 じダピ デの 後 巧 
じよつ てを まな 治 じなる と 巧言して ゐ ると いふのは I 摇 誰が 豫 首して ゐ ろので あるか 。時化 錯誤 
の掛 をな 巧 論を の 中 じは， 孔卞の 第 何十が とかの 子な が 生きて ゐ るから •同人を がし 化て.， を那 
じ お ホな 治を 宙活 せしめよ など i 說 いて ゐ るを が あるが、 その 孔子の ず 採が わ 先 じ 失敬して 助 お 
ながの 一 要人と なつて ゐろ などは 気が 早い 〇 をれ からを ると ダビデのを 巧な どは I 巧 おの 惑い 話 
である 0 

は ユダャ人-か ニコラ K 1 I 化を 度 巧した といつ て その 滔 天の 罪 おを 安め てゐ るが • コラス 



をて その 恕 しむべき 速を じ陷ら むる 一大 蓄 となつ たキシ ネフの 虐殺に 就て は、 馨じ 
.をから 十 年 経つ と B シ 7 で キミ 7 S 殺と いふ 审 件が 起— して. ミ 7 じ 居つ た ユダヤ 
は大み アタリ ヵ じ移隻 ミを なり"^ しち (四 置) 

と 至 梗無雜 作 じが 付けて ゐる のみならず、 前を じがて は 
义 一八 八 一年 じ ロシァの キシ ネフで ユダヤ人の 大虐强 を やつを いふ 丐 をれ は 苗 じを た 事 

で璧 いを わ 6。 一昨年 一貢 葛に バこ •之 ダル— 窝蒙衷 農に 窜千 二百 人の 
ユダヤ人 4 唐 管た とを で 3 至 ま 認寞？ をし わが、 ずつ とち 历 《では ユダヤ 

養が H， n 品襄 〇た宮 どは 豐族 塞い T 買 51 吴芝ス 甚く 意 殺戮し 

たとい ム残 唐を を 早ゐ ち賽 じは •ハピ こ 王 アラ タク ゼルク 七 文が 涵乂 美が ユス テルの 進 

音に ぶき 王ダヤ 人が ぜに 一日を 萬覃人 S ユダヤ人を 庭 琴る のをを 5 たこと が あ 
'る 〇をれ 養して 今 謂れな き 旧 害と そ】 と 誓へ ない。 函 妄^ 

も ユご人 養が むしろ 常が であるかの 如き 言說を 化いて ゐ ろ。 こ をに 言 はれて はユ タヤ 人 

たる ものを く 巧ぶ が もない ので ある。 

刖一 をぶ ま 又 おじ ドレ ブユ IK 大尉 おがを 述ぶ るに， 前窗 にがて 
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…… 巧 十 义化紀 の ホ 葉 卽ち曰 淸戟爭 の 頃で あつた。 巧 じ フランスの 參謀 本能に ドレフュス とい 
ふ ュダャ人の 掘 巧 大尉が 居つて、 をれ が お 株を 堀 曲した とか、 しないと かいふ 事で 巧 巧 かを 迭 
し、 葡洩 したと いふた ホは 憤 粒の 餘 0 自殺し ち (ニニ 夏 
もい ひ* 後を じかて 

ミ… フランスを 获 本が ゆ 巧 其 大尉 ドレフュスと いふ お 太 人が、 參謀 本な のな 密を巧 逸 じ 巧つ た 
とか 巧らない とかい ふこと が 問 煩 じな つてが 琴され て、 をい 間 軍法を 送の 問 おとなつ た 〇巧じ 

が 都から esg 累夏 蒙トピ ミで 巧 器 囊1 二 香 さましち こ g 晉を羣 諸が が 

巧んで 讀 U エミ— ル •ゾラと いふ 油 おな 义± が •ドレフュスの 局を 持つ て 巧 じ ドレフュスの 無 
罪を ホ张 したので ございます 〇义 化閒 まで フランスで 時め いて 居つ た クレマン ソゥ も 非常な 
を ま 寒 ホでありまして、 ドレフュス じちを 持つ て 姪いで 盾り をした。 {巧 八 巧； 

も 巧べ、 あれほど 挪 白な ドレ フュ ー K のを 那を ホ* 惜しけ ならの、 如く おはしめ •また ゾラ やクレ 
こ ソゥは こ g ュダャ人の ためじ 烏を 持つ たを . J からね 宅を かの 如 さ U 巧を ならして ゐミ 
なて この I 1 をの 巧を のを 巧を 推 かする ことが 出が や 50 
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五 を 荒 子} 巧巧单 命の ま 面」 

同が 說 『世界の せ 太 人 巧」 

i 奎—じ 出 f たプ ミコ— ルの— び マツこ 巧|の夏み| て， 
r をるべき 棠巧命 si 」 lf たもの。 塞は— 二 年 じ 出 — r を^ 子^」 り^ 

二 〇单关 正辈〕 21 窒純粹 サミ 'X こ。， • 7 才 t 々『巧 子を 才 

的囊」 醫二 i 攀な 15 ilf i&i す f 何’ I 

や，； i ょ r 货苹命 S ま' 匹と 學の 版元 じか そ 黒人 閒芭畜 がし CS を ゎな* ら 

の r である 芝 巧ら な ミち また 巧ら'。 とらし むかつち 尙包華 じは’— I の 

巧 誌 「是 音ち」 睾 il± 、曼 0 『@lii 

ゐ ち をは 害の 患 見 まもち ろを のみ ふな々 を ご シス タィン 没 妾 招か じ 巧 f 

で ^; Tii を 惡」羣ミ 曇 iif 

i I ば rwi ちが」 を寫 から ヘン，’ i - ド曼と 巧つ 5 み 『—‘ち ‘ 



らお 太 人の おお」 などが あろから、 いょくを‘ むして ゐ ると、 み 章 f 浴 太 問 おの 意 蔑と 事實」 の 
胃 頭に 

今日を 我 日本 じは、 規絕太 ま 善 も巧搁 太ホ義 もの 論 猶太 閒題 もなかつ た。 がる じか 巧 大戦は 念 
じ お ホ 勢为を 麗し’ 是む 迄畜 的に 4： はお 其の 田 的 富は 冒 察 雪ら な 隱餐践 さ 
れた 巧の お 巧 力は 公が の 巧と して 出 我す ろじ 至つ た。 卽ち 革命 じ 巧る 巧、 衝 、巧 云 大帝 巧の 崩 
巧 じ 伴 ふ 猶太 人の 活動、 棄 12 於け る お 太 資本 ホを の 震、 奠お國 ご ミ ィンの 復巧逆 動 
等 K じ S す， へさ も S がみる。 隨ミ愛 勢力が 髮ホ固 ii 多 ま 波動を 寶 て ホる を おた 

巧 宮ま囊 護、 挺畜管 SH 或は髮 を 夏 方 要ら 是 ま® 置 就 5 夫を 

ホ 票ら とを 折を 了 賈に紹 かする 累 つたが、 化 人 多くは 之を 勤 蒙 火が 规」 甚し きに 至 
つては ま 慕を 確め やぅと もせず、？ 何等 質義 おす る こ ミく •すを をが 团襄 者の 
捏造と 巧 ひ、 中には 西洋の お 猫 太 ままを 拟 ねて 居る とさへ おがす る 所謂 大家なる もり も あつた。 

ご ハセ 巧) 

と あり、 「巧が 日本 J とか 『戰 がが 固」 とか あるので •ホヤ^^ これは フォ— ドの 忘 括では なかっ 
たの だと おがは く。 をれ かと 思 ふと 向を の 中 おじ 『おお 太ち 寒は 米跑じ 生ぜん とず」 とい ム巧目 



巧人はお支を鬟でゎなと 曾ぶ声。 で穂が從突洒審^^老を？- 】とをお 

ホ も？ ことは 断じて 許さぬ 巧で あち ニニ 〇丄 ニー 写 

と轰た 5’ 但荒 子と をる を も、 たち； 1 ドの おを あら。 いょく' 基 ひな ゲら 
なまけ 錄 にがた ると r 上 化 じを る 奠冀と ご席ポ あを をの 紹介の 同 頭 じ 

本 要は 蒙ぶ 人で 蠢寒& 長 ま？ ホち 惡護 £ 軸に 毛 巧 か SS ホ關寞 

る 上 おじめけ & 猫 太 巧 力の 苗 化を 頸 ふべき 冀の黃 巧と 田 i したので， ホじ餐 して 鼓ぶ の參 
葛 こおす る ことじした 0 《ニ ホー ニ ー ニ 六 巧 巧】 

云々 le り、 7 115 まと 思へ 隻善 ’ 『 I 暨 書から 囊 i 人で 

ある。 包季 養 品を ふの 隻前— いんだ’— ら包 荒す 巧と 普いて ないちを 季解 
說 となつ てゐ るの じ氣を 巧け ごと 言を も かを い。 すらと 『醉 霞と。 ふ 二字は 包 荒 子 *1 

ゎ まこを i 奪 f — ば—。 靈 夏— 腸 奮 i 謀^は^ 

だ J の 管 中に、 この 京 『シォぶ 譯塞 じ？ ろ—. 一 《一 怖 S 用して ゐを -^;;じ- 
的 一へ ンリ 1フォ- ドを r が 巧 SS . 人稱 J ミつ て 居り. 包军菌 であろ とは 巧つ てを 或と J 
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思つ てゐ ぬらしい。 包 荒 子は をの 同志に 對 しても •恶 意で；；；^ なから え-こを 罪を 作つ てゐ る。 
因 じこの 招かの おにつ r いて に博± の 談話が 始まつ てゐ る。 

支那の 上璧 iK — ドン •ろ トミ、 H ゾラ 氏 等 S さ 化 表 的宮 菜を 姑め とし •み 幽じ豁 を 有 
つて ゐる 猶太 人の 涅師 、お看、 お 姉が 居る。 あはが 訣のお 化で 親 巧 ある I 猶太 人 じ 向つて 『を 
化 巧は 方 じ 猜乂人 じ征脏 せられつ-! あゎ』 といつ た處 が、 彼党爾 として 曰く 『ちじが り > 日 一し 
尙夕 まを 月を 季 べし」 も 更に 日く 『諸 圃じ惡 して ゐる爲 太 人の 眼からは、 ま 主を の 
困 人は 馬鹿を とち へられて ゐ &』 と。 猪 太 問 睡じ翩 する 蓄铭 を涉 激した 化の 瞄冀 じは •此の 巧 
ら ざる 吿 白から】 種の 巧い あ 興が 涌いて ホた ので ある 〇ち 々(二 六 四ち 一 
ところが •これは また 前記 松 居 巧の 華を 餘白中 じ、 『巧 輿すべき 猶太 民族の 化 巧 か 策」 と 垣し 上が 

賣篇 院長 36 學讶是 を寬曼 『上 お 時 善 歪 十五 年吉 號じ揭 けを た I 節から 引 巧 さを 

あるの が この K 巧 ± s 談話と おど I 宇 I 巧の 巧 違らない 〇 一々 巧 細な 點を 巧を 巧つ て 巧 まれ 役 
じな ろので はない が， 頓を巧 ± の巧义 字を どぅも じつて 讀ん でも に博± にはなら ぬ。 これは 吉巧 
巧 ± が 「フリ I •メー ソンを どぅ〜-' ぢ つて 讚んでも マ ブッン じなら め」 と 言つ たのと 拜 がちが ふ。 

巧 巧 ユダャ 賄規 を-迷妄な りと 髓倍 する おは •二を こと 辜 も 巧 問の 種 じな つて 巧て ゐ るので み 
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ち K 軍と まいた の享巧 ま 誤で あつたえ • 5 ちは あの方の 累寞 ずを 取つ たもの 
で ホる とか、 或はを 海には f 望の かを 軍と いを-か f とか •"ミ， と S して 私 

の^^ 子^ 管 ミ ー i 累& 。それ— 『@畜|—』 i 超した 『日 

本 及 日本と 2 军— •ごこ Ilf 声 ミ i 、 警^ 
'資性を 巧 ふる 墓 S 文 ホで ホを， 寶 をら は— 包季 をと 思つ 5 んで— と''。 
頁 だけを 度る たはし がさ 奚 ぎに、 四十 曼宣 ミこ；"- ミ 妾が 出 5 ろを るる、 
それ— 初—— i 書ら 爾た矣 を—」 <奪 られ& 。二 i とい 
ミフ ォ—ぶ 保說た ひ、 訝を をし 5をと 毫表阪 ホを I 農 化を*^ め 声のは、 ロシ 

ァ累も •マツこ 傍れ も’ ご トコ，；、； 二 ごら’々 ル ム1 ド も’ ユダャ 巧 案 も、 

共を裹 等’？？ ぶ おた H 「ユ至 Sr — 至け を J を i 藍して ゐる 
たか 居结石 氏を 『«乂 民 巧の 大な 謀とは 巧モ」 

W ミょ 墓 擧けホ 《しな 本の かきち 相を し. 夏ち を？ では あるが’ ユダャ おじ 脚す 



6 一な 毋蔚刊 であゎ •且つを ま ボ乂正 十 年 巧 凶 來か树 じして ユダヤ 巧々 信 ホる や 5 になつ たか、 また 
を S 後 如何 じして 山川 天業 巧 輔ホ樂 •巧 中智學 •西 田天杳 、蓮 閑 條ま菌 主幹 蒂の名 出を 仰 閱じ引 
入 わる や ぅじ 巧め たかの 巧 おを 窺 ふじ 掉 めて 都を のよ い 著 物で ある 〇庆閒 すろ ところ じよれば を 
をは 明を 凹 十 I 年 出身の 巧 大法を ± で •苗 じ 顆岡縣 飯な 町の 锁業中 巧みの ま 配 人で あろと いふ。 
をを の 如き おもなる ユダヤ 损菌 をが あり、 をに 口じ宜 博是れ 寧日な しとい ふ 結 ホで も あら- 5 か* 
化 九州の 一 病 じは ユダヤ 脯を 信ずる 人々 が 袖 當澤山 あるら しくな はれ 6。 をを が 『おな 國雜』 の 
時 届じ當 り， r 函索 のま 蹈を睡 お マ 巧に おくべく』 『ユダヤ 民族の 大 陰媒』 をみ ばき 立てた 巧 力と 
その 動 巧の まがとは 化と おも これを 諮む & じを かで ない。 がかし 乍ら をの 巧 力は •をを ユダヤ 瞬 
とい ふ铅 巧と 饱見 とじよ つて， 巧 ど お 巧じ陆 べき ものと 断言して 差 まへ ない 。何と なれば ま 巧 
はお 厢窗 難と いふ 重 あ あぞを 治 おする じ、 ユダヤ 脚と いふ 租巧 下け じがが 陵々 して 搜 つて ゐるも 
ので あろから である 0 
ま ホは 本宙 のはし がき じ 

おじす 田した 巧をから お 年が r を 太 問 盾」 じついて 硏 巧して ゐ ますと ころが、 化を おなる か ホ 
お あじを くな 太 お 巧の 连大 なる 計 兵 t 、 巧 巧なる 宜巧じ 因 & ものである ことが 瞭 つて 非常 じ お 



i - J たを， か 之 寞閒涅 は 一日ら 早く— 跑に 知らせなければ ならぬ— ひ、 g 裘會 
ある 巧-品 問围 ミい 王是し T ゐ をで t 生す。 例 i 置 解と を餐幫 人ら あり、 叉 
それほどまで じは なから ぅと 编 巧して ミ 人 も ある やを を、 農々 日までの 硏累繁 か 
く僖 ずらので ありぇす 0 

と 言つ てゐ を靈 冀」 をは ユダ i で ミを も； ii & が 如く じユ 
ャ おそのを であつ たので ある。 又 同童窒 版'」 保して をが きじ、 

一. I . まる 二王 日 巧 (昭驾 を 各) ル舊— 成人 敎宵馨 會 じがて 「1 お 愛 根 愛と 

豆して 「 I 』 じつい 5 演し i しわと ころ. 同 i — 居で— f 『誠に すお 

らしい 事を さい TI — つ た ....： 巧 苦ら かし 徹底— をい』 と いふ馨ホ ま 

しち 之から を 丈しても 一た び 化 怖るべき 「経 太を を おいたら ば’ も ラジて して 居らを 
< なること が々 るではありません か。 

と 言つ ミえ かくして ま考 自ら ユダャ 费濃 術を 名た ので ホ 6。 まを は プてコ 1 ルに 
巧 けられた 陰謀の 目的は ‘ ° - -ct 

5 呈 をな も寞ミ ビーる S 臺 各— んと I もを 重 そして ザ 
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j の 手段 方法 等は このぶ 宙中 がら 巧る 事が 巧が る。 ( A — 丸な】 

とい ひ、 をの お 語 じがて •日本は 今や 

巧西亞 方面からは 過が なお 産ま 義 がを 巧され、 巧 ホ 利 加からは 义化 とか 新 お 想と かいつて 不巧 
をな 思想が 進入つ て 巧て ゐ る。 而 して 巧 產モ義 は 下 巧の 勞 巧を 方面から、 文化と か 新 思想と か 
いふのは 上流のを 棘 階な ホ： 曲から 這 入つて 巧て、 今や 日本を 拱み 巧ち じしつ^ あるが おで あろ。 
最近の 例と して 巧動爲 をを 利用して、 日本 じあ 激思 おが 道 入つ て ホて ゐ る。 ニニ 五 巧 > 

と 巧 じ 

をして どんな フィルムが 巧て 居る かとい ふに 『牧王 ダビデ』 「王様 がを」 巧 他 十 巧 種 あるを うで 
卞 。かう して 祗 典が 気が かぬ 巧に、 巧が 思想の 宣 巧を さわて 居る の だから 巧に 油が は 出 ホない 0 
をは 昨年 十 I 月の r 两膀寫 を 巧帮 J を 見て おいた •をれ じ醒 々と 『か 王 ダビデ」 のな あがのせ 
て あろ。 ちに 巧くべき ことて はありません か。 こんな じして な乂 はもう 化 典の 脚下まで 准んで 
巧て 居ろ ので ある 0 

と 職 巧して ゐる〇 キリストを 巧つ た ユダヤな らば、 キリストの 京女を をて 巧 巧す ろで もを らう。 た 
固の フィルムが ユダヤ人 じょつ て 架 造され か 入され つ A あろ やる やは 削 問 酉で ある 〇 ユダヤ人と 




何のな 巧 もを た ざり し 日本人が 何で 『ユダ 卞团王 中 畏も巧 k なる ダビデ』 の寫迅 をを て 巧れ 呀< 
のか。 とんと 巧々 の {吊 誠心は 判 化が かかめ 巧 垣で ホる。 を ホを して おし 明を 种 なお 巧の 巧 鋪じレ 
1 ニンの 巧 化を ならを 兒 せしめたなら ぱ •か ササ ユダヤの 陰謀を じ 這の 大貝 巧を なす かと 巧き お 
るで あらう 〇なむ ども 六な を ホね 八な をな ふ 明治天皇の 巧 あは， 党爾 としてを 巧 じ 居並ぶ お 巧 平 
八郎 も， 力 木 巧 A も •リンコ ルン も •ナポレォン も， マルクス も •レ 1 ニン も、 孫 文 も， 一既平 
巧 じ 眺めさせ 拾 ふので ある。 そこ じ 日み 闽瞄 S 森 おせと 日 木 巧 巧の 伍 越 巧と が ある ことを 巧れ 0 • 
ぞ巧 はまたい ふ 0 

日本 じがけ る 共産 S の活 巧が 大を 巧を になつて 巧 だが r お 太 王 垃座設 のた め语物 イスラ H ル ホ 
る」 と 新閒じ もを 々i を < や 5 じな つた。 化 イスラエル •コ I ヘンは 巧义 系の 巧な 人で •化财 
S をを 巧し 巧 じ お乂王 曲の 化 設を計 あして， さながら 乂 お巧图 S 1 が团の 如き 巧々 呈 して ゐる 
とい ふこと で ホる。 同氏が 猫乂王 巧を 巧の ためじ、 日本な 留 S 同を をが なする ため 日本 じ 化る 
とい ふので， 其 化 巧の が參謀 ラム チヤン ド •イブ ラ e ムが 神戶 から 卜： 巧した とい ふ 記が が 出 L 
居た のを をても •彼 争の 巧 動が を々 t して 坐 巧し つ y ある ホが 巧ら う〇 ほんとう じ々 の 日本は 
ホち 火の 上 じを つてを る やうな もので •何時な なすな やら々 らめや 5 ななが 卞& …… 。化は 白 
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ら史图 の ± を なて 巧 じて 居る のではありません が •一た び 此のな 太 問 垣 じついて ちへ ホ& と* 
實 にな じ 巧を 生 ホる の あがし ますので じつと して 居られません 〇 ニ セ— 一二 八 頁】 

資本 まを 倒して 巧產階 化の 世の中 じしょ 5 もい ふみ 産 巧と， をん な 世の中 じなる ことを を もを 
る > 寅 本家との 間 じ 何のを おな 脚 巧が あらぅ か。 ユダヤ 國 をを 鼓す るの が 目的で あれば •それは 
^ シオニストで ホら ぅ〇 シォニストが 日本 じ やつて 巧た からと て •をち じ それを ユダヤ 姑の 巧 
巧と 考ふ 6 ことは お 本 的 偏見で ある。 まして それを 巧れ 巧き •何時 日本 じ 巧 舌 化が 巧な する やら 
分らめ i あ ふのは 苗し き錯* で ホつ て、 を きれ あるの かは ない 〇巧じ 二十 I 二 四 年な までの 日本 囲 
ちは、 をん な 平 まのを 武 をの 如き 賴 化では なかつ たちだ。 ユダャ 財 巧 S をを-トシ F シと 巧つ て 日 
巧 戰 年を « つたでは ないか 〇し つか々 して 巧れ 0 
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» 巧 章 我国 じがけ る ユダヤ 禍說反 勤 

二 0 巧 巧 ± 

巧が 函に めける ュダヤ 規說じ 勁し， 受 ホき じだ 封の 巧を 巧げ たのは、 なの 巧& おりじて はま 巧 
巧遼巧 ± であつた 〇 巧* は 大正 十 年 六ち 强 一打の 『中央 公論』 誌上、 「所謂 化が 的が 巧 結 化の 正 お」 
と 垣し-® 十脖 ちじ 直つ て フリー •メ —ッン のために 可な りなし く 辯 まの 巧を 巧ら れた〇 巧 ± 
曰く 

一 股 マツ ソン 結れ とい ふをから して 可笑しい 〇フリ I •メ— ソン リ- ■は 時として マソ ニグ クと 
いふが が 調で 呼ばる、 事は ある •併し 化ぅ もぢ つても マツ ソンと いふ 巧を は 出て 巧ない ので あ 
&0 甚 しきは 美 四では 此 結社を フリ— •タ ー ッンの 名 おで 呼ぶ が •獨进 •佛巧 西 ザ 面では ヤブ 
ソン 結な とを ふな ど、 出度 目を ち ふて 居ら もの も ある。 獨 逸では フラィ •マゥ エ ラィ、 が 巧 西 
では フラン •マ ソン ヌリ ー で、 マツ ソンとは 何ぅ しても 巧め ない ので わ 石。 
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と 》 を こで この 胳义 はなしく ユダャ 巧 論を のをを 買つ たもので あつた。 化 上 梅 お 氏は r あ 太 巧」 
の 中 じ 円く 

ホ 巧 巧は フ 91 •メー ソンなる ものは ホ 6 が フラン •マッ ソンなる 語は 何迈 から 出た もので あ 
るかとの 巧を をを し •巧密 給れ としての マッッ ン結 化の 度蹈 がが いとの 様な 口吻を おして 居 ま 
すが， 古 巧を のかく 巧 辞 一天 張で 巧 語の かじ 化 じ 名稱か 有り得べ からざる ものと 信じて 居らる 
ろ 人 じは、 巧か& 主張は 丈 もの ホ 巧であります 〇 おる じ爸 計らん や フリー •メ I ソンな ろ名稱 
はを 語 丈け であつ て. お洲 大唐卽 ち佛薛 でも 巧を 諸で も 巧 語で も 化の おかは フ ラシ •マッソン 
と 呼ばれて 居る ので ホり ます 〇吉巧 巧の なつて 居らる i お 語 じ フラン •マッ ソンなる 名 巧 かが 
いからと a つて おれ S 貪な を もを をす るな な 巧 法で 斤き ますと •吾人の 化围 日本を もを をせ ね 
ばなら ぬ ことじなります 〇如 何と なれば 巧 語 じは ジ卞 パンなる 閱 をは ホり ますが、 日本 (ニプ 
ボシ) なる 的 名が 無い からでみ ります 〇 ( ニニ セち】 

「摘 太硏巧 J のま 者は 曰く ‘ 

化の 如き 事を# 巧 巧生ボ 巧な じ も 堂々 と 天下 じな 表する 様 じて は‘ 日本の 思 お 巧は 育 人が 導く 
t まふ*、 < 、をは ホない 巧を 己 巧せ ざるを 巧ず。 なおの ぶ ケットが 巧に を 巧して マッッ シと云 



ふと あえ 义盛詰 li てら； こと 一 夏。 器裹硏 をて は 博 ま 讚 二 そ s 窒 すと 叫 

ばざる を 得 ホ 0 
酒ホ隐 ザ 巧は 曰く 

ち稱 のをを の 如きは 凹 胡 辯 にても 柬化辯 にても 差 ミな し， の 王 天 大佐は 佛 語の 達人な り、 フリ 
— メ 》 ソン リー なろ 結 かが 英固 製；^;^ ばと て、 かずし も英 國名稱 をが ひざる 巧らざる 巧 ホ ある 
なし， なん や佛國 じて 巧して マッ ソンと をを するな 上、 フラン •マ プ ン ヌリ ー と 言は ざるべ 力 

ら ざる 理萬 度に あわや、 余は 受 今 リ 1 •てこ。— 硏審じ 巧みた ミと あわしが、 

何れも マブ ソン、 マッッ ンと 呼び 居る を 明きたり 〇马巧 太 人の 巧 ホ 化 度な 断』 二み 巧 巧】 

化 居が お 氏は 曰く 

巧 ± は 「フリ ー •メー ソン リ— は危晚 どころ か ホ 巧 じ 結 巧な 化 上 もない 立 波な 巧 柏と 言は 

なければ ならない 。巧 自身 じしても^!^ がない から 入らない もの"' 出 巧る 忘ら 是非 入り 九。 と 
ちへ てゐ るな だ」 と〇か ぅなる と 何ぶ まで 巧ず 出 おいの かみら なくなろ 〇么れ が 苟も 堂々 たる 
巧 巧 巧 ま 言 ふ 事で ホる から S にな さ ミいで は あわません ち 一 S 太 民た の大 養を 巧 ぞ』】 



そ L ぐ 中 ♦手 班し い〇 この プ 91 •ター ブン の 巧 巧 だけ じ 就て 觀む ば、 ま 巧 博よ のがを はを 
だ 振まぬ やう だ。 がかし 閒 短の 中 おは， フリ ー •タ ー ソンなる 困植が 果して ユダヤ人の 化 巧® 壤 
を をら ゎ祕密 おおで ある や 否やと いふ 點 である。 巧± が フロ トコー ル じじを を 加へ て 
常 誠から ち へても 猶太 人が】 人 巧らず 斯うい ふ 陰謀に 關巧 あると か、 义 斯うい ふ 陰謀のを けの 
目的です ベての 経 太 人が 固く 結 おして ゐる とい ふやうな 事は あゎ 得べき こと i は 思 はれない。 

爱じ此 決 萬み が竊 li して 今日 巧々 じ 巧ら ミ じ 至つ たかの 說 巧を 闲 くと、 紛ふ 方な み妄 

說 である 事が 巧 白に なろ。 それは 猶太 人を 陷れ る爲 めじ 作つ たもので ある 。之れ じだ 西洋 

の 覆.；^ が あち 而し てな 種本は フリ— •メ- ソン リ- と奠 人と じ對 する 西洋人 巧 氷の 巧恣を 
利用して •ボル セダ キズ ムじ勒 ずる 不信を 巧らん が 巧め じ 作つ た 所謂 爲 めじす る 度 ある « 様 本 
じ 外なら ない 0 

と 一 五つて ゐ をは、 ユダヤ 養累 —を衙 い了ゐ &。 ちか 動 も卞れ ば围餐 ひを 受け 
かねを き ユダヤ 閣巧掛 のな をち たのち 何としても 掌べ からざる 巧績 である。 ち 惜しむ 
らくは をのを 巧 ホが ユダヤ 巧じ對 すろ 言論に 寂と して 接せざる こと や。 若しも 预 迷の 徒が 手 じし 
て もな 方がない とい ふ蓋襄 ミホた 是 とずれば、 ユダヤ 養 今日の 蹇じ 勤し まこと じを 



巧な み 巧で ホる。 

II 八 太な 111 巧 氏 

一毫ち 嶺巧 ±ま$ 時化の r 夏 及 日本 と 裏 年 巧 巧 巧と して 巧 ± を 皆た ろな を二郎 氏は， 
大單年 化 月 秋を 增刊 同誌 r おと 四と と 誌上. 『猶 案國の 謹』 と 超す ろ 餘ズ中 •た 「奠 
を ご 部を 設けて プて T ぶ馨 ミミを 履 も 巧を 摘 巧して ゐち 日く’ 

巧る じ卞 备军八 年中 じへ こご ゴユブ シエと 呼ぶ 工夫 力に をめ &巧 逸人が きち 化は 
义ま省 沿の s ； に 因を 職を 巧ぜ らお 普國 强な督 でぁつ を、 棄エ巧 さ 富んだ 彼は 巧 
巧 的じ駭 張した 义ザ をな て 巧た さ- た _ 文 まを かた 化 じ 化り て 一の 公 浓じ流 番氣を あけて 大 
激 助を 起さ ラと 計つ ちを こで 彼は T •ジョ ご ラト， ック とい ふ英图 人で あると 傾 巧し •上 
おの 巧が 累浴乂 人 じ 負を たご费 お計 とげ 策と を 謹す る 累一滑 太 人の 自白」 のが 式 
を 巧り、 あ 太 人が な宮 なる ま黃き 利用して プ こぅ ャを煩 動し’ 其 力を 溝り てを 化か じ 
なる 乂動 脚々 おきなし’ 一切の おおは 治を 囲ち’ 基が 巧 巧を 破 巧し’ がる 没ち 蹇か國 の 酉 
W 一 巧. JA 乂义巧 苗を 卸 化 ずる ことが，® ち 巧 巧 B * 人の 陰 巧を 度せ 6 大巧 巧で ゎ&と いふ ことを 
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力 巧して ゐろ〇 

ゴ エブ シエの 化の 义 まも ホた 巧の 當 時に 巧 0 ては ホ 程のは をを も おかずして 巧ぎ たが， 八十 年 
忍の 巧 巧 じぶ び •猫 义人巧 斥 じ 力を 巧ゐた 巧を W トラィチュケ， ス テッ ケル 宰の利 巧す る 巧と 
なり， 大 版の 一め 刷と して 巧く 化 じ 頒布 せられた 。巧 だ 公 糸が 比較のを 面目で あつたを 時 じは > 
化れ も ホ 上記な をので まと 岡 じく、 巧じ乂 なる は 愚を も おかず， 又た 刺 巧を も 想 すじ まらな か 
つたが、 今 化 化 じ 人 ゎを 國の セルジ ィ •ゴル スお 巧が 么を辖 本と して 『が 太 巧』 を 作 おする に 
巧んで 大 なる 反* をを 巧 巧 じ 起した。 

ュ ルス 巧 巧の 作 おした 文 善は 謂 ゆろ 『押 憩なる シ ホンを をの 註を ま』 の 一が から 成り立つ たも 
ので あつて* 巧 进人ゴ H プ シエの 作製した 义 をと 岡 じく 「巧 ぜお图 の 巧 化と 動な と 晒 S と 化 化 
と々 目的と すら 巧 太 人の 大隆 謀を 確 諮した 一 描乂か 巧の 自白』 の お 巧々 巧り たもので あを 〇其 
の 6 S 4 C のなかなる ことは 明白で あ 6 が、 更に 化の 义 普の 柏が を 作す 巧の 『屏を さ』 の 出ぶ じ 巧 
て も， ホ 盾した 111 搁の 記述を 巧ろ ので あろ 〇典の 二つは 巧 四 おじめて を •化の-は ニルス おお 
自身の 增巧 訂正 じ 巧る 巧 一二 版 じがて をる ので あろ 〇卽 ちを 一英 困 版 じは 化 蜜の 出历を おる して 
化の 属定 » は をの 亡友な ょゎの 巧 かじ 巧る もので， 亡ぶな はとを な 夫人の 手ょり 巧た'* 而し 
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て 集 夫人は 佛酉 じ閲 催せられ た フリ— •メ 》 ソン 長を のが 巧き 绿 のが 期に 際し •あ も 有力 じ 
してを も 裔き化 道を 占む る 長 お 中の _ 領袖 かも 巧 取した ので ある。 

とい ひ、 第二 英图 版には 

佈围じ 巧る シォニスト お會 本部のを 庫 巧より 巧 巧した る 巧が じぶ 巧の 手より とを 得た るら の 
な 0 

とい ひて、 第一 版じ肛 する 如く、 某 夫人の 手を かした る こと も、 將 たフリ 》 •メ ly ン長 をみ 
ら 巧み 取つ を 一とを も 言 5 て 居らち 而 して ニルス おお 自身の 巧 補罚正 じがる 巧幽 原本の 第 S 
版 じは 

化 S 度を 寒は 元と 瑞阳國 よゎ 出で たもの じして •シオニスト 協 曾 じ 巧す 6 】 猪 太 人の 手より 
仍し所 じ 巧る 〇而 して 强 をを 巧 物は 千 八な 丸十 セ 年 パー ゼル (瑞 粗) じ 巧 かれた シォニスト 
のを 强 のが 密 巧を 嘗 なり。 

とい ひ 『佛 西よ ぃ 出と と 言は ずして r 瑞 西より 出た」 と 言 ひ •「フ リ ー；1 ッシ がの 货太長 
をより 得た』 と 音は ずして 『シォニスト 描み 所 巧の 一妍太 人より 巧た」 と 言 ひ、 义た 『佛蝴 に 
巧 化された フリー •メ ーッン をを のが 巧み 留 のをを 巧 J とちは ずして i — 瑞西バ ーゼル 巧に お 巧 
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された シォ 三 ストを 議 のが 巧 a を 書」 で ホる と言うて ゐ &0 化の ホ 巧した s 棟の お适の 巧れ を 
信じて 巧なる ので あらう か、 巧の 巧れ を も 信す る 能は ざら と 巧 じ、 其の お 巧 じ 巧ても、 巧て 
『度 巧專 J 其 物 じ 就ても ■一巧 じ 巧かざる 疑念を 抱く ことは、 之を 請む 何人 じ も 自然に をら 巧で 
あらう と 思 はれる 0 

おする じ 此の 謂 ゆる 『综を ま J は ゴユブ シュの 手細工 物を まじ あ衍 した 俱か 物で， 千 丸 田 あ 年 
の 廣國を 命の 陈じ 作製され たもので あるが •がの 種本で ある ゴ エブ シエの ょりは 一を 巧が を 桂 
めて ゐる 〇而 して 此の 「議定 害』 が 巧 刷 おかさ わたのは， 其れが 新た じ搜 えされ たからで はお 
く， 集函的 大虐殺 (経 乂人じ おしての〕 を 誘起す るの 武器と して 之を 恶 用す るの •必 おょゎして 
お 見 ——1 をな さはは 巧 —— された ので ある。 詳しく 言へ ば 千 化 百 I 年の け 斤 じ 巧 石-ー ルスの ま 
まの 第-版 じは 化の 發を 普は 挿入され て 居らず， 惟 だ 助を 巧 お 巧陌を おを 的に 化な 5 たじ 巧き 
なかつ たが， モ义 百な 年 じ i ぞ かがを り ホで 画阐 のじ 化する 一切の 活太 人を 度 おせんと する 
大規模の 陰 巧の 計 g された 時、 化の 综 をを がル册 子を くは 大版 一枚 刷の おじて 巧く 巧 ホ せらた 
あ 太人虐 巧の 巧 動じ 巧 巧を おはした のを， ニルスを 巧の 華窜 のを 二 版 中 じな めて 巧 入され たの 
で ホつ た〇而 してを 巧に 至り、 デニ サン ぞや コルチ ヤツ ク车の 冊 じ 其のな 萃的册 子が お ホされ 



ちを は； 卜 IS じ 巧 &霞 僧正ち 區 巧の 困を おじ T 印刷 じせ-^ たるを 畜西巧 人 同盟」 と 
して？ を r 兜 手 百 人 組の お 普 じ 度す る 域 徒の 手 じて 廣く 流弯れ たので あつちを 時化 
の霎 轟を 如た ま 葉ミ寫 をを •くらじ 有窜 あつを は’ 巧 郁 岳. 西 丽を迎 じて デ 
ユキ ンぞの 足が の 印す るは じ、 無 草の 辑芙が 巧 かを 巧の がな く 害め 虐殺 S 牲 ミぇ み 
も乂 もを が 其 巧々 おつた のじ おて かられる 0 

をな 曼 妻は， 喜 博 ま 賽養 06 こと a 島ヶ 置らず £s? おを あ 

る S ユダャ 麻 森 香’ 匙阳 をて 未だを じを つて か 名た 人 あるを 巧らぬ。 がか'^ 化 トーが ち 
氏は そのを 述 中’ 轰夕閒 はず 盛りの 辯が を 試みて ゐち 

5かおめてプ ； コ -ル '^出版してみ巧の人をおでたのち 化〇 _ 年であ《、 震は 一 
を霍 でを まして’ をを 通人 じ讀ま をべ 4 旧 じがて 版 巧し 支し ち 尙一义 一一 年 じ 
は =1 版を 裝 し* しを、 何時とは を c 義 S 手 這つ 5 占 《を、 一 藝看行 化を 
かつた をあります。 其れ 窩す 担を く受 人が 巧 占を をみ ゎます。、 を こで 二 巧を じ 
- ，^ 得ず 一 化 ー セ 年英巧 科を 奪 セ 十 奪 這る： ギィ 倏道院 S 印鬻じ 華麗* 巧 脚し、 

W ホれ をが K がと して »# 历じ K かした ので わりを 卞〇 々ui むつて は 巧 皮 一二 肢 はの おの こ i， 
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四肢 もを 本で ホ b ます。 革命 前 じ 化の 宙 の 宿は -J 苦-心し たを 太 人 等が な權を 担つ た 今日と なつ 
ては = 氏の 此のを を 持つ て 居る ことは、 巧 人に おつて 巧る をみ になつ たのであります 。如 仰と 
なれば 化の 本を 持つ て 居ろ のを 見附 けられた が展 後が ホ 死刑を をせ され 石ので あります .：.： 〇 
化のを 本 卽ち浴 太陰な 計 巢が化 人の 目 じ阐れ ない なじ 猶太 人は 度 じ 買占め じ 巧 力した 巧り でな 
く、 巧 巧の 巧を 迎 らし 巧の なお 巧！ 8 じを 手した ので あり 主す。 卽ち 化の がまは あ 太 人の 手 じ 巧 
つたら のでな く巧閔 のちみ 除が 担 苗した もの だと ま 張し •义 は-ー ルス 氏の もを した もの だと 宣 
宙 したので ホり ます 〇卽ち 化爵ホ 人ラズ ゥィ：： -i か 男 巧 n ルフ とか 有名 無 S の巧證 者を 使つ て、 
恰も 化 等の 人々 がな 巧 おや ニルス 氏が 捏 をして ゐ るのを 見た かの 如 <宣 巧し •本の 出 所のを 沿 
法 動じ 巧 力した ので あゎます。 之 わは 稱 太の おを 手段で ありま 卞 から 彼等の 宣傅 じぅつ かり 巧 
つては なゎません。 苗國の f の 中で も 化 等の 宜 なじ 乘 ぜられ ，プロ トコ ー ルの 出 所を 接 ふが 
りで なく、 巧つて お 太 人のは めじ 辯 塞の 巧々 取つて 居る をが あります。 义正义 年 十二 巧が 法な 
路 S 巧刊じ プロ トコ— ルが 捜 おされ， 巧の な 前に 括 太の 陰な じ 巧て お を した r あ 巧 主 獲 S 巧 板 J 
なる ル か 中が 理巧 さわ ゴ本巧 民 じを 吿を 巧へ た】 とが ありまて 夫れ じ 封す るを 巧 巧 ま 島 か 
巧 巧の 巧 規を拜 巧 する ゆら-巧 とが ひます からを じが おかを しよ 卞〇 太禍ち 一二-— ここ « 苗) 
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と言つて喜博まを彦っミ&をホ&が、 そ6ホ|>寡た隻じ含 一 巧かホるを 

ホ 60 

向 巧 こよ おせねば ならぬ ことがあ ゎます 〇卽ち プロ トコ ー ルが 是巧 英語 じ も 課されて あります 
が， なにら お义 人のを 巧の 巧が おがと 迅 はれて おます。 

例へ ば プロ トエー ルの 原文 じある 『ま 人 ィスラ H ル 民族が 化 ザ ま 晒 推を 得た 房 じは ち々」 の 句 
を 『吾人 i 民が 化 巧 ま お椎を 得た 晓じ はち々」 と 改造され 、凡て 『澄 乂人义 は抵乂 王-* たる 向 
を ば 『巧 人 又は 岳 さと まふ 巧を なて 巧り 巧へ て あゎ' おか もな 曲 人が プロ トコ ー ル々 書いだ 
かの 如 < 指を されて 居ます。 併し ホれ は 所謂 『巧 おしてな 巧 さ卡」 で假か 一二の ホ 句を 巧り を 
へた 巧で 巧を を植を 見ろ となの 所論の あ乂 人の 陰謀た る ことを を 巧す ろを 許さめ ので ありま 
卞 。而も 革 か 强团の 現が と 其のち 脚が W 巧® れ とを なた 丈け でも 之れ をを おする ことが 世 ホ ホ。 
卽 ちご トコ-ルは 巧て S な 太 入の 計まで あ义 夫を々 ち 現さた 義 である ことは 公平な 
眼 茜の 巧 有を の 里め ざる々 巧ない ところであります 。ご】 ニ ホー ーニ セ K】 

云々 といつ て ユダ 卞篇 論を 死を のはる i i ころとは いへ 中々 ょく 巧つ てゐ 石 0 
a ネ はこの 兩 ホの お 文を お 巧して 化衍 じを 巧 さる i か〇た をして こ* じ 一首を 巧 さましむ 
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ろなら ば > をは ホて 化よ 巧に 言 ひたい 〇化上 巧は それほどの 史 本なら ば、 サ 化な 座な を (巧 出】 
e 巧 上 •柯化 もつ とが 硬 じ その* 本なる々 まがされ なかつ たかと いふ ことで ある。 巧は む r 『プ 
ロ トコ— ルには さ 5 をいて ある」 とか 「ち® は 別と して 世 巧は をの 通り じな つて ゐる ではない か」 
とじ 申された が •'『プロ トコ ー ル だが^て を 本で ある」 とは 申されな かつた ので ホろ 0 

一二 歴川语 ± 

巧を r な 遣 J がその 大正 十二 年 五月 あじ r 瘡义人 巧 免 J の 論 おを 招けた とき* をの 中の 一窟じ 
困 W 白が 巧 ± の 『何れの お萬ぞ や」 とい ふの が ホつた 〇 これは その後 巧 ± のまぎ 『十字 巧 頭を を 
く」 の 中 じ も かめら れた〇 巧 ± は 曰く， 

なみじ 巧へ、 今日の 「やまとち 巧 J とい ム もの，- 人の ベルダ ソンの ごとき 巧 人み.- 人の エ 
デイ スンの がき 發巧 おを，- 人の ァイ シス ク イシの 巧き 巧 単 ホを 出して、 せが 人 おの お ホ發津 
じ 貢献し 巧たり 占 巧言し 语 るか 0 

B じびて 山河 在 0 とい ふ 。山 巧な どは どぅ だつ て 巧い。 函 ほろびて 人が あろ •巧 人が 巧せ 

する。 て ホは E じ その ホ IS を 增卞の だ。 苦 ふまで もな < 天才は 田ょ ゎ乂 きいからで ホ 石。 エデ 
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ィ スン も、 ベルグ こも， 7 ィンス タィ》 も，々 日の 世 みじめて •巧に 田と いふ でる 者を 巧 
香す る 奉じ ミミ ミミ 巧な かいか。 で 晒では ない の ミる。 

圃 ほろびて 山 巧 かを らうが 無から うが、 個人は 季 ，委 はぜく。 奠の國 ほろびて なに 二 千 
巧 流 苗 囊の猶 ま 民が さながら お 蒙 流を なかち 水と なお 石油の こ ミ わら ゆる 
お 害と 餐と蠢 と S 間襄つ 了、 而か 文舅爲 を# 献」 た &養驚 追な せょ 

义 曰く 

資本主義 のな 會 をな 遺しょう とする 思 巧を た— 亞の ボル シユ t スム をの 中 欠 构じ曼 
人が をい からと 云つ て’ 近頃は 活太 人の 化 i 违の 陰謀な f 、 巧んでも ない がな ことを 西が 
でら まひ 出しち お 太 人を 话惡卞 る蹇敎 巧の こ チ セ ミチ ズム 審や孽 めなる 巧の 巧 想と 
受 n する じ 至つ て’ かも 如き 響ぜ 語を を‘ まこと 去 かじな ふる 者 あるじ 至つ ては 巧 

ろ 巧 巧の あが ホら 〇化寞 登 巧の 器 人は、 悲值 ミを 件 じを をる 法の 人心 じあを 
を ぞくの 疑心 お 香 煩は されて、 色々 な强 度を 巧みち 猫 太な 陰な を、 まる も，？ 
< はがを 助 ■だと 5 衰夏 S 巧ぎ ないで あら も 巧 じ 日 まどでは、 西 菱サの 本 もろ 
<じ#5 まス 何も 巧らない 者が かの 中世な ホの 7 91 ータ— ツーの 巧れ を さへ、 富ま ミる 
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お 巧じ昭 巧して、 さき じ ま 巧 作 進 巧 ± の I 切を をつ 了 J 音-も ホかつた ホな どが あつた a ホみ 解 
« の 括 太 人の 陰謀な だとち ふ 流言は •ちかごろ ホ國 にな々 巧な ク •クラック K •クランの がが-巧 
肚 ほどに も. 君 人のは 目 じ 巧 ひしない おおけ 切つ た 話で ホら 50 

かくまで も 個人主義 的 巧 おのな 太 人 じ， そんな 大きな 围拉 めな 巧 巧 巧の などが 出. ホる をは 巧い 
とい ふ 明白なる 理 ホの 外 じ， この 資本 主を がを の 巧 勘と 捆太人 i の 曲 巧 じがて は， 巧 化の 巧洲 
を 上に おめ て 興 ホ ある 巧&が 見ら わると® ふ。 

猫义 人は 化く まで も 個人ち 黄 的 傾向が 强 いため じ* すべてが 化賊 めじ お 用 的 じ 行は む るず 

日の 招 巧 巧では， ち 本家と しても 巧 じ その 巧 力を ホ库 しつ I あるの だ。 な シッフの か闡の ごと 
きさへ も、々 ではなに 日な 巧爭 ごろのを 力は ない と 曲く。 阳巧朗 巧な ど i いふ 巧を々々 しい 大 
玲謀 か、 か < のかき 個人ち 香を じょつ て 巧 はれ 巧る もので ない と， あが 主張す るが なで ある 0 
君々 と。* 一 i までをい たの だから •面 川 巧 ± はま 好 巧± と 商な •ユダヤ 麻餘亩 S 巧し いおを 貫つ 
た。 松 居 氏は その まじ 兩巧* のす を 引用し 

こんなを じ 化 旧から H ラィと がは る i 商 ±霉 か、 抵乂 人の 巧な 神ち を やる がで •何もから ない 
若い ホは •丸を み じ 巧み をんで 了 ふから* じ 化ろ しい# じな つて ホ る。 ホし < どくし < なゎ 
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ホした が， 化 二人の 巧 ± がプ ロト 3 — ル じ 巧 おお ホで を& から 巧 多をまで じな じ 引出した ので 
あり i 卞〇ち 坦太お 族の 謀 i は 向ゲ』 二 音- 
と ホ « を かへ て ゐる〇 

四が 見 «± 

义巧巧 ± 巧 兒を次 氏は 度 島な 笠 巧 巧 ホ 校お授 として， 西洋 お 林を 巧まして 居られろ 〇 巧は 昭巧 
二董置 央强和 事 i 會を 融和 問陌巧 裏 I 編と して 「浴 太 人—」 8 かを 刊 巧さ む 
ち ユダャ 巧哲 J 閒 する 香 物が ま 山 刊行 さ-? i たち、 ユダャ 禍 のを じみんで ゐな いも S 、 巧き 
じ 大阪顿 日 新曲 お 裏 含と 巧郞巧 《「括 畜 族の 化 覇靈」 を 除いて 巧ら くる 新を 谓± 

の 『挺 太人閒 ほ』 ぐら ゐ ならので わらぅ 〇 巧± の ユダヤ人 巧 居を かなつ たお 曲は 中正 下 あり、 そ 
のをを 巧で ホる。 百ち を かし 出た を S か 坦じ沿 ざない が、 ユダ I じ關卞 るを 截と晚 f 
を单 ぶじめ てな てす をはない。 

巧 ± はモ S 巧を 中、 『お 太 人の な 謀 お」 と齒し •をのを 妄 なる 所は じ說 きおめ て 曰く、 

I お 太 人が ホ Jc * 人の 国を 掌 度な をして ゐ ろと いふ 瑪義固 后 巧 か 巧み 張つ をぅ じ 化は 
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れ ろ 

西が じ 7 こ，— とふ 按寡ホ &。 それは 中世 r B ッだ 行廷た 至の 組を 
のを 巧では あるが、 な は 十八 世紀の 初め 頃’ 人 巧 修まの 目的 じ 性質を 毀 た是 であち 姑を 
員には 親で' 碰 人、 弟子の 一二 階級が あり、 彼等 2 會 望；. チ 面 含と い 幸 度. ちを 
叟 口は S 器是 でない、 蓋 治 的 G もを をい。 奠ち寒 的 運動で ホ ミ、 平 愛な 唱 

し 舟 巧を 商唱 する もで や'， である。 けれども かを ま 寒 や.— まきの 蓋とは 萬つ ス夏 
や 裏 やを 請 階な の 阳 C 壁つ T 居る。；"* を ホ 画； J もを 搜 がつ T， I 兰〇 年の 調 じょ 
れ ば、 を 衆 囲 巧 じ 困舍が 五十 お •田 員が な 五十 巧 人 あると 稱 せられる 。をして 猫 太 人が をく 巧 
んで义 困して おる ことは を宙 である 〇を竟 猶太 人の 信仰 自由 じがいた もの i 中 じ 生じた 化 ホモ 
を 的せ 巧が 之 じ 巧を する 巧な であら 5 とお はれる。 

7 リ 1 メ — ソン リーの 南 員 じ 猫 太 人が 多 ああう J とは、 反 セム ま 養 ホを して ィーソ シリ— じ 
兵を 巧 かをる じ 至つ ち ィ_ こ？ はを てが おお おでは ない。 をの おを 累 如きは をが 
-< のかる とこ IC で > その 困を も 面 員 もなら を 居る が、 费巧费 ことは が密 とせを て •決 
して 困 貝 かじを をす る ことを しない 。これが 疑 ホの 理子 であ £0 
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な セムち 寒 者は ィ 1 こ？ を おし s 交が 化 ホを 活を すべさ 爱巧拥 であ & とい ひ •を 
の 置は— 曼人 でを お、 浴 太 人 SS 資違 はれ 56 をと 餐毛ゐ る。 プ 
ィリ々 合 霞 S 立に をた 巧 芸 暑じ署 を」 を 己 州の 化 8 幸 六 名ち 五十一 者が ィ 
—プン 9 ふ 面 員で あつたの みならず •謹 じを みつた 璧の妾 •巧 立 撃 じを 化した を 
襄享 露？ 惠< そ S 賣で みつたな ど、 SC 擧げ をて 居え 

猫 支は 革 かや i を賣’ そ S 質 利 賓ん とちを 5’ 馨が警 W が？ 及び その 
居 化す— 家&ミ 霞ち 思 5 &と 二ろ が &&番 から 管 了、 奠に がけろ 秦の 
巧命sち面^iは猫交s中戒团がぉつたことを軍を】とはがず」も誤をはない力もかれ 
ない が， 5 其が たミ寞 養 & 謀 is 名 S はす 二と 宗當 だ畜 言。 黨联 巧の 

耗 りじめ て、 n シァ、 •ト ィッ， 才 ，スト リァ— 閱じ革 憂を つた。 そして 何れも 描 支の 力 
がを かつた ことは 爭宙 であち けれどもを 等奚命 栽が な—義 羣を& して、 夕—プ 
シリ— の プル ジョァ 階級で あろと いふ こと S チ 盾を 夏す る 胃は ゆかち 
ァタ， 力寞國 S 立寞菌 s ミ 巧逆玄 つた 革命で ろた 連 ひない。 けを も その 巧 
K こ 力を 畫わ をを を g がた 《C 菱营 たを むくて？ W 素— 客を たこ 
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とを るを すろ ことは 出まい。 き 衰 巧？ こ卜 ' Nsl 二大蓄 f ;1 こが f こ 
リふ置 p ^ s つた支 第| 天統領7 ダ ム 1<が鮮太人で<.「 た-^いさとは、 ホ困の化巧か 
を ふ 時にはを ミ-こ， ふ お 太 人を 危险械 する 理由を 見出し 璧ジで ホち 隱謀お 
を唱 へる 人は お 太 人は 口’ マ 人 じ デモ クミ ふ 病 鹿を 巧み じ逊 吹し. ま 谊自藍 雲 普及し > 
口— ぶ統 I を 破た ホ づ臺じ 分れみ じ 四み ちめ' を じ 資せを たな ど、 いふて ゐ る。 こ 
の 资曼驾 すを •ホ國 e 愛は 畜 T 起つ た 富民澳 .13 霸し をを、 表 重を 二 

々ちろ 棄二曼 養擊ち さ’ 著 i を豎 cf •へ 美 支 S 囊 S 1 巧 程で 

ぁるか さ-ミ 說< •へさで &ら ，，が、 靈 愛人が S 累 閒じ籌 S 一言 雙 T 、 ネ相巧 
を シ； 露たら をる-— として 册謗義 塞し 了 ホる とふ やえこと を 信す る こ 
とは 窠 だ。 酒 井 疑 巧の 著 『浴 JS 糞 化 室を に •ィスラ ユル か 界け盟 のが ぁじが 
L てゐ るか 巧計妄 として 示されたち おの 化 巧 
一, 世 ホのを « を单 握す る 事 0 
二* お 助を が 巧し 非な 太 人を 巧な する 事。 

己、 非を 太 人の 径 巧を 巧 巧し， 巧を なを 四を 五な せし むる お 0 
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の •采巧 まを を 巧 巧す &お。 

ち 禁巧國 を 組 季る震 夕る靈 をミ军 おを 霞す る 率 0- 

六、 凡て S 围有 地を 猫 太 人のを に 入る、 事。 

セ、 み 团のホ 法を たる 椎 利を 獲得 卞& 事。 

八、 辯菌差 は轻 師を獨 占して 非 摘 交な じ義 養の お 利 及び ホ かを 左ち する ち 
九，# 紀太 人中 じほ 民を 巧 加せ しむる ホ 0 

十、 猫寞 巧の 計冀 をな の 便と なるべき 世 お 的 叢ぶ びが 命 等 じ 勇す ろち 
ち蠢 ！ i 於て 十九 造末醒 せられた ごこ 1 ルと 稱 する 沿 义人應 謀の 巧が 窜 威な どじつ 
いては， そ S 駕巧歴 ちいて S 需妄だ 十分 覆 卞べさ 根 擅を ホ をし 得ない ことを 巧 巧と 
ずる ものである 0 

ロシ る# 產義は 吾が 圆 fK ない とこを 5。 ；， る デ；？ T も 蜜を 围歷 
とを はない とこを ホる。 我国 まの 思想を ホ 化ち むる こと も' 蓄 化ち むる ミ も， 共 じ 

を除でを52.ふ辜をいが’ をれは人活養ま問學ない。 思望の置でホる、 控 
巧卜： の 問 店で ホち 賽置じ 寡 太 人 S 居 等 fs は 晚累奮 どらを まい i 思は る、 
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のじ， さまで 経义 人を 巧ろ、 じは ぶばめ ので ホる。 ロシ T の 巧 己 イシ ター ナショナルの 社を 巧 
を 主 寒は ホ 固の 寅本モ 寒とは 氷 巧 化 をれ ざるら ので ある。 そして 國 巧な 局 じ 於ても を か 到底 二 
围は涅 手す るを の 出 ホぬ もので ホを 3。 化の 間 じ 岛す& 巧 國の立 巧 じ 甚だ ハケ败 いを J ろが あ 
るが， それは あ 太 人 巧 居とは が 問 垣で ある 0 

おは お 太 人の 屏謀 とい ふょりも， 前述した や 5 じ 猶太 人が 巧 化 国家の 度設 や、 巧 困ち をな 巧の 
巧め じ 利用され つ i あるを 话サる ものである 〇ナぶ レオン-化は 巧に-セ 丸丸 年 巧ぶ を 化じ當 
ゎ •アジア， アフリカの 括 太 人じ磁 して， 聖地を 彼等 じ 巧へ、 エルサレムを 復 典せ しむる こと 
をめ 巧して 巧 軍せ しめんと した 〇 この 時な 太 人は 動かな かつた が、 その後 カイゼル. ゥ イリヤ 
ムニ 世が シオン 運 巧を SHi したが 如き、 i な 巧が 或は あ 太 人を 利用して r フ 9 力 巧ち 地の 閒 
巧々 をて、 ホは パレスチナ 占 巧 じみちて シオニスト じを 困を ホを した 如きは、 巧ろ 篇太 人が 强 
固の サ ホは 巧の 巧 •むの 巧® となつ てを る ものでは あるまい か。 马巧太 巧扭』 八 セ— 九 四 質) 

五 その他の ユダヤ 班 反對巧 

その 化 巧 まや ル® すの 上で、 ユダヤ 陰な 巧のを 妄 なる を芭 じた 人 も かくないが •悅 して そんな 
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甩 おじ 相手 じな つて ゐ るの 寞 人を ないた ム 度を々 を •養 じて つて ゐ たので •むしろ ユ 
ダ ャ麻說 の 累 、ま 述じ課 おじ ほ 巧を 示しが つたを ホを 
ユダャ 席を 耕*! ぶ册 子を 發 ちて、 各畜 じがち たのは 鈴 歪 富で あち ホ 化は 猿と 
して 曲ぇ' 巧 誌 r 內 巧』 同人 ご覃 あろ 氏は’ 奎十 一幸 八 巧 「何故のを 囲 不承 當ぞ』 と 超す 
る册 を-於て 『 I 驚は； 7 正が S 幕で ミ’ 世 ホ 親を くらむ ユダャ 矣驚 である 
からを 落す &、 一とは 漂を」 と說さ 立つ る 一 汲に 封し’ 痛烈なる 塞を 巧へ たちある。々 お 
の手許ミ為モが^^いから、 肇してこ>じ巧一が卞石ことは出ホを’ 氏からる册子ををら 
れた とき’ 化は 氏の！ なろ 戰陣 をを？ る駕 にめ て大質 成の お 率を 出した こと. かゐ ちを 時 

ロシア ま茵 居は 翼笑暨 で S 、 ユダ i 署は受 堂が ばし 下？； is 香なる 
夏を 唱道して 居つ ち量奎 十一 年夕毫 i . 中 巧正剛 .曼 ちな ホせ 巧奠翠 
巧の 諸 同 f # 妄新费 一同 人と」 巧靈？ 苦 良 叫んで 6 たち •ミ柔 氏の 

•^册 子には 全部 S 震を 吝ま なかつ をで 至。 * * 
謹が 襄 はか OWS 重羣 とち 閒车ゐ を、 十 年 前から そ® 暑と かがし 今 旱* 
—1， 巧羣命 基 道を ミつ て 商つ ミち 巧は その お 蝴—ち 『口蓋 お」 皿け® ホ 
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正 十 凹 年： 二 巧 香 斤の 誌上 じ 『モ ちの 思 お 的 巧な を 房る」 とおす ろ-文中 じ • 

又 あ 問 ま. 1 ツ ，二 張 〇 右 5 S 奴な まじまつ T 巧 物 も ホら-， じ 落 ご 7 某を を 巧 セルジ 
ィ •ニルスの 浴 かたる r 描乂柄 J を おひ 上け て あのを で， P 取つ たょぅ じお跑 し， おか 別に も 「ホ 
化 防 と と 「白 鸦封窒 S 兩 I 皆と てち 之を 巧 T は义 探を も 勤を を じき ミツ シ ヨンみ 
の おじ 颗譯 させた。 ホ 化 巧 化 も白厢 ああ も 苗々 义乂 いじ 柴 をを 巧 ひ •巧 じ 円規 あを に まつて は 
を々 の 疾呼す &章至 が、 5 S 猶太 人：肇 は是わ 白を お 馬に 乘つ T す &ち色 人 吾々 の自 
壽み 下行な たるの みなら ホ、 そのち をは ツ ミち 族の 囊的 巧を をぎ、 化て 白 入の 巧を 
掌義 ではが いちがん やその 逛是 巧つ たな 物が おち 累 度し S き援 でぁた をのる 

り 口が 巧 U マノ 7 朝 又は 若て ボン 朝の 當時 じがけ るを わじ も 宿 巧た る おて を やで ある。 

云々 と〇 

‘襄 じて 密行 さ ミ 巧塞菌 「々ご 卜 •ォブ •ザ •ヮ— ル ごは’ 巧 年 (昭を 二 年 ご ハ 巧 故を 『搔 
支問陌 のをな 相 お」 とを 奪し を、 同誌 雲は をを 裹 幕を おなして ゐち 

奪は 功み の時畫 ちの 人々 が f ホい つは ジ ユウの なをつ だ J とち ふのを 能 もい なをれ 
な ホ ユダャ- < は 强巧巧 ま逛蓋 農の 器で ホる かく かじ ミ させら をな た ごこ あを 
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お 命が 起つ た 音は こッ T — デ； をを こ-こその 没を 管で が霉 ユダ 卞 
人ち 蒙 革命を 巧が— ユダヤを 議 じぶ いたを だとい 丢 ぅな 展望 _ お 化 人と 共 じ 
み 巧す ろじ 巧 巧し なかつ た。 

雲は そ §ユ ダ fs -」 學 65 舊 品な を曼 ちを 曾棄 差に 2 もの も あ 

つた ユダヤ人の 陰謀は 巧 ホ 諸 凶じ苹 かな 亂を藝 卞 ばかりち 口 本の 围歴を 4 威す る もの 

であると t 支 やる 擊 ら證ん ちを れぇ 番 程よ な ； X S 護 拽資頗 6 霞 巧妙 

々埋めを を、 苹か SA & W 必 らサ》 ユる をが 助 さ. な洲 諸图辈 冠は 彼等 C よ 0 てみ か 
ら 《へと 度を をち でて ユダヤ人 碧の 目的は’ ユホバ の 神に よりて 进 をを ユダ X 
をして 化 ホ 化 服 じ 巧 巧せ しむる じ 巧り と 0 

ユダ 又-- 封す & 曇の 七) 七- シ 3 ナルな 課 酉を ド ミで 借用して よい かは 一 じ讀 ホ 諸 巧の 

常誠じせミおとしやも 堂ダ1をし5慾沒薩謹基ちらし^:=&やをしたのは 
歴窮 塞の 巧も襄 つてを あら も ユダヤ 民 巧が おか 瓷 脚から をの 墓を 迫 はれ. 愛 
のをと し T 旣 を圃 .」 かそ. をと を ミ畫や 薄を 加 へらむ T 寒 ホは 化 民族 U 
根璧 どを U ミこ びら か卞を おつ T カホつ をは々 憂 章 &をも ない。 地の いづ お 



124 


巧 巧と 雖も ユダヤ人の 化き 巧 地 じ 置かた ユダヤ人の 如く 壽担 害を 巧け たら* をのを 巧は が 
卑 巧陰驗 となら ざらん とがず る も 能は ずで あつたを も 

ユダヤ人の 陰 哉 おや 巧 命が き や 貪 あや 卑 ぶは 此 民族が 自己 防 おの 爲 めじ 幾 化紀批 不知す 識 じ— 
ひ 来つ た 民族性で ある。 ユダヤ人は 何吝を 自ら シヤ ィロ ミたら を饼 しを ではない。 
ユダヤ 人畜を した 没 民 察 一 さ强ひ T 爲 さし & たを ホる。 これは ユダヤ 民 費の おちを 
試んだ 人々 の 一様 じ 首肯す ろ 事で あら 50 

ち々 と 述べて ゐ る。 力 ご卜 •ォプ •ザ •ヮ- ルふ馨 は’ もは 言を ユダヤ 巧 おの？ は 誰 
も 人が 望を ないや -を なつた e だら- ュと 思つ Tt 。 禁もこ 3 S が賽 るた と 前後し 
て 化 州の 一々 じは ユダヤ 禍じ閱 すろ を 辉か巧 巧され、 I ニケ 巧 も理れ て累の 司を おじは ユダヤ 

馨が藝 さわ* 而 して 今 またな ご グ卞震 去 ホ 殺せを ためち このま 述が臺 さむつ i ホ 
るので ホる 〇お ホを して このを 读を をせ しめたなら •巧ち 巧な とも 何とも 許し や'? がないで あ 
らぅ。 

本文 執 単の ぉ 中' 器 手許 じ 巧 誌 r 日本 時 ごの 昭巧 幸ょ 頁が が送附 されち このな 哉は 
直ち 梅 巧 巧を ちを とする お 巧 ホ 格を の 巧 曲 誌で あるが •中 じ 『化 巧の 巧毋 せらる I ユダヤ人 的 担」 
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s 下 、 s 巧乂郎 、口麗 信’ ホ 上ち 近 •川路 抑 蛙 凹を の洽？ ちつて ゐ る。 口田 庚 信 氏は 前 

巧 富 等 題 墓を 巧で、々 寞 愛を— して ゐ る。 巧は 『括斋 罵 話』 と 題し、 董こ入 

dr れ y y urf II 碼， 11 に 

折る 響を」 wf 5 蓋畜 S と 憂囊 S 声 二と で 至。 i 蒙囊 S じ 手 入 

れの出 ホない こと i だ。— 煙の 株——"- 。題 超に 就て 及 面目に あ— をへ て 
^ 文 も あるで， だか— じ やない な 什 f 事 章 V 】 を— が一 打は ち さ 養のを か^ 
屏 ょしこ： ご ニルを— み 8 ごこ，— 是 しを 哀は _ 化〇ーー军 だか 吴 
々 a 前で】 ち あを’ そ をら 養 こを まつて 陰謀の 謹_蔓 つて 唐ない。 マル" スが猶 
太 人ち こ ッキ-’ 3 ッ フを活 支 だからと まつて 挺 支が 雲 じがる 前 絡を とつ 5 

動 毛 巧る をを へられない 〇今日 杜高 垣を ちしつ、 あるを— 論が な 太 人の 甲 i じょつ 
て 響れ， 一部 i 人が 之— して it 云つ て 直ち じ— を ふことは ど^^。' 
大巧 民族は が巧 一 ぶのは 溝 大理望 抱 持 屯 度る からと まつて’ B 菱 陰な 因と 卞を ■广 
一 行 < をい' ■レ 
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r がし 巧 制 運動 其 仙 一切の 窗秩を 破 凌の 巧 動が 凡て お乂 人の 陰謀 だとす ると、 速 勘の 根 おが 判 
巧し、 おを 秩序の 公敵が 判明す ろから 巧 本モ蕃 から 云へ ぱ都 をが い、 强 だね 〇 マルクスが 渡ぅ 
を ふ說を 巧した とを ふだけ では 敵な-むの 遣 場がない が •マルクスが 猶太 人で 世 巧 陰謀の お兑だ 
とを へば 如何にも マルクスが おむ 巧き も かとなら から、 巧存の ものは 何でも 辯 護し やぅと する 
ホ おじは 都を がい AO 捆太禍 が 頃し くを はれる の も I 半の 原因は 巧 掩 じある かも 知れない ね OJ 
など I ユダヤ 規論 をの 最も 痛い ところを 巧 込んで ゐる〇 
井上を 巧 巧は 古が 甲么巧 おおの 日本 ま義 者で ホる が、 『澄 太ち 族は 基を を ホみながら これを 迫害 
し 巧 巧した ことじよ つても 祭 せらる、 通わ 物質 ま轟ぞ であり、 性 倩 じがて 冷酷 巧 あ 性 または 麽巧 
盟的 覆の 所有を であ & とい ひ褐る J とい ひ 『猜太 人の 陰謀なる 是も この 巧 格の 昼で ある。 
巧 今 問 おじされて ゐるプ ロト n— ルなる が密 文を の 如き また 迦 つて 背 拘举畫 ぶび あ 太諸捉 かの 如 
き， 度々 この 民族 巧 巧を 物語る ところを 見出さし むる ので あると いつて ゐろ〇 これ じよれ で 巧は 
たしかに ユダヤ 麻說 のせを 巧で ある 如くで あるが、 必ずしも ユダヤ 祝 說の急 先を た わ 直 巧 また わ 
を 目すべき ではない 0 

リ W 巧が 巧は 蒋人 として 阳 えて ゐ るが、 巧の 公平 姑* なる 立 巧から か 田ち の 巧 おか」 と 
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ほ T .0 ユ； 問 霞を 曲 さ 得た ことは 搔 しい。 冨 く’ 

r 西洋人が ユダヤ人に おするな をは、 日本人が 特— をた 封す ると 同じ や i な もの だが •し 
かも ユグ卞 人の 货力じ おしては 蔭で おく 言 ひ 乍ら も 皆 怖れを をて ゐちを 恐怖' む ゲな羅 だ 
の ユダヤ 質な &袁を 幻 お化し， 認 化し、- ぶ 現た め S 矣 sis 畜 f なつて 里 

はされ てゐ るので あを OJ 

吕 みは ユダ 又 問 おを 調べた こと も 質た たこと をい， 時々 外囲の 巧 誌で をじ閒 すを が 
片巧 雲を をて さえな とお ふ 霞で あち 近 ごろ 日 ま 轟 じ もちょい ちた 話 阻 じは なつ 
てるを うち 耶巧較 S か師 だつ た 酒が 麽軍 ちかを おさ 直つ てこの ユダヤ人の 陰謀 寧の なじ 
日本へ も 或はれ ミる 二と をいた 雲 も ょんだ が、 を蓋识 がどうで み& かは むろん 巧ら 
ない。」 

r モのプ て n - ル だつ て奪薑 もので •棠戰 爭も搪 太を を 器 基 •淀 巧 要 命 もを 

の 巧を 巧が とく & と、 いさ、 か 大本な のが お先にが する 愚 じがす ろ。」 

「巧 规"】 の耶 踩な閒 おじと つて こを シォ ユズム は 謎で も あゎ、 巧 影 でら あらう 大本 巧 かその 
れ 巧を 蓋へ くつつ ければ、 がれを 押しぶ てち いてく & 人が えと ある やさ じ耶 おれと 離 



むる こま 缓 ない 害 在を？ 二い 0 基望留 で* g ま 塞が t な ユダヤ人の 
操る ホ だと 遣せられ- < ば こ S 位 世 夏 か A ら& ことを い。 展器時 g 朝が 人ち ぅじ、 が 
それょり もさ 5 思は せ 乍ら、 をの スキ じを々 をし からぬ 事を して ゐる黄 木 ま義の 陰謀家が 化 巧 
じどの 化を いか， むしろ そのぶ をを がする 方が 肝腎な の だ OJ 

巧 愛た めの 利滋， — あとは 野 もた 山と なむて 株の 上け ぶを 郁を ょくす ろた めじを 
じ 國际聞 S 麗 策を いろく や &。 翼 富 f どち 雷 ミ かな おちを し 苗お較 困の 

ち ホを 揉ろ のじが 合の.； ， A ユダヤ 問 垣な どを なて きて タキつ ける 〇さ ぅして をの 關巧 巧を を 巧 
さをり、 下を さしを、 勝手な 愚を してぎ は 個人の がそ 化して ホクッ 笑む でゐる 祭、 モ 
ンテ カルロ 渔で自 巧 車を 巧 ばして いつでも お々 とおんで ゐる 連中 じを いとい ふこと だ OJ 
ち々 とさいて ゐる 0 

ど'， です’ ユ至彦 I を 茜 お。 これで も S だ 眼が まを、 ユダて® を— を お 高は 0 を 
♦ち モれ とも’ そんな ことを いふ 亮ま こそ ユダヤ 巧 じかぶ をゐ るち とまち ますち 
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» エ韋陷 葬と 巧戰 
■ 坦 巧への 巧を 

•シア じ ボル 七ゥ ィキの 革命が 起つた のは 一 化 一七 年 十-巧 •巧を おの 巧 巧 過が が 討 化は をの 
翌年 即ち 歪 七 年爲 でろ ち 巧 か 日を 亦 シベリア じ 出兵して 四ケ 年の 問 巧 呈ロシ てを み 
をつ -U が’ 早々 塞と を 巧が 國じお 入 せらを のが 卽ち この ユダヤ 規 でぁち ちじ 『世 票 命 
ご大 陰謀 — シォ ミ化證 — マツこ 祕密 結を た 多 如き 一大を 說が朝 巧の 一 《を おか 
したのは， 乂化八 年を ょり 逛 くな かつた 0 

その 頃 化を」 漲堇惡 嘉は滔 * とし T ®; 去逞 くし、 臺を导 誇 石ィギ 9 X 言 或は 顔 巧 

の 爭ぶ妄 をで 凑一 かと 5 を當で 累固哀 了 も 糞」 さ 蓉マ裹 霜を 呈 

し‘、. い巧 々と- 3 て 化 まると ころを 知'^ なかつ ち ホ 巧 かじ 綺く巧 拳 議の巧 巧' 《リ 謎が 會な 
じ. れ 映す る 讲的 巧な 法 化、 生を 田 度ょ ゎ ホる を お 界の义 胜巧巧 、巧れ かも ぁる 人々 をして 一大 巧 
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巧の 巧 生を 豫雪 をざる をち た 背 巧 巧の 巧昭大 まとして 抑ぇ， 游 巧堇抹 局を の 要 母 
じぁった華5|が@<妾5?固ま^<、 霎地豪畫宴：享 7寫曾化けせけたと 

いふの もこの 頃で ろち か- ■ろ 巧 柄 シベリア 十一 座と してす された ユダヤ おが' 义国よ 里 じ 由 
をな ぐち 巧と なつた ことは •ホは 何の 不お 送で もなかつ たか も 知れめ 0. 

エ .ジ •ダ = エ ルス 巧の 化 巧 お 末說； .バル マゲ ドン】 

巧 村 巧 己 巧の 茲を 巧臨說 
山を 巧治郞 巧の 貨巧 巧止訟 
巧 田’ ま 巧が 巧 ±等《 あ 明を 
巧を 等が 化 話 人た h しを 化會 
化 I 巧 巧の 日本な 遇を ま大贼 
巧が 巧 水 巧の がをお 巧 論 

岛 吏席說 やを 合は 室 八 年頃々 中ぞ .3 ての 巧を でぁぇを 時 义を夕 かむ を かれが— 

を 巧へ たこと 言を 巧た め。 巧妄 としての ユダヤ 巧 お ホ これらの 中 じな つて 根を 班り 出した。 大本 

かでは を」 ユダヤ 庶說 や蓄冉 四を を宜受 せお じ 巧を ち 何れ 室、 何む か 巧 その 巧を ょ 
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み 限の ± でなければ 能は ぬ ことで あつた 0 

巧 巧が 初めて ユダヤ 巧 說を耳 じし 义荡 を畜 なる もの、 巧を を讀ん だのは 大正，， 、が 春で あつた。 
そんな 巧 鹿な ことがあ 6 もの かと 格別 氣 じら 止めな かつた 閒 じ-これを 借 じこ ^ を赏 がする 人が 
ホ 巧 じ 殖ぇて 巧た。 ロシァの 巧 命じが する 巧 巧が 的の な 傅が 科と して 巧ら くこむ じ 越した ものは 
おかつ たで あらぅ 。ユダヤ人 といへ ぱ どんた なをした 人間 か 誰し も 日本人 じ逛 別の せく 巧では な 
い〇 その ユダヤ人が 巧ろ べき 化 おが かの 陰謀 齒 おを® 巧して ゐ& といへ ば， 大巧の 人は 本當 だと 
巧 ふ 。カー ル， マルクスが ユダヤ人 であり， トロッキ ー が ユダヤ人で みるから 世話は ない 〇 巧で 
こ レ— ニン 生 でら ユダヤ人 にして 化 舞へ ばを いので あろ。- モ巧化 口 側の ユダヤ人は 化 ホの じお吿 
の巧 である 〇昭 りじ ユダヤ人の 持 モ である 新 脚 じした とこ A で、 ユダヤ人 じ 肩を持つ やぅな こと 
を蒂 いては 巧 巧が 惡 くなる。 そこで ユダヤ人 じ おすら お 口は 昔 ひ 放な しとな つて、 何でも 放で も 
化 巧の 巧 事は ユダヤ人の せいじを り 付けた。 

ま 巧 巧 ±が r 中央 公 翰」 誌上で ユダヤ 巧說み 論破した のは 大 化 十 年 六月で ある。 ま 者が なめて 
ユダヤ 禍說 じ- 义を あつたのは， その 前年の 大正 丸 ホセ 巧 『雄叫び』 津よ であつ たが， 巧し くそ 
の 巧 まを お械 したのは 巧 巧 巧 ホょり I ヶ月 化れ た乂里 十が セ 巧 城 一； 曲 細 巧 時論」 誌卜： であ 勺た。 
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r 亞細亞 時論』 は 内 田 息 平氏の まます る 黒 體會の 巧關巧 誌で あれ •巧 田氏宰 はかつて 圃粧お 謎な 
恩 じつき 吉巧巧 ± とが 巧なる 論 巧を 開いだ-とが ホる。 をむ にも拘らずを 巧 巧 ± とお 說 であろ と 
して 斥けず， 化の 論义 「世 巧 巧 命と あ 义人じ 就て」 の- 篇を巧 巧した ので ある。 でもを のな 黑龍 
みちおを 巧 1 な說 をの 速記 錄 などを 讀 なと、 旧 中 含を 居 ± s 巧 說の中 じ 『ユダャ人が ロシアを 
巧 取つ たのは 巧 巧の 行動で ある。 何と なれば 彼等は 巧 じ マップ ンと いふ 恐るべき 祕密 おせを 化な 
し、 二十 四ヶ 化の 世 巧 賊巧計 誤を 決遂 して ゐ たとい ふでは ないか」 とい ふ お ホの ことが 述べられ 
て ホつた。 何時の間にか ユダャ 闹說が 我が 四のを* 浪人と いふべき 一围の 人々 の 頭 階 じを ひ 込ん 
でるた ことが 削 かろので ホる。 松 居が 巧 巧 も ホ その ま述 中， 化 上 ああ 巧 じ 巧 ふろを を 巧け て 曰く， 
おが ど.， して 挺 太 巧 酉巧究 をな める や 5 じなりました か、 な 勧 巧を 閒單じ 申 上け ますと、 大正 
十 年の 巧 頃 •日本 設萬 協を 貧 留第セ 邸 中 じ 『世 巧に 誇る 陰謀 围 J とい ふ颇る 物廊千 巧な お陌 の 
妃 本が ありまし たから， 半ば 巧を' むじ かられて 讀ん でむき ますと， シォンみ 銭 錄の掌 や •フリ 
1 •メ— ッンの 事 や •佈苗 西ぎ をの 原因な どの 事が 巧な りおし ぅ 害いて あります から、 是れが 
ほんた'， か 知らん と 半信半疑で したが， 末尾 じ 引用の 參おま 目な ども 當い てあつて がを なを 置 
< にを &i はお ひました が •マ ダ おはかし は賠 つて ゐ ました。 はが 十二 年 五 巧の 巧 誌 『古 ま」 
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じ 酒 ホ おお 氏の 『浴 太 人の 化 巧 征咕と H 本の 法が」 とい ふの が 出ました から* お 太ち 巧の 大陰 
なと いふのは 矢 張 0 ホ肯 として あろ もの かな あと や、 倍 ホる やう じなりました 〇 そして 巧 もな 
< 巧 井 氏の 「ユダャ 謀な』 が 出ました から、 巧 ホ 利 加る 摘 太 人の 陰な が大陌 判り i した 〇も 5 
化 時にはを も大み 思太閒 S 硏究 熟が 离く なつて 居ました。 

なが 貴 ま r 稱太 席』 を 請み ましたのは， 出が じな わまして おもな ま 十二 年の 十二月で ありまし 
ち 之 じょ わまして 巧 巧 巧る 括 太 人の 陰 巧を かりまし ちを して 其の 陰謀の 大化 あなる におき 
ました。 化は 化を は-む ホ 6 人 じを ホ 話んで 巧きたい とお ひ 支して 先 おやが 己 じ も おつて 請 ませ 
ました。 其 頃の 王天大 位の r 巧® 巧 唐 i 括 太 問 垣-一と 恩す ろ バンフ ヴ トも讀 みました 〇义 I 面 
日々 の 巧 阳記率 も 化 息して 巧む やうに なわました …… 。ところが 大正 十二 年 十二月 十 己 日の 
「天蛋 民 巧』 の路 おじ 「自か 平を 巧 巧の 關 巧は 如 例 J とおして …… み わました からな は ft きじ 
貴 巧を 記んで この 己 巧 語の 内つ て ホる 巧 ホを かつて ゐ ましたから、 この 論訟 がか 何にも々 をな 
ろじ® 服 致します と 同時に、 猫 太 巧 おじ 旣て御 研？ ff かあつて ゐる であら うか 巧 かと ほひ， もし 
マ ダ 巧 折 巧が たけむ ば をれ はち ホ 巧す、 めしたい とほ ひまして、 大正 十 ご 一年 一月 一二 + i 口 同化 
ホ お 山川 巧な 氏に-# をち しました …… 〇是 じょ h まして 固 巧を 内に 於て はが 太 閒店巧 巧を お 
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めら れ ました。 -H 二 年 叫 巧 m 中 3 J 么助 化生が を综 院議 貝 立候補 宣昔 せら わた 時の お說 「化 巧 的 
なるべき 日本 S 風は J S 中 じ 猶太 民族の 陰謀 じ 就て を 化 〔々巧 へられました。 ホで 同年 セ 巧 五 H 
から 二 小の 日まで 十四 囘じ 且つて 天 まち 巧 紙上 じ 「摘 太 化か 日本化 か』 と 超して 沿々 として 述 
ベら わました 。旧 中 大巧 生の 此 獅子吼 じ 化つ てを 巧 じ 日を ホ 義の 人々 が 猫 太 禍じ禄 おして ホ 生 
した。 ぜじ 有難い こと i 思つ て 居 支す。 

巧 じ 化は 十ー ニ 年 セ 巧 二十 九日せ をな てを 國に五 萬 sm 具を 有すろ 修ま 围主唐 蓮 巧 巧 己 氏 じ おが 
を 善 巧す る 前に •思想を お亂 せし いる 根源を つきとめ るか 要が あろと 思 ふ〇而 して あは あおを 
巧瞄 せしめつ i あろ あおは 衔太禍 であるょ 巧 ふから、 是非 化 問 超 じついて 巧硏 巧を 願 ひます と 
中して やりました 画が、 早速 硏 巧され •猶乂 民族の 陰謀が お實 であろ と窗 ぜられ たと をぇ まし 
て、 炼 '誌 「向上」 十一. 巧號力 壬頁號 にはを々 と 『猶太ち 巧の 大 陰謀』 とな 吿を巧 へられぇ し 
た〇 かくて 修ま 巧 員なる を圃 の 靑 年の 頭の 中 じ も お 太 人と いふ おが ホし じ 這 入り 走した でせ 5 
と 思つ て 居りまず 〇 を々 

このを を讀 じと 著を 松 居 巧が 如何 じ ユダャ 拓の陷 巧じ陷 つて 巧つ たかの 徑 おを 知ろ と共に、 巧 
中 巧 巧と かま 沼 巧| 二と かいふ-巧の 巧 巧が 化 仰 じた わい もな く ユダャ お 論を 去な つて、 曰な な# 
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や あを 用 員の 巧 じ 直 巧して 巧つ たか r ホ じあら 如く 窥は わるので あるか I 巧を はこの 瞄 じかて 
巧く 松 居 巧 じ 感謝す る。 何と なれば 巧 ホは 巧の ま 述じ接 ホろ をでは， こんな じまで 巧く ユダヤ お 
說が 巧を 張つ てな つた かの 巧 おをから なかつ たからで ある 。これでは 司を なが 檢 拳の 巧 麻を 苗を 
じ ユダヤ 闹 々巧んだ の も' 3 所 あるかな 。がかし さすが おを 面 おた る 平 沼 巧 一郎 巧の みは 『をん な 
ことは 正 おじな つて 居らぬ」 といつ て ユダヤ 报說じ 同 息し むかつた らしい。 平 巧 氏は 松 居 氏が 检 
ホ 歯な 關誌 r 巧 上」 じ 送つた ユダヤ 巧 陌のお 稿を 巧 載す る ことを 見を すべ < を 沼 まを じ 化 おして 
ゐ ろので ある 〇 これは をを 巧の 著述 中 じ 平 巧 巧の 名前 等が 化 ザ じな つて ゐる けれども ，一巧を ぐ 
それと なせられ る 文を である 0 

ロシァの 靑年お 產爲負 等が 一切の なお 說じ目 かくし されて、 あ-文 宇 じ お産 ままの 巧 淵 じ 誘を 
さる、 が 如く •ユダヤ 厢論 ホは 名 ばかり 巧究 とい ふでが で、 ユダヤ 巧 說の巧 淵じ陷 れられ たので 
ある。 尤も それは 共を ま续や ユダヤ 蜗說じ 晒らず •て 巧みで らお ホ おで も 巧天谋 でも 巧 巧 下ろし 
でも、 を おがで あるで ホら 50 それほど のが-心なな 巧が 出 ホなければ 三 W 1 波の 巧 昌は柏 巧 さわ 
めので ある 0 
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II r 涅满汲 討な」 の 巧ち として 

大正 十-年を 前を とする 巧 年 助は 巧 まじ 取り ユダ ヤ麻說 との 戰巧 にが 始 したと いつても ょい ほ 
どのが であ' つた。 を をは 大正 八 年 早を、- 篇 のを 見 藍を 巧 巧® をの 旧 じ « ホして U ホ、 巧を ロシ 
T じ 封す る 正規 A- 巧認 とに を 力し つ、 ホつ たが —— お田德 一二 巧 ± はを もを 巧の な 化 じが 鳴せられ 
ち 同 巧 ± 著 『培 至銳』 をが —— 自己の 主 能を 巧微 せんがた めじ も* ロシァ じ 封す ろお鮮 のを 乂 
巧 か 『ユダヤ 闹」 その も si 撲 なを 凶らなければ ならな かつた。 八 年 丸 年 十 年 十一 年と いふ 巧に 
ユダ ヤお說 はお 大 なる 巧 良を をけ， 巧くべき 巧め 力を 巧 巧した。 シ ベリ 7 の 故 巧が 言語に 巧す る 
おがを 巧め た 後、 白が の沒 ると なり、 チタ じ歯柬 共和 困なる ものが 化 ホ， 巧が 枚 巧は 菊 おこれを 
捕手 じ乂 をを 歲や長 ホを 综 S ホ お 巧 巧を 開きつ i あつたと き、 巧 内 じ 法ろ ものは ユダヤ 揭 ょりが 
おせろ 巧な であり、 巧まで あつたの であろ。 

お 巧が 神 田 如 水を 化 じ 巧 かれた ろロシ 7 硏究會 巧 上， ユダヤ 曲の 巧妄 をを 巧して ロシア 卽時承 
S をち おせし 時， 狂が として お 者 じを つて か A つたな 口 配と 巧 巧のを# のか 何に 高かつた かは > 
を時刘 aess 氏の 今 おおおじ がする ことで あらぅ。 ホ ホは ちじ その 時な めて 扭口 巧の 化き みむな 6 
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ユダヤ 巧 論者の 巧 在を なつた ので ホる 〇 その後な 日 •四な の お 幸の 中で 園ら 中ら 猛口 巧と 巧 あし 
たと き、 巧は r ま 巧 も あんな ことを 言つ たが々 では 乂み刊 つて ホて ゐ るよ」 と 言は わた。 

ま 時を 化を で 巧 息 じして ゐた 陸軍 中路巧 おお ホ郎 巧は •おじ 國粹 を關東 本が のな をと なゎ 機關 
巧 誌を 巧 行す るに せき， 巧 ホ じ おしてい ろくの 相 誤が あつた。 をのと きおを はお 藤中將 から ユ 
ダ ヤ巧じ 封す る 巧 問を 巧け たので、 をれ はなての 外のを 妄 であろ 巧な を說 巧した。 なかしを の 時 
はすで じ 中 おの 巧 困 じ ユダヤ 枯說ボ な 苗して ほり、 义中將 自身の な 巧から 考へ てこの 說 をを 巧す 
ろの す 利を でみ つたた めか、 を じぶ 者の おじ 聽化 されな かつた ので あ 6。 

巧 じ 巧手を を おしてと いふでは なく > —— 义お« じがて ユダヤ 麻說 はを 時を の說 のかく 出 所が 
巧が たる もので をつ たから —— 巧を は尙も 屈せず ユダヤ 巧甜じ おする-股 的 巧拽戦 じがを しつ A 
あつた。 がかし ユダヤ 闲說の 巧を 力 も 中々 祖截で ホつて， 巧 ホが 一彈 をせ てば， 化 ホ I 彈を なて 
れ會を 巧は すと いふ 有 巧で あつた。 別 じ 巧け しが 如く •ちを は 『東方 時論』 『特化』 『困 本』 その 
化の 巧 註 じよつて 巧 含 わるな じ 巧を 交へ ホつ たので ホる。 がる じ ユダヤ 席 なぞの ユダヤ 聞 說は大 
正 丸 年 正月 战巧ま 『な 論』 或 よ 『 A 巧 供-な 村の おくべき 世 ホめ 大险 謀」 と垃 して 現 はれた のを 皮 
切 i して 乂ぶ十 年 じけ ハルビン » が お 法 「宙 が」 じ附錄 として 「 X 太 W 巧」 の 巧 巧と なり •十- 
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年 六月には ボ レヴ キー举 口 旧 一峰 巧が 說 『围 灰を なじへ」 の 巧 版と なつた 〇 これらは 公刊 物と L 
て- 妝人 S 目 じ 巧れ たもので あるが， 特種の ホ 法で 的を された 旧 お 物 も 可な り あつた こと、 あは 
れる〇 集 ホが 大正 八 年を かめて 見た 综 おを なる もの も をれ であつ た。 おおが 大正 十一 年み， を份 
巧 巧からの 歸 を川暖 おじ 巧つ てゐ ると、 後方の 巧 巧に 一 困の 巧が を 年 おを が 何やら ひを く 客が 
を設 さ、 話して ゐ たが’ やがてを ま 屈で 下車*^ た あとを ふとを ち吝 の瞎寫 刷 印刷物が 
巧ち てゐ た。 をれ は々 尙 巧を の 手許 じな 巧して ゐ ろが、 こんな ことが 蕾いて ある。 

巧 K 9 

巧 日 反 通が S 其 武官ょり 巧が が硏 巧の 巧 巧 じと て r る 激ま義 とお 义人 if 化疆 のお乂 人」 のル册 
子 二が を 巧 けられた る も、 當時 之を W 謡すべき 巧當 の 人な < 徒らに おお 巧 中 じ 巧 沒し邮 巧せ し 
め おた ろ 歯， 幸 じ も 茲語进 譯淺巧 巧 本科の 哩託 となら わしを が 機と して 之が 譯义を ほが したら 
じ，々 や 『巧 あま 塞と 猶太 人』 を 巧 ど 完成 せんとす。 氏は 化に 向 ひ 語 巧雜昭 じして 譯ス 巧を な 
ら ず， 义章お 巧して おしが き阁 巧を 卞 をる 巧き も大棉 の 要 おは 巧 おし ホり、 望を なら ざろ 語 巧 
は 訂正の 上巧讀 せられた し， ホを 巧が 巧る 趣 巧 的を 堀 じ 手を 染め 他人の 巧な じ 巧す るは 烏简を 
敷 fjyiR なりと 謙な せらる 0 ( ゃ 格】 
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巧じ夕 を ホで 本 巧 子を おかす ろじ 凹み 柳 か 巧 巧 ゎの 巧を 述 ぶら と 同時 じち 日巧夕 化なる ま 巧の 
餘 暇を なて お譯 じを 巧せられ たる 氏の 巧を 謝す。. 

大正 十一 年 八月 十五 日 H 生 

これを をても 如何に ユダヤ 姑 說が进 お； 化 討 化 •巧を なかを をの 材 おじ 巧せられ たろ か r 巧は 
れる〇 

巧が 國に 水平な 巧 あのを つたのは 大亞 十-年 S 巧で ホ么 。とじ 引窗 いて 巧が じは 白 T の 運 化が 
をつた 〇 ユダヤ 民 巧は 化 ホの 特巧 郁を 民で あるが はじ、 ユダヤ 姑と この 水平 わ 運 おとの 間 じ 化が 
めな 巧 想が 生れて、 この 運動 また ユダヤ 蜗 S 操 おし 支 おする ところで あるな ど、 i せら わた。 
を 大正 十二 年 丸 巧 じは 關 おの 大巧 おが あつた 〇十凹 年 じは 化 巧 十五 年 じは 丹 後の 大地 疫が あつ 
た 〇 I 卞 巧々 たろ# をな W お 巧が あり、 人-むは 巧が 上 じも悔 々として 戰 巧した 〇か i る 巧を じ 巧 
じて ユダヤ 厢が がます <お 巧した こ i はむしろ 巧が で ホつ たか も 知れない。 大化 十二 年に 化 上 
巧の ちか 生れ •十 I 二 年 じ 巧 ホ 巧の 著が 連馈 され •十 W 年には 應お氏 や 包 お 子の 著が 出が 3 れ た。 
もぅょ い 加が じ 止む だら ぅとぶ つて ゐても ユダヤ 历 巧の 化 おは おへむ かつた。 昭和 二 年には を お 
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子の フォー ド 說が說 が 巧 はれ、 s 年 じは ぬ 招 巧の ル 册卡ボ 出た。 ユ ダヤ闹 益を は 一般の 人々 が雜 
唐 無稽の 說 なりと 一笑 じ附 して ゐる ま々 といつ てゐ ろが， この 說じ をした 大夕 がの 地方 人は 巧® 
ず 度 や ル 作 爭综の 現が と 照を して， むしろ これを を宙 なゎと 信じて ゐろ 。巧を が 地方 じ 出 謀して 
接した 經 おからい ふ も 左が である 0 

III 巧 我 まれ たるまを 

をを は 大正 十五 年の 著 か 『化 ホ 現 巧と 大日 本」 の 中 じめ て、 及び 旧が 二 年の ま お 『化 巧 雑 新に 
面せろ 日本」 の 中 じめ て、 ユダヤ 陰な 論の 巧め なき 所な を力說 した。 巧で 一年間 速が み 巧を 依嗯 
せられた るが 誌 『日を ちを」 旧が 己年 八巧號 r 庭 けら わたろ 民族と しての ユダヤ人 とお 人』 i 固 
する 一 爲中じ 於ても ユダヤ _ 柄 說を痛 巧した ので ホる。 こわは をく の ユダヤ 禍信 巧を 有する らしい 
日 巧ち 法を の 閒 じ、 その 迷妄なる 巧な を 論ずる はかして 化 放なら じと をへ たからで ゐ ろ。 な るに 
九月 じ 至り， 司法 巧 W な 事 謀 巧を じ 四 壬 天 かおの 詔が ホる 由を 知り， ホ ホの 固え と 人 巧と に 華な 
すべき 巧 巧の いょく お ホなる 所な を 痛 面して ゐる ところへ' 『日本』 お 閒 をを ると お居が あを 
r お义ち 巧の 乂险 巧と じ 何 •そ J i いふを 巧の 巧が が 牺日还 おされ 化しむ。 がまは この 時まで わ お 
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曼 をを f スそ s 霎累 ig 蓋と ろた を" ホ 茜 喜 塞 6 困 壽提巧 ホ 文 

で ホら 5 とな かして ゐ たので あ 60 

巧 巧は 司法 省ち 催の 誰ち を じ 出 巧した か 化 おおが の 王 天 かが 巧 課の ユダヤ 巧說 を事資 なりと が 
ふと 五け しおを 再 じし、 をつ おき 且つ 悲しんだ 〇 これは まこと じが 個の お 巧 じめ ける あが 國 巧で 
ホる。 而 して J の围巧 巧め じ 巧ろ べきは す $1:^ をの- 大贵 巧で みると 。かくて お ザは 巧 誌 『拓巧 
义 化」 のた めじ 「化 ホに 銭 おす 石 ユダヤ 巧 族の 折 巧』- 爲を W し‘ ホで がな 『H 本 時化」 より ユ 
ダ ヤ巧巧 じ閱卞 ら一篇 をと 历望 せられた るを 巧 巧と して 「ユダヤ人 巧駐じ 就て」 の- 篇を 執笨し > 

叉 笨菱閱 巧せ嘉 受曼び 立命 受累課 蹇¥ も 質 ユダ* 養 S 及」’ ユダヤち 巧 

を正规 すべき 必要々 力說 したので ホる。， 化 上 巧を はみ モ十年 じ 且つて 聊か ユグヤ 巧 垣の ためじ 餐 
卸し ホつ た〇 ユダヤ 禍論 巧よりの 巧 巧は もとより 巧 巧せ しと ころで わる 0. 

ホが まがの 河巧淸 一二郎 巧より ホ 翰が あつた 〇 氏は 巧闹巿 じ 居 ほし、 自ら 中等 おち じが ♦して ゐ 
ると 巧いて ゐられ る。 氏は •ユダヤ 巧 駐じ瞄 する おを を 巧 ホし， が 者 じ 巧して、 な 巧を 巧 ホして 
るろ 0 曰く 

現 すじめけ るを なの 巧 化は 人 想 ホ ffiks. を ホよ 〇 あしたる もの じ# ホして， 拭 太 人のを 强 より 
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巧した ろ ものと 卞〇 巧户ホ 等は 宗な 上よ b 自己 巧 巧を 神の 结巧と 白 巧し、 化 巧を 巧 一して 一义 
ホ國 をを 設 せんとす。 なる じが 巧は t 图 のを じして 固ぶな く-兵 もな し。 あじが 力夺 なて 化- 
大巧 命を ホす こと 不可能な ろを 3 て 目的の 爲 めじ 手 巧を 里ばず とし •遂に 惡 思想を 巧 巧し •不 
平 まを 煩 励し •巧爭 を 製造し， 又 其の 每乂紋 じ 火を おじて み國 みを 其の 部 よれ お遗し •目的を 
達せん とする もの じして、 其の 證な 左の 如し 0 

-、 被 等の あか 的 じ 信奉す る 落が 举を クル ム ー ド、 ト ー ラ じは 之 じ 脚 する 巧言 及訓言 巧ろ 巧 じ 
巧り 0 

二 •巧 巧は 日々 之が 宵 巧を 神 じがり 特に 正月 I 兀日 二日の 所 赎の如 さは 寢 をを 话れ 、巧みの かく 
巧き 叫びて 昕ろ 有様は 化网 人み 瘡魄 せし む。 

一二、 巧 履 W 際 I 二々 化 度 S お 上 じて 新 郞は盃 を 巧き 子 生れて セ 巧に お 巧 々巧 ふが 如き も ホ 化 目的 
を 達すら ためじ 外なら ず 0 

巧、 じ 困の 民け お 亡す る こと 巧なる じ 化を は 二千較 百年み 围じ窗 おし， 迫害 じあ 蒂 をを けたる 
もな 亡せ ざろ のみ か， 巧ぇ じを ぇて 巧々 千 五 百な 人を をし， 有 ほの 人物 お出し' 化 巧 W なの 
巧 ザを 占め， ぶが 巧は を 固持し つ L 々ろら をく 录な 上よ々 一大 使命を 達せん とすろ 布 望に 燃 
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ゆるが 爲め なゎ- 

冗. 彼等の が 密結化 ィス ラィル 化が 问盟 は-八 セ 〇 年 お 人 ジョン レ ー ド クリフ 巧 ±么 をを をし 
てが 期領を 化じ窗 表して K ホ 約 六十 年， プロ トコ ー ルは I 化 0 二が 函人 セル ダ •ニルス 么を 
潭 をして 化 巧 じを 度せ しな ホ ニ十 六 年を お 過す。 化 等を 巧 巧して 巧 水 じがけ ろ 化ぶ お 巧 及び 
巧が 國 の 功が を 見ろ 時は 悉く 巧を して 實じ 動かす ベから ざろ 證ぶ なり。 

ス巧 固の 巧 命は ホ國ニ ューョ ー ク じて 彼等の が斯な 化が 計 おした る もの じして、 巧 命 前问巧 
ょゎ 一遇 描 じ 約 八な 人の 彼等 一巧は 盛 四に 入を めり 0 

セ， 巧な 廣國 の 執な だは 五 巧 四十 凹 人に しての 描 太 人は 叫ち の 十七 人な り〇而 して 化を は 前記 
の プロ トコー ル じ 巧る かく 棟 端なる 専制 おあか 治を 行 ひつ i あり。 

八、 化 巧乂戰 の 簿乂描 じ 义を助 じたる 巧は 彼等 及な ー ホな り。 

ホ、 佛函大 革命 も 彼等 巧 其 ー ホの 計妥 なること 巧 ふべ から ざろ 事 宵な え 

十， 巧 時 あ 太 人の 中 じ も 巧々 の 目的は 大 が々 成 巧せ ろを なて を 早 左语が おじす るか 巧な しとな 
言す る もの あれ。 

な の 如く じして 彼等の 陰な は-お 疑な き ホ じ 慎。 而 かも か 巧は 化 巧乂戰 にめ て 其 U めの 大巧 


み涅 成した るを 化て‘ が 法 励 も 巧ず とな h , 巧氣 となりて 巧 囲 じな 尖を わけ ホ 化せん とする もの 
じ 御が 候。 がる じな 下は 巧る 明脫 なる を 巧なる じ も 巧ら ホ 其を 『かお 推 おじ 面せる 日本 J ぶび 
「日蓮 モ義』 八月 强じ めて 『ユダャ 陰謀 論のを ま J として 巧 囲を も 崩が せんとす る 巧 S 手の 强 
本人 お 太 人に 巧ろ 陰謀な しとて 事な をはて 世 じ »吿 する 陰謀 論 をげ おすとは 如何なる 巧. むを じ 
おや 巧 理由を が 示し 下されを お。 

巧 彼等の 虐 けられた るは をな じ おへ ども 彼等は 自ら 庭 けらる、 種子を 時く 化 じ お。 卽ち あちを 
< じ ニモを お ザみ 团 じを 生す る & 同化せ ず， 國 み 内じ國 おを 造りて 生活し， 筋 巧 巧 勘を 厭 ひて 
おな なろ 商 まを をみ て 富を 巧收 し， 前 おのかき 陰謀々 なて な 固 ぷ杏圾 励 せんとす るを なて 迫害 
を 巧け たるが 夕 きものじ 巧 巧 お。 お 人を と 同 おし 间 怖す ろは 音 目的の 同情 じ 御座 お。 〔中 巧】 

な 本 岡 括を 招 叫して 化を 巧租 すら 人 勘 ホなる は 左の 原因な ろべ しとち へられ 巧。 

- 、 巧演义 はまな 等 じて 此 をぎ をを 阳卞る も 事柄が 餘ゎ大 な るれ 信ぜざる ものを きこと。 

二， 之を 信ず るら 巧 巧ち は大 丈を なりと て おお する もの 夕 きこと。 

一二 •之を か 6 も 自己が 南に 化 思 おじ 化ぶ わ 居る をな て么 をが 斥す る ことを 好まざる のみなら 
ホ •卒 ろ么 をな 1! せんとす る ものを だを きが 化し。 
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四’ 國降閲 がを 煩ます るち 装 治まの 如き) 

五 •化 等 及びな 一巧を 恐ろ、 を。 

六， 彼等 じ 頁 化せら る i を。 (巧 等 揉 巧 速 勘ぶ 逆を 巧*: なをな 占め 化 じ 旧 さ r る 如くす ろな 勘 
はなが なれば、 ホ娇太 人を ち 化する は當 巧の ことなり。〕 

愛する じ國呆 のが 亡じ關 する 一 义問垣 S 择巧 論を 迷妄と してが# せらる i は 如何にもな 惑 じ 巧 
へ ざろ 巧に 巧 座 候。 尙失 括の 言 じは 候へ 巧が 地 じは 化巧駐 硏巧權 虹を もを 巧を 之 •巧 巧の 發資 

も ぞく 候に 付義養 さ 御 質を 著 整 下 S ミ §： 器 机 奮 苗 i 謀 論を 俺丢 迷妄な 

ゎと ま おせらろ、 ならば 詳細 じな 巧 巧 さおが 巧を お。 

昭智二 年 干さ 一十 日 河巧淸 一二郎 
巧 W 巧 太郎股 

tPF は 取 ゎかへ ず大化 併を ま 『插 太閣 …； 財』 所載 『束 巧」 昭智军 主 巧 巧 (没 望义 ■セ 
一丄 を 頁) を： 一: 野 巧 じ 贈"，！ ■これを 窗ん でから ル 生じ 巧 巧し を 要 ホ されても みして 县 くじ お 
之が 〇』 ま々 とい ふ 返# を 出した 0 



が j を 巧は もた かねて ュダャ 禍說じ 巧き* 平凡 社を 下 中 胡： 一一郎 化 じ 巧して ゐ たが、 を 河 巧 氏よりの 
挑の がを 機と し、】 巧 肯定 否 巧の 兩論 まを をして 座談が を 開 さ、 をの 速記 錄を雜 誌 「平 ル』； 151 卜； 
じ 巧ぐ る こと A なつた 。巧 誤を は 十-巧 セ 日 午後ぶ 時より 巧 町晓な ± を 巧 じがて 懼 ふされた 〇出 
巧を はせ 巧者 側よ ゎ 掏 口錯之 巧、 巧 ホ お 軍， 大お隔 ぶ 巧 •をを ホ 側より 大サ 巧を' を 巧の 二 
を •中立と しての 借 夫 巧 平 巧 •並 じ 平凡 か 長 下 中が 一二郎， 巧 編 巧 厨 持を 巧 おの 巧 巧を なせて 八 名 
でぁつた 〇 がま 巧 作を •お 旧 結 ir 中平亮 •而 中を 巧， ホ 池 巧、々 井時郞 諸氏 じ も 平凡な からま 
巧 巧が をせられ たが、 事故が ホつ てが おされた 〇四王 巧延孝 巧へは 巧 ほ 所が 巧 滞で ぁゎ、 且つ 巧 
犬 か S ため 到麽出 巧は 望まれまい とて あのされ なかつ た。 

この 座 誤を じめ. てを をは 久し振り じ お 口 氏と 巧 見ぇた。 巧の 切キ にはな ± を 年の 巧が 現 はれて 
ゐ たが、 あ 早 往年の 如き 大巧 叱 巧 さる i が 如き ことは なかつ た。 「らぅ 俗 巧 i おつて 巧 曰 釣 ばりし 
てゐ る、 今日 もめに 巧つ て ゐた歸 を だ』 と 言 はれた。 筆を はを たかねて 呀じ 巧が して ゐた巧 ホ 勝 
軍 氏と な 封 面した 。巧 じよつ て 松 居が あ 巧が お 岡 縣の乂 なろ こと* 化 じ 松 居 巧が その 經を せろ 踞 
を 『巧 契の 九十 巧パ號 じ、 おを をだ胶 せろ 論文を 巧け てゐ 6 ことを 知つ た 〇酌井 氏は をを にお 
し 「投居 巧が 巧 下を 誤が して ゐ るので す」 と 首 はれた 〇巧 はまた 下 中 化が 「バレス々 ィンへ 巧 出 
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で じち V から 大み御 おが 费 C " たやを 護 ゎ ま おが』 え 問じ寶 「ィ* 愛說 をし もを 
つてき い。 ユダャ人の 恶 12 を 音は ない のはな だを す」 と 答へ らお。 松 養が 福闲縣 のを 
ろじ 級して、 が 巧 巧が 松 居 氏と おおな ろ 同志 關巧 である ことが 察せられた 0 
お 巧の 座 を妃 めてから の暨 は、 「平凡」 昭和 凹 年 一 育號じ 巧け を、 ま襄囊 を附巧 
として 巧 載され た 通ゎで あるから、 讀 ザは 就て 閱讀 されむ ことを 望む 0 
巧者が この 座 誤を ょゎが 宅せ し盈钥 、お运 氏ょ ゎ 左のを 翰 じ 添へ てを の蒂を おじ 『建設」 津二 
巧を 送つて 巧た。 

昭和 一一 幸 十一 置 日 松 居 甚一郞 
拜を まだ 拜顏の おを 得ず おへ ども 一 蕾 呈上け 候 0 

小 ホ 苯げ 年贵お 「化 巧 維新 じ 面せろ 日本」 を拜 讚な したる 際捆太 人の 陰謀 說を 否を せられ 居 
候閒 あえを 呈 して 御 窩 おを 仰 ざ 度が 居 おひし も 何かと 取 紛れ 巧 ま i とが 巧 居候な 『日蓮 おお』 
八 巧號 じがて 同 巧と 阅じ やぅな お ホの 事が 載せら わ 居候 條 、お 年 ホ 稱太閒 短を 的辨 致した る 結 
巧を の 陰謀 哉は 巧 かすべからざる が 巧と 倍 じち お ル 生と しては、 おあれ 丈け のが じて は 今日 ま 
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での お 信な 巧へ すを 沿ず 候 間 巧に 巧を のが 高 おを 仰を 巧 誌 『座 設」 九月， +月號 じめ て 
巧乂人 陰謀 おじ 就て 滿川龜 乂耶氏 じ 巧 ふ 

なる 拙文を 巧 巧 致し、 ーモ 『日蓮ち 塞」 お 货人加 お 文が 氏 じ 拙稿 送 附申上 候。 巧 際 先生 じ も 
r を設 J 巧 財 呈申上 巧を へ 居 おも 巧 住所 不明の 爲 今日まで 延引を、 巧 日な 人より 承 b 早を 巧お呈 
ホ 上 おお 何卒 神 息* の 上 巧 髙が賠 巧 お。 あ 太 問 担は々 日 化み 的 じ 巧 巧せられ つ、 ホろ 大問店 じ 
候へ ば、 小生 としてもを 情を 巧みて 化生を 巧が する や 5 な不 がを な考 へのない がは なじ 明瞭 じ 
ホ 上 置 候 0 ( 中 巧】 化を 『猫ち 巧 巧の 大隆 謀と じ 何 ぞ』- が 贈呈 仕 お 俺が 化 評 仰 おお。 拜具 
尙 前記 i 『建設』 上 じは、 巧 巧の 兩义を 胃 巧に 引用し， をが 愧± とか 爵川巧 止と か 西洋 かぶ 
れ した 單 をなら ちじち •巧 川 巧の かき 東が おおを がかし、 H 本主淺 じぶ 脚して ゐろ 人が この 巧々 
白々 たろ ユダヤ おを 否定して， 么を說 くを じ對し 「不を 謡 極まる 話」 とか r 巧し い 迷 妾」 とか 断 
ずろ のは 不 汲を もを しいと て、 論 » となるべき 巧ヶ 俺を 巧け てあつた 。がかし をの 論 巧とは、 巧 
ホ ユダヤ 規なネ が 言 ひ 古る せし ところを 1 ホ も 出た ものでは なかつ た。 た r をを は 氏より おらむ 
たる 著述を 請んで、 前記せ し 如く 巧が ホ おじ 新むな る ユダヤ 照ち 巧 巧なる ことを 巧り' 义巧 じよ 
つて 夕 くの 巧 ホ やおを お ボを為 じ お ホの 仲 瞄じ引 入れられつ i ホを J とを なめて 呆 はゎ！！ 巧と を 
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久しぅ したので ある。 

とこを その 翌日 巧 井 氏から も 一 蒙 雲 ホた め 居 i 畜 巧の 『護」 まを 巧へ をつ て 巧 
た 《 巧 井 氏のを 面には 

-日も 巧 かじ 此讓を 巧き 巧 きものじ お。 抑 霞を がち 一で こ 口蔓远 
と ある。 この 「霎』 はを 者 S 『ホ爱』 にあら ざを】 と 明かで あち 何と なれば 巧 岡を 巧をエ々 

の斋 あを 泣」 ミ。 蹇誓ま sf f 居 f 、 ？後蟲野 是爵 X ことを 化 

招す ると 共 じ’ 暑 S 十れ じ f 『ユダャ 闹 のを 妄」 を霎 して’ お 岡が なを 州日認 じを 
た 河 巧 着 兩氏じ 勤す i る じ 巧へ ちがから 雲は 之を なて 巧 量ず、 更にを 掃の 木— 
巧に 着手した ので あろ 0 

か 之 間 じも霎 はまた 河 巧 松 居兩氏 轰閒に 島を ま 信 巧み 巧つ ち董择 信の 巧を 巧く の 
で +< 田の 案 おお 巧せ ぬ夕禱 のちは ホ 翰の 巧 物が 寞夕 なつて ゐ ろ。 

(ね 居 氏ょり 昭が 一二 年 十一月 十日け) 

ちな 平ん 聖化 じて 宮芸 おじめて ユダャ 簡 阻の 懇 洗を 疆 せられ 候 ホ •時寫 ない 
巧せ 兵庄 お。 柄 基寞も 留霜巧 構ち と S 兒も翠 苗 分と 面白 かゎしが と 巧 じが 
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ホ 巧 巧 お 。あ义 問 固に 纷し貸 巧と 小を とは そのを かが 乂分 まつて ほ'" や 5 じ 仰 庄候闹 化 化 

r 建 巧 J 或よ じがて 愚見の f 端を 述べ 貴 脚の 巧 お あを 煩は しお 度， お 日と におし 九州 H 巧 紙上 じ 
ゆて 「ユダャ 禍の 迷妄』 と 固し 抑 執 お下さろ かじつき がしんで 幷巧可 かお。 巧を 知の 如く 婉乂 
巧 超は マルクスの 當 時から も 巧な ゎ 八を しく 論ぜら わ おが ロシァ 大をか 後 1 巧を 要が せられ、 
を 巧 ロン-トン をを 中の 日木大 硬巧赛 巧め を 面 中 じ も 「最巧 獨をじ もが じ 巧 間に 衍太問 留を巧 
巧して ゐろ 相です』 と 有 之， 猶太 問題の 硏 巧は 極めて 藍 嬰な ろ 事と なじ 候 間な じ 商を の 興なる 
齒 々巧は して 考究す る 事 も {八 勝ちが 耽で ない i 信じ おお 何卒 巧な 巧 賊ゎ巧 御 巧 申 卜； お。 (下 巧} 
(ぬ 括 氏ょり 同年 十一月 十ー ロ 付〕 

妍太巧 猫じ關 して 重ねて 詳細な 巧手が 间き難 有な じます。 不な譯 ななから 巧を ホと も か 5 し 
てた 畫を 巧换 すろ をら 灭 下の 快事の I つであります 0 

巧手が じょり ま f と洒井 氏が 巧 巧 巧 下じ對 して あが 巧說を おがして ゐな とい はれた さぅ です か 
ら ，八-巧 早速 同 巧じ盡 怖を 出して 化が 誤辭 とい ふのは どんな 息 かで せぅ かと 哥 ねて やりました 0 
なが お义 人の 除な がを 信ずる や 5 じな 0 ましたのは 巧 巧の 客が じ 同が して 置 さました 『猫 太 巧 
巧硏 巧ち 料』 C 印刷- 3 た霎や 霜、 赛 I から 窓を し T 巧た 貨 I 革から をし 冀 S 諸 おかを 



く 捏養策 もを を& とずれば？ や 露は f をで をます。 愛猪芙 s 謀な ど、 

いふ 甚だ 不赚 事は 昔 ひたくな いので あるが’ 之れ まで 讀ん だり 陆 いたりした 举み綜 をして 考へ 

ると マサを とらおへ 畫 をら さ 繁曼絕 ちて ゐ & ので T 。 をを 襄表 信念を 巧 

ち 破る 丈け の强い 有力な 黄 おを 捉 化して おきたい ので あわます。 

おも 貴 T が需 なる む 事を 35 醬を 論じ H 居を & をを 信じます。 义私も 冷 靜じ理 巧 的 じ 
助 制して 朽 きたいと おつて ゐ ます 〇 物は 敬 底の じ 研究せ なくて はを の眞 相を 捕 ふる 事が 化來ま 
せん。 猶太 問 超 じしても】 寸 請み 晒 つたわ •助き 恼 つたわした 丈け で 化 削す ると 閒連 ひまず。 
今日まで 大部み の 人が さぅ だとな ひます。 がろ じ 貴下が 該巧趙 にち て眞 痴じ闽 巧を さを そ 
のを 巧を 阳明 しよぅと 巧 力され てゐ まず ことは 誠に 感謝 じ堪 へません。 

如 手紙 じを ます ミル； やぃ i ー ンボ惡 人であるなら 正々 堂々 ミル タスの 理論に 反對す 
れで よい、 ユダヤ人を 隨を惡 人と する ことは 日本 民族と しての 耻醇 ではない かと ありまし たが' 
私は マルクスの 理論が 巧を 的で も 何でもなく】 つのを 想 じ 過 ざない とい ふ 歌は じじ 『時事 隨 が」 
じ 論じて 面さ ま-^ たから 別封を なて 解 管 致します。 ホ じ 一宮して 芭 さま； は 化は ユダ； 
を 巧が 忠 者で 陰 誌を 企て、 ゐ るとは かしません。 フォー ドの 言を 化讯 して 一巧 巧の】 郁 分卽ち 
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化が 揉 縱 の お 太 人」 であると いふので あわまず 〇此 巧は 特にが ななが ひます 0 《 下が 一 
(巧 巧 巧ょり 同年 十 I パ 十ー ニ ロ〕 

早速が お 善ぶ WS を 巧 お 送 下されが 有 奉 巧 謝 候。 が 說谋誌 中大化 氏の 「抵乂 禍の疏 J を お 請 化 

お瞎單 拙な 5 f ミ'： ST 明 皆ち 組 寶な& 装 的 I 大害を 重 玄曼大 g じして を 
が， なる ちは 一 お 裏」、 督 じ青菱 さおむ 急 長。 今董窒 奮閒臀 か-候。 

1、 巧は 『愛人 离 S 護 的な & 養 純 堂 信 毛馨 屋蒙& 如く 蓄 する もの あ 

る も 斯&神 な 桑 君は 旣に 去を &を导 陰謀な ど章& 苦な」」 是養じ 論ぜら 
る-' も是 契なる 誤な- s '。 彼等は 二 千年 ホ じ 越の 巧と なり、 化 巧 各國に 寄生ず るら^^ じ时 
化せず 又 如た 巧 寒 せら ミも抵 じせざる のを f 震して 巧 人口は 琴 的 千 おな をな 
人を 巧し' 而 かも 人が 巧 出して みぶ 面 じ 巧 勢を よめが がの 富の 巧 半を 捏 わたる はがゆる がの 

き {示 君 S 囊な わ。 尊 神を S 養が 想を 屋 じし 下 塞 命卽ち 奠を竺 して シすシ 

が 固を 建設 せんとす る 倩を は衰 ふる 肆ホ なく、 其 日常生活 のが 恕勒 恐なる が 巧が 砖悲 が；^ る 
お婚巧 巧は まもを へざる 巧ぶな わ。 

二、 猪畜皇 罩&霉 置 意 華阳 蒙み 岂 進ち 了 管く 拜る装 さお 义金 
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じさ まがな をが 察し 尙 彼等と 巧り まみ 唐 じ も 出 人して ま 度 語を 洞察 おる 雲を を 
詞 とし、 勇 團じ H 出 奪 6 愛 3 IS 奢 物夕 愛霎 と」 宗ミた tG •卽ん 農を 化 
.しお 莲ぎ 5 た 6 も径」 点 墨 si サ& タィ： 7 S 喜 ミを 義冀確 音の 

ものに 非ず。 がる じ 論を は瞄 测を逞 ふして 獨巧的 じ 彼の 宣 巧に がりたら もの、 化く 論ずる は 
涩 ふろ もを だし 0 

一二、 苗 太陰 謀の ま 巧は 一を 〇 年 巧 人ジヨ こ’ ト クリフ 望 じ 依りて 强 見なを せらを ろら 
のじして を物绿 々踊し 大問暦 もたが •彼等 S 辯 馨の贸 ぉめ •寃 有ら ゆら 法 お 法 か 
じを 一時 露-^ た 石も、 爾囊審 ま 紛々 链見妄 じを 曲 じか そ 盛じ讓 甘ら ると まりた 

る ものな り 0 

巧 困は 葵 大器 ミ 霉と巧 謹 A T 稀 U ち 且つ 日 震 普藥 i 太蓉ま 霞の 

巧 助 (を おは 日本を 利用して 骚國を 倒さん とする じあり〕 を 巧け たるを なて 巧 じ 巧を じ 押な 
をを し、 巧々 陰な なを 聞く も 信ぜ 中义 信ずる も々 までの 關 係よ 論歲を 避けたり 。巧ろ じ 大巧 
中 対 あ 後 彼 革は 日 的の 义 巧を 違 巧した るを U て 巧 運 勘 も 大じ兹 をと なゎ •尙 K 巧 お 我 四に 向 
け ホろ 化 じ論沒 をと なり » 巧を 化 ふるじまり しもの なり 0 
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四’ ィヮノフ2^裏の度人なれば其姐团彼等じ忍はれたるなじ> 曲慨8がじ誇大の冨を弄し 
才 ，0 や も 知 才ず假 を 彼等 2 ミが が稱な 6 とする も 之を な T 猶太 禍 をず 度す るを 得ず、 か 
何と なれば 化 問 垣は-個 人-局部の もの じ ホ ホして 化界 巧-大事' 货 なれば なり 0 

ちお累 ィヮ ノ 7 基ち たる I 抱への 謹を 是 して 岛 じを 部を 嵩な りと なすは 早を 
葉で 詔と なれば 巧 なる 爵お の 巧を は I をて 理 がすろ 是じ委 .是れ 何物 か 

ホ乂 まとな々 て 一種の お 見 じ囚れ たる もの じがず や 0 

之を？ 含を 巧 S 霞 I 寡 根 謹を 驚 £5 設 なれ 餐去窗く 二と を—。 

六、 が 計から なた ソゲ エト •ロシアが 苗-一就て 0 
巧 困 雲は 前と 游 1 テン々— ナご ナルとは 表面は お翩 係な ろら 發面 じめ ては 同體 なること 
は巧ム ベから ざる 事ち なり。 而 して 馨は養 謀と 自 夏が なとは 抽カホ おし、 巧が 艇巧じ 
音 的を 達せん と ミ 襄 み- 駕すミ U 玉を 蜜 去？’ 賣 1 讀と 漂？ が 占せ & 
をを 货 とし、 薑 B 累 S なを 一と がさ 受昌 S 蕃ょま ミ 焚 兵に 巧が しが 
は 事？ 曲？ S 巧 f 奪孚& ちを わ巧馨 尝基 が综製 SS ちじき 偉 

用す るは 大 なる を换 なり。 わじ 巧 おの 仲 も 倍を 菌き旋 し 0 
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を 論ずる がく 大ホ氏 s 理玄 なて 涵太描 論々 迷妄な りと？ る ことを 得ざる 者に お。 ...... 

尙二 一二 お 苗を 申 上げ 巧參 ちじ 巧 供 候。 

1、 度 肇命藥 閣ニユ 1 T クじ窜 計进し (猶太が S 梦 一而」 5 賣 をを 國の 彼等 
の 囊を出 巧 おる ものな ミと 滿巧 ミ。 或 巧 巧を な 资執暮 中 八を 诚は蹄 太 人に し 
て 叉は 化 革命 中 霞 裏は 悲 をなる 惡 をを けたる も 奠裏 等は 攀の拐 まを 受けず 
猛 々其乂 を 巧し つ、 あるは 陰謀 拳 苗を 輿 巧す る もの じ 非ず や 0 

二、 置 S # 重 塞は 愛 達な 6# 製 資し 50 奮な え 猫 妾理品 0 陰謀の 雲 

じを せゎ。 

ちな 世み 困 のぞ 命 又は 敬な S 张 本人 じは 彼 巧の 加を ざろ もな きは 陰な 本 K を 語 & 巧せ 在 
ろ S なえが 奚戰を 計 まし 巧 火を な-^ たる ものは 何人 ス カィゼル じ 非 ホ、 巧 人に ホず’ 
化 等の が 巧を 社な り。 

四、 彼等ち 手 轰祖國 の 隻を馨 し 時 じ 巧 化 シォン 運 かを 起し、 詔を 整して が 巧み 曲 
じ奔筆 6 同胞 & 髮 ぜし5奠3 挫？ 石を H 的な 0 とし、 瓷中 及 茜— にがて 目 
I 巧し きを かを なお. 0 巧ち’ 巧後審 货上晶 々ま おろを 号掛 々村 巧す ろ 巧な をが 十 年 
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を 巧 a すろ 今日な じ I =1 一巧 人な 团 したろ のみなる は 何を 語る か。 

E， _ 九-八 年 シベリァ コルチャック おが 街 夭のを をな て將じ 肤盈じ 進入 せんとして おか じを 
軍し 怜じ をく 崩 巧した るは 英围あ 太 人 等の 巧 じして 其】 人なる サンダ ソン 大 おを 極 束 じ 急行 
せし ろ 上' お 等 じがて コルチ ャッ ク軍じ 不利 ミ 巧 論々 お起し 餘義な < お毫 ，0 めた ろた め 
なぇ 又-九 一丸 年 二月 巧を じ 巧て 俯ち 師 困と 協同し' 破 かの 巧々 なて 涵 巧が 軍を 巧 h 長 招 
前進した る デニ サン 巧が f 巧 か 化して 又 起つ 能は ざる じ まれる は •巧 おを 謀を あ 太 人 フリ— 
デン ベルダ 巧び オ デブ サ巧事 お 太 人 H ノ 夫ち 等が 過が； 化 巧 じ 勝利を 得せし じる ため 么じ巧 巧 
して 巧 巧を 巧 巧し •且つ 不 おじか おを 沮ホ せしめた るた め软 紋じ大 なる 缺陷を 生じた るた め 
なゎ 0 

六 •彼等は なじ 化 巧 S 宮巧 ホを 撮る も尙 且つ あ々 として 富を 搜巧 せんとす ろは 何 化なる や。 を 
力を なて# お乂 人々 压 化せん が 巧め なり。 巧 時 彼等のを なは が ホ トラスト とし •一大 資本力 
を 凹て ホお义 人を お化し 其 睐下じ お 化せし めんが ためなり。 巧言 路巧阅 通信が の 画よ を 企 
て、 旣じ巧 大部は なをの 手 じがせ り。 巧 時 巧寸巧 まの 巧 占を 企 固し をれ 貿 化の 手は 旣じ巧 神 
戶邊 まで 抑び つ A あゎ。 
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ち羅 席璧裹 sis 需な J 李 s をを 近せ け， 奮寶 s 化— 寒な くせ 

しろ 望を 望して 王 成の 振は ざる じ 乘じ妥 平が 霎命 にもれ 共巧改 ええとす ろ 彼 
等の 陰謀な 〇。 

八、 畫十羣 二 H 里 お 質 i 至お覽 虞— 幕ま雙 if へさ 奠 養の 化 ホ 

/ を窒を f 氏 S ぶ 愛人の 古 巧は 何— るち 彼— なのの 宇べ からざる i 巧 
九 •巧 国替を § する 島 這 至 塞 S 支を こ； じ寞 して 一案 和國 を蠢ゼ 

んと 卞〇而 して 其 黄を は畜 S 巧 太富轰 ょり 出 巧し を々 計妄 々進めつ、 ありと いふ。 

前 隻び蓋 S ?8 S 害— 居 付# 下は— な？ 0 と 5 畫ミ 巧— ベく とな 

お。 要す. 0 じ窩駐 は幽亲 ご斋越 なれば 御 立じ喬 じ？ ス円 己の 利害に 關せ ずを も 
史 面目 じ抗巧 する 掌 肝 おじ 護 候。 巧 下ら 一思に 陰謀 適 差を せず 巧 硏累上 彼等 陰な の 一# 
苗を 巧を せられ おが 奪 申 上 お。 尙妾芙 せ 氏の 巧 一 g じ 巧し 巧 下— 上 お。 

(に 居 氏ょり 巧 年 十一 巧 二 i ハ 日) 

(震】 面 達から 摩 巧 巧— が？ ましち モ 亥ち 談 をの 森の 養と お 萬 冀の資 
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み强 めて あむました。 

「をは 経 太 問 超は 巧め て 踏 巧し 居ろ を U て-面の 巧 巧を W て 直ち じ 是非す るは 不可な わ。 をは 
補 口 巧と 巧 摘 太も冀 革命 进 動を sf 亦滿川 J 共た’？ 本は 愛人 4 寧る 

外を なき 喜 ホ。 欧暨寡 交番 璧ら をむ ばと T 之 這 H 愛人 畜累魔 巧な り 

とがず るは ホな わ 」 

と 巧な わ 長く 蒂 いて あ 0 ましたが •同氏が 最巧親 说ま寒 (な 前 もを の 巧 おにあわました やぅで 
ずが) じ なられた 事 や 何 かじつい ておの 考 へを 述べたい と 田 心 ひまず がとは 可な り 長くな ろ や 5 
でず から 後 ほじ 讓 るを じ 致し ませぅ 0 ( 下 お 一 
(が 野 巧ょり 同年 十二月 二日) 

拜巧巧囊 ホ じが 養 宛の 御 S 拜薄 候。 蠢 にかて 巧阴懼 g 摘畜段 座談な じがて 柄 ホ E 
は肯說 に赏寒 表」、 管 巧ら 管 撃せ ざ&た 《をは 大勝 利を 努& 如く 替 信の 如くな 

る も 元 來酒井 巧は 最 かお 太陰 謀 論を 商唱 して 國 巧に 持を を 巧へ たろ も、 後 じは SJ 巧 巧を 探 

り 日本は 愛 g 後 お 0 夕 ちち 累を提 手ち 《を 言馨な & 器、 畫童馨 に 
依々 て 明を ち？ < さ 氏 S §8 S 議基 f 陰冀 g をと 去蓄 ょぶ 等み 排斥 



すろ 事 巧し 得 ざろ もの じして* き說 じを 盧 をを する はを お 巧 ざた &當 なじ お 〇捆口 氏が 餘り論 

巧せ ざる も S か s ' 挪合离 る 表 C 去亨 S 后で た&ら 莲 ずと 粹候 。貴下が 

前記を 談 なじめて 巧 利の 化 畳に 立ら たると 大ホ 巧と ィヴ ゾフ とのを をが なと を W 一て， を 咳掩徒 
なろ 巧 巧の 大本 贵 たる 猫义 陰な 論を 迷妄と して 較 がする は 如何 じ おふる もす 可 邮の事 じあ。 併 
しす 日 九州 日 巧 化 上 じ 巧 巧 載の わじせ 巧が 名論 早 說を拜 讀巧化 錫を 巧 居候。 巧し 如柯 じな 餘み 
班と 雄 も ザち をが 孽事は 香 おじ 候。 當ぷ じがても を おじ 對巧 する お 惜と巧 備有么 候に 付 今 
後を 曲が 等 じめ て 正々 を々 を 取 巧 化 お。 

巧卞る じが 等 お 太 人の 陰謀が 藝化 はお おお 式 じを 國 の 規 おじ 巧 じて ホ 随** る ものな わ ば、 巧 
i 說 勝を 制し 陰 霞 一打 消さる、 時は •圃比 S 君 > を 弛 授し霎 じ 乘ぜら た 豐晃ぁ 
巧 敗を 巧く は 火を ほ 占ょ 0 も 明かな ろ 率 じ 巧。 か义の 例じ徵 ずむ ば 彼等は 陰謀 港を して 不利 じ 
陷 りたる 時は ながな ろを 消涅 巧を 巧し、 巧 巧せ 凰 お S を 巧を 和け 密巧 むを 巧め しむる は 常を 手 
ほじ 巧。 なじ 先 巧を は 化 陰な 事 货を闽 民 じ 巧知せ しめ 按戒を 加へ しむる おがを 巧に 巧 座 お。 化 

見が をして ル まは 一大# 悟を なて 陰 議を巧 霞し 巧 I 祐季る 苦 望 お。 畜 見の 一地 

をな 巧 申 - H 巧 0 り 
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篆 巧は 巧 巧 巧の ホ 望 もみつ たので、 も 巧 巧の ホ 翰を 一巧 じして 乂け おじ 示した ところ •大け お 
よ 〇 十二 巧 十二 K 付ぶ の ホ おが あつた。 

ミ… ユダヤ 禍證 ホ 諸 先生の 靠搪 一 束を 拜 をいた しました。 ル 生と しては 同じ 日本人 じて あわな 
がら 巧ぅ も 物の 巧 ザが ちが ふ もの かと 嘆息す るな 外 じは 別 じ 言葉 もありません 〇河巧 氏が 十】 
巧 - M 二日 附の手 おじ あけて 居られる 九 巧 ばかりの 指摘は •幸か不幸か 最近 十 年 ばか わ ロシア 革 
命と 0 シァ 辜 情の 硏 巧に 巧 力を をして ゐろル 生じは 殆どを 補を 肯し 難い ばかり か、 よくも か、 
る單 純な 作り話を 我々 の 同胞^ ホり、 多少と も 巧 まある 人々 が 借 じて ゐる こと だと おくの かは 
み わを せん。 八 百 人の ユダヤ人が ュ ユ—ョ ー クから ロシアへ 乘这ん だた めじ ロシア 革命が 起つ 
たと 信 ホるな 上、 ラシ エダ ィチが パル ピンへ ホた から 日本が あぶない と 倍ず るの もを がかと あ 
はれます 〇 マルクスの 理 おはを お 的で ユダヤ お 論は 巧 巧的硏 巧の 巧 巧 だと 倍 じて ゐる 人の ある 
こと々 巧り ました ゥ 
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» 五 章 迷妄の 巧 破 

■ほ 書 

巧者は これからい ょく 迷妄 巧 破 じ 取り か i る。 化づユ ダヤ巧 茜る のを 大典 巧と もい ふべき 逢 
巧ち の 巧 値 如何と いふ ことで あ 60 

ユダヤ 麻 論 ホは 综定 書を 巧して •ユダヤの 巧 巧 巧が 含を して 決議した 記錄 であると いつて ゐ 
ろ〇ユ ダヤ厢 論を の 主 おじは を怪な ことが 巧 山 あるが、 その 人達が 見て あ も お U べき， 化 巧 破 填』 
のが ♦をに かし、 「巧 巧 J かを つてみ 度したら ので あろとは， 班いた r けで もな 楼が なは のな であ 
る。 それなら ば 日本 共を なのが 巧れ 網は 日本のを 巧 等が を 4 口して 決議した ものであると いひ 巧る 
か。 ち々 の 巧 或から いつても 巧 巧とは、 そんな ユダヤ人 のがを のい i ことば かりを 計 誤す 石-® 
の 人々 とはち へられね ので あろ。 巧 巧が 化 巧 破 溃の陰 組をから むだと いふ ことは 楠亞 成が 南 巧 倒 
宙を をら むだと いふ こと I 同が で ホる 〇が らば それは 『» 巧」 でな < て 「巧 哲」 で ホら ぅ〇 でも 
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ユダャ 巧 酉は ホ 巧に 巧 巧して ゐ るから、 簡單な 6 巧 熟で 好棵出 ホぬ とい ふなら ば •最早 巧 巧は 巧 
巧手す る ことの 巧 巧を 蒙りたい 。何とな わ ば-この 忙 はしい 世の中 じ 松 裸巧院 巧き の 人達み 度 面 
目 じな つて 巧手と しては 居られめ からで あろ 〇 それは 如何なる 場を じ も 巧 おと 論理との なを 的 巧 
巧の 上に 化つて 取 物の 判が じな へる 巧 巧 S 領域を 随れ て、 怨 確む 理 の 楠 威 中が 古が 氏 あたりの 手 
じ囘附 しなければ ならぬ からで ホる。 

「前を 視巧區 某氏は 靜岡巿 の ユダャ 禍 論を 那訪部 一之 輔氏 じがへ てこの 逐 ちまを あなり として 
曰く 

ちは 我を 同志の 人の モ辛巧 苦して 巧國 にて 得た る 原本 じより て譚 せる もの じ 有と， 『蔑を を」 の 
交を 疑 ふ# 有 之 候 も ル 半 等は こわを ちな ゎと し. かくと も 世間は 化 巧を まじよ 0 ての かされつ 
つ あるは 巧 ふ 巧らざる 事 苗に 候。 

と、 又 曰く 

邮围を ホな ホ •化 ホ 革命は をく 男 名の 下 じ 民 ホ々 煩 勘し* 义巧 濟ホ壓 巧の 下 じみ 民を お 巧せ し 
め， なて 巧 脚 革を じ 誘き たる あ 太 人の 捨 なに 有 之， 煤 おな &化 相は 化 等の 化 巧の 計 黄の 下 じ 誘 
理 かがせ しめられ たる も S ぞく 有 之、 巧 ホ 巧 国 じがて 巧唱 さる、 諸說义 は— 巧义 はお 示 じよ 0 



け 3 


て 度 巧 じな 成、 一が 巧 ホは マな すなの 裡じ とれ じな 化さむ •破 巧の 中毒 じ 巧され て ゐる巧 寅， 
化つ て此 巧は な 太の 术陆と 其 斤 巧を々 巧す るは 卽ち化 人を 巧 瞄す& 巧な に 有を ち」 

これは 化 居な お 巧の まをから 引 巧した ので ホる が、 前を 視細 おの 何人で あるかは 大巧 おおは せ 
< が、 松 居 氏が がして ゐ るの だから 强 ひて これを こ 》 じ 明か じする 必要 もない 〇巧じ 巧前密 がが 
おとか， 陸 巧の 略ぜ とか， 新閒 ち 巧と か、 巧 巧と か， w ± とか， を ± とかの 有識 階級 W 人々 が こ 
S 巧を をを をな りと し、 ホ じ ユダャ 巧を 論唱 して ゐろ からと言つて •をれ で 直ち じ 疑を を や ユダ 
ャ禍を 肯定す る ことは 出 ホない ので あ 6。 

を 巧は 先日 贿 かの 某 池 巧 じ 催 ふされた る お 巧 巧洲巧 歯ち 党をから 巧 かわて を 巧した が、 その 中 
じ 明白なる 巧 W のは 宙が睐 列され てあつた。 巧者は 過ぐ ろ ニケ 年を 『大西郷を 震』 の 縮 期を 貝と 
して •柳 か 道の 大先巧 S あがを 韻 じ 接し 得た ので あるが、 その 明白なる 拍畜 であると いふ 證 巧は* 
をを 見ず しても 『大巧 巧が 坐 巧が。 ホ 萬な 巧 五大州」 ち々 とい ム詩じ 泣して 明かで ある。 かくの 
かきは r を 巧 巧 己 巧 巧 あ。 南 « 俘囚巧 巧を』 とい ひ 『囘首 十を お 年を。 ホ お 曲 明 巧 墓前』 とい ひ 
しほ どの » 旅な ろ大西 がの ホと しては 似ても つかめ 巧 -H 怪 の も S であつ て •雑 巧 S 巧 時を こらみ 
た々 を ご A つき 旧つ たの 击屋 のは 冉りそ 5 な 文な である。 現じ 巧兒ち 巧 じ 巧き 曲々 じは 曲を お W 



41 i 商 せらる i 巧が あつて， 强じ乂 西 輝の 馆 をを まいて ゐ &0 がかし 彼 自身と しては 就を お洲 とお 
すろ の だからを サ もない らしい。 この 宙が函 か 南が の 害で ある や 否やは もとょり 巧 おする 要 も 4 
いが* か、 ろ 一を 明白なる 巧 まを つかまされて、 この 會の主 巧 ホは 氣が なかなか つたので ある。 
モ 偶を はなを にな 用を ろ 名 ± を抵羅 する 助 困を 人で あり， 巧 削 梅 巧の せ 業を を まじ 巧彰 すろ こと 
を 目的と して ゐ るので ホる。 而 して この あ 党 含には 苗 貴の 力々 も臺覺 じぼつ てゐ ろので ある 0 
この 例と 同じく ユダヤ お 論者 じ 社を 的を f ! を紀羅 し、 ユダヤ 閒 まの 中 じ 『賜 天 S の ホ 巧 かお 
かれて あつたから とて、 それを なて か 中し も ユダヤ 巧 說が虽 であり， 综 をを が馆曹 でない とい ふ 
ことは 出 ホない 0 

が じは 巧な りじ 依 まとい ふ ものが 存 巧して ゐ る。 そして 傑 害は それ 自身 じめ てを 巧の 巧 値 そを 
して ゐろ 巧を が ホる 〇义 巧を して 化々 值 け、 かを ネ おらない 限りは かずし も 巧く を U ベから > 
& まも ある。- セス ニ 年 キヤ ピ テン. クックが 太平洋の 巧檢抗 おに 化 事し、 大じ ョーロ ッバ 人の 
奸 ホ-心を このみ 面 じ 集中せ しめつ i あつた 時、 プ サルマン デルなる 巧は フォルモサ 人 (ま 巧 人) と 
稱 して 巧 か 巧 团じ化 現し •フォルモサを なて ォ コック おじ 巧り とし、 巧 じ フォルモサの 地理 •言 
な 《 人 巧 & 巧 巧を 巧を して 時人の 好々- むじ 巧 じたが、 を じ ォック スフ オー ド大革 じれて フォみ 
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モサ じ抽卞 る-巧 巧を 巧を し •フ * ルモサ 語の 义巧 までら 唐 萬した とい ふこ i であ る〇 こんな 話 
はお 作のを 入りと して 巧 巧なら ので あるが、 それほどで なくと も 巧が 國じ めても その ま 例 じは 巧 
して 乏し < な いので ある。 保が として 化 巧 じ 巧 けらる i を 名な もの じは、 何々 古文 宙 とか 巧々 ま 
とか r あ 6 やぅで あるが， を ぞ の 接した る 巧 白な- 0 街が は 3 I ロ ッバ 大戰の お 期 じ 出が せらむ た 
る 『朕が 作 巧」' であつ ち これは カイゼルの おまで 巧 人の 譯 となつ てゐ たが， をみ 出して 化 じを 
巧す 6 じ 至つ たとい ふ徑 巧は 『なをを J ± 同 H 巧 曲で あつた。® しこの 方は カイ ぜル 原著と あつ 
たが 誰し も その 原 まを 見た ものが ホかつた 〇 巧が 參謀 本部の お 巧は 譯 者を 訪 ふて お まの 西 g をな 
つたが、 語を は 言を 左右 じ 把し T 之を 巧んだ 云々 とを 時の 『萬 巧 帯 J じ 化て ゐ たので ホる 〇これ 
は离 を i 稱 する 人の おかで をつ たから， 他人 じ 示すべき 巧を がおかつ た 明かな 證據 でを る。 なる 
じこの 巧を は ホ おじ 巧が じ 作が せられ， カイゼルの 冊 お 征邮の 巧. 心を な ふじ 足る ものが あつたか 
ら であらぅ •上け お軍大 おや 松 方な 诗が大 じこの 普 巧を 巧黃 し， 化 < 知友の 閲 じこれ が瞭設 々巧 
めて ゐ たので ある。 巧を のか 人た る 司法 巧の 一先 巧ら 「と 5 く r 時 か 作 我 J じは I 巧 唯は された > 
こわは 巧* 一巧の ス史 だつ た」 と 巧を じ おられた ことがあ 6。 

.を 苗況 年の 頃， 時 ル 大巧が ま 化 卸は ま那皇 巧た らんと する 野望を 抱 さ、 餐ホ をを をして なじま 



M 一巧 巧 制进を 唱道せ しめ •巧 « なるお 元號を 勘定して 乂を おど 巧らん とした 〇時 じた r J つの 邪な 
.物が 巧 人 巧を の r 巧 天 時 巧』 であつた ので、 まは が 下 じ 巧す 石 じ お 巧の 巧を を U てし* 同化を 買 
れ せんと 企てた ので ある。 がろ じ 部下は 買 化 S をを くを 腹じ拽 じ， 费 じな くじは r 順 天 時 巧』 の 
巧 物を 巧した 〇 寒は そわと も 知らず •有 巧の 砸 誇の 洽を唱 へ' し 『頓天 時 巧 J が， 黃 金の ため 一巧 
じして 赛が制 巧を 敦 美せ しお 度の 一巧 じが 巧した ので ある。 

公值や 巧を のな 造 さろ i 世の中 じ、 封历 がの 径道 される こと も 多く 怪しむ じ をらない 〇 先年 口 
ン ドンで も 巧を お閒 プラゥダの 巧 造され た) とが ホち その 新 巧 じは 巧 庭な 巧が 巧 ど 破な じ衡し 
てゐる やぅな 記事が あつた。 これは 當時 イギリスのを おを が 動もすれば プヴ H 卜を おの 方 巧 じ 走 
らんと する 巧 向が みつたので、 これを 化ム すべ. くを てた 化を で ホつ た。 

先年 ィギリスの 化 巧 じ 大波 历を 起さし め， を じ 巧樹媒 内閣の 冗 巧を 巧いた ジノ ゲィ ユフ まを な 
る もの も •渐く 巧 巧 じな つて をれ がな 物で あつた ことが々 つた 〇が かし 今を それが かつた からと 
て， 巧て 化つ たなな あ 巧 脚が おめ ろ ものでは ない 〇結巧 巧 猫な 巧销 こそょ い 巧 おで ホつ たので 
ある。 その後を つた アルコス •バ ゥスの 寒 宅 捜 おを 件 もを の 根 柄 じは， 巧 古と なつた ロシァの お 
化 採を 巧 上 けんとす るィギ 9 ス巧本 寡 S 巧 おが 浴んで ゐた〇 そして ィギリスの 巧 お 巧と 外 巧ち i 
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はを く 患を が ザ 謝して & たので ホる が-を じ 巧 巧 ぷ 一部の 濁 邸す 斤 じよつて ホの まを 巧 索が 巧は 
れ たので わる。 ロシ 7 の 宜话を 恐る i こと 化を イギリス じぶ ぶ國は 無から 50 それだけ イギリス 
は渔 々な W が 巧を つかまされる。 今日 ョ ー 0 ッバの 中央 じは 有らゆる 固巧關 巧の 一が 密か 巧と もい 
ふべき 化物を 製 港す 6 1 困が ある 〇げ じは これを な 物と がりつ 4, がらめ 顔して 巧め じすら こと 
ら ある。 イギリスの 巧 ホ懲の 巧は アルコス •ハゥス 事件を 口窗 として 0 シ T と谢 巧した 。なかし 
利益 じ 叙き イギリス 商人は 依が として 對度 巧な じがつて ゐ る。 巧 所を 腹は しないが、 お 巧 だけは 
なけ 目な くす & ところ じ， アングロ •サク プ ン の 民族性が 輝いて ゐる d もとより 化 じ 傅 へらる〜 
所謂 ロシァの 宣 巧なる ものが をが 無い とい ふので はない。 化 巧の 闹 巧は 盛々 實 々である。 巧々 は 
巧 巧なる 眼を かち， ホ 巧 正大な ろを 地に なつて 巧ら ゆる 事物々 正既 せね ぱ ならぬ。 アルコス • " 
ゥスめ まち 捜をから は、 ホ 巧ながら 正 おなる が 料と 免し きものが 出て ホな かつた 〇 がかし イギリ 
ス はこれ じよつ て お 巧が をの 口 S を 沿， 巧阁 の 薄命を 延ばし 巧た。 

民れ 巧代留 ± 中 巧 化 則朽が ロシァから 十 离脚赏 つたと いふな 巧を 捏逛 ごれ， 强含 じ問隨 となつ 
たこと も 時人の なな じ尙 をし いこと であら 5。 ホれ は 中が 巧 じよつ てな 曾 じ 旧 中、 山贺兩 大將の 
坦お •{ホ 件が ti 巧され ただお gs シッ ベイを へしで ホつ たこと 一目 R おで ホる 〇巧時 だ#: » が 巧 
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巧に 中 巧 巧を 巧る ベ < な 科夺& るす 6 じ 巧め たかは， むしろ ホ 巧な ほどで あつた 0 

あ ホは 大正 八 年度を をを-見 するな り •良ち じ么 をな て 『おがが 戰』 じ 速 おし， 恆 みなりと 巧 
をした ので ある。 がを と ユダヤ 麻 論を との 相 あは， これを ほ 物と 看 巧した か， ち 物と 信じた かの 
相違で ある 〇 その 相を が やがて 今日 千 おの 差を ホ じて、 こ、 じがち ゆるの 己むな きみ 巧と なつた 
ので ホる。 

化卜： 梅ち 巧は をの 驾 括太妨 ちがて' 歲 をを をを なゎと す 6 乂 なるお 信に おぇて 害いて ゐ ろ。 
なかし 該ま 出版を 冗 年の 今气 ユダャ 問陌 座談を にがては 化く ぇで も そのを をな 6 を爭 はずして， 
「な ホる み 信じない とは 軒 人の 自 5 であるが、 化の 中は ァレ じ番 いて 夫-る おりじな つて 化て ゐる 
の だからけ ホがない 〇卽 ちを 巧涯 をが 通つて 民 楠が 增大 し， 巧 お爭譯 かお 發 してち 椎の 統制 力が 
地み、 自 か 平等 巧 致の 思 おにょ つてな をはを く 巧 化 巧を してが たでは ないか』 とい ふ 患 ホを 述べ' 
て ゐる〇 巧か膀 お 氏は を 初から 『综 を窜 は® 作で あると いふ 說もあ 6 が偈作 じしても が 巧が 乂ま 
い」 とい ふ 態 巧を おつて ホた。 がかし 如何 じ おがが 大きく ともは がなら ば己义 のが 値らない では 
ないか。 その後 巧は をな のまが 『神州 天子 四」 じめ て lllj 政 巧と いふを 巧 おし、 今まで ユダャ人 
を シャィロック とを 立てた る ョ— ロ ッバ 人の 大 偏見な 0 しを お 巧して ゐ ろ。 L て をれば 巧が 巧は 



を 早 度 定まな は 作な りと 断を したりと をて ょいので ある 〇何 となれば 综 ちまは 苗に ユダヤ人を シ 
ヤィ ロックと して 昆 たる ヨ— ロ ッバ 人のを 中のを 物で あるから であろ。 

戶 旧-ホ 巧は をの 著 r 國 おを 活 じへ』 じがて 總巧 二す 二十 貫の 專巧中 •育 八 + 六ち まで 滔々 ユ 
ダヤ 巧を がかし ホつ て 巧て 曰く 

「-八 六 〇 年の 田 お市 じめ けろ、 を 化 ザ 猫义 人の 义 同盟の み综事 巧と 云 ひ、 シォンの 留ま 善と 
ち ひ、 括 太 巧 まとち ひ •何れも， 猫义 人を 毒す る， 荒 唐 無留の 笑話 じ 巧ぎ ずと する も •ホ 脚な 
ホ、々 日 じ まるまでの おを じ 泣し、 之を み 围 のは 治、 をち あ 想’ 裕理’ おを じを みると さ’ 
巧 人 ホ 猶太 人は， おして •如柯 なる 感想が、 補く であら 5 か〇瞄 へ是 等の 薄 類 じして、 何人 か 
のモホ 記に 巧ぎ ホと する も、 眼光 おじ 千年 後の 時化を 洞 巧せ ろ乂珠 首と 言は ねばなら ない。」 
云々 i。 この 义 草では 『荒 巧 無 巧の 黄 話』 とい ひ 『仰 人 かの ホ ホ おじ 過ぎず』 といつ てゐ るのは 
他人で ホる か、. をれ ともをを 自身で あるか バッ キリ 判らぬ が， 巧れ じしても 譲を を 等が は 物で あ 
6 とい ふ 說を氣 じおんで 盡 いて ゐる ことじが まで ある。 

巧 井晚お 巧は ユダヤ 問蹈巧 或を じがて、 蔚 をを の 全 巧 巧包觉 ホが パレスタィンを はてから 义 U 
Ki 巧 ホ 巧 «せし を おじ « 化を まじ， 『批 ホぞ 命の お 面 JS. 化き を おは も 5 るくて は 日 だとい ふちを a 
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らした を々 と 語つ てゐ ろ。 莱 巧は をれ な± 化 人つ て 胡き 化す ことが 巧 ホな かつた が、 巧 ホ 巧の 藻 
巧に 级 しても、 今日 ュダャ お 信を の 最大 經典 ともい ふべき 揉を 畫の價 値 じ 致命的 動贿 をを じて ホ 
たこと を 巧は め 0 

おを は 巧び が 言す、 逐 定まは 巧 作で ある。 このな 作の 上 じな つたなの ュダャ 禍說は 謹ち であ 
ると 。 I 

ニ ユダヤ 蘭 お 造化 イヮノフ 

今 •巧が 國じ 巧は れつ-' ある ュダャ 禍 ちまと して 十 年 前から 巧 じ 卸 巧を 初めた 巧に よつ て 種 
瞎 かれた ので ある 〇 をれ は踢を ハルビン じな む イヮノフと いふ ロシア 人で あろ 〇彼 はかつ て オム 
クスな 府の宣 巧が をを 勤め、 後 じ ゥラ ジオなる メルク ロー フ な 府 の規理 大臣と なつた。 彼の おお 
はもと よわ 所謂が 洒激 派で あり、 シベリア じがけ る 聯を軍 殊に 日本軍の ま 持を 受けて ゐ たので、 
白 己のを 化 上の 必要から 昔 つても ボル セゥ イキと 對 おせ ざら を 得な かつた 〇而 して ロシア じは 前 
化紀 よわず 命 SW 而じ ュダャ人 あわとの 說が あり、 搔を蒂 等の 爲 めじ 寸 るが 料 や ュダャ人 迫 寒の 
斤はれし$々が用し、 且つ マ ルク 义がユダャ人であわ、 卜 ロ ッキー、 ジノヴイエ フ等の ユダャ 
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人が ボル セゥ ィキ じ 巧り しを が « の 理由と して， 盛 じ ユダヤ がを 宣 巧し，- 巧 日本人に 巧を し义 
大じ ユダヤ人を からざる 日本人を お駭 せしめた ので ある。 のみならず 化は 巧に をの 巧 おなる 宜巧 
を アメリカ あたり じ も 仰 ばし、 自 おお 王 フォー ドまで も 一時 ユダヤ 禍 をの 街の 中 じ 柿へ る ことが 
出 ホた。 フォ ー ドが 一九二 〇 年 『國巧 的 ユダヤ人』 なろ 蟲 文を ディア ボン •ィン デ ベン デントを 
じを ましたのは， 彼 か 义國巧 木を の 中 じあつ て 純が たる 7 ン グロ •サク ッン 人で ホり， 化つ てユ 
ダ ヤ貴本 寡 i 巧 爭の地 化 じ 巧つ たこと じよる ので あるが 彼の 茜で 坂を を®: をせ けた ものが、 ィ— 
- V フ をの ユダヤ じあつ たことは ホ 巧 ふべ からざる 事ち である。 

巧 誌 『巧洋 J 町口暫 一年 十-巧 既には 大せ閱 を 巧の 「お 太禍 ...... 姑』 i 超す る- 篇を巧 巧して ゐ 

る〇 この 1 篇はユ ダ ヤ禍宣 巧者 ィヮノフの 人物を をを し， ユダヤ 禍說 の 正 おを 明明した る もので 
あつて、 これ だけで もユダ ヤお說 のが 據か 巧へ ゎがる ので ある。 今 そのを 文を 曲 載す ろ。 

巧太洒 …… 巧 义 け巧吉 

モ ごろ 敬* の 広 氏と いふを はを まがお じ 手紙を よせて 「ホ 近ぶ ろ 人の す i めじより 共 巧 著 『猫 
太 巧』 なる-巧を 巧んだ。 をれ U ホ亂 ぶの 前を をを ひ， 近 ホ 旧を の W じがて さへ 化 お阳巧 かや 
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かまし くな つて ホた のじ おひめぐ らして 巧 も拓れ 乎じゐ 6。 «义 巧 問 曲 じついて 巧は ど ぅちへ 
てゐ るか？』 と 言つ て ホた。 巧は、 と 5 と 5 猶太 巧 がま 班の 親しい を 人 i でもす 昭の捕 巧に し 
たのを お ふて 『猫 太 姑 …… 品』 の力づ よさ じ おどろかされた 0 

そのこと をな 人 M 氏 じは なした 0 M 氏は 巧よりも 前 じ理巧 日本の が ホを ま® して ゐ 6 『猶太 
麻 …… 厢』 の 巧 力 じ 辟易して ゐる 人で をつ た 一 そして 現 ホを 及され て ゐる活 太 巧 害の 四 五の 標 
本を 误 じを せて くれた 0 * ビラ じ r 賠天 wj のを 巧つ きのら の も あつた。 

• . * . • 

あらゆる なを 不 まは あ？^ お亂を おこす。 この 思お不 巧は いろいろな ものを 巧 ホさせる 〇こ 
の 巧 ホのを 上で 或るを は 神が じ 降 化する。 こ、 に种祕 の i 力が あり 种 がの 活雜括 まが あろ 0 
あ 太 姑 おおら その 一つ だ。 —— 如何 じを の內 をの 神が 的なる かを をよ。 を こでは ユダヤ人の 巧 
い 法い 昔の 种祕的 なぞ ひの 言 蔑が 今 もな ほ われ < の おじる えない が密 のぅち じを きて ゐ るか 
にち かれて あろ 〇 ユダヤ人の 怕巧を かの 陰謀が， ユダヤ 人のを 化 ホの 巧を 巧征 化の 陰な が， ダ 
ロ テス ク な、 神 がな •われく の 眼 じは 拓 おに 見えない 組 化で がゎな されて ゐる〇 それが われ 
われの 化 じ 見える ユダヤ人の ホ おや お 巧 力 やい ろ< ならのと 巧み じ おびつ けられて ゐ る。 
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わら ゆる 邪な や 神 席み が 多くの 信仰 ホを もつ ごと < 、この 『挺 乂賦 お」 じ も 眼 じと ばかされ 
たを くの 人々 を 則き つける 蛮 まがを まれて ゐ ろのを をる。 

• . * * ♦ 

去年の ちの ことで ホる。 巧が バル ピシじ 巧 巧 中の 成る 日 •巧 制が W ロシァ 人 お (彼れ はロシ 
ア巧制 波 中の す キリル 波で あつた 〇つ まり ニコラィ •ュ コラ ィヴ イチ 乂公 化で ホつ た】 を迪じ 
て ィワノフなる 人が 依 じ 一夕を 談 したいと 申込んで きた 〇 これを 巧り ついだ 巧は 

「ィブ ノフ はが ♦紙， み i がの" ル ピン 支 郁を をして ゐ るので、 貴下 じば 猶太ち をの 宣 なをは 
じめ るから 巧れ ないから その つら 《 でを つて 苗 ひたい 〇 私は 帝制 主寒ネ だけれ ども K あ 太ち 
義ホ S 猶太 姑 おを 信じて ゐる譯 ではな いんだから …… 』 

とい ふを ぁつち 巧は 巧 ホを ひかを？ 巧に ちち 奠の時 巧に ィワ ィフ 氏の ほを ゐ 
る ホ ブルへ 出かけた 〇 彼れ は 小さな ホテルの 則 館を 化ち みお 巧 巧に して ゐた〇 

ィワノフ 氏 はすこぶ 石 免な ょく 保を 迎 へち 彼む はを々 たる 宜 把と •巧の す， な 眼と、 調子 
のい〜 辯 巧 じは 哺 巧で 彼れ が メルク ー ロフれ おの 『を 相」 をして ゐる 時化 じ 巧した ことが ホる 0 

そして はれが _委 的 基ぎ 華 文 晕 •しかも そ 夕ゎ巧 かお 的で ま 怠け 香と いふ おも 
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面き たよんで るた。 

「まが 巧 か 巧 巧の 格 ホと 極 束の お 巧 J とい ムテ— マ じついて なれが 口を 切り だして 四 立の 巧々 
した 後 じ， サモヮ ルを 化て‘- た あじなつ た U 化れ は 巧が モスクヮ じ 居く ゐ たこと も 知つ て ゐた〇 
『を 下は ボリ シエ ヴ イキの 親友を 濁 山 もつ てゐ るで せぅ』 など、 スボ 眼を つくつ ておの 巧を の 
ぞいたり した 0 

やがて， 巧が •むまち じがつて ゐた 波れ の だ 摘义主 塞の 巧說 がは じ 去つた 0 —— 煤が こ、 で 『致 
說』 とい ふのは •彼れ が これを 說く恕 巧た ろ やを 巧 劇々 まこと じ 手に入つ たらので » 巧師 の お 
規 そつく りで あつた からだ。 彼れ は 首 ふので ホる。 

• 丰 * * * 

r を 化 ホは すで じ ユダヤ 禍 のが 水 じ 度され てゐ る。 ユダヤ人の 蜘 巧の 化 じから まれて ゐ る。 
ロシアは その お 初の 巧 おを だ〇ァ メリ カを をよ •ド イブを をよ、 フラン 义を をよ、 イギリス 
をを よ 《 を 化 巧を をよ。 それら S 圃 はも 5 ユダヤの 蜘蛛の 藥 じから まれて 身ぅ ごさが 出 ホ 
ない。 が壞の 前な だ〇 明日 ぉ壌卞 る。 を 化 巧を を わたして お 太 姑の ホ かじを され ざろ 困 かを 
ろか。 ホる I 化 だ 一つ ホる I 日本 だ I 巧での 日 化 づる固 —— B み 巧 固に一 自 おの 団 



1 巧 


はもう ユダャ人 のまを とお 閒と 秘密の おい 手と じな みつかれ てを 5 ごきが 旧 ホない。 日本 だ 
けが まだを の 中じ囚 はれて ゐ ない 〇も 5 すで じ囚 はれ や 5 として ゐ る。 彼らは 囚 へやう とし 
てゐ る。 だが まだ 囚 はれて はゐ ない 〇を化 巧を お 太妨の 中から おひ 5 ろ 固は I と此 面で 化 
れはぢ つと 保の おを 催眠術 師のや 5 じを すへ て 一 # あする 乂化 巧ょ， 貴下の® 國 日本を 國 
だけで ある— それ も 巧 日と 言は ず々 日す ぐ じを 日本人が なおしなければ 阪目 だ。 明日では 
も 5 手遲れ だ」 

• 幸 • . * 

彼れ の 辯 まは 义のや 5 だ〇さ うだ •油が がが ぇてる 火の やう だ。 おみめ でつ かまへ どころ が 
ない。 巧は 谢 巧して 言つ た。 

「を 化 巧を 身 5 ごき も 旧 ホない まで じ囚 へて ゐる巧 大な巧 力を われ < 日本人が どうしたら 
抑へ つける こ i が 出 巧る だら 5? 」 

と迪を かけて をた 〇 彼れ は 思ふ壺 だとい ふ 風 じ， 

『を こだ 一 手段は ただ-つ ある 。日本人が を 世界 じ 向つて 巧 括义进 巧の 按妃を 示す こと 
だ I を 化 巧の ホら ゆる おおが 岩 太 巧の か 保の 策を 巧り すて >ii をす るた めのを 固の か 火を 
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あけら こと だ〇そ S を 固と して ぇづ！！® ロシァを ボ 9 シ A ヴ ィキのを から •好乂 人の ッヴ A 
卜 からな ふこと だ 0 —— 見ょ •ボリ シエ ヴ ィキは すで じ 日本 征服の 代を をを 桂 まへ 派遼 して 
ゐゐ〇 それは 酷 だとぶ ふ〇誰 でもない いま" ルビン じ ゐるま 支 錫 あ 剧理お 長の ラ シュヴィ チ 
だ。 彼れ は ュダャの 密 旨を あびて お支锁 おじせ 巧を おいて 巧を ぅか r つて ゐる 。日本 じ XX 
をち し •彼れ が 日本 X x じ 化つ て 日本の X 座 じす わると いふ ことは ュダャの が 巧み 
彼れ は そのみ 逐 文の 3 プピ ー がを 巧自 々の 手に入つ てこ こじ ある I と 巧ら の 用ち 寄を おさ 
した 0 

r 括 乂 人の ッヴ H 卜と言 ふけれ どら 法 ごろ ボ リシ H グ ィキの 中の 有力な 括 乂 人が •たと へば 
ジノ ゲィ エフ や カー メ ネフ や トロ ッキ I や ョッフ H や， おじ ラデック までが 失脚したり 除を 

された ゎして ゐる ところを 見る と 反 括 太 ままを 巧を もさ 5 .いおし なくて らい 思 ふが 

ラシ H ヴ ィチ も 左 巧の 意 巧で 中央から 巧 巧へ 追 ひ 出された とい ふの じを 下が 日本の X 压じ彼 
れを 巧す るのは 冗 誤の や 5 でを かしい」 

この 巧の 言を を 5 けた 彼れ のをへの をお卽 がは おどろくべき もので あつた。 

『を 化 巧を して 巧 下 t おなじち へを を させ やぅた めじ、 化ら はさ 5 L てゐ るの だ 〇資下 もを 
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世 巧 も 化ら のゴ； シ s 良に てつ ミ &。 彼らは を 世累近 ごろ ポ ，シュ ゲィ* は ュダ ザ 
の 巧® だとい ふこと じ 巧 づき はじめて ぽ涵 乂ッヴ エトな 巧* をを すのを 危 お成して ゐ&の 
だ〇そ こで 八 百を 喧嗦 をして を 化 巧の 眼を ごまかさ ぅとす ろの だ。 これは 彼らの 砍な 手段の 
5 ちで あ もが 純な 巧 ホ 的な おを 手段 だ」 

. . * 丰 . 

こんな 巧を をを きつ r けて 行く とな 限がない 〇を世 ホが ュダヤの 拘巧モ じから まれて を 5 
ごきが 出 ホない とい ふかと あ ふとず 巧は 化 巧の 反 挺 义ホ擊 々を それて ポリ シュヴィ キ 中の 摘 
太 人が 八 百を甚 巧を したな ど A 言 ふ (この 枯は まだ ヨブ フエは 自 おしては ゐ なかつ た〕 0 I 
巧 もち も 彼れ は 

『をが 巧 的 反 ュダヤ 聯盟を 作つ て ュダヤの 巧 巧 革命 じ巧統 しなければ ならん。 日本 じは H a 
巧 巧び S 巧が とい ふ 我々 の 熱むな 同志が ゐ ろ。 ほらを 中. むとして 技な 太 f 日本 ま 部が 巧い 
5 ちじが 化される 〇 アタリ カの 自助 ザ 王 フォ— ド も われく の 同を じな つた。 ~~ 彼ら 
のま ぷの材 巧は みんな こ i から (とまた 彼れ は 例の 用 巧 寄を 巧 さして) 出して ゐ るの だ 口」 

と ホを こ 巧 意 P あつた 〇 そこで 『ュダヤの が 巧で 書」 なる 者を を せても らふ ことと なつた 0 
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彼れ は用留 寄の 鍵を おごを かじ 巧いて 中から！ 抱への 寄が を 取りた した a, •そ 化み には， 例の ュ 
ダャが 雲な の 化紹や 階が 凹 苗み 澄 巧の 原 楠が' が 堀 じぁろ。 

「そら、 トロ ツキ ー やジ ィヴ ィエ フ もこん な下极 W 义じゐ る。 ラシ エヴ ィ子の ごとき 小 巧よ 
この階な<$中じはまだ人つてゐない」 

と 巧 もが 化さぅ である 〇 そこで おな 手には いつたと いふ ラ シュヴィ チを 日 木 X X こ C 、ると 
いふ r が 密決營 をを せて くわと 昔つ たら •彼 わは ごま 事 要な 同志 じ傳 へる ためじ 上 おへを 
つて ある J —— と 答へ た 〇 ( さつき 州 巧 巧を 指した のを 化じケ ロリと をれ てるろ らし かつ，- こ 
そこで 巧は 

「お說 じよる とこの 中に がを でない ものは I つもない T だが’ ま巧番 g が霎 在が 巧 
下 S 手へ こんな 离 山を まつて ゐる のが 巧 じは ユダャの が密 W 上の 菌 だ」 

と 皮肉の つもりで 言つた の だが、 彼れ は乂岛 曲目で 

r 彼らの が 密をホ ばくた めじ 巧々 は 化 巧 中じぜ 巧の 化を おつて ゐ ろ。 その 抱へ 引つ か I つ こ 
材 巧が を邱こ A へ およつて < るので ある」 
i 大 おち。 



をれ から til 二日のを じ 巧を イヴ/ フじ § した 例の 帝制が の ロシア 人と をつ ておした 0 1 
モの 巧の おこょ ると、 イブ'' フは ォムスクで コルチャックな 府の直 巧な 長を やつて ゐる時 巧 じ 
だ ボリ シエ ヴ ィキを 巧の tmiS で 1 つの まを をを きあけた 。それは 巧 化 ロシアで (ぶは 化 巧み 國 
で】 度く 斤 はれて ゐる反 あ 太蒂じ ボリ シュヴィ キを 郁の あやを 命 巧 勘を が 科 じ 加へ て 巧み じ 巧 
かれた おらし い 反 稱太宣 巧 香で、 これ じょつ て 反 経 太ぶ がを 反 ボリ シエ ヴ イキ 思 おじ ふり 向け 
や 5 とした ものである， 彼 天 ホの な' ぇたを 巧 的な、 しかも 巧を お 梢な 义 をは， このまが 
ォムスク か府の 手で 出が さわる や、 巧 制 ロシア 人の 旧 ばかりでなく 化巧ぢ ぅの 技ボ 9 シエ ゲイ 

キ主 装羣反 寞主萌 巧の 一 郁の 闹 で蒙當 とちち 中 じ 接 謡め じこ S ののを のを 器 
な ことを かりながら， これを 巧 巧と して 利用す るガも 出れば， もから を' けを だ じて 題が 巧が する 
f をくない やを なつち を こ S むは 「悔れ は 世# 的た ぽ ュダャ 窗寞 ごと 自 巧して 
ゐ ろので ホろ 0 __ r 彼れ が 例の 用 巧 巧の 中から 引き だして 将 々として 人 じ ホ すのは 大瓶み その 
時の 原 巧な の だ」 とがれは ちつて ゐた〇 巧は どぅりで をれ々 をた 時す ぐ 『原 巧」 とい ふだ 巧を 
巧た と あつた 0 
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だが、 巧の 見た その おなが 曾 T ホムス クで 口' シア 語のを ずで 巧に 化 まれた 本 じなり •をの 本 
の 中から 日本人の 手で 日本語 じ菌 してが じ 活字で 化 まれ、 と 5'-^ 日本の 巧舍で ホる 巧の 邸 里 

の 区を 人を 巧を の ホ まり 巧 も昭ら せぬ ヮ ザを する 0 何とい ふ 猶太 禍の 麻で ホら 50 

「元 ォムスク •コルチャックは 巧宣巧 部長 •そのを ゥラ ジォ •タルク n フは 巧總理 大臣， さ 
らじ その後 パル ビン 在住 白 派 t 命 ロシア 乂ホ世 巧 的 だ 猶太 モ義宣 巧を ィ ゥゾフ 、ホ じ そのを 
厳 的 お意强 的追闻 者な 倒 I 」( 十 さ 百} 

前紀大 化を の 一な が 『を洋 J じ發 をされ たと 同 持 じ、 『昭か 公論 J 十一 巧號 じは 宙 面子と 稱する 
强 ホ の「 巧 刻なる 巧 g 巧の お 日 新 陰謀.！ なる- 篇が巧 巧され てゐ るが， そのは しが まじ 巧の 如 <巧 
つて ぁゐ。 

この - S は宙 n サック 大店で あつて •コルチャックは 巧が ぶの 巧 •其の 巧 巧が 長と なり， モと 
は 西 伯 利 巧せ 中 親 巧を おび、 梗巧 巧領じ 巧が な 植の確 化する や、 逃れて を 天 じがり、 また 日本 
にも 泣 ホせ しこと 二囘 ホり、 予 とは々 日 じ 至ろ も尙モ なする 巧 人な 氏からの 香を であるが •一一 
巧 共に をを 晚 したのは > 々後の 斤 » を これを 巧ました ためじみ せしめ ざらん ためで ホる 0 {B ホ】 
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而 して 譯 をは s 々巧 ズ中じ 註を 加へ て， 

を時モ は貴 巧 院‘霉 巧' 民間に めて 描 太陰 謀に 就て 讓 し* とを 一 おして 大正 十二 年 十月 

「お 义闲 J と 垣して 巧刊 せゎ 

とか、 

义奎十 I 幸 拙 ま 『何せの 霞 ホ認ゲ J じめ て 巧の 鬟を 雲した 
を 言つ てゐ ると ミを S ち 巧く も 『括 太を のをき かで であを を 知る こを 出ち 宙 
面子と をを が てを も 夫子 賣が晶 かくして をく さず. 一とい ム 巧席 モ 巧な ことじな つてし 
まつて ゐぇ而 し 5 本文 S 内窦 裳： と」 T ユダャ 麻 S 喜で ホ &と呈 からき も， 圭た本 
文執審 がかつ ミル チミ タ 幕の 違 飯 長を 勘 A たと あを 沒し T も •それが ィマ； であ 
る ことじ 何人 かがが せざる まが あら 5 か 0 

-拉 ユダャ 席 論 累を西 を ま 章 馨じ畫 を¥ わが ミは 駕な 6 理由から 出て ゐる 
を 利ら ちな 面子と 言 つても？ は r 活畜 .！ S を 有で ホる. 一とい へば、 モ苗化 上 おお 巧で 
ある ことが みかち 然 から そを 上 梅 石ホ蹇 でを & とい 忘 まつ T は、 ま 二を ユ》 ャ 人の 隆 
なをこ 込み入つ たなで ある。 巧は 昭脉 借ず とい ひ、 度包季 とろ W にもつと あを を 



れ ねが •巧く も 確 倍を なて ユダヤ 屏を宣 巧す る 巧よ、 何 ほじ 正々 を々 とみ 名を ち 巧らない のか a 
をれとらレー ユ ン や卜 ロ ッキーが本名でないといつてながせる乃な自身が巧あやお名であること 
は • r 巧 剔な ろを 良 盛の 陰謀 J」 模 がせろ もので も あると いふの か。 この おで 酒 ホ 巧の みは 巧め ゎ 
ら本 をを 助して ゐ るの がえ らい 〇义 ユダヤ 禍麻 をの 中 じは 虔 々祕密 巧 巧を なる ものを 閒 き、 疫面 
目に なつて ユダヤ 禍を說 明し、 列席の ± をして 倍を たらしめ た 例が ある。 かぅな つては ユダヤ 規 
諭を の ホが 却て 恐るべき 祕密 結社と いふ ことじなる 0 

ユダヤ 問 超 座談を じかて 酒 井 勝 軍 巧は 注目ず べき 左の 談話を して ゐ ろ。 

フォ— ドは ユダヤ人から 吿訴 されて 戰 剌げ汰 じな つたが、 とぅ < 彼に ユダヤ人 じ 降な した 
と。 それと よく 似た 話が 我が 國じも ある。 をれ は 1 國を電 嫌を なが 商 巧が の マブダ ランプを ホが 
ずる U、 をの 曰 ホを 间經 をな ろを 奇貨と して、 「あれは ホ あ ユダヤ 禍の 巧の 手 だ J とおれ 囘 つた。 
を こで マッダ ランプは おゎて 之を 吿訴し •目下 巧爭 中じ屬 して ゐ るが、 围産 側は 法廷に ユダヤ 
をを 朗 SS して 有が の 刺宫を 面唤は ゼてゐ ると いふ ことで ある 。かくの 如く ユダヤ 蜗說 ょす で こ 我 
ボ围の 巧 業 巧 じまで 巧んで ゐ るので みる。 
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一ニ フリ—***—ソン 

シォン 绿を 窜を歲 むと、 をの 中じ潭 山の マッッ ン なる 文字が 巧て 巧 る〇 
曰く、 

『我が 化を マッソン ま 義 のち 張す る 社を 人道* 滯 同胞ち 莲 よゎ 昔 人が 常じ按 助を 與 へて 居る と 
ころの 我がが 隙、 卽ち 社を ホ 寒、 無れ 府 ま 義 或は 廉お ま義じ 入る ことを 巧樹 を じ 巧め る 巧 じは、 
巧々 はが も 此のが 迫じ對 すろ 巧 働を の較濟 まの 如くで あるで あらぅ。」 

曰く， 

「何人 か， はた 何物 か •化の 兒 えない 勢力を 退治す る ことが 扭來 やぅ 辞 人の 巧 力と いふのは 
前ち 巧 儀な ものである、 外見の マップ ンは巧 力と をの 目標との 目陳 である 〇 併し 此の 巧 力の 巧 
K 計を と 所 巧とは 人を じ 取つ てを が 不明な ものである」 

曰 <、 

『 S 除 じがて 巧が マップ ン の暗號 たる 自ホ 的な 言葉は、 自 か、 お 等 巧び 四诞义 弟で ある。 併し 
夏 寞下妄 つた 厨 じは、 埼號 でな く •理弱 な自 ホの 補 利 •平等 W 巧 巧 及 ひ 四 お 冕の 
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巧 お i いふ 宮 おじ 巧へ やぅ j 
曰く、 

r なじ 現 巧 •妍 へば sa 西な 誌 業を じめ て 已じ唔 就 上 じ マ ブッン ホ ~ 致が を ホす る。 卽ち有 ゆ 
る 言餘巧 励は 古の 隆お師 の 如く， 斯道の が密を U て 相 旦じ逢 格せられ， その 愛を を 定められね 
な 上は， I お 員と 館 も 己が 巧 巧の が 巧を 巧さない」 

曰く， 

' r 或 石 晚§ 化の 一切の 封 施設に おしては ，同じく 死刑 去な てな 刑す る。 祕 1 化の 中 迅巧ホ 
る ものは 皆 吾人 じ赔 つて ゐ る。 そして 迅巧 ま々 の 爲じ衡 いて ゐる もの， 义 をて あ 巧した ものを 
困 化し、 之を おがから 巧 さ 大隆じ 流刑 じすち 巧が が 巧を 巧ろ 夕< 巧つ てゐ石 ホ 担 太 人の マヴ 
ブ ン 結な 員 じかしても 同 巧で みろ」 

曰く， 

r 普 人が 巧 巧す るを は 反 おじ、 化 巧み 团じ フランク •マッソン 巧を おか 創設し、 權 カホ 及び 巧 
巧の 巧 力なる 巧 S 索を 引き入れる 。かがと なれば 此のを はお 宾 巧で ホり， 巧 化お邮 でぁ るから 
で ホる」 
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『若しも^の 奠ポ 選す & ならば， それは 世 ホの 頗る さる 困 結々 獲す 石 苗め、 之を 習 
せとを 要が 吾人 じぁつ たこと を養卞 ち. をし も 世 巧に 謀 巧 か 起つ たなを そ 置な あ 
は 巧が 中 装 中 S 1 をを をい。 爹； ッこ § 動を 指 学 & 表は 吾 直 外 じは ない 

もい ふことは 自然 的な ことで ある」 

r 巧 ょんての をに 取つ Tf ベから ざる 終焉で ホ 6。 累 なの もの や 我が 華 業の 规适 ホょりも 
巧き;^ 吾人罢おを妨？&らのじ此のが焉を§けた。吾々 は マッ こ誓を前するが’ 
それ じは 同胞な か 何人も、 喬 S 牲を鼻 さへ も 轟を 受けち とを な楚 いやぅ じ毫化 
刑 じすろ 〇卽 ちを 馨の 巧は，？ f 前の お 氯で資 たを" 如くす る ことが が 巧で ぁ 
る 0』 とい ふや 5 じで ある 0 

こ i — 奪—，； i が； こ—留」’ ；ッ-く 庭 i ホ 
のちら ⑩ & 畜忌 と、 富 平 3 累 蒙？ じ馨囊 や# 重-憂 鼓を、； じは マ 

簽 巧を 盛を おて’ なて 現 蒙 一切の 团 誤を S 塞せ しろが るな こを ダビデの な 宿た 



る； 又の 手 じょつ て統 7 一、、： じシ ホンが 曲を 埋設せ をす る じ ホを 而 して— 

^ 達^^^ じは •今まで ユダヤ人の ほめ じ 系の— つた マミ ンか員 ち ff も^ 

か^ 戸 や-， 細 差 f さ ふ i ミ’ 謂— 惡蒙 s <’ f つた"^ 

y お ^^ y が f ぁろ。 そ——? たを 

。を； ヤ§ 巧と やを を ミ か、 らを ななを Is を，’ 

が つて ゐな いのは， 亨 ユダヤ if 行中で— で’ マッ ソぶ 
严氣 を セッ セと ユダ 又の ほを 化 勤み 抽 でつ 占る ので ぁるら と。 かるが 故 こ マ 
。ソン 結.， じ 巧 交き ユダヤん 险器繁 結を せらむ て ゐち 义 も蒼モ こょる と ’ 

『^^1^ 豐を變 窜斜畜 覆 芝 去 置な 硏累閒 替られ ：；. をは 品 

デ 了 7，:: i ’: を i を」—— t 了— ミ 

• n - ミ 罢助 ティ J ご V ン デごデント需に日く 

マ^ •ッン じを て 巧— t へき 巧 描では ないし. 又 翼の 目め を 有した こと もない 。 i 

ミン 巧— 太 人 |參た も 《で. ま ミ 
ン f li @— 養 f 長—. で S ミを 里なる こと， 
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みを て、 ま 件 後 じあ-る 猶 支の 擎 をを ざり しは 甚だ 遺憾と する 所で ある。 この マッこ 
の 誤 巧の 再潭 したのは、】 八 二 六 年で あるが、 巧が ホ國摘 太ち 寒のを 領 等が 自己の 姓名を マジ 
ソンのを と 混同 結を せしめてから、 マッ ソン ゆ當 巧は 巧 けらる、 じ 至つ た。 

巧し 吾た ホ闽猶 奎義基 領襄早 器； こ 結 S 惡じ隱 る、 を 許さず 塞な 
ザブこ S を受 人&ず &裹軍 S じ 溝」， 雲は 重畫 つべ さ 同 著に 利用す 

る々 がさ r る ことを 彼等は 巧 悟せ ねばならぬ。 ち々」 

と あら 〇巧 じ閒 はず 詰りと いふ ことが みるが •璧加 子の 引用した この ティァ ホン •ィン テ ヘン テ 
ント 誌の 論文は、 マップ ン 結社の 如柯じ 混線し、 惡 用され つ i あるかの 實證を 示ず ものである。 

大巧 器時讓 朝鮮 祿督は •護人から 羣 せらた ことを 恐た-での 東 巧の 毫の 門棵を 
づ しを て大に 一部の ク から 非 雛され たが、 をぞ 知え をは 護醬 と同搜 同名の 謀屋 のち 
人が、 巧 巧が 恒と閒 違 へられん ことを 恐れて、 自 ぶの 巧 巧を 滯囘 したので あつた。 なに 『巧朦 ま 
巧が 朔鮮人 S 讓を 恐む て 巧 標を留 お」 二と が 墓で おつた と」 T も" 二な 護 城督を 
し 霞 幸を つては 李な 無根に して 甚だ 速 惑 千离な 話で あつた じ 望ない ので ある。 又な 旧 四 

郎と 巧ぶ 蹇為 塞； S ぇたな も 四 名ち ろ 了 •厘 A 戳寫の 晒*^ か 起 ミゐを 



ml 結 屁 それが 相 夏 s をつ て 『留凹 器 曾」 が 出 ホた とい ふ 新聞 娶が ホつ たこを ども 
巧宙を 知らざる 人に かつては 大 なる 鉛 誤を おを 卞る理 ホょ なり、 若し 第 己 まが その 巧の 一人 じ 吐 
し惡 息を &X ホ？ & ならば’ 他 当 民は ど 4 ほど 達を S& ぶ 分らない を ある？ 

てる 錯 S 人 S 含 奪 ホ、 震： i 窜 もみ. 0。 例 S 累胃 を困挥 fF- ばを 画 

をが てた 6 快を の 農と 思 はれ. 又 おく 言へ ばを 力围 のかく ホ？ れてゐ るが， そわが 乂た 

在る暨醫言 ’ 薰じホ6國^|曾襲蠢と6間為等3慧もなく關巧も ないもちを 

と I へば 化 人は をめ しお < であらぅ 0 がかし それは 里 確なる 事 昔で ある ことを か 何ともし 强 、〇 
巧れ をを しも 固が をと へば どれ もこれ も 一巧 じ 見て 一方で がる 翼 かを 爲 したと 言つ て 他方 

辜 も 同様 S 去莫な 6 錯誤を 妻る で窒 。又 變大西 某を チむ と— i 冀 を》 敬 
あ 件の お 巧 か 雲 さ 6、 辜は 夕ふ 人屋ょ？ 天囊 ミ娶で 取め 汰 され T ゐ を’ 宝 
み 開けて さ 初 《 P 通 野备 と囊寞 部え留§0 覆が なかつ たこと がかつ たので あ 

る。 巧 論 天 巧 硏巧會 はで 巧 おからを を か 離した もので ホつ て、 ぞくの 天理を ホみ 巧が 巧 あした こ 
i は 事* であるが •それ だからと 託つ て 直ちに 天理を そのもの 、不敬を 件と 化 ホる ことは 出 ホな 
1をホ&。 こわ2怡かも^^93卜巧かニダ*資ら出た，0《でホ&と宫つ了も、 *";れと 
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ユダャ 巧と 同一視す る 二と が 出 巧ね と 同樣で わる。 

マ ミン 結 化は 壽 S 巧 謂；- メ 1 こ"— で ホ 6。 え 結社 《起原 じ 就て は ユダャ 贸尝 
の 中 じ もる 班を 異にし、 5 ッミ ン爱 录囊 をと 稱 され T ゐ 6 ヒラを そ S 設 まとし’ 
ホる 此 等！ 臺窩を S と 雲」 ミ& が、？ & にを 讓 鏡を 任 かす こ ミ 
して’ 新 見 望の 言は ミ 如く r 臺 Tn ッピ 巧は を室搜 日の 名 巧り でホ义 々で蔓 
和を な唱 しほ f 蠢卞 る世窒 まめかを 運動© 讀 でを とこを 事 音で みる。 の 盛を 中 じ 
よ ユ ダ 又ら巧加してミ£^れども’ 二れを'"了直を ； *人お*^ホ化運窜をと兄*^こ 
と はお 《じ フ。 If ブンを 暴る もを を。 例茜藉 なる 化 奎莲的 法 助と 雄ら •み 困の 四 
巧現 巧 じよつ て 自ら 巧 巧を 巧 じ'" 來る ものなる こち 共— の 例 じを しても 巧皂 あるが、 ミ 

1 ィ—こ ホみ 固 ミつ ミ S 階級 软を 異委を 夕’谷 固に よつ T ホ奚れ 特色を 惡てゐ 

る ことを 疑は ね。 

巧 生注 脚裹瑶 寡を は r 大委と 昭远重 頁 批な上 「ッ コ- ルの 法 かと 養 語」 と 

頤寸る 輪 文中 じ 述べて 曰く 

そ をら々 一 違 K 奮を 日 SIIS& 上 じ 1」 なければ なを S5 も 巧 力で 
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あります， 煩 太 人と 云 ふと 是 はを 巧から 浴义 人は 世が ぞ命 巧で あると いふ やうな ことを をへ ろ 0 
彼 S フリ —ィ ーッン とい ふやうな ことを やつて 居る。 フリ —ィ— ソン じ 就て 今までを かれた t 
S も あろが、 化フ リ—メ ー ツンの 規則を かつて 居ろ とい ふことは 知つ て 居ります が、 比フ 9 — 

ィ- ッンは 日を 於 5 傅を T ? や 5 な世羣 t い 言と 富 的を？？ 裘 とは 

巧 取る こ 主は 缓 なおで ホ 《まて 化 7。— ィ— こは 巧 器 親 瞪を圆 り’ 寡 等の 塞を 
安定なら しむる 爲 めじ 本を の 借を あるが りを して 斤 か 5 とい ふこと じ 過ぎない ゆであります。 
をし 是れが 本を じ 政 巧 的 じ 經濟的 じ それ 程 深い 所の 爲 寒の ホる ものと したならば， もうかし も 
つと み 踊の じが 巧 かなを 的巧領 •經濟 的 期 巧が ホるべき ではない か〇 一げ々 年な 化 ホ 常 じ肤羅 
己 じがて 問題 じな つて ゐる乂 なな 動、 化乂綠 運が とい ふ ものが な 羅臣の 中央 じ 流れて ホて， そ 
れが巧 ま利駐 巧の 化 聞 公使の 口を 迎 してを 巧した 時 じ、 か羅 口の 乂問超 じな つたので あります。 
寞が 蓋が 養した 時 じ 7 リ —ィ- この 今日を の經 過が 巧 じちな をれ じ 化 つても フ， 
I ィ—こ とい ふ是 は繁的 g 計 基 凄い’ gK 政寶 ii 藻 能 者 S ち 下 f もを あ' る 

とい ふこょ ボ 能く 理辉 される ので， フ リ—メ — y ン のな 動じが して 何等 巧る、 じ 足る もので も 
なし、 义ホ程 里 乂 邸すべき ぶでは だ 0 J 浸 日本で 一 支と 仙々 巧と いふ やうな、 さ 5 いぶ 
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やを ss 謹、 も-ふし 扭を 巧く ちへ ば巧累 考倍じ 依つ て 進を 岳る ものでは ない ホと 
甲 5 ふので あり ホす 〇 化は 日本 じがて を 巧され てゐろ やうな フリ ー メ ー ッンを 信 巧し ませぬ 0 

ち々 と〇 をは 下化雲 氏 や聖天 かが 菩夕ふ ユダャ 禍論累 巧 口 同音 叫んで ゐを もま 

ろで 反 おであら 〇 下な 巧が 同じ 『大巧 文化』 昭和 二 年 八月 號じ 『ファッショ 運 勤の 巧 神」 を述ぶ 
る 記事 中 じ 

が 苗の ファッ ショ 運 勘 •黒 巧 窒ち是 が 僅 じ 五十吉 人の 手 じ 依つ て 起されて’ 後一 年と 
四 ヶ月で もう 巧 ど 泣び る やう じ ホ ホが 危 くな つたな 國 家を 泰山の まきに 置く ことが 出 巧た。 な 

.0 じ當時 S 幕は と ー ミ ば 霍じ吗 か® 毛 翼 も 陰 S さ 醒華居 0 ち 何とな h ば 養の 

巧 乂 利を 巧は實 は 今 も 世 ホを 搔迎 さう として ゐ& 陰謀 脚、 物巧离 能ホ義 、を 錢巧能 主義て 化 

て椅誘 S 文明を 打破 てへ < 有ら ミ 爵囊を 利用」 5 喜 ま 運動’？ S で ス。— 

ィープ ンと言 ふ 涅動幽 抵の細 巧を ばかりで ありを した。 

云々 と窗 いて ゐ ろのは その-例で わる。 

ホも1々リ|じめて フリーメーッ ンがぞホのが^^化として化巧はれてゐたのはが巧である 
それは ホして々 日 じか まつた ことでは な < •々よゎ 百 二十 年 抑な ろ 一八 〇 セ ザ* ィ タリ ー お 一の 
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保 動力 主な つた 力— 本て-を ナ f 王 园 の 山 曲 c 生，；： j たと 時を 同じ' こ て イタ， ふ 天 巧 
じ出單 したので ホる。 化し この 票は その 性質を 異にし •力— ボナ， 1 が 受じ訴 へても 苹 命を 
なさん とせを を、 フリ —ゾ— こに 葬ら 人 筆 装のを 望目榜 として ゐち けれども 此の 1 
化 塞麦奠 じだ おせる 富裹の 中流 階 f 奮な 治を を ばを つた 陸ち おおょ ゎ 望 お 

おは 同晚 でろ ちかくて フリ -メ— こが スペイン' ホル ふ ル、 イ 々"_ .をす。'- ソク 
巧國 の 間 じ基延 して r マな を S 力 じ おし 爭 商を 開く じ まるで n _ マ かを ではき 凸て異 堀 
なりと し、 就中を 王ピふ 世 > い 才革 一岳の 如きは 桂 力 7，_メ_ こを 排 巧し、 I 八 1 年 
レ f 一十 I 岳は 特別 囘草 ミす— 人民 じ 典へ たるを を なて フリ — メ — ソン かじ 用し’ ぞくは 
をの-ホ たる 巧 あるを とは 一切 巧 巧す ベから ホと かかした ほどで ホる 0 

こなり 羣を围 幕 タリ— イ— ソン じ 對卞る 髮は苦 冒が みつて' 巧— はを く 富 

じ舊 し、 フラ シス 自由な 内閣は 之を i し、 ロシアの こキ サンド こ 化は る 盡の創 ま 
巧肪 た ほどで あちがる じ才— スト， ふ イブ テルニ ヒは之 じ 反して 苗の 結社を 震し’ 之 

を 養の 陰謀と ち 没は 麻じ窗 をち 化は ドイツを 菱抬 草、 スペイン’ イタ" ふを 命 
吝巧 とし T 塞結哀 i 皇帝に 望し’ をが ためこ； y ドルは を ミ； こぶけ る 
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フ リーメ ー ッン をを 化する こと A なつた • 

かふ 夕雲 おる と •フ 。-メ — 7\ ン 。—を 革命 陰謀 結社の 如く 譜 ひたえ は 時の 口 1 マ 
法 壬と 專 制け 治 衆 メッテルニヒで あつた ことが 剌 かる 〇 をれ を また あじ 强調 せんがた めじは、 ョ 
I ロブ パ 人を 體の閒 じ 潜 巧せ る排 ユダヤ 意識を 燃燒 せし ろ ユダヤ 規 とフリ ー メ！ ソンと を こつ 
い 和 じして 捏ね トーぐ るに 若く はな かつた ので ある。 

フリ ー メー ブンの 正捏も 洗つ て をれば こんなら ので ある。 

昭和 S 年 八月 十一 日 强西亞 通信社 發行 『透 西亞事 巧』 じ 曰く 

最近 レ ニン ダラー ド おでは 十 お 名の 石 H ょり 巧る マッッ ン おかが ダ •ぺ •ゥの 手で 發 見され 

ち 同 お 社は 所電 造時沒 や-， な 馨な臀 家 W 集合では なく、 ッヴ； に敵曼 看す ろ 
なを 命 か 子を 曲 員と して 祕 おじ 反を 命運 動を 黃 巧して ゐ た。 わの 外 じ マルチン 派なら 結 おも 組 
棘され、 多 巧の 婦人 圭で 加入して ゐ るが •これ も 巧 革命的の もの だと。 

化 巧から むしろ 〔巧に 近くと も ホ 彼に 巧く 二との 無い と S 定評 あろ 馬 西 盛 通信の 部ず ると、】 ろ 
であるから 巧 違な はい。 この お 率を 讀んで ユダヤ 柄 論を はおして 何と 辯が する であらぅ か。 ユダ 
ヤ巧裕 巧 じ おへ ば マッ ブン おかは ユダヤ人 おな 化が 抗で あつて、 ロシァを 命を 担した 元 巧で みつ 



M - たちだ 〇巧 ろじを の ユダヤ 玫が じよつ て マ ブプン 結な が 冷 巧され たとい ふことは •旧 中 巧 巧 かは 
义 をを おを したと いふな 上 じを 巧 千 泣な 化 巧を であるでは ないか。 

-じ もマヴ y ン •二 じら マッ ブン ，やれ ヮシントンが マッッ ン であつ たと か •やれ 巧这 仙が マ 
ッ ソンで あつたと か、 やむ お董 化が マプ ソンで あつたと か、 ホ 函獨化 も 支那を かも 日英 同盟 も 何 
も脉も •を < ユダヤの 陰謀た る マッ ソンの 仕業の 如く 振れ 囘 はる ことは， いくら 死人 じ 口 おしと 
雖も •化の 巧いて ゐろ乂 が 巧 代 じを きて ゐる ことを をへ てから じして 巧 ひたい 0 

四 思お惡 化の 巧 おと サ 

讯巧淸ーニが巧の巧^|<;:じ對する巧戲がの胃巧じは、 前おの如く 
理 すじめけ & 巧 あの 惡 化は 人 あを 活 上の 巧 ホより 渡した ろ も S に ホず して， 描义 人の 隆 謀よ 
り 巧した ろ ものと す 

と 明® し • W て ユダヤ人が 恶 あおを 宣 がし、 不平# を 煽 脚し •锁爭 を巧逛 し， 义戦 巧の 巧 乂巧じ 
ルを 點じ てみ 風 某を 内 巧より 巧 巧せ しめんと 巧 力せ る もので ホる と 給 断され て ある。 巧し ちがで 
ホむ ば まこと じ ユダヤ人は 巧 法 使 ひの 化 < を 巧を 能の ち 巧で あつて、 我を もたと へ 物 巧な 化 等 だ 
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と 言 はれても 巧は め •たつた 一日で よいから をん な 調法な 巧 巧 c なつて をたい ものである 0 
さ 5 いふ 助腦 S 持ちは ひとり-河 巧 巧 じ 化 よらず、 ユダャ お 論を を 押しな ベての 戏 免で ホる の 
では あるまい か。 例へ ば 課訪部 一之 軸 氏は r 函 本』 昭が 己年； 二月 號じ r ホ 化の 禍根と 巧對巧 J と 
陌 する 論义じ 曰く 

借々 おを の 巧が を 巧る じ， 人-むは 畦 巧 浮が となつて 利己 ま 萬 じ まり •民俗は 进柴寒 依 じ 流れ 
て 生 巧 困 雜じ陷 り、 巧が S な 化 突 おは おじを を收 め， 巧 働 爭證ル か 問 凹は を國 到る 度 じ 勃资し 
て 忌 U べき 防 お 固爭ネ おき おし、 思想は を々 惡 化して 之 じ 基く 犯罪 か數は 左記の 如く 巧し くが 
かした 0 

とて、 大正 十一 年より 十 お 年 じ まるまでの 統計を 撰げ •ホで 曰く 

か 5 して 平和を 閒 し， か 會を属 がし、' 濁流 滔 々として 巧 産 ホを あゎ、 無な 麻ち 窥 あり， を 除 
の 細 じを 込ま 5 とする、 窗じ 巧るべき 巧を である. 之を あはん 爲め 巧々 じ 说留 すれ どもが も 的 
巧ち おを 採ぐ る 如く， 巧 本 腊じ瞄 むない のは 进 がで ある。 

抑々 巧厢 化は 何物で ホら ぅ。 獨り巧 巧が がの お 巧 お 化 S みでは ない、 み 凹 S ホ 猫 巧 じ も 化が 
の 大巧 阻む 凡てが 太 W 巧の 陰な か 其 四す となつて ゐ ろので ホる 
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と •まこと じ 大巧 無め の 謀 巧で ホる 0 

かく 思 あお 化 世相 險 化の 役 源が ユダャ人 じあ oi すると* をれ は ィヴ ノフの 言の 如く' 日本で 
大 じが あ 運動を 起し さへ すわ ばを さそ 5 である。 すると 酒が 勝军 氏が この頃： 一 了な 策と 昔つ て、 
ジャパン， ジ I サス •ジユ デァの ill ホを-を 提唱し、 义じ規 摘ち 巧を 巧峽 して ゐ るのは 化ての か 
とい ふこと じなる。 巧 巧 巧 や 弼訪な 氏は 化 づ酒井 巧から 排猫運 かの 化を じ 化さねば なら なくなつ 
て ホ 6 ので あ ら〇 

かく 商 おじ ユダャ人 巧 斥で かがせけば ，がをは 截 あたゎ からだ 動 巧 おとい ム稱 號を附 せられて 
ゐ 6 田 中巧閣 でも，々 日の 如 < おが 巧 超で 巧 巧す るが 巧は あるまい 。然る じ 田 中 首 巧 自身 卞ら掛 
を あろな じ 「あなは 生活の 技 映で ホる、 今日の 急 巧は 圃お 生活の 確 化 じ 巧り』 と唱 へて 居 るので 
ある。 「公平な ろ 化 巧の みが Jiw つたと て、 かし も 之を が 突すべき じ ホず して、 あれで もを 巧が 
を 干は を おお 巧を 考 へて ゐ るかを おず べしで ホる 〇 してを ると 郎訪部 巧 巧の 考 ふろ 如く •ユダャ 
巧 超は おお 閒留 か々 問 超の 本 巧では ないや ぅでわる。 

昨年 S 巧 一巧 玲巧 された 巧を 黑ホ 件が， 如何 じ おしむべきを かで あつたかは > ひとり 巧を の ホ 
なのみ ではな かつた。 巧を はを 時 大巧 院 おが 細長 小山 松を 氏の この 巧 件 じかす る該 巧を お 阳お上 
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で讀 甘， まじ 檢事 おを として よりはな 父 w 言と して 嫁が させられ たので ある。 ル 山 巧は 誠 訪部氏 
の論义 をな 載した る 『图 本』 化のを 部の 一人で ホつ たけれ ども、 事件の が 因を ユダヤ 巧 阻 じ おす 
ると いふが がき 大逆 巧な ことは 言 はれな かつた。 小山 巧は この 悲しむべき 舉 件の 强 生が 明か じな 
を 化賴 の 缺辟 じある ことを 指摘して， 却 巧の 巧ぶ を 促さむ てゐ る。 ル 山 氏の 課 話は をく の 新閒妨 
誌 じより てが 巧攻 々たる ものが あつた。 か 論謙胞 なる 小山 氏は 自己の 重大なる 做ち じ篮 み， 這の 
巧々 たる 好評々 却て® 縮され たで あら 3。 た r - の おを 卯と 肋 巧は 「日本 J 新 脚 紙上、 ル 山 巧の 
巧强 をが じ、 このを 件が を 己 ィンタ— ナショナルの 巧 化と 巧が との 巧 じ 何物 も 無 かつた ことを 諭 
じて ゐ た。 をを 巧は かつて ユダヤ おじ 關 する か册 子を ま述 された ことがあ るが， こ、 では 明か じ 
巧 己 ィンタ— ナショナルと 言つ て， ユダヤ 麻とは 言つ て 居られね。 或は また 別 じ ル 山 巧の かき ま 
巧の 地 化 じ ホる 人は、 たと へ おかのを 团が ユダヤ おに ある ことを 巧つ てるても， そむを 杏 言す る 
ことは 出來 めでは ないかと いふか もがれない。 すると 同じ 寅 巧の 地 化 じあ つても， 四 王 天 か 巧 だ 
けは ユダヤ 巧を 公言して 差を へない のかと 問 ひたく もなる。 

ユダヤ 致 i ホの 巧觉と 瓶を とは、 卽ら 々口の 团巧巧 险> 財を 刖 阻， 乃至 一切の m 品陆 凹に おす 
& をの 人 S 巧 巧と 值化 とを 示して ゐる もので ホろ。 而 して この 鉛が とな 化と じよむ て 如 仰： i をく 
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の 悲しむべき お 件が お來截 ホし たかをを よ j 巧の 閒 じして 今 かしく 社を え 義じ對 する 理 おが あつ 
たなら ば •かの 悲しむべき 幸賴を かな どは 起ら なかつ たで あらう 〇义 巧な 民を 體 にして 今 かし < 
巧が 問 越 じ おず る 巧 おが あつたならば、 かの 悲しむべき 巧 歲騷動 チ、 霞災當 時の 大 反動は 起ら な 
かつた であらう 。『巧 ま斯 ホは 源蔬經 化」 を 著は してが 蝴 軍人の 間にを くの 巧嗚 ホを 得た 小を 郁 氏 
は •をの 著嘗中 じか 山 お 巧を が 貧し、 かの 如き 愛國 巧を して 今日に まら しめたる はを く潭 后を 思 
の 誤 衍と巧 おとか ホんだ ものである ことを 喝破して ゐ る。 誤 がは 鉛 巧と 偏を とよれ 巧れ る】 種の 
利己 ま 轟で あろ。 もとより 人颜 じは 利己的 本能が ホる ことは 率實 であるから、 かし も 巧く をむ る 
ことが 出来ぬ かも 知わない 。がかし 音 目なる 利己ち 塞は 他を 傷く るの みならず、 結 扇 自己を も 破 
涵 S 中 じ 略れ ざるを 得ざる じ 至 &0 ロシァ 革命み 誤解した る シベリア 出兵の 破滅 •支那を 命を 誤 
がした る 旧 中外が の 破 結 > をれ がた めじ 如が ばかり 貧き 人類の 魂を 巧した ことで あらさ 〇而 して 
如何 ばかり 閱 巧の 伸展を がけた ことで あらう 。ぞくい ふじ 忍びざる ものが あるでは ないか。 

如何な ろ 上の なじ も 『とい ふじつ けても をの 狱 しさよ』 とい ふ 下の かを 付ければ 巧が じなる と 
いふ 話が あを 〇 r が 島の 大巧、 むを 人 問は r とい ふじつ けても をのが しさよ』 『心 だ じ 誠の 道 じけ ひ 
な ばと いふじつ けても 金の がし さよ」 尊、 等。 小が 爭矮 •巧 か爭综 ，サボ ク I ジユ 、阻 化 •ホ 化 
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巧 か， 巧を 主 寒、 0 シア ぞ 命. 支那を ホ、 胡が 獨 化、 專巧 謹を-カフ HI ， ダンス I 映を I その 
化を， 等、 一切の おおを シォン 譯を窜 のかく ユダヤ 禍 じなりと なすは、 如何なる 上の 巧を も 巧 か 
とせし むる この 下の句と 同然で ある 。をれ とももぅ I 巧刊 巧と， 『これ また 话 くき ユダヤの 化 ホ 
ょ」 とで も 代 ふべき か 0 

五な 巧と 巧话 

ユダヤ 拓豁 をは々 日の ユダヤ 巧が 贸じ巧 千年 前なる ユダヤ 括 典ょ b ホれ ろ ものと なし' ユダヤ 
人が タル ム ー ド、 ト ー ラ 中 じあるな 昔訓 言を 奉じ、 シォン 巧 圆の昔 巧を 巧氣の 如くな き 叫びて 巧 
厨し 居らが かき、 巧は おおの 巧 上 第二が 目の あを 巧み 壞 して H ルサ レムの お 失を 悲しむ が 如き， 
巧は 子 生れて セ 巧 じか 活々 巧 ふが かきを なて えの 世界 否が の 巧 望を ません とする 明白なる 證 巧で 
ホる として ゐろ〇 

なかし 乍ら 個り じ をん な 苗 巧が あつたと してら •巧 巧 じ 化 お 巧 巧を なみつ A ある 巧ホ稱 貝は、 
たと，、 そわが ユダヤ人 であら. 1 とも， 巧 ホち 巧 はん 民々 を 惟せ しける 阿片で あると ちへ てゐ ろが 
神 お g 魂を 者で ホろ から •巧から タル ム— ドやト ー ラな どを をを して か、 つて ゐ 石。 なじ ユダヤ 
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一巧の 經 化が、 ロシ T の 巧 巧 あ 真に 化ぶ 闲 をを を 巧へ てゐ るとは どぅしても 巧 取れない 。巧は 「力 
一— ル •マルクスは ユダャ じがり ては ホ お愛函 S ながな 人物で みつた」 など、 勝 モな辟 巧を して， 
シオン ホ國 とみを モ 寒との 晒じ嘟 がを 付けた がつ て ゐる人 も あるが， そんな 成に 解 校 さわて はを 
巧の マルクス もま 笑の がは ホるまい。 もとより マルクスの 說の是 ホは 別問哲 とし、 化が + 化化紀 
のまんだ W 界ち 人の 一人でを つたこと， 巧 S 化 的 生 巧の 桂々 てな おで あつた こと， 及び そのぶ お 
が 巧 じ 巧き 人额 愛から 出强 して ゐろ ことは 巧* きと ころで ある。 さはいへ、 をれ が 直ら じシ ォシ 
巧國 の 巧 あじ 本 化する 简大 なる 巧圓 巧で あろとは が じて 考 へられない 《 よく 化閒 じは 二十 年 削の 
な 巧を 化 がれを のを 巧の 人物に なつた からと てが がその 巧迪 をな め •巧 友 じお涯 して 巧む の 齒じ 
はかぅ いふ ホが な 出を 巧が あろと 仙 校 に 振れ 同は るを 巧ら みるが、 マルクスを シナ ン巧國 S あ 君 
巧 國をじ 加へ るの も その 例で あろ。 

がかし 問 風は I ホ 退いて、 ユダャ お 化が 化して それは ど危 おなる 暗示 じ 富んで ゐる かど 5 かか 
ら巧察せねばならめ〇 ユダャんがィスラエルの神を借じ、 ィスラエルのちた6ことを詩りとし、 
化つ て 地の 民族と 風を しな かつた ことは を 巧で あろと してら、 をむ はむしろ 到る ほ _」 あ窜 され 來 
つた お 共 じよる ことが をい。 をの 筋が じは 其し き： 泪 造を 巧け た圆 じがて ほど， モの 同化が 困 保な 



事情々 示して ゐ ろ。 ロシ r やポ ー ランド じがて は 化の 如何なる 民族と 雄 も， あの 地な じ围 いて 巧 
ましたら 所謂 惡 化せず じは 思ら わめ ほどの 巧 巧に 置かれて ホつ たので ある。 それでな て恶 化しな 
いのが ぞろ不 巧 謹な ほどで ある。 タル ムード じがて ホ ユダヤ人 じ勒 しな 端な ろな 屏的章 巧 や 之を 
が規 する 义 章が 巧 用され て あると いふが， (本 卓 巧 二 怖を 照 ご J れらは 如何ぶ る 桂を じめ て 信用す ベ 
きか、 ユダヤ お 論を 中 じも自 きむ を 挺 ふて ゐ ろが 態で ある 〇 されば あとは 「を 物ち』 とか 『お 
世」 とか 「信仰』 とか， どの 經 かじ もちり 振れた 文 巧が あるじ あざない。 「を 巧の 王』 と あつた 
からと て、 直ち じ ユダヤ人 化 巧 統一の 訓言 であると 神巧进 おじ 考 へる ことは 要らぬ 〇 我がが 道 じ 
「天 巧 中ち 种」 とい ひ， かみ じ 『一一 一千 大千化 巧』 と 巧ぶ と 同 巧で ホる。 日な 借 ぞ が 「I で 叫 沿 皆 
な 妙法」 と 叫んで、 困 届 太を で 巧 巧を こらを 巧り ホいて からと て、 をら じ 日を 倍 者の 化 巧 統一の 
乂 陰な の 現 はれとは 借 ぜられ めでは ないか。 を 巧の 巧盃を 巧つて ユダヤの なをを 祈 鼠す るのは- 
エル サレ-一の 巧 失を 悲しむ ユダヤち 巧ち 寒の 發埋 であ る〇 彼等は ど 5 しても， せめて エルサレム 
丈け じで もな 囲を 囘 をし ホらねば ならぬ。 四 菜を 巧たず してみ 圃じ淺 治 すれば み圃 巧から あ 寄 さ 
一れ る。 迫ち される から 岡 化しない ので あつて、 问 化しない から 巧 おされる のでは ない。 がかし々 
21 そんむ 巧技を 巧べ てゐ ても阳 じを はたから とて、 テオドル •ヘル ブルは がて ユダヤが 国* 化み 巧 
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起した。 化 こそを の 巧 画を であろ 。ヘル ブルが マルクスを 巧つ たのは •マルクスが 人 お 巧の お 程 
を おを お 萬 じ ホめ たじ 反し， 自らは 之を 巧 巧 モ赛じ ホめ たからで あろ 。ユダヤ人は々 化 ホが 一 ど 
ころの 巧ぎ ではない 〇 如何にして エルサレムを 完を じを 沼すべき か f 巧 へられた るを 面のを 巧で 
あろ 〇 をし 夫れ ユダヤ人が 割盧を 巧して ゐぅ J とが その 巧 巧 化 ホの 大 陰謀と 何 C 關 巧が あるの 
だ〇巧 痛は {示を 上より ホた-巧の 巧 結じ捆 ぎない 〇そ して それは ユダヤ人 のみ じ 限ら ホ， 囘か徒 
の 中 じ もァフ 9 力 黒人の 中 じ も 之を 施して ゐ 6 ものが あろ 〇の論 をれ はお 生 上 じを しく， 向窗 を 
や 花柳病を 者を 出さ ホ*® をなる 性 愁の遂 斤 じよつて 度 巧なる 夕巧 S モ 巧を 生産 巧 加し つ、 ある 
のけを 宙 であろ。 をれ だから ユダヤ人が 巧ろ しいと いふなら ば， 巧 日本 じがても 割禮 法を 施 わし 
たらを いでは ないか。 巧ら くは 現 巧の 人口よりも 巧 じ 一巧の 增 加を ホす であら 5。 而 して まちの 
巧し きお 巧 民 巧の 化 抑を をが 巧 じはつで あら 50 

たを 命 ま 面 おを 說 

ホぎ はおを な ホ， み 國じ坦 つた ぞ 命® 動 や 巧立违 かや、 巧み や， なをの 巧 お » かな ど その あ < 
ボ ユダヤ 姑の おおで ホる とい ふ說 である。 
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おは 架を ももぅょ い 加 拽じ掛 すじなる のを 巧を 巧りたい ので ホる が' 巧 ゎか i つた 巧 だからを 
ちな く、 その 巧 妄を論 巧 する ことじす る。 

ユダヤ 商 論 巧は、 ユダヤ人 か 化 巧な 妇の 第一を として 口— マを が ほして な 巧， ョー ロブ パみ 凹 
のを 捏巧じ 入り をんで 巧 SS 陰謀を 逞 ふし， 進んで 奥 巧に 巧 命を おし， 很を おぇて 义 闊を獨 なせ 
しめ、 巧に ョ—ロ ッパじ 引 おへして フランス 革命を 起し. ィ タリ！. スペィン、 ホルト ポル、 ギ 
リシ ヤ 、トル n と ffl 厘で をの 目的を 達してから，々 度は 化 巧 戰爭じ 曲 火し •ロシア， ドィッ •才 
IK タリ — S 大巧 曲を お 巧せ しめ、 おは 巧モ 蔑， 共を ま 萬の 蕾 煙を を 化 おに 散 ホして，々 やお ど 
をの 目的を を けんとして ゐる〇 されば 『巧 時 ユダヤ人の 中 じ も 巧々 の 目のは 乂 がみ 戍 巧せ るを な 
て， 最早 ホ 巧が 密 じすろ 必要なしと 公言す る もの あるじ 至つ た」 と 言つ てゐ &0 
シォン 讓 をを じ 『极 おの お J とい ふの が あつて •ホの 如くを いて ある 0 
予は 本日 巧 巧 じ， 巧が 目のは 旣 じち 人を まるを ホの 所 じある ことを 巧吿 する ことが 出 ホる • 
おす 所な かで ある 〇 吾人に 化つて 巧 巧され た理 は、 巧が 國 巧の 標な たる 「巧を の お」 の おの 頭 
馬を 巧を せんとして ゐ ろ。 化の 拾ジ化 おする ときを 歐洲 のみ 四は 恰も 姑い 巧で が めら わた や 5 
じむる で ホら ぅ 《 



201 


もを してぶ おは 今やを 力を 盛して 經械ホ s 脚な， がが ホの 隨ち 逆を 巧 w 威 段’ 阿ぶな のな 
前を ま 巧せ しめんと. S たくり 囘 つて ゐ ろが. やがて その 目 巧を 達して を、 初めてを 時の ユ タヤ 
固 内 じ その 頭を なおす &の であると いふ。 

ち巧なホセ囘じ且つてこの巧はョ1 ロッバ巧の 一 を地じ宿皆し、 をじ附近の巧远じ巧力した 
が， 巧 一同は -丰 リシ ヤ 、第二 囘はロ ー マ， あ 一二 同は マドリッド、 巧 四囘は パリ、 第五 回は ロンド 
ン， 巧 六 同は ベルリン， 巧セ囘 はべ テル ブルダで あつた さう だ。 『道囘 の大戰 じがて ロシアが を も 
ユダヤの 按厮を 巧つた 理由が かかろ ではない か」 と 言つ てゐ ろ。 そして 其の 巧が 今や 燥を を 巧が 
巧國 じかけ てゐ 石の だから 大麽 なので ある。 

ユダヤ 闹 論# の. 心理は， ユダヤ 問 階を なが 極まゎない もので ホる としながら、 化巧歴 巧の 進 わ 
をた r おなる ユダヤ人 のみ じ 巧して ホ おとも 何とも 活 じない ので ある 。二 千年 この 方 おけ もな く 
ぞ 命を 起したり、 王冠を おを としたり して 居り 乍ら， まだ アジアの か 隅な ろ バレス タィン じがて 
すら お 足な 巧な 固-つ 醒設し 得ない が おでは， 『大部 かの 目的を 達した」 でもない ではない か 0 

ホ# が 「ダビデの 皇が还 がと して 衛 いて ゐ ると いふ ボ ，をの 後裔は 現 巧 何處じ 巧み、 何と 梢し • 
巧を して ゐ& ので あらう か oj と 問は ご、 かずや r そんむ 大切な 技巧を をを A じさら して ゐる ょうむ 



2 巧 


ユダャ人 ではない 〇 それは ユダャが 化 巧に 巧 班の 日よ で 秘か じ 巧く して あろ」 とい ふで あらぅ 0 
ギリシャ， 口— マのを じ 遇つ てと 國 の お 脚を ホけ つらつ てゐ ては 日が 基れ るから， 手 巧な アイ 
リヵ 巧な S 原因が、 ユダャ人の 化 おで あつたか どぅかを ちを してを よも 

-セ八 一年の 乂闽が 命は ユダャ人の 巧 動じ 大 なろ 搜 をを 巧へ、 ロバ ー ト •モリス (ユダャ人) 
は 巧 ホ 戦 巧の 戲抑 として 大手 肪を巧 ひ、 巧が 國座旣 の 巧 動 巧な りさ。 がち 彼は 佛 巧よ 〇 猛價を 
巧し、 之を 义团じ 巧 化して-セ 八 一年 ロ シン トンの 巧 陵を して ドゥ ヴァ波 化な より ョ ー クタ ゥ 
ンじ巧 送す るを 巧せ しめたり 〇 ( レ— ダイ》 ま 巧 巧 巧 巧 巧 パレスタイン のが】 

が 國乂巧 命は その 八 年 前 ユダャ人の 巧 力を なて ホ 四 じ 行 はれたら 革命より お 〇 たる 助 多し。 
例へ ば ー セ八义 年と 巧 巧な ホ 圆巧窝 をの 巧 ホせ しぶ K 地は 大陋 フイ ラデル フイ 了より ラ •フヮ 
イエ ットが 持ち 辟 〇 しらの なりし なり 〇 ( ラ •レが ラシ ナン) 

ラ •フヴ イエ ットは マッソン 围の巧 十 化 階級 じ 苗し， マッソン のち お ヮシントンの 親友 じし 
て、 化 S 革命を 巧け 後 佛函じ 闻り佛 画のは じがく 働きし ものな り 0 (：= ユ— 王— ゥ) 

な 上 一二 巧は 「が 太硏巧 J にが かせら U たる 記が である。 弟 一は ユダャ人 ロバ I 卜 •モリスが 大 
ぃ '柬图 巧な ザの ためじを 力した i いふ 抱が であつ て， それは ホ 曲た の 一円を 度んだ もの i 能し 
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も 巧つ てゐら 本* で ホり、 别ほ をし いこと ではない。 なかし をれ がた めじ ユダヤ人 ザ ホ 凶 巧な の 
を かを をした とい ふこと じ 出 ホない。 何と なれば 义强 のが 立 じは もつ と W の 原因が あつたからで 
わる。 而 して その お 巧た る や’ を ホ 大事 じ隱 くさ わて あるので なく •一般 じ 化 巧 おおじ 公閱 され 
て あゎ、 お 立を を訟 した 英國 柳で もす で じ 巧 みそのお® をを をして ゐ るので ある。 第二 巧の 米 凹 
じ 巧 はれた るを かが ユダヤ人の 巧 力に 成つ たとい ふ說は その ま i 巧を する ことは 化 米ない じして 
も， ホ國巧 立の 思*^ を* が、 ぞ ホの 機を をみ し フランス じ 及 ほした ことは 巧 ふべ から ざろ 事宜 
である。 なかしを 己 巧に ヴ シン トンを マッ ソンの 巨 おなりと し •ユダヤ人 i ホ 固 巧 ホとの 關 巧を 
もつ とを をじ考 へろ ことな どは 出來 ない。 ワシントンが マッ ソン お 員で あつたと 巧と を 問は ず • 
义团 のを 圃巧 であつ たことは おちで ホ 0 .彼は リンヵー ン と共に ホ 四の 二大 偉人と して、 巧が 固 
の ルを 生で さへ をのを を淺 へて ゐ ろので わる。 巧 頃 ホ 阻で ワシントンが 夕 がまを をで あつたと 言 
つて， をの 日 お 生活を おッ 破が いたま 巧が 出版 せら わ、 大じ 一が の ワシントン 累拜呆 を 面な はせ 
たが •をれ は 巧す ろじ V シン トンを 神 畑ょり 人類の 化 間 じまで 下け て ホた だけの 話で ホつ て、 莖 
も 彼の 巧乂 性を 毀く る こと、 はなら め。 巧を 巧尘 の 論® せられし か < 『アメリヵを 巧 困の 勘 化は 
巧 困 じ おする 巧 逆で あり， を 命で ホつ た！，！ 則 違ない が、 モ w ® ちじ 力を 致した 人は 巧瞄 をな むが 
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を li まちたち 蹇 く’ 靈國豪 浑管 巧を た 二と を 雲す ミとは 裝 ない。 巧 一 

乂 統巧ヴ シン トン や、 をち 統領 ジ ェッ フア— こが メ— ソン リ ー の谢 員で あつたと スを天 
巧が r ダム K が 猶太 人で あつたと いふ ことは、 ホ 国の 立 巧から いふ 時は みして メ ー ソン" 1 や 粗 
太 人を 危險閒 する 理由を 見 化し 错 ない」 のでみ る 0 

もとょり ホ圃獨 立と いふが 如き 大が おが ー ヮシントン や T フフ ア ェッ ト じょつ て 完成され たも 

をない 二と 盛ち 至が、 ユダャ 蠢 違み じ 起 b しご こを ホに 關 麻し、 ラ； ェて 

ジマ ヴ ソンれ 員で あつたか らも 言つ て お 0 じ ラフ ァ ユット ー人を 藍 脚し 過 ざて ゐ る。 おし 义四獨 

ホ じ對卞 &7ミ K 人 S 献错 とい ふ醫； i なつ ミを’ をた 養を はを ミ； ェッ 
* じ辈」 H 讓た& 養異 て ミち & C をで 重。 ハ；" ふ蠢 ユミル ラ 

ィヒ 氏は 曰く 

か 今 ラン K の壯 年み 爵 (ラフ アユ ット】 は 化 お 王 一 用の 巧 立 じ 巧 ゎて 資陈 何等 重要な ろ 斤 
動を なさす， 又嘗 つて 千 巧の 名 炎を も 出さな かつち 之 じ' 化して ヴェル ゼン マ 又は ボ ー マルセ 

ふこと 慧 Hli 違を 附為叟 はを 寡 4 霍 ずる 一 愛 だ じち」 す ミと 平で を 

が 》 ボー マル 七 — n 恣ヒ巧 巧り 义 なることは ラフ ァ エツ トと 日を 巧ぅ して 語ら ことが 化 米 K 


wj と。 まじ ボ— マルセ— が-たと 六 ホより-七 セた 年 じかけ 》 "1 ダルの 校 描 化よ ゎ ホ 固ん じがけ 
て 莫大なる 天椎 をの 他す ベての 巧 招の 巧 帯な を發 送した 中 じ も •ミ 巧 挺の ラィフル なと 二百 門な 
上の 大砲と ホつ たこと が •濁 立 軍 じ 取つ て ど U ほどが 乂 なる 巧 巧と なつた かは こ、 じ 申 すまで も 
ない。 ボ- マルセ— が 何故かく ん话巧 的じ獨 立を 助けた かと 言へ ちを は巧團 じ對卞 ミラン 
.ス巧年の巧を暑んがためであゎ、 今吴囲人が何故ラ フ ァ ェ ットを度ち|.|がてボ| マ ル 七_ 
じ 掛す& 恩義を ならぬ かと 言へ ば、 

ボー マルセ— のか 巧を 認めん か、 ホ 函人の 巧 巧は をのた めじを しく 减 かする の 巧 か あるが • 
ラフェット じ 封して は 如何 ばかり 煩を 里しても， お 囲 人の 巧 巧は 莖も そのため じ强巧 せらろ* 
ところがない 〇 (で ミ か ラィ t 巧 7 巧巧陕 W 己の 茲あ良 
からで ある。 かくの 如く ホ國 の 獨 立には ユダヤ人 ロバ— 卜 •モリスの 巧續を 巧す る ことが 出 化ね 
と 巧 じ、 フランス 人ボ— マルセー の大か 絞を も ホ 巧して 沒 する ことが 出來 ぬ。 而し てこの 二つの 
巧 苗は ユダヤ人の 乂 陰謀と いふが 如き 巧の やぅな 問 超とは をが S 巧 渉で あらねば ならね。 

ユダヤ 禍 論を は、 米 困々 旗の 基韋が ユダヤの が よれ ホつ たもので あると し、 をの S 巧を かけを 
はした ス化是 では 餘 ゎじ 目立つ からと 二のを を 巧んで ぶ 化 盛と したので あると が じて ゐ るが、 を 
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おら 雲累羣 某 ユダ* s から 棄もぞ なぇ 諸る る 霞？ 蓉 から ユダャ 禍 •レ 

よつ て ホが されて ゐる ことじな るので ある。 どこまで 馬 臨 氣てゐ るか 刺から ぬでは 在い か。 

ユダヤ 柄 論 巧は 更に 7 ランス 革命 前の 思想 おが ドイツ ユダヤの 泰斗 メンデル；— ンや マツ 
こたる 鼻を 薄派ゥ ホル テ-ル、 モンテス 牛ユ 1 等 じよつ て 支配せ られつ、 あつ 心 こと フラ 
ンス 革饰の 第一の 島は ブルボン 王朝を 倒しを 巧玄ち ランス •マツこの 長た る ォル レァ 
ン侯 ルイ •フイ リツ ブき ランス 王と ずる じみつ たこと。 ルイ 壬 ハ 化の 路刑も 亦 一 お八 蚕 オル 
レ アン 侯の 郎じ祕 お 集を を閲 いた マプ ソン 結社 員の 诀 をした 事で あつた こと。 平が として ルイ 十 
ス化 のが 頭の 巧務を おたした るを が ユダヤ人 サムソンで あつた 等の 諸 例を をげ て •フランスを 命 
がを く ユダヤ おによ つて 起された ものであると 惭 をして ゐる〇 

これ も樓 めて 笛 巧な ろ フランス 革 かの 画 巧 的、 化 治 的、 經濟 的、 社を 的、 思想 的 原因の 一切を 
無 おして •單純 ミ ー ユダャ 賄が をのろ て あると おす もの、 ユダャ 蜗 雲の 脱お璧 なる】 
KW を 示せる もの 外なら ち^じ 「德 川を 康は 天ぞ をを つて 巧ん たがな」 天を は 人歴じ 
番蕃 なり」 と 叫び 天ぶ。 征 化を をす ものみら ば •人は をのな 態を 嗤ム であらぅ 。を か 前 フランス 
ので 侯を 巧が か 何 じを 摧」 して 無兹悲 なる 生活を なしつ、 ありし か〇フ ランスのを おが 殿様の お 



眠 塞署ん がを ち 如だ從 をで T が T くと 嗚く 隻擎受 霜 S を 寡は さた 

ち フランスの 巧 まみが 如た が お 者に 對 し’ 彼 巧の 生 巧は I 日 ニス— (ー ニ錢〕 あれば 足ろ と 放 
章を 如く 篡陆 まる ものな 0 しち プル ボン 王朝が 革命を 绍壓 すべく か國 単を 招致せ しこと 
が’ 藉じそ si を殖 露せ をを。 (こ e 害は 同時 じ P シ T 革巧受 a® n ル； ック、 
デ-- キン’ 七 ミ ml ゾフ 等の な 過谢派 おが ホ 軍 じ がられた 理 山を 說明 する もを ある。 何 だユ ダ 

ぶ ホ おじ i せ 各 菱え や。〕 普、 S 塞寞 § 望 i して ~ じ フランス 王朝 翼 

の留を ユダヤ 柄な ろ I 天 ぶら じ 辟て かふ 如き ユダヤ 贿論 者なる がな-」’ 巧が 画の 塞、 浊動 
や d 作 爭强ち 朝鮮 蜜 巧 助で 支が 國民素 巧 曲 等を ベての 原因を ユダヤ 閒 にがせし め 巧 

セ ロ シヤち 命 ユダヤ 巧說 

巧ゲ四 じがけ ミ ダ ヤ巧說 が-ご 9 7 i とし T お 入され たもの だけ じ’ ユダヤ 巧論袁 最も 
力說 せる おは > ロシア 革命を ユダヤ人が やつた とい ふこと である。 

その 巧據 としてち 冀 0 シ； をる 畫畜 S 蹇の 蓋に 擎 ユダ 又義つ たこと。 
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冀 r ンァじ 西り-^ がは ユダャ人 s 化た る こふ 計 巧 さなし ことなろ こと。 完ーセ 年 
巧 ー ホを か S 中心人物が ユダャ人 ヶ レース T なりし こと。； I 圣て 革命の ボル 七 ミキ 
は，. i - B ツキ 1, シノヴ ィユ フ’ で メ ネフ、 ラデック 巧の ユダ 又 じょつ て 巧が せられし こ 
と。 こを S ユダャ人は こ/； 巧 器が 密計 ま ホ 画-- ユ -3- クじ かそ 計 奪し こと。 一迎 

答 名 s ; 又が ホ函 を； こ璧 し、 革質 蠢ち こと。‘； ミ 王 《羅酌 本ず 

は ユダ 又 力-ル こ ルクス S 化 至寨 なること。 現 <ふ 巧 おな 府は ユダャを ょつ てな 權を巧 
おさ^ o 、 こと。 7では±瞄日を：1^日じし下ゐ><>ダる日はをを之 S 日晒日じ#當する ユ ダ 
卞售 なること。 ユダャを まは 篆 として 日 シアで 幅を 利かして ゐる こと。 その他 種々 なら 树を 
ホけ てるる。 

掌 者は 前篇 じがて ロシァ じめ ミ ユダャ人を 巧說し •如何に ユダャ人が ロシ てめ てぶ 塞る 
つ、 ホつ たかの 皆 例を 列ち たから、 今 再び こ" じ 塞す ミと を おけを たこ 富ち 困き た 
いことは、 誰でも をれ だけの 沮 ぎを 巧け たなら がを 命 巧のを 起して ロマノフ 王が を 励な すろ 氣じ 
なろ とい ふこと である 。ロシァ じがけ る 暗 段 事件の 下 ホ 人 じ ユダヤ人が ホつ たと しても そむは か 
しも 不化 する じ朽ら たので わる。 されば 日 巧の 巧の 時、 ホ 曲 ユダャな 友 シッフが 巧 か 四の 半 
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事 公 巧 じ 化を たのは. この 戰 君よ つてを 巧 益を 巧 さを する ユダ 又 基は をを 巧した と 
いふ 點よ 0 も、 よ 0 をく ユダャの 同族 思識 じよつ て 日本 じあ 謝し， 日本 お 作戰の 進け を 後 接した 

ぞ ある。* を 蘆羣氏 S 夕 『シッ 7 S 艺が S け や； 7 顕受 をを i 思へ ば 有 

巧 巧が 巧くなる』 と 解す る ことは、 咽喉 ホ 過ぎて 熟さを おる A 巧で ホる。 をん な ことを 言へ ば 日 
巧 戰爭當 時の 巧が 函巧巧 商人 じして、 ホして どれ だけの 利益を お 班し、 囲が じ饰 ずるの 精神を な 
てま 故せ しもの ありし か〇 巧を は泉邮 じして 唯一 人の 厨 旧 孝 ま 巧が 自ま 所有のを 胆 をを 資 の-せ 

じと て 覆せ」 贸！ i ’ 囊餐 U 單 i 蒙 5 を 知らを で ホ 6。 S る 外 じあつ た 
かも 巧を い。 がか」 をれ 等 S 人 4主 雖〜戰 養 囊篡擊 それ^ 思考」 巧つ てゐ ろの 

であろ 〇 この 賠 では シプフ 巧 も 亦 動 一-等 じが せられて ゐ ろ。 かじ をれ で 直い ので ある。 お 原 巧の 
化く シッフ 巧が ユダャ人で ある からと言つて 巧 更に® 見を なて 化じ掛 する 必 おはない ので ある 0 
巧を ホへ 戾 して ロシァを 命じ 按る 〇 J 丸 0 あ 年 曰 巧 稱爭ホ 巧 じを つた ロシァ 革命は， ロマノフ 
の 巧 日 作 巧 じを ろ 5 を 巧へ ち； 7 が 巧 か 团に讓 ホして ポ_ ッマ ス條 めの 調印を を おの 

はを くを がた を ホ 「ちえ 蕃 C は 姿 In ダ* 人を 革命寶 も蠢し T , Q &。 なかし ホ 
ちそ 6 蒸 S まを はなちち 雨して こ S 累 e たを 更に だみ か 2 ダ 卞妾度 殺され 
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たことは お* であ ら〇 

當 時を 謀み がせ 大佐た ゎし 明ち ホ ニが 巧が 巧 洲じ液 遣せられ て 特別 巧 巧 じ 服し， ストック ホル 
ムじ n シァ 革命 窺の 志 ± と をして 化ず じ 莫大なる 赏 をを 提供せ しことは，々 や 課 談§ 類 じ も お 
かせられて 巧 ど 天下 巧 巧の 巧 宵で をる。 をし ユダヤ 瞄論 巧の 如く ユダヤ人が ロシァ ぞ 命と いふ 「一 
大姑 害』 を ホー わせし ものと すれば、 これを 煽 巧せ し 明 お乂应 ，後のを 巧 巧を 哇軍大 が 巧 お 元二郎 
氏は ユダヤ人な 上の 「大お 人」 とい ふこと じなる 〇而 して 

レ ニンは 民 楠 社を 巧の 一首 巧 じして 日を 戰の ょゎ 明 おが 军 とは 巧 あの^で あつた。 彼れ は 
- 日’ 麻 军 じかし， タホ 法のを 起さん とする 際の 用 おを 說 いて S ずな 器を 手 じすべ からで 
巧 器を 手 じせ ざ&强 巧は 如何なる をを 巧と 雖もホ 如何と もす ベから 中』 とおへ たとい ふが、 を 
かじ 巧す る 彼れ のる ゎ 口は 人 も 巧ろ 如くで ある 。化は ちじ 目め の 巧め じは 手 巧を 择ば ざろ あ 巧 
巧 虐の惡 巧の 化く 巧 へらろ A も， 巧は モ蕃 のちめ じは ま 誠が 化， 嗤 こわ 赃中困 家 あつて 身命 W 
< ，巧ん や 化 巧 化を じめ てを や。 されば 明 おお ボも 彼れ が将 ホを 洞 巧して •巧 時な 親ぶ に 語つ 
て 曰ふ〇 革命 S 大業を 連 巧す るは モれ レ-ー ン ならん か •と。 巧して 巧 ゎしを 兒る べし 0 (无»» 
總サ麻 « 巧 ルを « ホ 氏«贡 おを 一曲』 ヒ卷 一巧 1 1 1 四 二 貝】 



の 4 


I を、 盡 いた 晶奪 二郞』 浸 如 さは 不審 柱— 出版物え 0， - な讓じ 酉す— いたま 
田 長 覆 や 田中黃 I 巧 や' 季委郎 子で 頭 山 賢を ども 巧 ユダヤ 柏 じ 確つ てゐろ こと > な 

ろでは ないか 0 

ろて 奚命兰 V ヤ人 ミつ た S だと I 夏 > d V ヤち ssn は！- ブ ブーで ぉ 「を 言 ひ • 
てこと ユご人 主を 垣を けて ユダヤ 設 I 富 薑じ挪 をよ く 。シ 7 を 命を をて ゐミ ユダ 

卞瞄論をは|义ーセ年奚命な前' ロシ^'じボべドノスチエブフがホた ラスてチンがホゎ’ 

蓋 量 巧が ホた 社會 革命な が ホり’ 社貪裹 がを、 をの またな を 奪 幾が ボル 七ゥ イキ 

イン セゥ イキと じかれ てゐた 雲を あして かつて ゐ るを あら.， か。 なつて ゐる のなら’ ユダ 
ヤ曲說 在 i は 出 H 來 ない 窗 だ。 dV 卞的 超を 硏究 十る と 号 T 實は ユダヤ 姑 し’ ッご な 
おのが 計 や 望 〔など 竺漫 作で をと ち 眼を 覆 ひ’ 瞳 测と蠢 えトピ ちた ユダヤ 姑 美 
化 巧の 指摘せ し 化く 自ら 巧舉 的硏究 なりと 借 じて ゐ るので は あ 6 まい か 0 

一九 I セき 一月を が S 直前、 ロシァは を 命の 斬 崖 じ おを ゐち而 して ロマ； 王朝は 一义〇 
霍罢 命に が T をく 選す ベを しと ころを、 辛 じ T この 年まで 待ち こたへ て 來襄で ホる。 

あ 力 も ロマノフを 育の 哈岛 。ラスプ— チン 吿を 中ぞ する 巧 困 化のを 霸 お。 化戳 じよる ロシ 
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ァ國 民の 戰 養ち ぞ需 曼睐 を。 をが 某 足。 ドィ る； こ對 すろ 單 獨託靈 動の 巧 力 等 • 
5 切が 0 シァ 巧 かを 搂發ち S を 個の 密乂 おじ 国 かを あつちえ 時 か览の ユダャ人の 

隆 謀な ど-— 龜 有つ T — をち む」 義 大使 ブ* ャナぶ 観蠢の 方が ど 
れごナ i でを を 為た。 何と なれば 養は S 賣；； 脫爱妨 ぐ&塞 が あつた 

I らで あちの 論 こ ミ 1’ クラス ゾシ チョコ フ爱 ユダヤ人が 塗から 歸 つて ホた の禁な 
であち そむは ご ン 、ジ矣 ィミ"， 卜 1 ノフ ’ッコ ，ニコ フ 等が； をら-；" ノを經 

かして 骑？ 寞で援 で ホる。 察」 彼等は P シ こを かが 起つ をら 琴 T ホたち 己 
星 命勃窗 S 當 時、 一人 奚命み もこを 指 巧して 居らな かつち 
一音 累養 SS 結と なつた のは、 そご 迎閒 前ぺこ •クラ， ド じがけ るプ チョ； スキ— 
エ おじめ T ’ § 苹命资 示威 法勒じ 際し， 田 おばち 0 職 ま 誓した こちを ち こ、 じが 
てを 器畜 ちか 彼 累な砸 を 要 ホ おを あらが' 當莫の お 摩だ强 硬を 極を ため’ — 
n 爱 巧も么 二 愚 加し’* 7 K て じ お出-^ たと 二を？ が高皂 た’-; 写-日 巧す 巧 

のりが がが しなが ろじ 叢の 件 じ 裡 つてゐ たが 瓶 聯隊 じ 養が 接近 屯 ホた とき’ 一將 校が 商 
所 S つて 共を おこ 备を しち この 賓 ま； が 『男が 打てを』 と 叫んだ ところ 
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I く窒 著， Vi とを 管. i < 富 i 」 富 It 

^ どの 聚 なる 叫に 代つ た。 閒—れ •1 じ— f ? 奪 ぁる‘。-^ の‘ 時 

plr ひ U 。 ユ 1 もホつ f， 。 f If ユダャ人 がを 

れ! 入を f をた ズ ヶごス Tif こ i ルミ ィキ— じ 倒さ 

r 察 々 と S 量？ S 赛 望で— 愛 C 巧 養 巧は 日 ふ 

r — じ 依り 自治 函—據 として 凛され た 臨時 驚は を じヶご ミ— と 瞬して 蓋を r 
ァ|; ( を〕 なろ— 太 人 i 下と なり、 純 盛 人は i し TT ひました。 そ 
た 一で I も i iii し 
，て- サ ぐを <ヶ 巧 ヵレ 巧卜巧 じを さお S '， て 居ます .3 された 
こ は蹇 じ 进ぎぬ I 陈 はゎ 巧 i 人から かおて 、^^ 

一 y f f f 層 ^、 f 

これは 里— 軍 豪 星謙 ミミ、； 曇—》 fTf ミ 
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たと きのこと 占いへ、 ヶレ； *1 と ごことの 各を とを る ことは 餘 りじ 甚だた 誤で を 
からえ。- ぶ蹇 れ くと：； ツのシ ヤィ デ TV す- ブ ，畫卜 を 殺しを 欠 夏で あ 
た ごを カゥ ツキ-富 蹇と路 つたこと も 答 長で あり、 共を 養 部 汲 スタ i ン 等々 卜 
ヴッてをぉ謀〇をも八百管 いふ二とじ2。否現じ堂氏は共|玲盡曇^?!を励 
を ィヮ ゾフ 同な 八 夏と をて ゐ ろので— 。いくら 八 夏て 流 諮の 目 じを つた 宮 つらい 役 狸 
をを ミミ H の夕夏 おた リ-プ クネ； の夕 8 さむた をは、 モ辜 もが 
もつ てし まろぶ 營 いと 沼 せらろ、 ユダヤ人 襄 して こんな 八 百 島の 音 憂み 盈すろ でを 
らぅ か。 

北上 巧が 巧を な府を 『ユダヤは 麻」 とげを ゐ & 通り、 すべての ユダヤ お 論 夏、 ユタ I が 
巧轰 ロシァを 支が して ゐ ると 忠 つてゐ ちがり i 思つ てゐ るので あを をして 如何 じ ユダヤ 

人 こ 翩卞& 霞 おを でて 一れ を 農」 T も、 婆 氏 S 如く 「ユ 瓷 si 群な ど薑て 

じなら ね」 美た 襄 である。 こ' じめ て 化の 人を はまは ユダヤ 闹が の— 寝を」 曼 つて 
.0 ) と 音つ てた。— 妍巧 5 富なら 検 f れて がさ 乂西 其を 巧 ま横 とやら 中し てを 窠 
I して ゐ たを かも 巧々々 ことが 化 ホ や. も ユダヤ お 信者の ホは 基 巧 愛 器 客 じょつ て •野 
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I - 巧 的じ游 塞サら れてゐ るから‘ 巧ら ふ 久じ墅 る 巧を が だか も 知む め。 ' 

河 巧 巧が 霎 S 牌し T ホた 苗— 函 3 執 はげは 喜 w 品名 浴 文 苗な 四卜 t 
人な と 云々 のか 料ち その： i じ I ぶの 相違が ホる じち も、 恐らく S 子を 『化 巧 革命の 巧 
酉 じを おとし T 寶 をた 「巧 農を 支娶 るは 何人 か』 と學 るをから 罕ゐ るので ホに ミ。 
この 表は I 丸 ニニ 年 調と を、 まなる 圃 家樹閒 じがけ る 代を 的 役員 詳高 雲， の 員 ま ユダ 
卞人四 四 セ襄抗 計が 上つ てゐ ちか、 る お 計 まが 如たち 何 歯 おを されを ので ある 义 

まを の統 S 續妾 C ' たえ、 曾を をを」 票 ミ 5 ら JJ 。 @ さ 暖窜费 もの 

で ホを > Is つ 了】 e ま 去 i — とし 下、 汉て ちまは 一丸 ニニ ま 雪 ぉつて 、 TL 
一/年 諷すと も- ゴニセ 年の 調では ない。 卽 ちが 巧 巧の 言 ふが 如き 『巧を の 調 巧で も、 ま 
た の調杳でもなおである〇 巧はる ~ あの相まホミとが 一 を 一こ年からこセ年力ま1 
年 じ まる 愛 巧 H 含 S かも SSV n ,1 人 a が 5 音费皇 荒を 里し，'' 
また 化の 晒 新辟- 巧な 輩、 ごぶ 逝まで 直 i や. ま— 命畜や • i 雙ち共 巧 巧 
の 巧な や— ぐるし きまで じぶ S 巧を 泣- 5 ホつ た n シァを 命 護の 過程 じがて 化を め 役 
貝の# ながた つた ~ 富 で、 而し T ユダて S 3 S 共 g がな かつた とを 夏. 萌を 
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しに ホ 課する ことは 化 巧ない ので あら。 

染 有は 巧が 國に めける ユダヤ 厢豁 ホ 巧ろ ユダヤ 麻 信 巧 じか < s 如きな 巧を 化む した も 

と 妾惡窜 したので はなく 运图 S ま 誠より し哀 ではを ぅが 包季 S 何人で ホる かを 明 

かじせ ぬ。 がかし 乍ら こ、 じ 包 お 子の 巧 まを 巧 巧すべき 帖强 の反證 がを けられて ある 〇 それは 陸 
軍 少佐 あな 仙 化 氏 か 『惜 一打な 記事』 昭和！ 二 年 九月 號线上 じ 『描ぶ のを 凹 巧 勘を 规ら」 と駐 すろ- 
篇を 巧け たこと でみ 石。 

この 一篇 は-; K * ィンに を ミ ダ卞謹 運 勘を 知 至に が' て 桂 さ 有益な & 資料を 典ム 
る もので ホり •ユダヤ 禍 論を に掛 する 好個の 反 巧を 料で も ホる が、 その 中 じ 

r 吾々 日本人は 函西累 共產ぞ かは ず も 或 養援 T 捆乂人 S 共 輩 命で ホ 6 と 曼てゐ 
る。、- 王 つても をが 奠 人の 革弯 ホる とさへ 言つ てゐ るのに、 娇 文の 所で 過激 化の 惡口 
を閒 くと いふ ことは ホな じ不 化な であゎます 。巧 バレス クインを 化て ± ち 巧 じ 巧き、 か ホ 利に 
おき、 己 おじ. 斤き、 到 石 巧で 巧 四亞の 装を 聞き’ 霉甫 の 話に ミと •攀は 皆な 西 亞の恶 

口を 言 6 姜 。足 靠 資志 琴を* を' 庭 巧 E 緊装替 -卜 聖人とは 寨 じだ 

か が化 に わ ふ の で あ ゎまオ*, 
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を こで 化が 距く詞 巧硏究 して 見享も 函巧亞 のを 命は 繫じ紛 太 人 かちた ので ホ. 0。 そ 
れは巧 西 巧 S を 命の 話 じなる i お 太 人は 申します。 『さぅ だ、 あなたけ 巧 西亞の 革命 じ 際して 
吾々 が 太 人が 如何 じ 働いた かを 巧 承知 か」 と 骨が とし 一い 巾し ます。 モ して 「五 〔々は 菌西 西の 
奋巧を巧す爲じ長年ホをじ^<1!1$;した0 かしながら1西亞を巧巧なさい」 と直ぐが5ホます0 
『今のを 巧亞は をく 再々 あ 太 人を 排 斤して 居ち 化 等は 巧 巧々 倒す 時 じは 皆々 を I なじ 樹 かせ 
て 国いて、 巧て 函 巧が 倒む たと なると， も 3 お乂人 じは 川は おいとい ふので か 斥し 出した 〇岳 
じ 度 西 巧 人は 寒 理も人 巧 も 巧らぬ 奴で ある」 と 言 ふ。 を ま 逊巧巧 西 巧 じがけ る 大臣な じは 娇太 
人は i 人ら 居 ませめ。 み 巧な じは-二の 猶太 人が 居ろ を 5 であります 。この 前 レ ニンが でんで 

力らのを部が反を部波の岡巧の如きも" 之を人種めじをま卞と巧をな祗は卜 ロ ッ » ジ ィヴ 

ィ ェフ、 レ— =ン 夫人、 ョッフェ をを あ 太 人で あつて I 方は 皆 ホ捆乂 人であります 。トロッキ 
1 の 如きは トル キス タン じ 流が じな せられ、 ョッフェの 如きは ぶ おがは 巧に 對 して 阳慨 の餘り 
自 おした のであります。 世 巧では な 治め 昔を の 相な から 彼 笛が 二つ じち わたと いふみ じを て 居 
々ます けれども •猫 太 人の 大 がかの ホは を 西 巧 人は ホを ま 度の が 进じ口 苗を おりて、 ま 隙は 巧 
巧 的 ホ 斥を やつた ので あろと 申して 居 ゎます。 尙 を四亞 のち 間 じがけ る だ 摘乂モ をはが 巧 じを 
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でを まして’ ご' ン •クラし 卜 の 賊エを 空 場に 『ジ ユゥを 倒ち 壽 亜み-かこと ふこ 
とを み' 巧と 巧け て、 摘义を 排斥して 居り まス义 藻な のを も 反 猫 奎義を 巧け て、 選 

裕 して 猶太 人の 巧 巧に 巧め て 居 0 ます 0 

云 ミ。 まな 氏 か 巧 璧麻じ 封して か笃 護が 豫を 呼を ゐ ろのは 巧 貧 脚を ぁた 又 

ロシァを 命を ユダ X が やつを 考； ゐる 二と も蕴 《理由 ミつ T 誤で を、 巧し ユダヤ人 
;Jして左憲0Hミ累をと卞^iば、s4^ はユ ダ *人5己裳で*ろ T がかも明を維がをを 

ょ畏 州で やつを をへ’ 雲人薑 州で やつを をへ S を 島が でを U。 寶 しそを 
ことを 翻 超と し 5 者は 安 凄が i 震を 支學 & 者は 何人 か』 m 問蹈じ 白。 馨 して 吳む 

たこと を壽 言。 を鲁 季受夕 も； 品| 《羹を 党 雪」 S じ 足。 もを み 

るで あらぅ 0 

唔智军 十一 巧 一丰日 •寶 まりし 養 大巧 旧 中 郁 喜は’ 大阪 ビル デン ダに めける 巧洋描 
を 主催 蹇巧霖 巧 曾 じ 於て’；*' に 關卞& 一巧 S 靈を試 ミが •そを に 日く 

2 が寬し T 見ます ド ユダヤ人に 關 してい 一 (く 嵩を 受け 6。 吉连 ホめ。 シ 7 .か— 
で ユダヤ人 じょつ て 支配 さわて ゐさ是 化つ て ゐろ人 もホ累 .をれ はを る视 でぁり 主す 
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巧る ほど 卜〇 ヴキー 初め 夕 くの ユダヤ人が ぞ かの ためじ 堀いた ことは をまで わ しても、々 
日は をく ユダヤ人の 巧 力は- 搞 さわて 見る おも ありま ザん。 前 じ も かした 面り > 现 巧の ロシア 
を 支 旭して ゐ るを 樹 邦ホ央 みがを 員み 韩 がを 員 二十 セ 名 中 > ユダャ人は トム スキー 喘 あ 
ゎます。 をの 他大屢 には 1 人 も窜' おに 巧を 紋じ巧 人 如 見を ける ばかりで ホり ます」 

と。 これは 敢て巧 巧が 『あの 首 でら 巧つ たが 如く』 こ、 じ 吹 おする のでは なく、 ィヮ/ フ あた h 
から 出た でも あらぅ を浪れ 巧の 統計を をな 破す るた めじ 招かす ろので あろ。 

前篇 じがて 述べし が 如く， ロシァ じめ ける ユダヤ人 はを 命 前の 六な 二十 巧から， を命衡 脚' ごな 
六十 巧じ賣 しちを むは ポ- ランド や バルチ ミ 諸 W じを ろ 樹立々 離の たろ その ホへ 持つ 
て 買た からで ホ &。 而去馨 は 革命 ； J 管，？ 7 內閣 にょつ T が 放され、 巧 髮椎中 じ 
も乂 つて 巧つ たのは 事ち であるが • n シア.^ の ユダヤ人 巧 巧は をが たを すも妨 をち は 
ない 〇を わは 恰 かも ホ 西に がける お 人が か隸が 放を セ 十 年を 經 遇せる々 H じあ つても， 澄蓝 しき 
を 別 巧 巧を 巧け てゐ ると 同窜 ある 〇な隸 が 巧 風の ため 化 軍ち 化审 のを 巧 巧が、 ~ 年 I 囘記 
を 皆を 巧く 時で も、 巧 人 巧を 巧 斤して 巧け ない ので ある。 これでは 何のな めじ 南 化 巧爭を やつた 
S か々 からない が、 ロシァの 共産な でも々 日を 命の 同志た る ユダヤ人を 巧 巧して ゐる ことから ち 
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へ 


を’ 人辖篡 患は 押が 人頻じ 典へ た 島 《蠢で ホを も 知を い。 

ご ミョ-ロ ッパ 大费阳 隙を 生わた る 巧化怕 ホの 巨人で わつ た。 ほは？ ユダャ人で あ 

&| 31 、豪——— f 文物な を i 、 i 鑑^;^^'! ろ。 ~ 

— i か ミ 「薰 H こ霄 て、 一一；— 金窒 i -— ‘， 

と？ もを その まて-ニンの ロシて 望の ま那』 じ も 巧 f てゐる 夕黃降 送— は 

れる 化で ある。 畫 Ji かつて 晶 故」 『是替 本人』 『產 巧の 諸議に •现化 口.； の； 
エトと 元で 裝まク ，ル タィえ §1 ち’ ごーン の雲扶 治と 堂 思 汗の 裘的 共が なと 
こ餘を だ】 とがを る〇 それは こ、 では 問 買 じ 逸する から 舒說 しないが •巧 制な を 寧し もを 

へきで 凄い。 累普雷 制 奮 9 論な。 ことは、 萄擊蜜 基覆窒 なを 如し。 
累画—11 壬二 — i —」’ 主，ふ； ミ—セ年にして^'*; 
11 雪」 ミ t 。 嵩 奮と いへ ば •舌ら •姑—、 i ;’ 夕 

t も J ニン も’ ムツ ッ ，二 も 寫検で ホる とを 玄こ ち閒を ひで あ&〇 
ちの S . か ホ つても、？； が こン奚 命泌設 じょつ て おは おことは 事货 である。 而 して 

ご ンが巧 養 WS 質を てらた ことは、 をを 我人で 力を じ ょ& とは t へ 巧もユ 
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タヤ 人で ホ かつた ことが さる 理 まなして ゐ る。 ~ 時 ご. ンと 並び 巧せ たた 卜 c ッキ— はユ 
ダ卞 ちる 0 をな！ i 、 今皆爭 一； 0 山累惶 ま」 さ讓 善か臺 t ご 這 ひやを 

た 。ロシア じ 「テリ 卞と トロ ブキ —i の閒 巧し 如何と いふ 超々 が ホる。. むな 「テリ ヤ (犬】 は 後尾 
を 切り トロ ツキー は 前を を 断る J , 卽ち ユダヤ人 としての トロッキ— を お 蔑した 言葉で ある。 
をし こ、 で 「トロ ツ * は あして を趙 をで ホつ た r ら 5 ごな ど、 質問を 致す ろ 巧 あら ば、 そむ 
は 人生 じ静誕 S 妙味 あるを 招せ. さる 是 であ， 0。 這漢 がよく マミぶ 喜を じ 引か A ろを 
ホち ごぶ 後を 7 n 7 が链 おの も‘ 彼が 藤 じして 人望 商き な 裏で あろと いふなな 
ユダヤ人 でが かつた ことが 犬なる 巧 由を なして ゐる〇 
ホは こを も ホ だ ユダヤ 姑 論を は’ 『ユダヤ人 はを 面 旨 章ろ 格を ホ ユダヤ人を お付け >內 
面に が i を 揉が し T ゐ& J . と 考ふ& かも 化れ ない。 がかし 乍 4 巧 ッヴユ ト大會 C し T も. 全 

巧ソご i をを も’ 黯夕孚 二 巧 華た 付 I 人、 巧は 二尝 千た せ I 表 化 S 

を 港 曲す をで あつて、 如ち ユダヤ人け 寶の埋 出さる、 ホち I 備學赛 の 二ち. パ 十で じ 
逊さ な.：.。 このは ホは 蓄よ り瑪 抑より 鄕 •洒 よゎが に まる まてを りが S を ホる から. 
器なる 蓉」 も； 又は そ e 人畏重 超？ た &代 薑を涅 掌を ミが 化 ホない。 で 



の 5 


てこれ は ひと 《ユダヤを 限らす' 化の すべての 民族に がても 同様で あを 巧何累 定理」 「大 

ミホに 封す ろ 角を ミみ に？ る 《ょりを とと あを ユダヤ 設 署た& ぞ导蹇 すへ 

をを。 叉 ユダヤ 設 I ホは 『逊 叢の 拽關話 デルミ ニズ とじ ユダヤ人 コ- ハを 

担 太 人は 巧國 S が 命を S し •とを 仕組みた ぇ 括 太 人 蹇の霍 階 お. ii 者 じして 
田家を 毫中 ...... 縛なる 程をまで 捆筆義 各 太裹を 一巧す & かを 現は S 《に' あ沒 

がは ホを 置を 巧 用ち •隻 はが ま羣 じして 又 シナぶ 羣ミ •ちかなる 寞人 はな 

を王義 の 前* なり。 

と i したと 言つ て’ 大を— J を 巧氣じ おを ゐ るが、 S ミヴ ユト樹 巧の 街 草は 『畜 
ホ 曾を ± 安と した も S であつ て、 單なミ ダ ヤの紋 とは 乂 まひで ある。 

ッ ヴユト なをち 塞 巧巧國 が 巧 お 巧 

巧ヒト 巧ブヴ エト か—- 薄共留 聯邦— は畜 化城 中 じ 期は された る讓上 じが 及 鈍を 定 
でし、 あなを なて 受 •を S ， ごを なて 塞、， ボン 上 i 一十の 條じ 巧く る 六 偶語を 

旱 『番 をプ こぅ in せとと 記を る ものと し、 孽 でな じ妥 置畜〜 
をし ホれ ッヴ H VS がま 蓋を 占む ミシ 7 蓉 主義 管ヴ； 盏固 S 羣じ 至つ て 
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巧 太 阻 光城の 下 じ r ホ査 なんどは をな 化を なくして 化 巧つ てゐ ろから. いょぐ 大ホ 心で 
ある 0 

ロシア 壯 みま 義 聯邦 ッヴ H 卜お 和圃 巧を 

巧 八 -f セ條 P シ K 客 裏 瑜邦ソ ご... 盏 國の國 jjjj. は 赤地ち 資 光線で 柄を て じ 向け 

巧 叉 お&含 S 嫌蟲 とを 愛 〇、 を 愛ち 置を 受襄 奉を 記委。 

(ィ】 片开巧‘矿口 •(ロシア かを モ義踰 邦 ソゲ エト おが 國の 咯稱) 

(口) を 化 巧の プロ レ クリア 結を せょ。 

ミミ 度は？ シる谢 単が 日を かか 絮 がらのと ミ さある。 こた 『靑天 白日 普で 
ま那を 加へ て W ま 巧： 二國 同盟を 東洋の 天地 じ 巧ち 递 てる ザな を 謙ず べきで なない か。 

をし 夫れ r. 日本の かを お義 許の 中には ソゲ H 卜巧 じよ 晚リを か 日と して ゐる 者ら あもと 巧 < 
が， こな ユ》 ャで 十： 喘 日を 皆と ち ゐ& からでを 6』 と 一 舌，？ ン 7 では ±晋 をを とし 
てるる 如くが して ゐ るの もさる 誤で ホろ C をれ とはを が反 勤 じ、 I 化 一九 年頃 戰時 塞ち 巧 時 

たを； こ 互り r;f トニ こ 主 饭夕 谢デ丄 なる 蓋夕繁 おず がご |ン じょつ て 巧 
咱さ れ窒習 じ 巧ま勒 巧を がつ てからを 人は 公央め 巧 化じ冀 しち 巧 巧 やなを の 逆な 巧 



《，な 巧 •ぇたは 巧々 の 公共 田 柏の た々 じか 巧な 巧の じ 巧 おした 〇 これは 巧 ホの 晒 じれを のた め 
じする 共同 奮 S 夏を S ためと、 囊 された 生活 霞の 大惊理 をす る哀ご ンの霎 した 
巧 力を 35 て卞& せを 牵 仕の 方法で ある。 巧 ど 强が的 じ おはれた が、 新 お 巧なず 施 巧 後 己んだ r け 
の 話で あ 60 

を あじ ユダヤ 富衷が ロシァ じな 直して ゐ ると いム說 は、 巧 農は かな ま® のみは、 さすが じを 員 
を t n てを かろ 單 じ數爱 ユダて が あぇ 义國 化かな 頭取 シェィ こが ユダヤち ある 
ことから ホた 誤 おであらぅ 〇 ユダヤ人が 二 千年間の 世ホ德 治者で ホつ た 曲 巧から •巧 業 上 巧び 外 
タト •巧 特のネ 能を 有して ゐる ことは がて こ、 じ說 くを でもない 。それ ホ 巧 農は 巧が 巧 じがても こ 
こばを は ユダヤ- < s 手腕に 巧 ミを 棠 かつた ので ホち ホ も 雲な 娶 一九二 四 年 通貨 巧 
巧 凄 4 琴を さ. 含寶し T 祕 i 葛 雲 さ、 夕蒙 ユダて 中を ミ 利 结を獲 
おお 巧 もろた が， 裏 S 手-」 ょ 054 蹇ら巧 讀じ齒 せらた S 千 liSIP たと す 

はれてゐる。 另養巧かユダ卞たょつて支がさた ユダ卞巧巧のか利^^巧をてゐる一とな卞 
がかき は、 ホが ま S と相找 せろ 妄巧 じみ ざ W い 0 

§1 共窒 再の 當 力-ル •こ ミが ユダて であるが 化 じ、 塞 ままを 巧を ユダヤ® 
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となすならば、 キリストは ユ ダサ 人で あるが はじ キリ 义卜 をは ユダヤ 品と なり •エ デブ ンはユ ダ 
卞 入で ホろ ボ故 じち おは ユダヤ おとなり •リリエ シタ— ルは ユダヤ人 であるが かじが 行 描は ユダ 
ヤ姑 とな 0 •ナン セン、 へ デンは ユダヤ人 であるが かじ 巧 松は ユダヤ 姑と なり •ス ビノー ザ， ベ 
ル ダ ッンは 巧 人で ホる がな じ 巧 梁は ユダヤ 品と なり •マィ エルべー ル、 ヴ ダネルは ユダヤ人で ホ 
ろが はじを 楽は ユダヤ おとなり、 ザイン ホフは ユダヤ人 であるが なじ エスペラントは ユダヤ おと 
なり、 バィ ホは ユダヤ 入で ホる がな じ 作詩は ユダ卞 おとなる 0 巧 飯す るを 化め よ、 シォン 留ま ま 
じは をら ゆる ホ ユダヤ人 じ义 明を 巧へ、 享巢 主義 じ醉 はしめ* 地上の 有らゆる 王 团を破 巧して を 
シォン 巧國 じ統- すべし と 蜜いて ある 〇姑 なる かな ユダ 卞巧义 るに ユダ卞 お' 出 づるじ ユダヤ 
巧， 若 6 じ も おきる にも ユダ ヤ禍が 「蜘蛛の お』 の 如くつ きな つては， 結局 或 代人は 自殺せ ねば 
なるまい 〇れ じ言ム ホり 『文明の 自殺 JI と。 か < して ユダヤ人 のみ 生き 殘 つたら、 世 巧 巧】 じ 
さぞ 手 巧を 巧し ない こと だら ぅ 0 

八 その他の いろ-' 

な 上の 巧， 尙を 干の 巧ら こ ほれが ホる から 巧での ことこ i じ 巧 ざら へを 致さ 50 



ユダヤ 巧を ホは 巧々 シ す 一ー ズムら 共巧モ 寒ら、 ふち やじして， 何でも 历 でを】 れを ユダヤ おと 
おび かけて ホた。 がかし それ ジ乂 なる 誤 時で あつた ことが 酒 井 氏 やま 江み 佐の 資地规 察 じよつ 
て， あく 利が して 巧た ので あち 酒 井 巧は み 凡れ 座获 をの お - H にがて 曰く 度 使を 搜 

パレス々 ィンの ユダヤ人は まじ 立が な人愤 ばかりで ホる。 日本の 古武 ± じ 見る やぅな 生活を 
して ゐ る。 をして 彼等の 巧の 巧 借 じは みして 利子を 取らない 。彼等は ロシァの 巧を ちを# じ お 
して ホ 巧に 悪く言つ てゐ る。 トロ ッキー やジ ''ヴ ィエ フ當は ユダヤ人 じして ユダヤ人 ではない 0 
本が W ユダヤ人は 一 神 おを 奉じ， 刮禮 をして ゐる ホで あると して ゐる〇 それれ ホ產 ままと シォ 
ニズム とは 嚴じ巧 別し なければ ならない 

云々。 こむ でい よく シォ- 1 ズムが 所謂 ユダヤ 巧で ない ことが 明白 じな つた。 义 一方の 巧 產主寒 
も ユダヤ人の 巧 力 巧 どを るべき ものな しとせば 、『ユダ 卞闹 J そのもの^ 局 白まの 巧 化けの 如く 
巧な する のかは ない ので ある 0 

「ジョン ■レー ト クリフ 巧 ± が 西思モ 何百 何 + 年と かじ ユダヤ人 のが 密を あばき 助した ところが， 

ユダヤ人 のな りじ 巧れ て投 された」 と。 それは 他人の が あを あばき 立てたら 巧 第 じよつ ては 巧 さ 
9i 

巧- れ もしよ 5 ではない か。 なかしな 粒は そのが 密の 巧を の 度な 如阳 であろ。 ドレ フユ— ス乂が ホけ 



S あ 巧を 研む るを は， 如何 じ SI ロブ パの 闹じ ユダャ人の 珠斥隆 なの 巧 はれ ホつ たか 去 巧る こと 
が 出 化 や io ム S をを し ピヵー ル大化 出-じ ホ、 クレマン ッゥや ゾラの 正義の 絕叫 がが かつたなら 
ば， ドレ フユ — K は 永久にを を 空ぐ 3 樹會 もな く. 空しく お ホの 孤島 じ 悶巧卞 るの がな かつた の 
で ホら う。 而 して そむは や 日 ユダャ 禍 を饰ら が 個 S な 巧 i なり、 『巧 囲 奴 ドレ フユ— ス大 封の が 
密を 頑を 巧 巧した エステラ） ジー かお」 は， ジョン •レ 1 トク 9 フ巧 ± の 如く 不朽の がちを ユダ 
卞巧論 ザ か ^ 巧 へらむ てゐ たで も あらう。 

ュ ダャ庶 論を は •支那 •トルコ. ペルシャ、 ギリシャ 等 諸 四の 王冠 扩渐 巧顚窗 して 巧つ たのは 
ュダャ 巧3 仕 おで ホ^、 义ル ー マー I アの 皇太子を 色 化掛で どうと かした の も 共和 國 じあを する 乂 
险謀 W 巧 巧で あると 言つ てゐ る。 ユダャ 招は をに 巧お蹈 助に 有り勝ちれ 班ツ ほいと ころまで 巧た 
ので ホる。 地下の マリャ •テレサ や カク リナ か 王 や 西 太后な ど 何れも 雜巧 として 巧が 患を 巧たり 
と をんで 居る ことで みら う。 义孫义 も •ケマル も、 リザ •カン も. ぺ ir 七 ロス も •を マツ ッン肚 
員 じ！！ 入せられ たこと を ホを として ゐ るで ホら う〇 おつと どつ/ リザ •カンが カジヤ— ル 王が 
を 巧した までは 苗 かつた が、 シオン ホ 困の 巧 許を 巧け ずして 自ら ペルシャのを 化と む 〇 •パ— ラ 
ゲィむ ど i 保して ゐ るの わ 倍 J 至 拽の沙 故で あ 石から、 今 じを つと きつい 巧を あが ホる じ 苗 塞な 


い。 ついでにもう 一つ ァルバ ユァが モ圃 となつ たこと も ユダヤの 巧 巧 計裹じ 巧く もので ホる か 
ら ，これ も 今 じ 罰を を ふこと であらう 〇 道理で ァルバ ユァ 王は 現 巧な 暇 巧 じが 居 同 巧のを となつ 
てゐ るとの ことで ある 0 

ユダヤ お 論を は 「ユダヤ 脯じ觸 すろ 稚ぶ ある 蒂 物のを をは > 夕 年 巧 米を 规 寮して 巧 地 ユダヤ人 
の お 庭じ乂 りを み •危險 を 化し. 4 .化を 巧いで 巧 巧した る もので ホる からが じて 信賴 ずべき もので 
ある」 み 言つ て ゐる〇 がかし 乍ら をれ 义 けの 郛 山で 直ち じを の 著 蕾 じ 信賴し 得る や 否やと いふ こ 
とは 别問坦 である。 ま 墓を を も 忘れて 如 化を 破いだ ころで、 をの 巧 巧晉が ユダヤ 問 哲じホ 
ずして ユダヤ 規閲 おで あつたならば 、正常なる 利が とはます < 巧雜が 生じて ホる 〇 多年 ユダヤ 
人の 装 庭に 入り をんで 居つ たと ころで、 また 必 しも ユダヤ人 じ おする 正睡 なる を識 をを 成し 巧る 
ものと け 限を 〇 おょゎ 證 巧、 如何に 今日までを くの 支那 通 や、 ロシア 迎が •文 那閒趙 ロシァ 問 
巧 じがす る！： がを 誤り ホつ たこと や 0 十 年 前 ロシァ 問 擅の が 威 者け、 『過が 波な 巧』 の 如きは S 
口と化ちか&えでないと叫んだのである。 ^^い化酣までま撕問授髓戚おは、 寞旨巧は断 
Ij ドて 满洲は 巧 給 化を じ も说ろ もので ない と髙咕 して 居つ たので ある 0 
• 西 王 乂か巧 だかつて お ホと かな si き •ホの やうな ことを おされた ことがあ 60 
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巧 行 巧に 巧つ てゐ ろと、 史じ巧 お 羽化を 化と いふ々 5 な话 じと なり •今戒 んでゐ 占と ころが 
何 苗で あるかを をれ て 仕结ふ ことがある 〇 白山を ちじ 日本 おを 左 じおんで 居りながら* 白山を 
富 ± 山、 日本 おを 太平洋と ばかりな ひ をんで、 方向を 誤 まるが 如き こと も あるの だ。 义乂刀 化 
から 巧が じ 向つ て おび、 奴て 着 度して をる と 大巧の 支那 人の ル 化が をら しがつて を 化 じがた。 
パテ 巧が の吿 であるの じこれ は#! だとょ く考 へて をる と， 方向を 誤つ て 山 巧ち じ 着 障した の だ 
った 

云々。 『化を ザの 椎 巧者 J としても こんな 鉛 おが あるので ある。 これは の 給 か 将の自 惟 おとす ベ 
きも もでは なから ぅが， さりと て 巧く か將 をを むべき M でもない 。る々 がの このが 話は 巧して 
なて ユダヤ 妨論 ホ じ おする 巧 巧の 一 かとな すじを るので ある。 

おじ 『进囘 の 31 ロブ パ 大巧を な 黄し、 没發 せしめた ものは 巧 人 じ ホず、 ヵィゼル じ ホず， ■ 
じ ユダヤ人の 陰 煤の 結 おで ホる」 とい ふが 如き 妄 おじ 封して は、 ぞ をは こわを だ胶 する ことを ま 
ぶして 置かぅ 〇 S りじ サラエボ の-風を れつた 靑 年が ユダヤ人で あつたと しても， をれ じょつ て 
化 ホ S 獨立团 五十一 团中己 十ー ニケ 國 までを 加し， 一千 ~ 二ち 巧のを おと 六 千 セ 百 偏 凶の 財 巧と をが 
L た ホの 乂 皮が 色つ たとは， 何人 かこれ をなず る ものが ホら 5 か。 がり， 借 ホる をは ユダヤ お 拾 
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を s みで ある。 

化 上がを は ユダヤ 姑 論者の 巧 まを 論破し ホつ たが、 尙ユダ 卞禍論 ホ じ 取つ て-個の 义 なる 巧閒 
が 巧つて ゐる であら 5。 をれ は 何 か。 昔 じ ユダヤ人が 兼晴 しき 巧を なて 巧 义の経 巧 巧じ沒 巧し 巧 
り， 化が の 巧の ホを 握ろ じ 巧 巧した とい ふ說 でみ これが 『をし い ユダヤ 拥』 である 0 

ロー トシ ルドと 言 ひ， シブ フと言 ひ •化が の 長 ホ 巧せ じ大翩 巧た る ユダヤ人が をろ ことは ホ資 
である。 巧者は を わを 否® すろ 巧では ない。 义ョ ー ロ ッバ 大戰後 新しき ユダャ人の 富ち がが ホの 
财 巧じ疫 助した の も事宙 である。 巧 人 か 斥を 目 巧と して 起つ た ホ 齒の祕 せ I 一を 国が •一切の 
有を 人 排斥 じか ふる じ ユダャ人 をな てした ことは， ホ 困 じめ ける ユダヤ人 这 頭を 物語ろ もので あ 
&0 ホ國じ 巧る ユダヤ人 S 百 巧 人、 その 巧キ あは- 1 ユーョ ークじ 居る と 言 はれて るる 。もとより 
をのを 郁が ままと いふので なく、 をを はの 論か較 である じ进 ひは ない が、 その か 巧の 巧 ホが ホ 四 
じめ けろ おしき 『ユダヤ 贿 J の 巧と なつて ゐ るので ホる。 細 格 サクソン 人へ ンリー •フオ ー ドが 
なキ ロブ クフ エラー ずとは 巧 巧 ひの 化 巧を 义 のぶをのを をな てして、 ユダヤ 曲を 巧れ つ A あるは 
必 しち 巧 化 のない ことでは ない 0 

3 — 0 ッパ巧 じ ド ィブに おても ホ 『ユダヤ 巧』 の 叫がない やぅで ホる。 前 大巧 « 卫 I ベルト や， 



の 4 


首相 シャイデマンが ユダヤ人で あつた ぽ動 でら あらぅ， 大巧 巧ヒン デンプ ル ダは ユダャ人 ホ ひの 
を 巧 じみる と 言 はれて ゐる〇 巧 かろ i がかく ド イブの が 產のセ 十五 パ ー セントまでは ユダャ人が 
提 つて 什-巧つ たとい ふこと じ潍 何の 信を 巧くべき かは 問趙 である じしても'々 や ユダヤ人が ドイ 
ッ財巧 じ 大巧 力を 有して ゐる ことは 摇 ふべ からざる 事までを る。 

巧衔 バン 巧 中 巧 屋モ乂 巧 馬を 巧 巧は， 這 股の な ホ お 察 じ 巧し、 ユダヤ人 じ閒 する 所®々 「力な 
化 巧』 昭和 I 二 年- H 1 巧 號じ静 りて 曰く 

「化が ョ — ロッ パみ 地を 拠つて ぬつた 宿屋は 大巧 ユダヤ人の 経を であつた' 

ロンドンでは 某 子爵が をの 大巧 巧 も ユダヤ人の 所有で あつた 0 

"イデ ル ペル ヒ じがつ た 時 じは •巧 迸 人の ユダヤ人 排斥の 放 斤 列が をつた。 

一人の 大を 巧を じ化閒 超」 就て 寄ね ると T ユダャ人は 人 おが かいが 巾を 利かせ あぎち 巧な 
の お閒の 大部分は ユダャ人の 經を であり、 大巧が 巧の おかは ユダ卞 人で お ホのを 力を ら夕 くは 
ユダヤ人と いふ 謡で、 彼等に’ •實 巧た 山 敵は ぬ 巧め お 力で 排巧 する 巧な 巧な なので；！ じ御耻 かし 
い譯 です」 と 言つ た 巧 巧で あつた 。 J 

「ユダヤ人は 巧 巧 じな むで、 他人 じ 使 はれる 本が 大きら ひで， がで も自 みで やる。 日 木なら 巧 
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な 商人と 云ム 様な 巧 格を 持つ て 居て •やりかたは 化づ巧 かの 資本で 古木 匡ょり 姑め 寄 链ち致 
阳經 をと を ふやり かたで ある。」 

『ァメリカの ユダヤ人 はを 業では 利を がない と 去 ふ 率を 知つ てゐる S で •をを 物の 仲 頁を や 
り. 巧 ひ 占めて は 属馆で 販安卞 るので •農民の 利を はを ユダヤ人の プロ I 力— の 手 じ 占めら わ 
て 居ろ。 

デン マ） ク では 义がじ めける か、 るが 向を をて をの 對 巧の 盾め じ 化を を 設け、* 巧は 皆 化を 
じ 加つ てゐ て， 國 内で 描を じ 加 はらぬ 义地 まは 四戶 しかない とい ふ 有 探で、 同國の 畏ま 物を 口 
シドンの 巿巧じ 送る じ 商人の 手を かりない。 化爲 めじ！" — ロ ッバみ 圃 の 中 化聞义 けは ユダヤ人 
の 巧 力が 道 人らぬ。 化 圃 ではが 巧' 販資の ft をが ぎじが く 和 用され、 農 あでは 生産物の 化の 化 
がが 自 みのが じ 這 人り、 化 巧手 おの 巧め じを 引かむ & ものは 僅か I 抑 じる ぎぬ 巧な なので •函 
巧の 巧 H をはが あじ 岛 い。 

巧 巧の れ會 が 巧では 此 化合 化が じしなければ がが 抵 でぁる」 ‘ 

を々。 ユダヤ お 論 ホは 肢法 じこの 相 巧 氏の 鼓 巧を 巧た ことを それ こそ 『あの ま」 を 得た か <宮 ぶ 
ことで あら 50 巧 かし 乍ら 和蜗 氏の 談 おはか 威め でんゎ， 且つ おがめで ある 〇 『* 力で 化は めの 
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で# 力で 揉 斥す るのは 冉 化かしい」 とも あろ ドイッの 識 そ あを ホ かが i,v. じ 器して ゐる〇 
が稱 氏は お 巧と 巧 撕が阳 却で ホり •を 年 外囲 t か 志 ± の巧凿 をと して 阳ぇ 商き 人で ある。 
巧は が ホに めける ユダヤ人 巧 力の 法 巧を 正規して ホた だけ •ユダヤ がかき 巧の 固 じあんで 
はゐ ない ので ある。 

31 ロ ッパゃ アメリヵでは、 或は々 後 「が ザで 排 巧」 すろ 『ユダャ 解 J 說 が-を 泣に なつて ホ 
る ことで あら 50 巧を は ユダヤ人と 何の 交 巧 もな き 日本人が. ッ .へ；：^, が 邸。 が i クて 、この 
外 困 あおを その ま、 を屏 し， 河岸を 搂 へたる ユダャ 陰が 給を， 再び 固のに 流 巧せ ざらん ことを 望 
む。 ジャパン •ア •トヴァ— 4 イザ— が ユダヤ人の 經 をで ホる とか、 神戶 の巧寸 を おじ 陰な のがの 
手が乂り込んだとか* マッダランプポ l ^ダヤ閣であるとか、 京がの大巧閒がフリーイ^づ-^^と關 
巧が あろと か、 お 巧の フイ ル‘ ム はを ユダヤ人の 奥 道 だと か' をる こと 紐い ことを 一々 を a ホて し 
てゐ& よゎ、 日本人 も* ち ユダャ人 じ 巧け ないやぅ- 大宙 巧を しては どぅ だ 0 
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お 言 

人 巧が 放は 十八 化 紀の巧 ま 0 ホ •特に 世 ホの 大 がを 巧して ゐる 0 7 イリ ヵの 巧 化 じ ホけ &フラ 
ン K 革命。 そは 遂に ユダヤ人を もは おの じ 解れす ろの 巧 因を 成した 。イギリスは-八 一ニ ニ 年な 革 
なじて ユダャ人 じ 涅を椎 を 巧へ、 一八 あ 八 年 その 被 a を 巧々 巧へ た。 ドイッは 一八 セ-年、 スイ 
ス は-八 七 四 年， オ ー スタ 9— は 一八 セ 八を、 ユダヤ人 じ 勤して 平等 巧 巧の がを かき •一八た 九 
年べ ルリ . N おめ をな て ル ー マニァの ユダヤ人を 辉せ しちを しそれ ロシアが クル ロフ胳 ザ 等の ホ 
巧を 採用して 居 つたならば， ユダヤ人 問 垣索扭 を， もつ と 早くが 化する ことが 出 ホた であらぅ 0 
がかし 乍ら 古 巧 『ユダヤ 姑』 S 巧 坦はぷ 巧 巧び 經巧お 巧 上の 錯« と 御が とおな とから がて ゐ ら 
ので ある。 巧 ど ョーロ ッバ 人の 旧 じ 先天的 普 性と なむる この 迷妄を が 巧 する ことは、- 朝夕の 巧 
じは 困 巧で ホる 〇 あら < それは 『キリストの 巧战」 を 依つ てが かすべき 巧 西で も ホら ぅ 0 
もとょり ユ ダヤ 人の 中 じは 化 巧 征服を おへて ゐる ホ も あを？ 〇 それは 日本人の 中 じ も 無い とは 
嘗 へめ 〇 また ユダヤ人の 中 じは 巧 巧 ホ も 化た 〇扫 本人 中には 出な かつた と 斯肯し 巧る か。 また ユ 



化 I ダ卞 人の 中 じは 巧な 巧 やを る 巧 も 努〇夏 人中には > ホな りと 喜を & ち々 祥も ホな 巧 
おも あり， 巧 巧 も あれば 巧を も ある。 をれ を 「巧 巧 J とか 「征服」 とか まつて 思れ た 0， 「陰な」 
とか 「唯 殺 J とか r 詐欺」 とか 昔つ てを 謗す る。 シャィ 0 ック なら ホと も、 『ユダヤ人 も ホ 人 困 
の I 貝 だ」 と 巧び た < な るので るる 0 

害は を ユダャ 南と 富つ て. ユダャ人を はおに 巧け’ 巧知 じ 思 怖す るの 速 まを# めち がか 
らをて 々象 图族戰 をな どを 珠 巧し， ユダャ人 のみと 規な 基ばん とすを 望 S じ も ホ 
巧を 巧は する ことが 出来め 。日本 技巧の 卜：じ 負 巧され たるな 大 なる 巧 命は、 かして 左 « な 6 奴* ■ 
巧を をな て. 爱 斤し 将べ < もない ので ホる 0 
ホ S 巧妄 々まれ— 

化 巧を 正规 せょ| 

ユダヤ人 をして 正を なる 水 巧抽じ 主で 引 上け しめょ 0 
人 煩 おれのを 成の ために。 

明を が 新は 一音 蒙巧喬 をを 髮し ちまべき 化峯 命は、 ょゎを かじ 化 明 正大な ろ 日み 

ち 巧の 巧 力 じ おつを J ろを い。 



\ 

ゾ 中う 
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ユダャ 問題に 關 する 平凡 座談 會 

僖 ま淳毕 
巧 冉ほ軍 
出 大が 巧吉 
巧 川 巧 太 邸 
な 描 口 巧を 助 
大石隆 基 

/ >(1 vy- ( I 〜 

下 中期 I 二 邱 
定 垣な 



2 の 


司 ま 省を 詔の 括 太 巧 - • . 

下 中 ミ， て： 累頃 から 摘 太 人が 奥 養 笑 陰謀み 向ら し Tt と 眞瞄日 12 も 配ち ゐる 
人々 が ホり ま卞ボ 、その だ掛 义た關 しては いろいろ 問 垣 か ぁる やぅです から’ そを 旣て 
の 御 話を あはりたい のです。 

巧 猫乂人問阻といふと悲£じ瞄園が廣い；？^、 巧か地を出をてぶつかる巧問は巧詔婉た向 
の 方で 挺 太 人 ザ 装 破 WS 大 陰受窜 暨 には； K 革命に 誓を 姐ぶ 寶を しこ。 マ 

ル ク ス かあ乂人でホ つムのを初^^とし、 •*- ロ ッ-11 や ジノ ゲィ エフを も 澄 太 人で ホつ たでょ.； -4 

いちを して まを さき 度の 手が 日を も 及んで ゐる のち ル か 爭逐を 巧⑩ 運動と か 巧を 
ま 萬 宣储玄 いを はを それ だとい つて 薰じ 恐で てゐ るを ちそを らも 一つ 冒す ベ 
ミとは こ S 九 巧、 十日 阳 ばを 司を 省 ま 催の ぶ i 拳 誰ち をが 開かれ 島、 四 美 基の 
r 济太 人の が 雲 化 蓋 じ 就 こと ふ 節を か ぁ S ことで ぁろ そ おお 外 雪と してを を 
に 巧 f せる たを なら 巧 じち’ 正 巧の 課目と して おされ 哀 だら. つまり 司法 f をが 



猜 太- <の冀 ホで いふ ことを 讀め たが じちて ゐち これは 话お巧 謀をから 言 s 我意を得 
たり •をで 思 愛 善 薄を がると をぶ かも 知を いが、 括 乂規を 日す のま おなり >お をし 
てなる 秘から 見れば、 货じ容 るなら ね 問 酉と ちへ まず。 

を 巧 何 か 猫 太 賊じ關 ずる 被 揉が あるので すか 0 

巧 H をれ は齒太 人の 巧が 顚 巧の 筋を であ-心と 嘗 はれら 例の 度を 畫 でず 〇 これは 今では 包 お 子と 
いふ磨名で邦澤せられ 『化9^:^>2^命の賓お』 といふ載簡じなつて出てゐる。 がかし化は大正八年 
巧る ところで 巧寫刷 じな つて ゐた综 おを の 竭慨を 初めてを たと き、 ハ アン これは 「朕が 作戰」 
の やぅな な 化 だとな 巧した のでず 〇 『おが 作戰 J とい ふのは なが 戦带の おまつた 時、 巧と かむ ふ 
人が ヵィゼルの 原著を 譯 したと いふ 振れ 出しで が 版した の だが •つまり こ U は ヵィゼルが 軍國 
モ 藻を W てが 巧を 征版 する 計巧蒂 であると いふので、 當時 がぶ 侯 や 上 巧 お 军大將 などが が じ 他 
人 じ も 巧 讀を勸 めた もので あ &0 ところが 场謀 本部の 成ろ 將 巧が 疑媒ク 抱き、 澤 を じ 睛專を 見 
せて 興れと 中 入を が、 課ぶ をぅ しても 言を 蹇じ 巧して 暑な かつた とひます。 然 かし 
この 歲定 蕾の 方は 勿論 H 木 人 じょつ てな 作 さむた もので なく、 お 作の ま、 シぺ リア 古 産と して 
怯 人 さむた ものを が 扉した まで どす 。ところが 巧 四の 巧义姑 ホは 皆 この 法を 巧を 巧ぶ と—' て 
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ロシア 革 t くつ 付け •をち 话义 人の f 陰謀で 一の 日 蓋 困 も巧墳 ミを のかくな お 

ゐ ち 巧寞军 雲で あつたか 絮 富に ロシァ 冀會が 催され ロシア 承認 問 居を 討歲お 
とま、 今晚此 おじを 單じ なつて ゐろ涵 口え 主 あ 太骑に 就て 乂赏 論を たこと がろ たので 
ちえ 芸じ なは 十 年 ホ 括 太 おを 雲して 寒が S 招拘じ 居る 透の 人から 挑 取が を 巧を 
せけら たお 前は 澄 太 おを 雲と ふが 怪しから をら 巧 消せと 巧つ て ホ ま お。 

c の « 資を 見ょ 

*«_ その 留巧宙 の お 巧で も 話して 巧け ると お 巧です が 0 

■口 それ 化さとは 巧つ てゐ る。 それ 畜じ やぅと、 搭 じまいと を々 の擊 であるが. 巧 頃の 
遮は ち やを 留 をを じある 通り じな つて ゐる〇 政治 上から 言へ ば. 空 普 ' i を じすれば’ 
寡 人 巧に 祖刊か 生じて ホ をら、 巧々 窒 のま 椎が巧 はれる。 るみ じは， 岛 俗の 堪亂 •ぶ 

這 想 S 巧援累 if 管ち Tff 。 含 去 f じち も、 巧 6 ベく 外值じ 

化ら せ をら、 を々 困 S 巧 か增し 困な-か 生じて ホを 經重 じがて 養 上に めても おち 
壯 を 上 じかても 皆 この* 物 じを いて ホる やぅな 巧 向 じな つて ゐま卞 0 ‘ 


2 巧 


差大ほ 花のを たと ころを 蹇卞 ると、 なびた 受 民族が シォ》 おちれ 困を 巧连卞 ちそ 

の 次には そを ミい 葛で な< 葉を 受人 S 國 を. 猫 太 人 8 穀至 直く こと 冬る。 

その 畜望需 をを C 衰 6 i 皇 し’ 蟹 g た 5 菱を隻 If 。 を 

からを おを 讓すを 蠢 々重を る。 同時 じ その 賈 のた をは 有 ゆる 手段を 用 ゐて羹 へ 
ない といを で* をの 手段が 何を おを を蹇 まの 中に をいて ホる をち 

カイゼルの 泣宮 

志 4 モ の 手段の 主なるら のは …… 

太 石 そ は 今 お 愛 如く き 重 基へ すち、 羣を f 互 基 ST か， 律巧 ダ 

ち々 フ T 、 バ 1 、ダンス 等を 巧」 して 西 巧 世み をを りせ をを 破季 るを、 巧曲迅 あや 階 

級 围蔓養 させ 5 い T 、 をら 進ち 5 奎团 を？ を、 所 S 雲 命で をます。 

下 中 ムホ今 非 巧じ琶 いこと を 思 ひかい ち 『股が 作 昭お璧 である ことは 暨 だが、 夕か は 
治變 、蓉 的な， 議 をな て專 けば、 ホる 覆を そ お S 單る とい ふこと であう 化け 
外 董を巧 巧して ゐた 時、 肤 8巧が 芭つ哀 で 抵名ご ヵィゼルの 遺宣 とい ふ 巧 物を ま 



いた ことが ホる が* カィゼル sg 命は？ その 巧り じな つて s つた •賈ド ィぶ夕 基々 

と- 3 て 讓し了 あつた ス较り カィゼルが 寡 養 呆の閒 を ひだらけ の 愛 口を 借 じたので 居 
愛遂 社義 をを ける や.， じな つを いつて， 曼ずじ 近 首ち るる おでを いたので あちを 

を？ 雲と を e 宴 厚 塞」 曼ち S。 S はを 夏 S 萬 曲を なして ゐ 

る 愛 口 も ホ 妾： ただ 窩審の 方は たと へ寞 人が 糞の 王座を 巧へ して 雲ち 寒み-苗 f せ 
ずと ころで をが 巧が 猶太 人の ま 配下に なるとい ふやぅな ことは あり 得な、 0 
差な 太な 白を ss 组 民だ妻 つ がそれ が一つ 《迷 f なつ Tt。 この 迷 借が あ 
ろた ■©じ’ すべ T 蓋 服し S かの， n 的を 達しょ 5 とする 臺が掛 い て行< 。そし T また 本な 
國 まとして は 括 太は あびて ゐる夕 あの f 世 巧の 阴 々まで も お 强<經 萬 震々 して ゐ る。 

千 七 直 年 巧で あつたす ランスで ミ— 夕—ブ ンリふ 品と 言 はれる が i なが 業て 巧な 
りの 巧 ま 苗つ を’ 7 ミ K 富# から 薰な B 巧を 巧け •そを 赛去聖 と 商つ た。 

* た 日-マ 窒も篇 太 人 U 卸して 巧 敎でホ 6 とい ふを をる お 巧を かへ ちを 時 7 ラ シスは 
S で f 謹で & つたから ど 5ち もこれ を？ なけ S ならを いを でつ ま 0 王化 じ 
かするな # と、 n- マ 望 cs; す 6 養を で ミた 霎 だと 養 思つ てゐ る。 
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プロ トコ— ルは 培み か 

巧と こ iC が；； 巧 產巧中 C ミ 掛 - K 人 じは をん な宗謗 度を がない® ぢや ホい のです 
か〇を をは 人民の 巧 かなゎと 言つ てゐ 6 化で をら 0 

大石 {ホが をを めない や 5 じ 巧め ては ゐ るが® 

a 口裹 とを は. 我々 一お 人 S 認める. ボ なは 帝を でない。 语太人 だけの 宗累宗 をで ホる 
それれ 巧々 から 見れ は柔 なの やぅでは あるが、 巧 笠から 見れば 宗敎 である。 

さ ホ 剥から 度蹇が 醫を〇 ミ&ジ 腹を 累 と毛寞 人が ど® 惡れ 々借 じて ゐ& 
か •まを を ふ 塞を かつて ゐを とふ ことが 判が して ゐ亥 でせ ぅか。 ロシア 巧 命じ 關 
をたを+^人はま<神を倍じ了&&6^?どえ、 それも巧巧しないと#常宗奮ミつて來 
まて 下 中え si のす 一 の巧 まが あ义 その 璧通 りじな 會迅 みかな つて 巧く とを 
とは 有 這を 8|審 が存章 & から 描 交が S & 裹卞& とふ 二を f ない とぶ ふ。 
どの 化な 支が え 賣ま古 基营し H 损い 56 かを 今を？ く需し 5 は S と’ 展初 
サら襄 じまで 一累 びじな つて、 その 中閒 がを きる ミと 化ろ 



大 ちそれ をで 近す る 息 見と しては 巧 固に をけ ろを 力ち 致 治 おにせょ がを させち をれ 巧の 
顔 田れ を をれば フリ— メ— ソぶ會 員で ホり、 同時に 治 支で ある 人が 巧な りを い。 尤も おた 
人き ， ii ンと 給せ けて あを' フ ，1 夕-こ 穿の 摘 支 をれ ほど ホる か？ ち 

を 力を だけで を 化を 推す のが 宜 いかど 5 かは 問 超であります が 0 • 

壬 化が 今 言つ た 商 ホス ホる 養辜逐 せま じ瑪 ついて 巧る ことは を S や もつ ま义そ 
の 中 じが 巧 階級 巧 動の 铅； § 靈 迫 巧 巧の 巧學 とい ふや'， な ものが 锭 & まれて ホる じ靈 ない， 
からで あろ。 おは 没 太を おして 反 度 ，0 なければ 霞 も， い。 シユ クス ピヤの まは ちつ ユ 
*の巧<1 じは 非常 じ賓人 じかし 去し みのを か 出て ゐる が、 をは 同 盛を をし をね ちを 
ろを ル 說じ現 はれて ゐるお 交シヤ .，.ロ ック こそ 同 估に おする。 .白人 白ら 括す こかす る 巧 
巧から 疑. む 喧兒を 生じ K えな ことを し T 居れば こを 暮 寄は しまい かとい ふ掛 S をを 
或した も S が！！ 審 だと 是れ& 。雄つ T 日本人は この 閒超 をみ しも § 至まない。 

巧 5 もこ ± を n シ 7 語で ユ -)ィ；— と 云 ひます ミ . 

下 中 化は を 人 煩を 巧す &けれ ど 白人 巧 じて ご サ 《こだけ はなめ S 。 彼 巧は 外面 こ 力 S 

な 巧を •ふ ミ t •曾 if こ 除けと を C 器 人？ § s ’ へさ 委で みを •之 
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え s を 描 太 人の 思ら 見れ 香ち 技巧 t 淀 くだらぅ と 思 そそれれ 寞 を"" を 
を ajp たと-—、 呈 t ミを 排字 為累— ちい。 胃军 人が 愛 5 叫ん て 

累 4 受 ど— じない を ある。 日 ま 特色は がを 築かない ところに ホち ち菱 をて 
て そを S し S ち 九州を じは モんな 階 様が 南み？ ましち 中 团で霞 時化から 巧を 
巧く ことが 括 まつた-か 、案の 日本 巧 神は 何でも ホいで あを 矢で も 還で も 持つ て ホい とい 
をで’ 何 ほから 李 何ん なじしても 打ちを せない 一のを 塞して ゐる 。それほどの 画 巧で 
ある 是で& をら— しい ことは 一つ もを— ちを て萬審 .かな 章 あつて をれば な 

ほさら のこと だと お ふ。 

扇， » 太 人を 罕年 前 じ 囲を 巧 ひ’ 人種、 巧 お、 一昔 語、 夏 すべてが をつ てをから 深を して 
巧つ た ホち おを された ので あち i が 流 斤す ると ッレ経 太 人が 井戶へ 善を お をんだ かを 
と 首つ て お 寒す 6。 すかが 沒 くと こ篇芙 がその やぅ じがつ たから だと？ する。 戰爭妄 
ホ だとを のをび 吳 あじな 交が お 伏」 てゐ るとの 理由で 髮を たので ホち ち や •。ど おがの 

時 朝 巧 人が 震を たやを をで 日 支 12 も そ ST ち」 重 琴た お 寒 重。 それは 

一丸 窒年お 蒙 乂ち器 時、 日本人が 蒙した のちい ふ 流言が 超た それから 加州の 掛日 



運— i ま 5。 B . ます nf 二 if 。 況」 if 化 

固の— 入— くので ホる から 一と 抽りや 二た 通りの 擊 はない とほ ふ。 けれどら 今^ 

? ■巧の 御說 S ゎ 防 碧 A はを 愛人を 蒼 美た から ’ s されを まい かと ふ f を 
をゐ る。 そお卽 ち综審 ミち 日す は 奠全沒 g はない。 g しろ 日露 爭の 
猶—ら f i — Tt 。 を— をた 括 支が 巧い 護— つたこ 
ちを J ’ 馬も舊 C 乘？ 奠爱 叫ぶ-か 如 さ 某 見磬ま 6 ものと おひ 

任ま おは括太人は平和な民族；^と思つ てゐるゥ 
下 や 私 も 左 おお ふ。 

- あるな 沿 家の 巧 經衷强 

音け を も" シ KS ミ 摘 ミ 真 ダる 巧な を 覆； ミを など 专ど をと 宵いて 

满抑 


それは みれ ほど 雲され たので ホ をら、 おがを しも おクで ホつ たら 括ら， 


'は それ じを 



化して る ませう ね 0 

を 羹誓浸 一 f 亨上 けつ、) をは々； で捆太 曾？ 6— をを た 宅 ぁるが、 

可 ミを— をな こ 系を いてみ つて’ 何か爲 めじす ろと こを をを で 省い かと 思を る。 
插义 人ょ か會 革命 も世羣 命と かを— じして ミ やう 書いて ぁを か、 苗 際を をと— 人 

覃 もな」 を ミ」 を f 」 た 至—, V 1 を 毛—。 例 店！ 裝龜 

11 又梦— を ミが f ッ —i とち シ 了-テ Ti つて ゐ 
る 0 とこを をシ ャイ デ こは，？ 恐ろ と ポル セ ウイ* と i になつ て •； ッ じを 命を 巧 
さう と- 3 た？ 人の 革命 f - グ クネヒト ミ ザ •ルクセンブルグ—— ミ 巧へ て 数して 

化经 つたこて 是れば 猶太 禍 論# は插 义人シ ャイ デ こじ 壽 をければ ならち をし 巧义人 
^^ホ- ot ^命&澤わ」ょ-，と」 T 惡！ i 勇一な憂^^取つたをと」 T 巧& ，ら* - ャ ァ 
ンはえ赛 中へ たち 害は ない。 5にシ 了 デ こが？ しい 赤化？ 人と してろ 
てゐ ちす ると 誰でもは でら 涵 交の 蹇 なぞは 窠 化陰囊 とい ふこと になつ て、 個人的に 
ホ—— 立し— しを つを し ミる ii みから なくなつ i 。 みしく 世 
S おおを 知つ 56 ぎなら 宜 いが お 章ない 巧は 何でも 彼で も 骑乂人 S 謀 だと 思つ て 巧 ひ 



じ 宫害圃 きら お 太を 巧は を 了は なけな ならぬ と 恐怖す る こを なろ ちて 巧 頃 
读 の强累 先受 S ちか、 た- 3 か智え S 塞 『奠 曾た 妾 S を、— じみ e 
じな ミ 李？ 管 晒ら をぇ 「たが 富 ど，， 思 ふとい# 蔓音 T を。 S 管の 化 
はと 化の 中 じらつ とな 巧の ある 暨で闽 巧を 啓密 するな 臺 いが、 巧捉 のない 一 中にはに 
巧の こと も ホる でせ ぇ？ く ...... 〇 でない と薑 だとい ふこと では 皆を 信じさせる ことが 出 

ホない から》 を S -， けを，？ 雲 も？ 雪 T ， がか 之遺赞 S ものを 掛養 

とふ 巧 じ 巧 調 宿ち 上け る ことは’ 蠢附 曾で ホる とが ひます。 

宫 a シ X 《間を @ 义囊〇 ちかを < •政 愛 取を いを た 習ら 警 & 謂し よ’， 

去 ミを 命じよ つて" シア S は 望 おつ たのは 奠ぶ統 であると いふ ことち 畫 をよ 驾 
てゐ る。 

ロシアの 巧を 巧と 捏 太の 共を 巧 

下 中； 靈え Q 3? 蚕を いもちを 0 

妻 ホ 年 化は シベリァ S へ 行きを をが’ その 時’ 營え S ミた 曇 書を をた。 化よ 
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ミホ 面 戸。 え 藍 物が 浸で t ぅが’ 畜 でを I か？ をら 審 s 零 叫き 巧す 

ぐらを 车は涅 をね ない と考へ Tf 調べ 置た ところ 恐 石べ さは 插太 人で なく、 ロシア 

人と アイ， 文と で ホろ】 と 高 ミ 寒。 慧結 f ちは’ 愛人 凄し 5巧 の 雲と 

いふ 如きな S い 民 巧では ない。 S はか 言 本と 攀 せねば なを 民 巧で あを か、 現 溝 巧 
^ 統一して 行か-， とを は’ 梟 日本 じ も 手を 阳れ なければ ならち 彼等と しては 肤雙纪 
泣す ろ ことが 嵩で あを 巧 じ 日 シアの こ； 王髮 f 柄んで ゐち日 强戦累 時 シブ フ 
が i で 星の 軍 ま 使じ應 募した のは、 大旨ま 手で こノフ C シアを 巧つ 5 ひたち 
をら ち 明 消 天皇は 畏くも シツ 7 じ 励 一 蚕の 助 章を 巧け てゐ をる。 义猫乂 人の 羹 主義と 
ロシアの 共 if はを— 豪で ホつ て、 同 巧に をる こと 寞間进 ひだ。 一巧 年 夢 パ ご 

タイ ミ迎 つちき、 養の バル 7 すを 猶太 もみ 壽 へち T 李 どを 霉ぞ たち 
替 く； K 人寞 ちわ 巧 重 落を？ 人が ご； イミめ T 成 巧した ことを 路 おょく ち 
へて をれ ちを は 兩累を 窺 奪る 質を 說い たえで あえ 元 おお 太 人の ホ窒 をはな 
? 巧す ご ミ S だら ぇ ご X タインへ 行つ T 摘芙 《養 地を をと 累 ミれ る ほど 成 
功して ゐ を *」 S 芙碁日 ま 古武を をが？ 裹な人 ゆで f ぞ T もを てぉ 
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I ^ を妄 らち をれ だから n シ 7 g 裏は s が骚 おを 持から をら-， とい ふの だが こ 
ホる ミィ はを® 双が® いでを の あるき かお f といを ちその 巧 違が どこか'^ 
ホる 力と 言へ ば 神— ずると 借 じない 主の 蜜で あろ。 掩瑞じ 言へ ば 神を 借 お 
いぶ や^ょ ミ ili じ f ii 々入— ことは 居^が’ を 

'寒 ホつ^、 Mty y。 なぃ。 「—1— 半— のろが 浴 

巧 政な 古 日 巧运モ 

ささ 51 と所審 雲— 動 も 摘 太 人の 蓋とは を— ふとい ふこと じな ちす ると 日 
すは 何も 寞人 0 法 g を おれる 二とは 無い？ すが。 

巧 lyu。 を •ミ— 人 f tf 一を なぃ。 が i 基 李る 

玉 ま お 席で’ 寞 S 结困法 助と ミぶ 共 重— 助と が理を ころは はつ さり 判る。 
まか 巧を ちして が 反に 香せ ね をら ねとい ふ蛋動 だから、 薑が あれば 愛 じな ちそ 
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こで ロシアを 巧した がで 日本 も 倒さ 5 と 思つ たを も ある。 四 王 天 か 麻の 結に s 日 M で 日本を あ 
赤 じして をせ ると 巧 語した 経 乂人も あつたの である 0 
大サ 今’ 世 a {;^¢^命をやらぅといふ挺太人は第 lll ィ ンターナシ ョナルのホですな。 

巧# 第 S ィンクー ナショナルと 说太 人とは 闕 巧が 無い ので あるが、 典 産ち 蔑 じょつ て 世 巧を 巧 
して 仕 巧は なければ 理想の 國は出 ホない とい ふ 意 ホから ミ… 。 

ホサ 巧が 巧を をれ から 进ら 5 とい ふので すか。 
n 口 自 みの あふ迦 りじ やらぅ とい ふので す 0 

巧# 活乂 人の 巧 おはがな お古で あるが •をれ じは 先づ シォニズム じょつて 锅乂 S 國 家を 造る こ 
とが 必巧 だとして ゐ る。 猶太 人は 最早 自分の 國 が出來 たので 英 函人を 前じ茵 いて > 巧々 東洋 民 
族は 大じ巧 起せねば むらぬな どと 氣 おを 巧げ、 日 猶捏手 論を 唱へ ろを もみろ ほどで ず。 

下 中 そこで 判然して 超かなければ ならぬ ことは 今の お産ち 萬 運 か、 卽ち マルクス 流の 巧 動は 粧 
ぶ 人の シオ ュズム とを が逾 つて ゐら にも拘らず、 をのみ 床運動の 巧 後 じ お 太 人の 巧 動が あると 
いふ 攻 なか 太が あろ 0 またを の 巧 太を 隆軍 軍人な どが 信じて ゐろ〇 を こで おを を おはす 巧ない、 
それと M がわ &な乂 人の 陰な じ 不可ない とい ふ あじ おが 問 まつて ホ もので ホ C 



大サ とじ か < ，このな を 巧が いかじ も « な ものである 〇 をは ホが バル ピンで ィ 7/ フと いふ 口 
シア 人じ會 つたが， モ の 巧が 函 じあ 太 賊を實 なして ゐ て、 フォー ド じ も 材料を 供給して やつた 
と 得 息 じな つて ゐ た。 フオ— ドが ホ 囲で 抵太禍 のを 物を 化した ので 猶太 人から がが された とい 
ふ 拉も阳 いたが …… 〇 

巧 巧の 反留 太な 

i あの 問 垣は フォ— ドが 猫 乂 人 じ 降 眠して 仕 巧つ た。 

* 川 化は パン スタィン じめ けろ 括 太の 建图法 動は 非常な 困が じ陌 つて ゐ公 や- 5 じ 聞いて ゐる〇 
同地の 人口 八十ち 中 六十ち 人まで が囘を 巧た る アラ ビヤ 人で、 あとの 二十ち 人が 猜太 人と ぶを 
巧 巧た る歐洲 人と である 。そこで 己つ の異 つた 宗 おと 人種と が あがして ゐ るので， お函 など も 
バルフ ホー ア宜 首を 出した ことは 旧した が々 では 大じ 手ち 措つ てゐ る。 それから も-つは パレ 
スタィンが 巧畜 でが がすろ やぅな 肥 巧の ± 地 でない ので、 農業 じ 巧れ てゐ ない お 太 人の 械 民政 
巧は 旨く 巧かぬ らしい 0 

a 弗 それは 括 乂 人の 非 巧な 巧 力を 巧 t ろ® でせ 5。 巧 固な 巧な ども アラ ビヤ 人を 巧 かして 括 太 
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人が 巧 力を いや -3 じ强 がして ゐる〇 をの 著と 巧は 十 年 前 エル サ ごの 蓋のを 錢太 人が 
巧 十 人 虐殺され た ことがある 。をれ は ァラ ピヤ 人が 遼 つたの だら ぅと 思つ てゐ たが、 今を 一行つ 
て 見る と 皆 じ 園ら を英國 G な 猶奎義 累英國 國旗军 で やつた 霎 であつ たこと がかつ 
ちな 插太 熱は 蠢 のみでな くを が洲に 巧き 瓦つ てゐ るの だから •どの 化綺お 人が 惟 まむ てゐ 
るか ごを ります。 殊に 联洲 の耶囊 信者の 裏面を 探つ て 見る と 彼等は 隨か靈 い 罪 愛 巧つ 
てゐ る。 そこで 今日までの 見を は 兎 じ 巧、 今な 若しも 日本が 何度かの 國 と戰爭 をし なければ な 
らぬ とい ふや 5 な 場を、 何度から 軍费を 仰ぎ、 巧 巧 杏 持つ て 巧 もか〇 おは そんな おから 考 へて 
も 今 化は* K こお 乂 人と 親しくして 一 わくょり 外じ途 がない と 思ふ〇 今度 出版した 她著 『橄抵 山上 
疑問 S 辅 旗』 に 詳しく 蕾いて 置きました。 - 

大巧 をの 虐殺 常時 巧 猶太 ホ 發が相 當强い 力を 持つ て 居つ たとい ふこと になる が、 英國 かがと し 
ては 猜太人 じ 同情を 持ち、 おおの ザでは 巧 くんで ゐ たこと じな つてを く がらない。 

巧 井 唐 軍 おは 谣太人 じ 同情して ゐ たが 教謀 本部 じはだ 摘 太 派が 集 走つて ゐ たのです 〇つ まゎ 英 
國 でも I 振に かれて ゐち 

， 描 号ん を 0 T を SIT たと さ、® 支 寡 命じち 下 n シ K を愛 つた S だから ハ 
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レス タインの 巧な 亞細亞 の A 巧で 固を 建てる ことは 巧 垣で ない と 言 はれた が， 今の 酒# さんの 
お 話とは ホ 盾し ますね 0 

a ロ バレ スタ イシは 別な じす ろんだ ね。 化 巧の ホ椎 など じ 惜猫乂 人の きじ 入つて ゐる〇 
满化 々の ッヴ エッ ト •ロシアは めして お 太 人 S 天下では ない。 巧を 巧の 巧なら 抵本 じがて は卜 
ロッキ—、 ジノ ゲイ エフ 等の 摘 太 人を が 斤した もの だとぶ ふ 0 
H 口 それは 化き がを ぇて ゐ るから だ。 このま でな けば 挺 太 人の 虐殺が 始まる ことを あれて あ 
太 人を 排斥し 出した S だ。 

* 川 そんな ことは おい 〇を しも 猶太 人の 理想が ロシァ じがて S 巧され ッヴ H ブトな 巧が 涵乂乂 
のは 巧に なつて ゐ るなら. 何を ましんで 度 巧され ろ ことを 巧れ るので す 0 

もつ とお おを 堅固に 1 

下 中 をり や滿 川を の 言 ふ 通ゎ だ 0 

a 弗 留定 ホの 陰な と シォ ュズム とを-巧 じして は》 巧ない 〇 g 定まを を 訝した 包 荒 子 も パレス 
* インを 度 巧を てから 考が 巧つて、 ホの 香 物は も 5 出版して しまつた の だからを 方 もない が • 



259 


もぅ 古くて 既目 だと 言つ てゐ る。 

w 川を なら 奠破 累大議 だな ど、® ぎ囘つ T 何 著を 田舍 S クを w かし， 可 巧な ろ 

涵乂 人を 化つ けた 猫 太 聞 論 巧は 何の « を なて 罪を 天下一^ する 化です 0 
太 巧 絕 が じで もす るんだ ね。 

下 中 それょり 仕方は ホろ ホい。 

«ホ シォニストの 運 助は そんな じ 恐ろしい ものでは ありませ ぬょ 。まつて がが ちな ものです 0 
ホサ I 千 六 百 苗の 猶太 人が 色々 じかれ てゐ ると すると、 これを 一つ じして 巧々 があ乂 巧を む 配 
する 必 巧は 巧 ど 無い 譯 ですな。 

a 口 例へ ば 日本人の 中 じ 第一 ニ ィン々— ナシ "'ナル じ共咱 したりした をが ホつ た 時， ホ 画人から 
見れば日本人がホ化運動をやつてゐな- -とじなる^* のお経太人じもいろ<あろが化會まま法 
助 ぞ じは 活义乂 がを いことは を 苗 だ。 

下 中 さ 5 す 6 と シォ ーー ズムは 化 巧が as 险謀 でない ことが 明か じなり 支した 〇 i た a を そがな 
をで ある ことは 疑 あゎ ませめ。 ずると々 i で H 本 じ 巧 へられて ゐ たな 乂規 なる ものは をく 夕の 
巧な を 巧れ もので が 等 をれ るか 巧は あゎません な • 



が 0 


a ホ 隆 謀では あゎ ませね。 晤 中飛 雄で ず〇 それを 軟洲み 陰謀 だとい ふので ず 9 
下 中 巧 じ 角もう かし 日本人の 思想を 堅 園 じして 根披 のない 猶太 禍說 の 如きに ビク {しない や 
うじした いもの だ 0 

巧并 日本人の お 想が ち剧じ なれば 何も 恐れる ことは ありませ ぬよ。 

下 中 では この 程 巧で 止めて 苗き ま卞〇 どうも 巧夕 忙中 有 巧う 御座いました 0 

《巧 か 一二 年 十 i 巧 A 日夜 巧 巧 巧が 芭壬見 巧に 化て) 



261 


巧 了 じを リ再ぴ 著を ょリ 

本是 まを が夺巧 了す る じを り、 霎ま 再び ご 音 申 ホ まちを 寞ズ晚 巧 & 卽ち本 
年 じ 人つ をら， d ダ苗留 にが— 覃星 柄が、 世阳 及び ま累 を建發 生した からで あつ 
て •巧霎 々はス の 養で' こ、 じ 執 巧す るち 巧を あじた ので ありま ス 
本を ろて 早々， ユダャ 問 駐じ關 する 二册 の 鲁 すべき ま 箱が お刊 さを しち _ は 旗 巧 信 

S を述 r 農 巧 is 琶ミ义 S 小 谷— 一郎 氏ま述 『日 畫日畜 i 原』 でを ま 

ス巧际 K の 度 名で ホる ことは々 更說 明す らまで を お®^ にこと まかなければ ならぬ こと 
ミ 『窒了 ミ- ナシ m ナル.！ と 註の 人つ てゐる 畐 翼庵资 話』 が、 むしろ 『5 麻の 話 J 
と あ 的を ミた を、 遙 かじ 夏 じ 副つ T ゐ を】 とでを まス簾 氏が 十年一日 S くを の 巧 
託を； して ホた ことは、 そを 要ら 見て をを & り まて 累 『原 稱巧 かせぎの 一巧 巧け じ 
この<<|^み»いたものでない」 ことは、 すでに -おの巧6ところでありませ5。 けれども氏が巧 



s 尾 ユダヤ 禍 のま 巧に 捉へミ 著社會 運動 e 一囊 としての 围糞產 がを 目— じ、 その 
源を ユダを S 招 典た る 卜-ラ や 《ルム 1.卜 じ 巧し T るると 警が如 さち 餘 たもな だしき 館 
巧と 偈巧 とては をますまい か。 そを ことが き 了シタ —ナシ 3 ナルと 何の 關巧 かを ませえ 

ユダ 又を S し 品 if 華る 陰謀 震で 重と し、 シォ ー； ム も、 共産ち 秦 も' 無は 巧 
義 も’ 個人 モまも •何を を ふい かじち ユダヤ 楠の 巧を を 描き. 自ら 恐れ 自ら おぃて ゐる 
人々 の 塞— 日本 じめ て、 目 挺阅— み唱へ 出した のが 「堂 瓦. ホは 藝 趣を のをを ルを な 
巧で を まて 巧は 新著 『日本き 養 巧—』 お 1 日臺族 基？ X ラ； 民族の 票 
であると し ユダヤ 養は ま 候ぷて あると して ミれ まて 巧き じ ユダヤ 禍 を高唱 おる. 酉 ホ 

お 雲が’ 昨年 ホ 『露ち 幫 S 震； 『神州 季 国を f て’ 日 i ホ， 製な 古を 心 
ぞ る、 そ 里ち々 このを 部 巧— 璧を しては、 ユダヤ 闹の倍 君らざる 巧 も、 何が 何 だ 
か 註 か f なえを をを せえ ユダヤ 民族は 陰謀ち 管 ホる とい ふちを の ユダヤち 巧が 日 
本 民族と 留で ホる じ 至つ ては. ユダヤ 姑卽ち 日本 拓と いふ ことじな 《ます 〇こ むを ユダヤ 巧 信 
ホは 何と 佛巧 すろ のでせ ぅか 0 

日 震 爭巧時 のお 寧た る 留妾郎 巧が I 巧 十 丸 B 並 じ 直 宇一 B の 一局 じ宜 ゎ、 東を 
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み 新 削に 大 々的 廣吿を 巧 けられました 〇 化は あれ だけの 廣吿 をす る じ、 巧 千 圓の巧 用を 霞した で 
あらぅ とい ふが 如き 失禮な 推測は やめる としても， 义 中を 逃すべからざる は 骇ケ所 じな つて ユダ 
ヤ おを 宣 巧して ゐられ る ことであります。 曰く 民な 撰のを を 戦術とは ユダヤ人 のな 宵を をんだ も 
ので あると か、 曰く 軍 隙を 破壊して 國 おの 威力を お 堅せ しむる は ユダヤが 化 巧を 蜗 化する】 の戰 
術で をる とか、 曰く 淀國巧 巧の 一念は ユダヤの 反逆 的 梢 神 奶化的 思想に 合致ず ると か •口を 極め 

王 ダ ヤを對 する 藝を 試みら おちを 妻。 おが 若しも ユダヤ人で みつたならば、 直ち 
じ 岡 的 巧 十： にち H 決 励 狀を蓉 かけた から 知れ 畫 ちち 私は 夏 人で 委 がを、 日す 

中 ユダヤ人 じ對 しかくの 如き 迷妄を 抱けろ を ある ことを' 明治天皇の 神 巧の 巧 じ惭愧 せざる を 巧 
ませね。 畏くも 明治天皇は 御製に 

よもの 海み な はらからと 思 ふ 巧に なと 波 巧の たちさわ くらむ 
わたつみの 波の よを じ もへ たてな く 親しむ ぶは ある 世な りけ り 
と 仰せら むて ゐ るので あります 。日本人が ユダヤ 規と いふが 如き 外 ホ 思 巧に かぶれ' ョ ー ロヴパ 
人の お-あじ 乘 つて ユダヤち 巧の みを お 巧 じ 拱 巧 せんとす る おゎ、 日本人は ホ 巧の お 日じ對 してな 
巧 すら 巧 格を 持 もませ AO 
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龙线 てを 巧ポト •原を 饰を訪 間して 讓論あ 剔 じ 巧んだ とき、 元帥は 自ら ユダヤ 閒疆を 切り 抽さ 
れ •おおが ユダヤ 禍 迷妄 打破の 戰陣じ 立てる を壯 とし、 r 處理と 正義の ためじ 义じ戰 へ J と 激励 さ 
れ ました 〇义 をのを 松が 介 お 先生を 訪ねた とき、 先生が 『この 閣 或る か壯 軍人が ョー ロブ パの キ 
リスト おの ことを がき じ やつて ホた が、 中々 しつ かりし わ 男 だつ たよ』 と 姓名を を げられ たので 
『をの 人なら ユダヤ 禍蒼傅 をです」 と 答へ ると 『さ 5 か〇 それは 惜しい ことを した 〇を 化と 知つ 
たらよ < おいて 問 かせる のだつた のじ 〇 がかし まだ じそんな 馬鹿な 說を最 面目 じ 信じて ゐる をが 
あるかね 。かし おおを 硏究 したら、 耻 かしくて そんな ことは 官 へない よ」 と 中 さむました 0 
お 日 前 •小 笠 原 長生 先 かの 御 話 じ も 『ど 5 も ユダヤ 禍 など、 言つて、 巧 角 太 隅の ホ じあ ひ 宿つ 
てが やうと いふ ものを、 酷 ひて 敵 ホ じ 追 ひを む やうな ことは 大 間違 ひで あ &。 巧お應 報と をす ベ 
きは、 ロシァが あの 盛 ゎ 技 百年に 置つ て ユダヤ人み 磨 殺したり、 お 迫した ゎした 結果、 レ ユンが 
巧 現した ので ある 〇を のがが ユダヤの 紋だ らうが 何 だら うが、】 切を 包 擁して 化 宵 じを すると こ 
ろじ お嫌い 日本の 閱 腹が あとと をはれ ましち さず が 多年 法華經 をを 飯され てゐ么 先生の え敢 
ろ 今 巧な がられ 服 致す ので あゎまず 0 

「平凡』 結 上、 ユダヤ 解 閒底座 誤を の 記を は •ユダヤ お 論を のが 怒を なつた やうで あゎます 〇を 



居鮮あ 巧から 疫られ た 『を 設』 一二 巧號 じは 同氏の このを 謀を じ關 すろ ースが 載つ てゐ ますが、 そ 
t こょ & と 氏 等は 化が ユダヤ 禍 論を 固持し 謹し’ を も 包 荒 子の 璧は 『彼等 I まを 論は 巧 
じ國 をのな め 故 嚷の至 0 じ 御 巧 候』 云々 と 寄いて ゐられ ろを ぁりま ス 此の 人達は 自ら 反 寧 
る ことなく* 地震を をした ものは 度で あろと せねば あ 知が 出 巧 まねる と 見へ をす 。まこと じ 長大 
なの まり じ 巧へ ませぬ。 

今な 大 化巧吉 巧の 監輯に 成る 『ロシァ 大ぞ 命の 裏面 か街淫 巧』 をセ册 刊行の 計 哉が 化 ホ、 その 
な I 巧た る 『ホ 制 ロシァ 沒 をのを 风』 はすで じ發 巧され ました。 巧 蒂の 前半を 占む & ものは、 > 
ル ロ フ化軍 著述のを 謡で あ 0 ます 〇乂化 巧の 巧 义じも ある 通り， この ロマノフ 巧の 前の 採 巧 巧は 
巧.；！ り 詳細に ユダヤ人 問 超を おな つて ゐま寸 が、 プロ トコ ー ルの プ のぞ も •ィンポ ゥのィ のず も 

巧いて 居り 臺ち 化は ユダヤ 禍論 あがを かか じし、 白紙の が 越 じ 立ち 囘 つて、 ユダヤを 對 
する 贵の 巧を 的硏 巧を 始められん ことを た 勘め いたします。 

がは まだ 目が さめぬ ユダヤ 柄 論 まが 「それは クル ロ フがプ の 字 もィの 字ら 菩 かな かつた 第 だ。 
をし そんな ことを をいたら 一 ぺんじ ユダヤ人から 墙 されら じが 连 ないで， 防がい か』 と 中され ろ 
ぃも かれを せね。 をれ なら 技巧 も ユダヤ 巧 お 巧 S 中 じ， 巧を みまもつ て ゐる乂 々の ホ& かが 化 W 



なる 理ホ であるかみ- 昭 々おする こ.* . 巧 ホる のであります 0 

をは 兎じ夕 をは これで 惭がユ ダ r 關 論を との 谋爭を 巧 切ります 0 

昭和 四 年 お 巧 十日 S 




則が 的を •化 裂 口 1 か 


